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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　森と麦穂の国に無知にして蒙もう昧まいなる領主あり。


　その者、財欲と色欲に血道を上げ、領民皆みな悲ひ憤ふんに暮れる。





　領主の陰かげに賢けん人じんあり。


　その者、冷然にして沈ちん着ちやく、学才あって政まつりごとに通ずる。





　されど賢人、忠を誤り道を違たがえる。


　領主己おのれを省みず、領民なおも疲ひ弊へいす。





　不日、反乱の火上がり、領主、因果の報いを受けれり。












　序章　父と娘この苦く悩のう







　　　　　１





　王国暦れき八十三年第八の月下げ旬じゆん。


　その日、トゥールスレン城じよう砦さいに留とどまっていたベアトリスは、一つの情報を携たずさえクラウディア王女の私室を訪れていた。


「朗報にございます、クラウディアさま」


　自らが反乱軍の人質となることで王国軍の攻こう撃げきを止め、さらには両者の橋はし渡わたしを自ら務めることで反乱軍を王国軍に組み込むことに成功した、十三歳とは思えぬ智ち謀ぼうと胆たん力りよくとを有した少女──クラウディア。


　このとき彼女は、いつものように椅い子すの上で肘ひじ掛かけに腕うでを乗せ、頰ほお杖づえを突ついてぼーっとしていた。そしてその傍そばにはこれもいつも通り侍じ女じよシオーネが身動き一つせず佇たたずんでいる。アレスの義妹エレナがいないのは、どうせまた怪け我が人の治ち療りようとやらにでも行っているからだろう。


「ほう、朗報とな。何があったのだ？」


　問い返したクラウディアだったが、その口調はどこか義務的で、興味を惹ひかれた様子はあまり見うけられなかった。少なくともこの段階では。


「昨日、オルガスタの北西エブラム平原においてミレスデン軍との決戦が行われたそうです」


「……なに」


　反応は劇的だった。


　クラウディアの表情がぴんと張り詰つめたものになる。


「そうか、ついに始まったのか。それで？　勝敗は決したのか？」


「はい。お喜びください、我が軍の大勝利です。アレスさまと〈風の戦いくさ乙おと女め〉の活かつ躍やくにより大きな被ひ害がいを受けたミレスデン軍は、目下敗退中とのことです」


「おお、そうか……！」


　クラウディアの顔に、ぱあっと満面の笑みが浮うかんだ。


　まるで部屋全体が明るくなったようだった。国中に愛された少女の笑みとはこれほどのものかと、内心でベアトリスをうならせたほどである。


　だが、その笑みも間もなく消しよう沈ちんする。


「……いや。未いまだこの国にはディレニア軍がいる。まだ喜べる段階ではなかったな」


「ですが、アレスさまの武勇がある限り、我が軍に負けはありませんわ。そうは思いませんか？」


「ああ、そうだな──いや」


　頷うなずきかけたクラウディアであったが、突とつ然ぜんぷいと顔を背そむける。


「ふ、ふん。たかが一人の武勇にできることなどたかが知れている。おまえはあいつを買い被かぶりすぎだ。あいつなどせいぜい……五体満足で帰ってこれれば充じゆう分ぶんだ」


「…………」


　自ら敵地に飛び込み、王国軍と反乱軍の友好の架かけ橋はしとなっている聡そう明めいな王女とは思えない言葉だった。信しん頼らいと心配。恐おそらくはその二つがクラウディアの中でせめぎあっているのだろう。ことあの騎き士しのこととなると、クラウディアは持ち前の冷静さを保てないらしい。


　──やはり、それほどまでにアレスのことを……。


　カルレーン国務大臣が二人の仲を裂さけと命じた理由があらためてよく分かる。今のように他の男にうつつを抜ぬかしたまま他国に嫁とつげば、間ま違ちがいなく後々何らかの軋あつ轢れきが起こるに違ちがいない。


　大体、アレスは自分のものになるべきなのだ。相手が一国の王女だからといっても、こればかりは譲れない。


　とはいえ、クラウディアは再び自分の殻からに戻もどってしまった。この状じよう況きようで下手に色いろ恋こい沙ざ汰たの話など持ちかけても乗ってはこないだろうし、逆に怪あやしまれるだろう。


　それゆえ、ベアトリスはじっくりと待つつもりだった。


　先ほどのクラウディアの態度を見ていれば分かる。転機は必ず訪れる。ミレスデン軍に続いてディレニア軍もこの国から追い出され、平和が訪れたとき。そのときにこそクラウディアは国を憂うれえる王女という立場を忘れ、こちらの話に乗ってくれるに違いない。


　──勝負は、そのときですわ。


　ベアトリスとしては、王国の勝利は微み塵じんも疑っていない。


　アレスの強さを、恐らくは誰だれよりも知っているからだ。そのアレスを有するベールセール王国軍が敗北することなど絶対に有り得ないのだから。





　もっとも、ベアトリスは知る由よしもない。


　そう遠くない未来、アレスに起こる劇的な変化のことなど。


　そして北との戦いに終しゆう止し符ふが打たれた後、この国を襲おそう未み曾ぞ有うの動乱のことも。





　　　　　２





「陛下。ご報告いたします」


　一方このとき。


　クラウディアの父──ベールセール王国国王ベルセルム四世の元にも、吉きつ報ぽうを携え参さん内だいした家臣の姿があった。


　国務大臣カルレーン侯こうである。いつものように何ら感情らしきものを浮かべていない忠実な家臣は、その右みぎ腕うでに桐きりの箱を抱かかえ、過去に力を失った左腕をいつものようにだらりとぶら下げていた。


「どうした？　吉報であることを祈いのりたいが……」


　問い返すベルセルム四世の声はどことなく張りがない。ここのところ相次いだ公事・私事を問わない凶きよう報ほうのせいだ。


　まず、娘むすめが家出した。争いを鎮しずめるためと伝言を残して。


　次に北国が突とつ如じよとして侵しん攻こうを開始してきた。


　挙げ句、今度は息むす子こが家出したのだ。北と戦うためと書き置きを残して。


　何よりも大事な子供たちと、そして国の危機。ベルセルム四世の気が沈しずみがちだったのは無理からぬことだった。


「ご安心ください、吉報にございます。昨日、我が近この衛え騎士団第三軍は、エブラム平原にてミレスデン軍との決戦に勝利、これを撃げき退たいすることに成功いたしました。もちろんハインツ王太子殿でん下かも無事とのことです」


「……そうか。何よりだな」


　ベルセルム四世は大きく安あん堵どのため息を吐ついた。


　一国の王ともなると、前線へ赴おもむくことなど滅めつ多たにない。将軍を信任し、将兵が十二分に力を発揮できるよう環かん境きようを整えてやるだけである。それゆえかベルセルム四世にとって、戦の結果とはいつも他者からの報告によってもたらされるものだった。だが、何度味わっても勝敗の結果をただ待ち続けるというのはあまり気分がよくない。ましてや、もし今回敗北の報がもたらされれば、将兵の命、国土や威い厳げんは元より、息子までも失うことに繫つながりかねなかったのだ。そのせいもあって、今回の戦勝の一報はベルセルム四世を心底安堵させた。


「民に祝い酒を振ふる舞まってやれ」


「よろしいのですか？　宿敵ミレスデン軍は撤てつ退たい中とはいえ、国内には未だディレニア軍が残っており、状況は予断を許しませんが……」


「酒ぐらいはよかろう。余と同じように、民の中にも息子を従軍させているものは多いだろうからな。ひとまずは勝利を分かち合うべきだ」


「……御ぎよ意いに」


　カルレーンは一礼した。


「それから陛下、フィリップ将軍から申し出がございました。ハインツ王太子殿下は健在なれど、北の地は未だ危険が多く、一国の王太子がおわすべき場所ではないと。しかし一いつ介かいの将が次期国王に指示を出すのは憚はばかられるゆえ、国王陛下より殿下に対し、王都へ戻るよう働きかけてもらいたいとのことです」


「確かに息子がいてはフィリップ将軍もやりにくかろう。申し出はもっともだが……カルレーン、どう思う？」


「は。前にも申し上げましたが、ミレスデン軍との決戦が始まる前でしたら、有う無むを言わさず殿下を呼び戻すべきだったでしょう」


　ハインツ王太子が勝手に王城を出しゆつ立たつし、はるか北のオルガスタの街に姿を現したと知ったときから、カルレーンはずっとそう主張していた。ただ一人の世よ継つぎたるハインツの身に万が一のことがあれば、国が根幹から崩くずれかねない。カルレーンとしては当然の主張だった。


「しかし、状況が変わりました。殿下を擁ようする我が軍は見事北の軍勢を撃退することに成功しました。民衆や兵士たちはこの功績を殿下に帰すでしょう。それを今いま更さら呼び戻せば軍の士気にかかわりますし、陛下と殿下との間に何らかの不義が生じたのではないかとあらぬ疑いを呼び込みかねませぬ。付け加えますれば、このまま殿下を擁する王国軍が更なる功績を立てることができれば、王家の発言力は強まり、貴族の専横を防ぐこともかないましょう」


「そうか、では結論は一つだな。フィリップ将軍には申し訳ないが、しばらくはこのままでいてもらうとしよう」


「承知いたしました」


　ベルセルム四世自身には、許可なく前線へ赴いた息子ハインツを呼び戻すつもりはほとんどなかった。もちろん親として心配ではある。ただでさえ、つい最近娘による独断専行があったばかりだ。しかし、ハインツが王国軍に加わった結果、多くの貴族はもちろん商人までもがすすんで王国軍に協力するようになり、その陣じん容ようは短期間で大きく強化されることとなった。ミレスデン軍を相手に勝利を得られたのはその辺りにも一因があるのだろう。


　子供たちが行ったことは、すべて着実に実を結びつつあったのだ。こうなった以上、父としてすべきことは一つだ。子を叱しかるのではない。子の成長を喜び、子がより多くの成功を成し遂とげられるよう援えん助じよするだけである。


「それから、陛下。エディンバラ皇国から再び親書が送られてきました」


　カルレーンは、小こ脇わきに抱えていた桐の箱を差し出した。


「……そうか。見せよ」


　隣りん国ごくの友好国からの親書である。その重要性はベルセルム四世も熟知していたが、このときの彼の反応にはどこか薄うすいものがあった。その親書の内容が、読まずとも想像できたためである。


「…………」


　実際、親書に目を通したベルセルム四世は、やはり最後まで大した感かん銘めいを受けることはなかった。


「やはり再度の援軍の申し出にございますか？」


「そうだ。エディンバラ軍の準備はすでに整っており、我らの要よう請せいがあり次第直ただちに援軍として駆かけつける用意があると、そう書かれている」


　ベールセール王国は、仇きゆう敵てきから宣戦布告もなく侵しん略りやくを受けた。この危機を、正しき義を尊ぶことで有名な同盟国・エディンバラ皇国が放ほうっておくはずもなく、ベールセール王国に対して一月以上も前から援軍の派遣を申し出ていた。


　グリア大陸に名高きエディンバラの精せい鋭えいが援軍として加われば、北の軍勢の脅きよう威いは著しく減少するだろう。そしてエディンバラの援軍が来れば、将兵を含ふくめて確実に命を救われる国民の数も増えるだろう。しかし──


「断るしかあるまい、急ぎ返書を出しておいてくれ。いや、今度は書で済ますわけにはいかぬな。道理をわきまえた使者をエディンバラに派は遣けんしてくれ。くれぐれも礼を失することのないよう丁重にな」


「御意。では直ちに人選を始めましょう」


　ベルセルム四世としては、隣国の申し出を断らざるを得なかった。


　第一に、見返りが恐ろしい。


　エディンバラの皇王は義に厚く、ベールセールに援軍を送ると提案するにあたっても、これまでのところ代だい償しようなど一切要求する素そ振ぶりは見せていない。しかし今はそれでよくとも、借りを作ることになるのは間違いなく、将来その借りを返せととてつもない要求をされる可能性は誰にも否定できない。


　第二に、王の威い信しんにかかわる。ベールセール王国は騎士の国であり武人の国なのだ。自国の危機を切り抜けるにあたって、軽々しく他国の力を借りるような王になど、騎士も貴族も付いてこない。ただでさえすでに貴族の台頭という問題を抱えているのだ。これ以上、王としての威信・威厳を失うようなまねはできない。


　第三に──娘むすめクラウディアのことだ。エディンバラには、半年後にはクラウディアが嫁とつぐことになっている。ベールセールとエディンバラの関係が友好かつ対等である限り、クラウディアへの処しよ遇ぐうが悪くなることはないだろう。だが、もし両者の力関係に優ゆう劣れつが生じれば、クラウディアは遠い異国の地で不ふ遇ぐうの人生を送ることになりかねない。父として、王として、それだけは避さけたかった。


　この三つの理由がある限り、どれほど多くの国民の血と涙なみだが流れることになっても、隣国の力を借りることはできなかった。何より、幸いなことに北の脅威は退けられつつある。それも、他ならぬ息子の手によって。


「このまま、何事もなく事が運んでくれればよいのだがな」


　娘が反乱軍と王国軍とを和解させ、息子を擁する王国軍が北の軍勢を打ち砕くだき、次期国王としての名声と地じ盤ばんとを磐ばん石じやくのものとし、さらには娘が隣国エディンバラへと無事嫁ぐ──。


　それが叶かなえば、間違いなくこの国はあと二十年、いや四十年はもつだろう。それを思えば、二人のかけがえのない子供たちに、安全とは言いかねる旅を続けさせる意義は充じゆう分ぶんにあるはずだった。
















　第一章　フィリップとジェレイド
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　ベールセール軍とミレスデン軍との激戦が行われたエブラム平原。


　ほんの昨日激戦が行われたこの地では、未いまだあちこちに死体が残り、そして平原の中央には激戦の証あかしを示す小さな山ができている。


　ミレスデン軍の先兵として動いていた巨きよ人じんの残ざん骸がいである。


　その山を、少し離はなれたところから一人じっと見み詰つめている者がいた。


　アレスである。


「…………」


　その顔に浮うかぶ表情は、まるで罪を悔くいる罪人のようだった。


　あの小山を見ていると、どうしてもある少女のことを思い出してしまうのだ。巨人を操っていたシスティナという少女のことを。


　だが、ずっと一人で悩なやんでいても答えが出るものではない、誰だれでもいいから話し相手が欲しいという思いから、とある名を口にする。


「いるのか、パンドラ」


　返事はすぐだった。少女の形をした精せい霊れいは、すぐさまアレスの横に出現した。


《これは異なことを。我と汝なんじは契けい約やくによって結ばれている。汝が呼べば、我はいつでも姿を現そう》


「それにしては、最近のおまえは気まぐれに過ぎると思うがな」


　できる限りの皮肉を込める。


　北との戦いが始まって以来、パンドラが姿を現す機会はめっきり減っていた。特に、絶望的とさえ思えた巨人との戦いにおいてアレスはパンドラに助言を求めたが、返ってきた答えは「自力で戦え」というすげないものだったのだ。アレスが恨うらみがましい口調になるのは無理からぬことだった。


《忘れたか。我は必要とあらば助言を与あたえる。必要と思わなければ与えぬ。それだけの話だ。現に汝はこうして生き残っておるのだからな》


「……そうだったな。おまえはそういう奴やつだった」


　何度もパンドラの口から聞かされた答えである。しかし、未だに聞かされる度に腹立たしい気分になるのは変わらない。まるで自分がパンドラに弄もてあそばれているような感覚に陥おちいるためだろう。


《もっとも、他にもむやみに汝と会話することのできぬ要素はあったのだがな》


「相変わらず持って回った言い方だな。どういうことだ？」


《今それを言うわけにはいかぬ。いずれにせよ、これだけは確かだ。汝は〈風の戦いくさ乙おと女め〉という得難い味方を得ており、その結果、容易に命を落とすことはなくなった。それだけではない。汝は幾いく度たびもの激戦を生き抜ぬき、格段に強くなっておる。そう、我が助言を必要としないほどにな》


「…………」


　自分が強くなっているかどうかはともかく、反論はできなかった。確かに、北の傭よう兵へいや巨人との戦いにおいても、アレスは〈風の戦乙女〉の助力を受けた結果、パンドラの助言などなくとも死ぬことはなかったのだ。それゆえに、パンドラが姿を現す頻ひん度ども減ったのだと言われれば納得できなくもない。


　もっとも、このときのパンドラの言葉には、ある別の意味が含まれていた。しかし、その真の意味にアレスが気付くのはもっと後のことである。


《だが、今汝がもっとも強く求めている答えならば与えてやることはできるぞ》


「……分かるのか？　私はまだ何も言っていないはずだが」


　いぶかしむアレスに対し、パンドラは腕うでを組んだまま自信満々に、あるいは見み透すかしたように言った。


《簡単だ。悩み事とはあの巨人を操っていた少女のことだろう？　汝は、敵であったとはいえ自らの手で年とし端はもいかぬ少女を槍やりで貫つらぬいたのだからな。さぞ後こう悔かいしているのだろう》


「…………」


　図星だった。


　騎き士しの誓ちかいを立てたアレスは、これまでいかなる理由があろうと婦女子にだけは手を上げたことがなかった。しかし、巨人との戦いの結果、アレスの投じた槍は、巨人を内側から操っていたらしいシスティナを貫いていた。


　強力な白しろ魔ま術じゆつを行使した代償なのだろうか、その後システィナの体はアレスの腕の中で消えた。本当に文字通り消え去ったのだ。


　そのことは、アレスにとって多少慰なぐさめにはなった。あの少女は死んだわけではないのだと。


　しかし、それがただの自己満足ではないかという思いもまたあった。いかなる経けい緯いがあろうと、アレスの投じた槍が少女の体を貫いたのは確かなのだ。通常ならば間違いなく致ち命めい傷しようだろう。その事実がアレスを苛さいなんでいたのである。


《しかしこれは興味深い話よな。たとえばあの少女は汝が殺したのだと我が言えば、汝は一体どうするつもりなのだ？》
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「…………」


　再びアレスは返答に詰つまった。


　その困こん惑わくする様を見て、パンドラは高らかに笑った。


《はっはっは、分かっておる、分かっておる。汝は我に否定して欲しいがゆえに、我を呼んだのであろう？　安心するがよい、我は汝に決して噓うそはつけぬ。ゆえに教えよう。あれは自らの血と肉を緑りよく神しんに捧ささげることでその力を借りる白魔術。汝が巨人を倒たおした時点で少女は血肉を失い、その魂たましいは緑神の元へ召めされる。そして魂はどこかの赤子に転生し、力は他者に引き継がれる。それがかつてミレスデンにおいて一人の神官が緑神と交わした契約なのだ》


「……そうか」


　自分の心情を完全に見透かされ、いささか居い心ごこ地ちは悪い。


　しかしかつて噓をついたことのないパンドラに、システィナを殺したわけではないと言われ、安あん堵どしたのも事実だった。


　このこともまた、アレスの将来にいくばくかの影えい響きようを与えることとなるのだが、それはまた別の話である。





　　　　　◆





　このとき、エブラム平原の中央に出来上がった小山を見つめていた者はアレス一人ではない。あの山は、ベールセール軍に大きな被ひ害がいをもたらした巨人の残骸であると同時に、ベールセール王国の勝利碑ひでもあるのだ。ベールセール軍の将兵たちは手が空あく度に何度も山を眺ながめては勝利の余よ韻いんに浸ひたり、そして彼かの巨人を撃げき退たいしたアレスの武勇に驚きよう嘆たんするのだった。


「あらためて考えると、つくづく馬ば鹿かげた話ですよね」


　そのうちの一人が、ジェレイドである。


　昨日のことを思い出す。並の城よりも大きな岩の巨人。人風ふ情ぜいの繰くり出す攻こう撃げきではその足を止めることすらできず、ベールセール軍の軍列はいとも簡単に崩くずされ、ジェレイドでさえもどう対処すればいいか分からなかったほどだ。


「よくもまあ、あんな巨人と対等以上に戦えたものですね」


　振ふり返り、背後の少女に尋たずねる。


　ジェレイドの後ろで腕を組んで佇んでいたのは、〈風の戦乙女〉ことミーアだった。


「まったくだわ。あんな巨人を操るヤツもとんでもないけど、それを倒したアレスもどうかしてるわ」


「他ひ人と事ごとではないでしょう、ミーア。アレスが巨人を倒せたのはあなたの助力あってのことなんでしょう？」


「そりゃあ否定はしないけどね。でもあたしとアレスのどちらが主でどちらが従だったかは明白じゃない」


　確かに、巨人にただ一本の槍を投じて倒してのけたのはアレスである。その際にはミーアの黒魔術による助力があったのは事実だが、他者から見ればアレスが一人で倒したようにも見える。もっとも、ミーアに言わせれば「そう思われた方がいいじゃない。〝巨人殺し〟ミーアなんて響ひびきもよくないわ」ということになるのだが。


「それで、あたしを呼びつけたのは何のためなのかしら？　あたしの武勇談を聞くためだけに呼び出したわけじゃないんでしょう？」


「ええ、もちろんです。最近すっかりごたごたしていて聞く暇ひまもありませんでしたが、どうでしたか？　アレスと旅をしての感想は」


「どうって言われても……」


　ミーアは彼女らしくない素そ振ぶりを見せた。口を濁にごしたのだ。いつも迷うことなく己の信じた道を突つき進んできた彼女らしからぬ態度である。


　そして、その態度の意味を窺うかがい知ることができるほどに、ジェレイドはある方面の人の機き微びには詳くわしくなかったのである。


「……そうね。とりあえず、悪いヤツじゃないってことは分かったけど」


「でしょうね。僕もそうは思います」


　ジェレイドはかつてアレスと二人で話し合ったことがある。


　いささか頑がん迷めいだとは思ったものの、確かに性悪な人物という印象は受けなかった。自分と違ちがって。


「他には何かないんですか？」


「うーん……。特には……」


　つくづく、ミーアらしくない口の濁し方だった。しかし、元よりミーアに求めているのはアレスの為ひと人となりを見極めてもらうことでもない。


「では、例の僕の頼たのみごとの方は？」


　アレスの二つ名、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉。アレスにはその名の通り、悪魔か何かが取り憑いているのではないか。それがジェレイドの逆説的な推理であり、その実証のため、ジェレイドはアレスの元へミーアを派は遣けんしたのだ。


「さっぱりね。あんたに言われた通り、アレスが一人でいるときを狙ねらって盗ぬすみ聞きはしてみたわ。でも、全然だめ。あいつ、独り言一つしてなかったもの」


「そうですか、残念です」


　確かに、ジェレイドとしてもいささか馬鹿げた推測だという自覚はあった。やはりアレスの強さの秘密など、そう簡単に調べることなどできないのかもしれない。


「ねえ、ジェレイド。どうでもいいけど、もしアレスに悪魔みたいな助言者がいたとしたら、あたしが風の精霊を使って盗み聞きしてるのもすぐバレるんじゃない？」


「……そういえば、そうですね」


　言われて気付く。確かにミーアの言う通りだった。本当に全知全能の悪魔がアレスに取り憑いているのなら、こんな企たくらみなど看かん破ぱされるに決まっているではないか。


　ジェレイドは苦笑した。我ながらなんと馬鹿なことを頼んだものだと。


「分かりました、ミーア。アレスに対する監かん視しはしばらく中断しましょう。お手を煩わずらわせてすいませんでしたね」


「別にいいわよ、大したことはしてないし。あたしにとってもそれなりに有意義だったしね」


「そう言っていただければ助かります。さて、そうとなれば僕はこれで失礼しますよ。今日も軍議があるそうですので」


「また会議？　毎日毎日よくやるわね」


「まあ作戦会議なんてものは、まったくやらない軍隊よりはしつこくやる軍隊の方がマシですよ」


　無論、会議を主しゆ催さいするフィリップ将軍としては彼なりの目もく論ろ見みがあるのだろう。たとえばフィリップは若くして将軍となった。しかしいくら位は上であっても、彼よりはるかに名の知れた、かつ経験の多い老練な武人はいくらでもいる。フィリップとしても彼らを完全に無視することはできず、連日のように会議を開き、そういった武人たちの声にも耳を傾かたむけているという姿勢を表向きだけでも示す必要があるのだろう。





　　　　　◆





　ジェレイドが会議の準備のため自分の天幕へと戻もどると、すぐに声をかけてきた者がいた。


「ジェレイドさま、お待ちしてました」


　待っていたのは、補給の責任者であり、ジェレイドの秘書とも言うべき立場にあるオリビアだった。


「何かありましたか？」


「はい、カークウッド千人長の使者が来ています。至急お目通り願いたいと」


「カークウッドから？　分かりました、通してください」


　かつてジェレイドの命により、王国北西部へ派遣された一人の千人長がいる。それがカークウッドだ。


　ジェレイドは、北西より侵しん略りやくしてきたミレスデン軍の影響より、王国北西部における貴族と領民との仲が悪化するであろうことを予測していた。そこで両者の関係をさらに悪化させ、王国北西部に新たな反乱軍を作り出すべく、扇せん動どう役としてカークウッドを送り込んだのだ。


　やがてジェレイドの前に現れたのは、身分を隠かくすためだろう、難民にしか見えないようなボロをまとった使者だった。


「ジェレイドさま。カークウッド隊長の伝言をお届けいたします」


「ええ、お願いします」


「我、事こと成なれり──以上です」


「…………」


　事成れり。カークウッドは農民を率いてどこかの領主を打だ倒とうし、その領地を奪うばうことに成功したということだ。すなわち、自分たちボルネリア軍は王国北西部に足場を持つことができたということだ。


「どの地を得たのですか？」


「レンス伯はく爵しやく領です。他にも、周辺の領地に騒そう乱らんの種を蒔まいてございます。カークウッド隊長は必要とあればもう二、三、領地を奪えると」


「ではカークウッドに伝えてください。まずはよくやったと。そして今は現状維い持じに努め、軽々しく行動することを厳に控ひかえて次の命令を待てと」


「承知いたしました」


　カークウッドが起こした反乱は、数百人規模のはずである。今は北の侵略のせいで王国軍も他の貴族たちも手て一いつ杯ぱいであり、鎮ちん圧あつのために軍勢動員される可能性は低い。だが、必要以上に目立つ動きを見せれば話は別だ。カークウッドの手にも負えなくなる可能性がある。


　しかし逆に言えば、目立った動きさえしなければ、カークウッド率いる反乱軍という手札をいつまでも保持しておくことができるのだ。


　やがて使者が去ると、ジェレイドは中指を伸のばして眼め鏡がねをかけ直した。嬉うれしさを押おし隠すためだった。


「どうやら、新たな道が開けそうですね」


　現在のところ、ジェレイド率いるボルネリア軍には二つの道がある。


　一つは恭きよう順じゆんの道だ。現国王ベルセルム四世、そして次期国王ハインツ王太子はいずれも優ゆう秀しゆうと見ていい。頑迷にして低能な貴族を相手にするよりはよほど与くみしやすく、彼らに恭順の姿勢を見せていれば、そう悪い未来にもならないだろう。この道を歩む場合は、ただ王国軍の一員として、自分たちの立場を強固なものにすべくただひたすら上から与あたえられる命をこなし、功績を立てるだけでいい。


　だが、道はもう一つある。いや、カークウッドの成功により、できてしまったというべきか。険しき抵てい抗こうの道が。


　自分たちは一度は王国に楯たて突つき、反乱軍と呼ばれた身だ。それに現国王、そして次期国王が腹の奥おく底そこではどのような考えを抱いだいているかは結局のところ未知数だ。今後も国王がよき主あるじでいてくれるという保証はどこにもないし、他の貴族たちが台頭、あるいは妨ぼう害がいをしてくる可能性も残る。


　その場合、もっとも有効な対処法は一つ。自分たちが他の勢力に侮あなどられることがないほどに強大になることだ。


　カークウッドの行動と成功により、下地は整いつつある。もう二つ三つ策をこらせば、恐おそらく達成は可能だ。


　しかし、この抵抗という道を選ぶ場合、自分たちの立場は王国を揺ゆるがすほどに強化されることになる。一方で、王国や貴族が自分たちの隆りゆう盛せいをこれ以上見み逃のがすとも思えない。さらなる争いを招くことになるだろう。


　恭順か抵抗か。どの道にも一長があり、一短がある。もっとも、このような場合、ジェレイドが選ぶ道はいつも決まっていた。中ちゆう庸ようである。すなわち、表向き恭順の姿勢を貫つらぬきながら、裏では抵抗の布石を打ち出し、最終的に状じよう況きようを見ながらどちらかの道を選ぶのだ。


　人を導く義務を負った指導者が選んだ道は、それが誤りであれば容易に部下を犬死させることになる。いや、選べる道がいくつもあるときはまだいいが、最大の問題は間ま違ちがっていると分かっている道にあえて進まなければならないような状況に追い込まれることである。それを回かい避ひするためには、いくつもの布石を打って選せん択たくの幅はばを増やしておかなければならない。


　ジェレイドは傍そばに控ひかえていた忠実な秘書を振ふり返った。


「オリビア、あなたにお願いができました」


「はい、何なりと」


「あなたのお父上に、お目通り願いたいのです」


　オリビアの父は、物流の中心地たるオルガスタの街において豪ごう商しようとして知られた人物だった。ジェレイドとの面識はまだないが、オリビアを通してこれまでにも有形無形の協力をしてもらっている。


「父に……直接会いたいと？」


　オリビアの表情に微び妙みような陰かげりが差した。彼女と父の間には、小さからぬ確かく執しつがあるためだ。


「そうです。どうしても必要なことでして」


　しかしジェレイドがそう答えると、任務に私情を挟はさむことを嫌きらったのだろう、オリビアはすぐにまた冷静な顔つきに戻った。


「……分かりました。では手配しておきます」


「お願いします。それでは僕は会議の方に出席してきますので」





　　　　　◆





　ベールセール軍は巨きよ人じんを操る強国・ミレスデン軍を撃げき退たいすることに成功したものの、将軍フィリップをはじめとした上級指揮官たちには、未いまだ仕事は山積みであった。ベールセール王国内には、まだディレニア軍という敵の存在があるためである。ミレスデン軍を撃退して兵士たちの士気も大いに上がっているこのうちに、ディレニア軍を撃退するためにもできるだけ早く軍を動かさなければならない。


　しかしそのためには昨日の戦いで受けた損害を回復させねばならず、怪け我が人の収容と治ち療りよう、部隊の再編制・再配置など、北へ進軍を開始する前にやらねばならないことはいくらでもあった。


　その激務の合間を縫ぬっての会議ゆえだろう、ジェレイドの目から見ても、フィリップの顔にはいくばくかの疲ひ労ろうが見て取れた。もっとも、それは肉体的な疲労のみではないのだろうが。


「さて、では皆みなも揃そろったようなので会議を始めたい」


　フィリップは会議の始まりをそう切り出した。


「まず昨日の戦いの被ひ害がいが、概がい算さんだが判明したので報告しておこう。死傷者の数はおよそ四千余りといった数値になりそうだ」


　ジェレイドはもちろん他の出席者たちの口から、安あん堵ど感かんのこもった小さなため息がいくつもこぼれ出た。


　四千余りの死傷者。二万を超こえる敵軍と正面からぶつかり合い、そして一時的には劣れつ勢せいにさえ陥おちいったにしては小さい数字だった。


「予想よりはるかに低い数値と見てよいだろう。この結果について──」


　と、フィリップ将軍は一いつ瞬しゆんだけ顔を強こわ張ばらせた。あくまで一瞬であるが。


「──王太子殿でん下かより、お言葉がある」


　場を譲ゆずられたハインツ王太子は、早速その柔にゆう和わな微び笑しようをふりまいた。


「昨日は皆よく戦ってくれた。一歩間違えば我が王国全土が蹂じゆう躙りんされかねない戦いであったが、皆の勇戦のおかげでその危機も退けることができた。私は次代の王として、皆の戦いぶりを生しよう涯がい忘れぬだろう。特に──」


　と、ハインツは視線を議場の隅すみへと向けた。釣つられるように、ジェレイドたちの視線もそこへ集まる。


　一番隅に座っていた出席者──アレスの元へ。


「アレス卿きようの働きには目を瞠みはるものがあった。特にあの巨人をも倒たおした手際は見事という他ない。今後もその力、我が王国のために振るって欲しい」


　アレスは立ち上がって恭うやうやしく頭を下げた。


「は。恐きよう縮しゆくです」


　彼に注がれる視線には様々な感情が入り混じっていた。昨日の戦いを見事勝利で飾かざることができたのは、誰だれがどうみてもアレスに依よるところが大きく、そしてアレス以外の何人にもその代わりはできなかっただろう。


　そのことは出席者の誰もが知っている。アレスがただ少し強いだけの若造の騎き士しであればまだ良かったが、昨日の戦いぶりを見せられた今となっては認める他ない。アレスの強さは余人の及およぶものではないと。アレスこそが最大の功労者であり、英えい雄ゆうであると。嫉しつ妬との一つも抱いだきたくはなるが、下手にアレスを貶おとしめるがごとき発言をすれば、かえって自らを貶めることになると。


　フィリップが口を開いた。


「アレス卿。卿の功績は万人が認めるところだ。残るディレニア軍を撃退し、王都へ帰き還かんした暁あかつきには、必ずやその功に報いることになるだろう」


　表向きは平静を装っていたが、内心では嫌いや々いや言っているであろうことは明白だった。


「は。ありがたきお言葉」


　アレスもアレスで、返答は素っ気なく、とても恩を感じているようには見えない。もっともアレスの場合、それが素という可能性の方が高いのだが。


「さて。では会議に戻もどろう。現状分かっていることについて説明しておく」


　フィリップは隅に立っていた騎士に目配せした。一礼してその騎士が進み出る。


「では報告いたします。敗退したミレスデン軍は現在、西方五里（約二十キロメートル）ほどのところまで退いております。その撤てつ退たいぶりは整然としたもので、まったく乱れた様子もありません。残る北のディレニア軍ですが……彼らは未だ大きな動きは見せておりません。現在のところはシエゴラス山脈の出入り口であるテーアブールの街を占せん拠きよし、そこに軍の主力を待機させているに留まっております」


「ディレニア軍の目的は明らかだ」


　語をフィリップが引き継つぐ。


「彼らは確固たる拠点を得ようともせず長ちよう駆く進しん撃げきしてきたミレスデン軍と違い、国境のダルム城じよう砦さいという極めて強固な拠点を得ている。今しばらくはダルム城砦を後方に据すえて兵へい站たんを整えようとしているのだろう。また、ダルム城砦周辺の山道は狭せまく、大軍の展開は困難だ。それゆえディレニア軍は山道の出入り口を封ふう鎖さされることを恐れ、シエゴラス山脈の南側の出口でもあるテーアブールの街を占拠し、軍の主力を置いて橋きよう頭とう堡ほとして確立しようとしているのだろう」


　ジェレイドもその見立てに異議はなかった。


　一いつ気き呵か成せいに攻せめ込んできたミレスデン軍とは違い、ディレニア軍は少しずつ、だが確実に侵しん略りやくを行うつもりなのだ。


　ただ侵略の速度を緩ゆるめるだけではベールセール軍に防衛の準備を整える時間を与えてしまうだけだが、ディレニア軍はミレスデン軍を先兵として利用したのだ。ミレスデン軍とベールセール軍とを戦わせ、その間に着実に足場を固めていくというわけである。なんとも憎にくらしい戦略だった。もっとも、その状況を演出した責任の一いつ端たんは、ダルム城砦の弱点を漏ろう洩えいしたジェレイドにあるのだが。


「こうなると我々としては攻めづらいですな」


　重じゆう鎮ちんの一人が重々しく口を挟む。


「ミレスデン軍との決戦の際には、敵の補給路を長く引き延ばし、多大な負担を強しいることができました。それが今度はまるっきり逆の状況となるわけですからな。我らは敵の支配下となった地域にこちらから攻め込まなければならない上に、補給路に至っては下手をするとディレニア軍より長くなってしまいます」


「その通りだ。しかも北西に撤退中のミレスデン軍は未だ国内に在あり、兵力も二万近いと見られる。その脅きよう威いは軽視できるものではなく、我が軍や北のディレニア軍の動向次第では、いつ再び我が国に襲おそい掛かかるか分からん。我らの置かれた状況は依い然ぜんとして予断を許さぬものだが……さて、そこでだ」


　フィリップは、人々の意表を突つくある名を呼んだ。


「アレス卿、それにジェレイドどの」


「は？」「は？」


　この状況で自分の名を呼ばれることがあるとは思わなかった。ジェレイドの口からも、そしてアレスの口からも素すっ頓とん狂きような声が上がる。


「両名に頼たのみたい。これまでの報告を聞く限り、先にアレス卿と〈風の戦いくさ乙おと女め〉によって行われた北の傭よう兵へいの掃そう討とう戦には大きな効果があったと見るべきだ。それにアレス卿が巨人を倒したことはミレスデン軍にも知れ渡わたっているだろう。そこで頼みたいことがある。ジェレイドどの、もう一度〈風の戦乙女〉を貸して頂きたい。そしてアレス卿と共にミレスデン軍を追撃してもらい、その動向を見定めてもらいたいのだ」


　ジェレイドからすれば、意外な提案──というわけではなかった。


　フィリップの狙ねらいは単純にして明快である。アレスにこれ以上功こうを立てさせたくないということだろう。


　しかし、戦略的に見てもそう悪い策だとは思えない。


　確かに北西へと撤退するミレスデン軍の動向は見定める必要がある。このまま大人しく引き上げてくれるならいいが、そうでなければベールセール軍はこの平原から動けなくなる。ベールセール軍が残るディレニア軍と戦いを始めたところで、今度はミレスデン軍に背後を襲われるようなことがあっては致命的だからだ。


　本来ならミレスデン軍の動向を見定めるため、そして牽けん制せいのためにも兵を割さいて北西へ派は遣けんするべきなのだろうが、ディレニア軍との決戦を考えれば、兵力の分散は避さけたいところだ。


　そこでアレスと〈風の戦乙女〉というたった二つの駒こまを動かそうというのだ。あの二人ならばミレスデン軍に対して充じゆう分ぶんな抑よく止し力りよくが期待できる。それにたった数騎きでの機動力は迅じん速そく極まりない。ミレスデン軍の動向を見定めた上で、ディレニア軍との決戦に駆かけつけることも可能だろう。


「私は構いません。謹つつしんでお受けいたします」


　同じことを考えていたのか、あるいは戦ならば望むところとでも考えたのか、アレスは躊ちゆう躇ちよなくそう答えた。


「僕も同意見です。〈風の戦乙女〉の力、喜んでお貸しいたしましょう」


　遅おくれてジェレイドも頷うなずいた。差し当たり、拒こばむ理由を見つけることができなかったのだ。


「では両名は準備が出来次第、直ちに北西へ向かってもらいたい。それから次に──」


　と、次にフィリップが目を向けたのは、傍かたわらに座るハインツ王太子だった。


「殿下、一つお願いしたいことがあるのですが」


「この軍の指揮官はフィリップ将軍なのだ、私になど構わず何なりと命令すべきだろう」


「ですが、これは殿下の手を煩わずらわせることにもなるのです」


「では尚なお更さら構うことはない。私にできることなら何なりとさせてもらおう」


「それでは殿下。しばしこの近衛騎士団第三軍の指揮を預かって頂きたいのです」


　静かな衝しよう撃げきが議場に広がった。


　ジェレイドでさえ、フィリップが何を意図しているのか摑つかみかねたほどである。


「それは構わないが……フィリップ将軍はその間どうするつもりなのだ？」


「は、ご説明いたします。ミレスデン軍は北西に撤退し、アレス卿らにその追討を任せることになったとはいえ、今しばらくは彼き奴やつらの動向は予断を許しませぬ。ミレスデン軍の心変わりを防ぐためにも、しばらくはこの地に軍勢を留めておかねばなりませぬ」


「確かにその通りだ。それで？」


「まずミレスデン軍の牽制のため、この地に二万ほどの兵を留め置きます。その上で、私は精兵五千の兵を率いて一足先に北へ向かいます。殿下にはこの地に残していく軍勢の指揮を引き継いで頂きたいのです」


　再び生じた驚おどろきが小波となって天幕の中を満たしていった。


「将軍が別働隊を率いて進軍するというのも珍めずらしい話だ。目的を教えてもらえないだろうか」


「無論、五千の兵で北に決戦を挑いどむつもりはありません。目的は北の足止めです。現在、ディレニア軍は積極的に軍勢を南下させてはおりませんが、それもいつ心変わりするか分かりません。そこで前もって軍勢を派遣して拠点を抑おさえ、彼奴らの南下を阻そ止しするのです。しかし全軍を引き連れて向かうとあっては時間がかかりますし、ミレスデン軍の動向も心配です。それゆえ選えりすぐった兵五千のみを率いて北上するのです」


「そういうことか、なるほど。もちろん私に異存はない。しかし私には兵を率いて戦った経験などほとんどない。万を超こえる軍の指揮など務まるだろうか」


「ご心配には及びませぬ。先の戦いの勝利はハインツ王太子殿下のご威い光こうの賜たま物ものだと兵士たちも口々に申しておりますし、補ほ佐さ役としてベルフェルド副将を残していきますゆえ」


「……分かった。将軍たっての要望とあれば、否はない。引き受けよう」


「は、ありがとうございます」


　──これは、面白くなってきましたね。


　二人のやりとりを見ていたジェレイドは、ほくそ笑んだ。


　フィリップが決して口にしないであろう真の目もく論ろ見みが手に取るように分かる。これまでのフィリップの言動を見ていれば、それは難しいことではない。


　ようするにフィリップは、自分だけの功を立てたいのだ。


　そのためには、アレスやハインツ王太子のいない場所で自ら兵を率いて勝利を収める必要がある。だから自ら別働隊を率いて北上するなどと言い出したのだ。


　──ちょうどいい、利用させてもらいましょうか。


　ジェレイドは、ディレニア軍を相手にしたときのみ極めて簡単に、かつ誰だれにも真ま似ねのできない戦功を立てることのできるある秘策があった。


　問題は、その秘策をどう提案し、実行するかである。先に行われたミレスデン軍との決戦の結果、ジェレイド率いるボルネリア軍の立場は多少向上しているが、外と様ざまには違いない。独自に行動するという作戦案を提示しても断られる可能性は非常に高いのだ。


　しかし、ここに思わぬ好機が訪れた。フィリップ将軍の策。それに便乗するのだ。このときジェレイドの脳裏には、フィリップに便乗するどころか踏ふみ台だいにする悪あく魔まのような考えが閃ひらめいていた。


「一つ提案があります、将軍閣下」


　ジェレイドがそう口にした瞬しゆん間かん、沈ちん黙もくが場を支配した。


　相変わらず外様への風当たりは強いらしい。しかし冷たい目で見られる程度、部下を無意味に死なせることに比べればどうということはない。


「……何かな、ジェレイドどの」


　無視するわけにもいかなかったのか、不承不承フィリップ将軍は尋たずねた。


「僕も将軍閣下の案に賛同いたします。今我々がなすべきは、一人でも多くの命を救うこと。そのために急ぎ軍勢を北部に派遣し、ディレニア軍を牽制することには大きな意味があると存じます。ミレスデン軍との戦いで見事な指揮を見せた将軍閣下であれば、五千の兵であっても充分な行動が可能となりましょう。つきましては、僕にも将軍閣下のお手伝いをさせてあずければと存じます」


「お褒ほめにあずかり光栄だが……手伝いとは、具体的に何をしてくれるというのだ？」


「こういう策はいかがでしょうか。我々は、少数の兵を率い、間道を通って密ひそかに国境のダルム城砦へと向かいます。そして、もしディレニア軍とベールセール軍との間で戦せん端たんが開かれれば、即座にダルム城砦へ攻こう撃げきを仕し掛かけるのです。もちろんダルム城砦は少数の兵で落とせるような城ではありませんが、後方の拠点が攻撃されているとあれば、ディレニア軍は補給を断たれる形となり、浮うき足立ちましょう」


「……ディレニア軍に見つかることなく、ダルム城砦にたどり着くことが可能なのか？」


　フィリップ将軍がまず口にしたのは、疑問ではなく確認だった。それはこの提案に興味を抱いだいているという何よりの証あかしである。


「恐おそらくは」


　ジェレイドはうやうやしく答えた。


「あの辺りの地理には詳くわしいつもりでおります。少数の兵を率いての進軍であれば、まず問題はないはずです」


「……いいだろう、是ぜとしよう」


　フィリップ将軍からすれば、断る理由はどこにもないはずなのだ。この策がうまくいけば、ベールセール軍はほとんど何の労力を支し払はらう必要もなく、ディレニア軍を動どう揺ようさせることができる。単独で功を上げたがっているに違ちがいないフィリップ将軍からすれば、願ったり叶かなったりである。


　もっとも、彼らは知る由もないだろう。


　牽制にしかなりえないであろうボルネリア軍のダルム城砦攻め。だが、それが本当に成功してしまうであろうことを。
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　フィリップの命令──というよりは要望によって再び陣じんを離はなれることになったアレスだが、その準備の途と中ちゆう、アレスは決して大きくはないがしかし浅くもない悩なやみに直面していた。


「で、どうするんだよ、アレス。せっかく集めてきてやったんだから、どれか選べよ」


　不ふ遜そんともいうべき態度でそう問いかけたのは、従者レオンである。


　初めて会ったときはかなり幼さが残っていたが、やはり十六歳の成長期ということもあるだろう、日に日に逞たくましさが増しているようにも見える。ただ、従者であるにもかかわらず未いまだに主あるじたる自分にたヽめヽ口ヽを叩たたくのはどうにかしたいところだが、差し当たって支障はないがゆえに、ついそのままとなっていた。


　アレスの前には、レオンが調達してきた甲かつ冑ちゆうや鎧よろいの類たぐいが五つばかり並べられていた。


「やはり、今いま更さら普ふ通つうの甲冑を付けるわけにもな……」


　どの防具も質は高そうで、失われた甲冑の代わりには充分なりそうだった。しかしアレスの興味が惹ひかれる一品はなかった。


　アレスの抱かかえている問題。それは、甲冑がないことである。


　先に行われた巨きよ人じんとの戦いによって、アレスは近衛騎き士しの証たる真紅の甲冑を失っていた。


　無論、ここは前線である。武具の代わりには事欠かないのだが、近衛騎士たる者が普通の甲冑を身に付けるわけにはいかない。


　では赤の甲冑を要求すればいいかというと、それさえも容易な解決には結びつかない。今のアレスの立場が、状じよう況きようをやや複雑にしていたためである。


　もともとアレスは、伯はく爵しやくでありながら領地が反乱軍に襲おそわれたことに責任を感じ、そして後こう顧この憂うれいなく戦えるよう自ら地位を返上して近衛騎士に戻もどった身である。しかし、国王もアレスがいつでも伯爵に戻ることのできるよう、貴族の証たる赤いマントの着用を認めていた。それゆえにアレスは、近衛騎士の赤い甲冑と貴族の証たる赤いマント双そう方ほうの着用が許されるという特とく殊しゆな立場となったのである。


　さらにその後、アレスは近衛騎士として王国軍に参軍していたものの、将軍フィリップの命により故郷へ戻るよう命じられた。貴公は再び伯爵を名乗るに充分な戦功を立てた、これは国王陛下も認めていることであり、いつまでも危険な戦地にいる必要ないと。しかしその後、アレスは師イザーレの助言により、今度は近衛騎士としてではなく一伯爵として再び王国軍に加わったのである。


　総じていえば、アレスは現在、近衛騎士であると同時に伯爵であった。しかし伯爵としての立場を主張して王国軍に帰き陣じんした以上、近衛騎士としての権利を振ふりかざすのは躊ため躇らわれる。そのために近衛騎士の証たる赤い甲冑を要求することができなかったのだ。


「やむを得ん、今は甲冑などなくてもいいだろう」


「いいのかよ？　これからまた傭よう兵へいどもを相手してたときみたいな遭そう遇ぐう戦せんになるかもしれないんだろ？　どこから矢が射うち込まれるか分からないんだぞ？」


　レオンの懸け念ねんはよく分かる。


　アレスが甲冑を身にまとう一番の理由は、矢を恐れていたためである。いついかなる時であっても、後ろから矢を射い掛かけられれば回避は困難だ。しかし分厚い甲冑を着込んでいれば、その心配はかなり軽減される。それどころか、武人としての誇ほこりを捨ててパンドラの助言に頼たよれば甲冑すら無用の品なのだが。


　だが、今回の旅路に限っては、甲冑やパンドラの助言がなくとも、矢を恐れる必要はないのだ。


「大だい丈じよう夫ぶだろう。鎖くさり帷かた子びらは着ているし、何より今は〈風の戦いくさ乙おと女め〉の援えん護ごが受けられるのだからな」


「……それもそうか。ま、あんたがそれでいいんならいいけど」


「それよりレオン、おまえも準備は整ってるのか？　今日中には出発するんだぞ？」


「とっくにできてるよ、そんなもん。大体、荷物だって水と食糧だけだしな。それにしても、まったくよくやるよ。昨日あんな戦いがあったばっかりだっていうのに、今日にはまた出発するなんてさ……」


「毎日歩き詰づめの難民たちに比べれば大したことではない。別に疲つかれてるならおまえは残ってもいいんだぞ」


「だ、誰が！　僕はおまえの従者なんだ、絶対に付いて行くからな！」


　その子供のような態度につい苦笑する。人をからかうとはこういうことかと、常つね日ひ頃ごろから他人にからかわれてばかりのアレスはなんとなく思った。





　陣じん地ちの外れまで行くと、すでに旅の仲間たちが待っていた。


　ミーアと、彼女の護衛で幼おさな馴な染じみであるというルーク。それに、エルフのリーエンノールだ。


「相変わらず、女を待たせる癖くせは抜ぬけてないみたいね」


　ミーアがすました顔をして言う。


「それはすまなかった。少々準備に手間取ったものでな。次からは気をつけよう」


　真ま面じ目めくさって言うアレスに、ミーアは呆あきれたように息を吐ついた。


「……いつもいつもそう真面目に謝られても困るんだけど」


「ん？　私に非があると思ったから謝罪したまでだが。なんだ？　私は何か間違った対応をしたか？」


「なんでもないわ。さ、行きましょ。時間は惜おしいんでしょ？」


「ああ。最悪の場合、我らで二万の軍勢を追い返さねばならんのだからな。ミーア、おまえの助力には期待してるぞ」


　ようやくミーアは笑みを浮かべた。


「あんたみたいな変人に付き合えるのはあたしぐらいのもんだもんね。安心しなさい、またしっかり守ってあげるわよ」





　こうして、わずか五人の旅は再び始まった。


　彼らは知る由もなかった。これから始まる旅路が、想像していたものとはまったく違うものになるということを。
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　アレスたちと共に新たな旅に出たミーアには、一つの目もく論ろ見みがあった。


　あくまで、できれば──とか、あわよくば──といった程度の目論見ではある。すなわち、もう少しこう、アレスに自分への興味を抱いだかせてみたい、というものだった。


　理由は簡単だ。ミーア自身がアレスに強い興味を抱いていたためである。にもかかわらず、アレスの方が自分に何ら興味を抱いていないというのは、なんというか不公平で腹立たしかったのだ。


　もちろん、この旅路の最大の目的はあくまで北西に撤てつ退たい中のミレスデン軍の動向を見定めることにあり、その邪じや魔まをするようなことをするつもりはミーアにもなかった。


　しかし、いかなる蒼そう神しんの采さい配はいか、ミーアにはまさにその目論見を実行に移す機会が与あたえられることとなったのである。





　ベールセール軍の陣地を離れて二日後の昼過ぎのことだった。


　ミーアたちはすでに撤退中のミレスデン軍を視界に捉とらえ、半日に亘わたって密ひそかに追つい跡せきを続けていた。しかし、ここでやや拍ひよう子し抜ぬけする事態が生じる。


「やれやれ。せっかくまたおまえの戦いぶりを見られるかと思ったのに、どうやら無む駄だ足あしだったようだな」


　木こ陰かげに身を潜ひそめながらそう話を切り出したのは、リーエンノールだった。


「ああ。敵ながら迷いのない動きだ」


　アレスもまた同意するように頷うなずいた。


　自分たちに与えられた役割は、ミレスデン軍の動向を見定めることである。


　ミレスデン軍がこのまま撤退するならばよし。しかしもしベールセール王国内に留まろうとするならば、補給部隊の一つも襲ってこの国から無理にでも追い出す必要があった。


　あるいはそのまま撤退するにしても、軍勢が敗北を喫きつしたとなれば、必ず落らく伍ご兵が出るものである。歩けない怪け我が人が切り捨てられることもあれば、ふがいない将に失望した兵が軍を離り脱だつすることもある。


　そういった兵士たちは大たい抵ていが賊ぞくまがいの落ち武者となって近きん隣りんの領民に大きな被ひ害がいをもたらすものだ。場合によってはその排はい除じよをしなければならなかった。


　しかし今、茂しげみの中から見つめるミーアたちの視線の先には、極めて整然と、それでいて迅じん速そくに撤退するミレスデン軍の姿があった。


　もともとミレスデン軍は一敗地にまみれたとはいえ、大きな被害を受ける前に撤退したのだ。そのおかげでまだ余力があるせいだろう、彼らは怪我人一人見捨てることなく、整然と帰路についていたのだ。


『目的を達成するための綿密な計画を立て、もし失敗すれば余力のあるうちに迅速に退く。これができる者を名将と呼ぶんだそうです』


　ふと、ジェレイドのそんな言葉を思い出す。


　ミーアにはミレスデン軍の将と相対する機会はなかったが、ここまでの動向を見る限り、どうやら名将と呼ぶに相ふさ応わしい相手だったようだ。


「どうするの？　まだあいつら追っかけ続ける？」


　アレスに疑問を投げかける。


「そうだな。もしミレスデン軍が本当に素直に撤退するというのなら、このまま無む為いに追いかけても時間の無駄だ。それならばいっそ転進してディレニア軍の方へ駆かけつける方がいいかもしれん」


「もうちょっと様子を見た方がいいんじゃないのか？」と、口を挟はさんだのはアレスの従者レオンである。「ミレスデン軍がまだこの国にいるのは事実だろ。もうすぐベールセール軍とディレニア軍が衝しよう突とつすることは分かってるだろうし、その漁夫の利を狙ねらいにくるって可能性はまだあるんじゃないのか？」


「いや、これほど整然と敗軍をまとめている敵の大将が、それほど愚おろかとは思えん。考えてもみろ、我が軍と北のディレニア軍が一番恐おそれているのは、確かにミレスデンに漁夫の利を奪うばわれることだ。だが逆に言えば、ミレスデン軍の撤退が確認されない限り、我が軍とディレニア軍が容易に戦せん端たんを開くことはあるまい」


「……そ、そうか。確かに」


「そうなると困るのはミレスデン軍の方だ。確固たる拠きよ点てんを持たないミレスデン軍がこの国に長期に亘って駐ちゆう留りゆうするには莫ばく大だいな金がかかる。利口な将ならばそのような道は選ばないだろう。むしろ我が国を疲ひ弊へいさせるために、すすんで帰国しようとするはずだ」


　相変わらず、戦いの話となるとよく回るアレスの舌だった。


　もっとも、その内容は反へ吐どが出そうなものだったが。


「ようするに、ミレスデンがこの国に混乱を起こそうとするなら、とっとと帰るのが一番ってことね？」


「ああ、そういうことだ」


　ミレスデンが漁夫の利を狙うとなれば、どれだけかかるか分からない長なが滞たい陣じんを強いられる上、最終的にはベールセール軍かディレニア軍と一戦交えなければならず、その際に必ず勝てるという保証はない。しかしこのまますんなりと帰国してしまえば、これ以上軍費もかからずこの国に争いの種を蒔まける。この国を消しよう耗もうさせてさえおけば、またいつか侵しん略りやくの機会が巡めぐってくるというわけだ。


　リーエンノールが苦笑した。


「人の世とはえげつないものだな。何をするにしても、とりあえず他人の不幸を望むというわけか」


　ミーアもその意見には心底同意したいところだった。


　漁夫の利というのは、あらゆる戦略の基本であるらしい。ジェレイドのこれまでの言動を見ていればそれがよく分かる。常に他人の不幸を願い続ける──。兵法家とは、なんと罪深い職業か。


「とにかく、状じよう況きようは分かった」と、ルークが言った。「で？　結局俺たちはどうする？　ミレスデン軍がこのまま逃にげてくれるならそれに越こしたことはない。ディレニア軍との決戦の方へ向かうか？」


「そうだな……」


　しばし考え込んでいたアレスだったが、やがて決断を下したらしく顔を上げる。


「よし、こうしよう。手分けしてもう数日だけ様子を見るんだ。万が一ミレスデン軍がこの国に居座る腹積もりだったら後が厄やつ介かいだからな。たとえば今は小麦の収しゆう穫かく期きだ。もしミレスデン軍が居座るつもりなら、周囲に兵を派は遣けんして刈かり取りをやらせるぐらいのことは絶対にするはずだからな」


「なるほど。手分けしてそれを探るというわけか」と、リーエンノール。


「そうだ。逆にもしミレスデンがこのまま撤退するつもりなら、兵力を分散させようなどとはしないだろうからな」


　アレスらしい慎しん重ちような、それでいて理の通った話だった。


　そして、その提案を聞いたミーアの脳裏に、ある考えが浮うかんだのはこのときである。これはもう一つの目論見を実行に移す好機だということに気付いたのだ。


「いい考えだと思うわ。じゃあ、あたしとアレスはこのままあいつらを追いかけましょう。もしあいつらが引き返してきたら、止められるのはあたしたちだけでしょうし。で、ルークたちで手分けして周辺を探ってきてもらうってのはどう？」


　話を振ふられたルークとリーエンノール、それにレオンは顔を見合わせた。


「そうだな。この辺りで戦いが起きることはもうないかもしれん。となれば、早々にミレスデンへの追跡を打ち切るためにもそうするべきだろう」


「そういうことなら、僕も賛成だ。無駄な時間は過ごしたくないしな」


　リーエンノールとレオンはすぐに頷いた。アレスの戦いを見たがっている彼ららしい返答だ。


「俺も構わん。どうせやることは大して変わりないしな」


　最後に返答したルークは、ミーアにしか分からぬよう片目を瞑つぶってみせた。


　案外、アレスと二人っきりになってみたいという計画に勘かんづき、そして気を遣つかってくれたのかもしれない。





　こうしてミーアたちは新たな行動を定めた。


　アレスとミーアはこのままミレスデン軍を追跡し、単独行動に慣れたリーエンノールが北へ、レオンとルークの二人が西南へと向かうことになったのである。そしてこの日の夜から、ミーアは早速行動に出ることになる。
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　──なんでこのことに気付かなかったんだ……！


　仲間たちと別れて最初に訪れた夜のことである。


　アレスは、昼間に自ら下した決断を後こう悔かいし始めていた。いや、確かにいい決断だと思ったのだ。ミーアと二人でミレスデン軍を追跡しつつ、レオンたちを派遣してミレスデン軍の動向を探るというのは。


　しかし、この単純な事実には気付かなかった。必然的に、ミーアと二人きりで夜を迎むかえることになってしまうという事実には。


「ねえ、アレス」


「う、うん？　なんだ？」


　焚たき火びの向こう側に座っていたミーアの問いかけに、アレスはなぜか上ずってしまった声で返した。


「リーエンノールは一人でも問題ないだろうけど、ルークとレオンの二人は大だい丈じよう夫ぶかしら？」


「た、多分、大丈夫だろう。ルークもレオンもそれなりの馬術を持ってる。逃げるだけならミレスデン軍に後おくれを取ることはないだろう」


「ふーん、ならいいけど」


「…………」


「…………」


　万事がこんな調子だった。焚き火を囲んで質素な食事を済ませたら、もう後は何もすることはない。時折ミーアが話を振ってくれるのだが、アレスには適当な受け答えしかできず、話が続かない。


　それがアレスにとってはいささか苦痛であった。


　前回の旅路は問題なかった。日々傭よう兵へいとの戦いに明け暮れ、夜になれば見張りの割り振りを決めれば後は何を語ることもなく、昼間の疲つかれを取るためにも泥どろのように眠ねむる。時々は互たがいの話をすることもあったが、それはあくまで稀け有うな事例だ。いつ傭兵が襲おそってくるかもしれない状況で、長話などする気にはなれない。まして、あのときは一応手を組んでいたとはいえ、つい昨日まで敵同士だったという事実があったせいか、今のような時間があっても話しかける必要性を感じなかった。


　ところがだ。今日などはただ移動しただけで、大して疲ひ労ろうもしなければいつ敵が襲ってくるかという危険もほとんどない。こうなると夜を起きて過ごす時間がどうしても長くなってしまう。


　その上、今のミーアは敵ではなく、信しん頼らいの置ける仲間なのだ。幾いく度たびの戦場を共に戦い抜ぬき、先の巨きよ人じんとの戦いではまさに死を覚かく悟ごしたそのときにミーアに救われたこともあったほどだ。


　そのミーアと、じっくり話をする機会がここに生じている。しかし何を話せばいいか分からず、会話が続かないという状態が続いている。そのせいだろう、ミーアの方もどこか不快げな表情になってきているようにさえ見えた。


　不意に、再びミーアが口を開いた。


「そうだ。どうせ他ほかに誰だれも見てないんだし、もうこれ脱ぬいじゃってもいいわよね」


「…………!?」


　思わずアレスは耳を疑った。脱ぐって何を──と。


　だが、ミーアが脱いだのは、服などではなく──髪かみだった。


　初めて知ったことだったが、彼女の長い髪は鬘かつらであったらしい。その下から、夜だというのに鮮あざやかに輝かがやく青色の髪が現れる。


　と、まじまじと注視していることに気付かれたらしく、ミーアは悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべた。


「なあに、アレス。そんなに見つめちゃって。ひょっとしてあたしが服でも脱ぐとでも思ったのかしら？」


「な、何を馬ば鹿かな！　騎き士したる私がそんなこと考えるか！」


「無理言っちゃって。あんたの目がときどきあたしの胸元に向いていること、知らないとでも思った？」


　その言葉は、どんな武器よりも強きよう烈れつな打だ撃げきをアレスに与あたえた。


　彼女の言葉を否定できない。確かに、あの胸元に目が行ってしまったことがあるのは事実なのだ。


　だが、騎士としてそんなことは認められるわけがない。


「そ、それはたまたま目が向いただけだ、偶然だ！　今おまえを見ていたのだって、おまえが鬘だったことが意外だっただけだ！」


　何か反論せねばと思い、とりあえずそう答えておく。


　ミーアは意外そうに目をきょとんとさせた。


「あら？　知らなかったっけ、あんた」


「あ、ああ」


「そうか、そういえばそうよね。あたしがこんな格好することになった成り行きなんて知らないでしょうし」


　何気なく言ったミーアの言葉だったが、それはアレスの興味を誘さそうには充じゆう分ぶんだった。付け加えるなら、話題を変えるのにも。


「なあ」


「え、なに？」


「……おまえはどうして、〈風の戦いくさ乙おと女め〉になったのだ？」


　ミーアの表情に浮かんだのは、にんまりとした薄うすら笑わらいというものだった。


「なあにアレス？　あたしに興味でもあるのかしら？」


「そ、そういうわけではない。私はただ共に戦う仲間のことをよく知りたいと思っただけだ」


　何より、長い夜の暇つぶしにはちょうどいい。


「……あっ、そう」


　ミーアの表情が豹ひよう変へんした。先ほどまで浮かべていた笑みが瞬しゆん時じに消え去り、代わりに興味をなくしたように視線を背ける。


　思わずアレスは何か気に障さわるようなことを口にしてしまったのだろうかと不安になった。しかしどうしていいか分からず、結局黙だまり込んでしまう。


　やがて呆あきれたように、あるいは根負けしたかのように、ミーアの方が口を開いた。


「ねえ。ジェレイドが反乱軍として決起したときのこと、あんたは知ってるんだっけ？」


「多少は。ボルネリア領の……なんといったかな、どこかの郡ぐんを支配下に置いたというところまでは聞いた」


「ミカルディ郡ね。ジェレイドの生まれ故郷よ。じゃあ、あたしが反乱軍に加わったときの話も聞いた？」


「一応は」


　領主の圧政から自分や人々を守るため、小さな郡の小さな村で決起したジェレイド。ジェレイドはその後、差し向けられた執しつ政せい代行官の軍勢を退け、あるいはその手から逃のがれつつ、周辺の村々を説得して反乱軍を軍と呼べるだけの勢力に仕立て上げていったという。


　しかし、敵は強大な侯こう爵しやくである。やがてジェレイドの反乱を鎮しずめるべく、執政官が鎮ちん圧あつ軍を差し向けた。ジェレイドは善戦するものの圧あつ倒とう的てきな鎮圧軍を前に、とうとう危地に追い込まれる。だが、そのとき突とつ如じよとして現れたミーアの力によって危地を脱だつすることに成功したのだという。


「おまえは別にジェレイドの元に駆かけつけたときから〈風の戦乙女〉を名乗っていたわけではないのだろう？」


「そうよ。その後にちょっと色々あって、こんな格好をするようにまでなったの」


　言って、ミーアは服をつまんでみせた。


　思わずアレスは目を背けた。元々肌はだも露あらわなミーアだが、その露ろ出しゆつがさらに激しくなったためである。


「き、聞きいてみたいものだな。実際に何があったのかを」


「いいわ。じゃあ話してあげる。長い話になるけど、今のあたしたちにはそれぐらいの時間はありそうだしね」





　こうしてアレスたちの時間は、今より一年前、王国暦れき八十二年第七の月へと飛ぶこととなる。
















　間章　一　ジェレイドの失態
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　ボルネリア侯爵の治めるボルネリア領は、ベールセール王国の北東部にある。この地は西はオルガスタの街、東はエディンバラ皇国に続く街道の中央にあり、領主ボルネリア侯には広大な領地を与えられる代わりに、周辺の治安維い持じという責任が課されていた。もしこの近辺で大きな混乱が起これば、交易が阻そ害がいされ王国の経済に大きな影えい響きようを与えるためである。


　そして王国暦八十二年第七の月の時点では、ボルネリア侯の施し政せいに問題はなかったとされている。少なくとも表向きは。





　ボルネリア領には七つの郡がある。中央にある郡はブルゴーンといい、そこにボルネリア侯爵の居城はあった。


「ではミカルディ郡はジェレイド率いる反乱軍にほぼ制圧されたのだな？」


　その一室にて、モンフォード執政官はある報告を受けていた。


　執政官。文字通り武人の肩かた書がきではない。しかしモンフォード執政官は熟練の騎士か何かではないかと思わせるほどの威い厳げんを漂ただよわせた偉い丈じよう夫ふで、その唇くちびるからこぼれる言葉には、凡ぼん人じんには決して出せないであろう重々しい響ひびきがこもっていた。


　領主ボルネリア侯が施政にまったく興味を持たないこの領地においては、モンフォードこそが文字通り政まつりごとを執とり行い、あらゆる決裁を行っていた。陰かげの支配者と呼ばれる所ゆ以えんである。


「はい。もっとも、制圧したといってもすべての領民が唯い々い諾だく々だくと従っているわけではなく、たとえば役人などは仕方なく……といったようですが」


　部下の騎士は、言葉を選んで慎しん重ちように答えた。


「当然の反応だな。分かった、下がってよい」


「はは」


　モンフォードの主あるじ、ボルネリア侯が処女権などというものを行使しようとした結果──そうそそのかしたのは実はモンフォードだったが──起こった、ジェレイドという一農民による反乱。


　一度は鎮圧の機会があったものの、あえてモンフォードはそれを放置し、ボルネリア領の北東端にあるミカルディ郡は彼ら反乱軍の支配するところとなった。


　しかし、その軍勢は未いまだ数百。モンフォードがその気になれば簡単に鎮圧できる規模だ。報告にあったように、役人たちがジェレイドに従おうとしない理由がよく分かる。たとえば学のない農民たちならば、悪あく辣らつな貴族を打ち倒たおせと熱に浮うかされたように反乱軍に手を貸すこともあるかもしれない。しかし、多少なりとも目め端はしの利く者なら、無理にでも反乱軍から距きよ離りを置こうとするはずなのだ。当然だ、貴族に逆らえば一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにされてもおかしくはないのだから。反乱軍に勝つ見込みが十二分にあるのならまだしも、そうでなければ巻き込まれるのを嫌きらって力など貸さないだろう。


　もっとも、現時点でミカルディ郡がジェレイドの支配下にある以上、その地に住む者は誰であれ多少なりともジェレイドの施政に協力しなければならない。しかし今後反乱軍が一度でも敗北を喫きつするようなことがあれば、たちまち彼らは手の平を返し、ジェレイドを背後から襲おそうことになるだろう。


　つまり、反乱軍には後がないのだ。今後ジェレイドがたった一つでも落ち度を見せれば、その瞬しゆん間かんにすべてが終わることになる。


　それに、ジェレイドが並の統率者でないことは分かるが、軍勢を統率するのと領民を導くのとではまったく別の能力が必要なのだ。ジェレイドにその能力があるという保証はどこにもない。


　考えれば考えるほど、反乱軍に未来はない。しかし、簡単に失敗されても困る。少なくとも、モンフォードにとっては。


「私を失望させるなよ、ジェレイド。何のためにおまえを生かしておいたのか分からなくなるからな」


　そう独語した直後。侍じ従じゆうが来客を告げた。


「モンフォードさま。メリステルさまがお見えになっておられますが」


「なに？　メリステル？」


　それはボルネリア領にある七つの郡のうちの一つ、ラウングル郡を治める執政代行官の娘むすめの名であった。彼女は無能かつ意気地なしで知られる父に代わってラウングル郡の政を執り行い、駐ちゆう屯とん騎き士し隊まで束ねているという。


「こんなところまで一体何用だ？　まあいい、通せ」


　……間もなくモンフォードの前に現れたのは二は十た歳ちを少し超こえたぐらいの若い女だった。


　細身ですらりと背は高く、束ねた長い髪かみがよく似合っている。目は鋭するどいが瞳ひとみは大きく、女らしさの中にも少年のような凜り々りしさを感じさせた。


　しかも彼女は、かなり軽量化はしてあるものの女だてらに鎧よろいまで着込んでいた。父に代わって騎士隊を統率している以上、当然と言えば当然の格好と言えなくもないのだが。


　もっとも、彼女が騎士隊を束ねているなどと他の貴族に知られれば、それだけで失笑の対象となるだろう。それほどに女が表おもて舞ぶ台たいに立つことなどありえないのだ。しかし低能なボルネリア侯の振ふる舞まいに嫌いや気けがさし、その下を去った優ゆう秀しゆうな者は数限りない。そのために、女であるメリステルが台頭する機会が生じたのだ。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、モンフォードさま」


　メリステルは、騎士のごとき慇いん懃ぎんさと、貴族の子女のごとき優美さを併あわせ持った見事な礼をしてみせた。


「前置きなどいらぬ。はるばる私に会いに来た用向きはなんだ？」


「はい。ミカルディ郡で勃ぼつ発ぱつした反乱を鎮圧するため、我が手勢を動員することをご許可願いたいのです」


「ほう」


　意外な提案であった。


　彼女の治めるラウングル郡はミカルディ郡の南に隣りん接せつする。早いうちに反乱を鎮圧しなければ飛び火する可能性が非常に高く、それゆえの申し出だということは分からなくもない。


　しかしまさかそんな厄やつ介かいごとを進んで買おうとする者が、まだこのボルネリア領にいるとは思わなかった。


「できるのか？　反乱軍の首領、ジェレイドは農民とは思えぬ手だれだぞ？　私でさえ一いつ杯ぱい食わされるほどのな」


「理解しているつもりです。でなければ一郡を制圧することなど不可能でしょう。ですが、なればこそ早いうちに芽を摘つんでおく必要があると存じます」


　凜々しい口調で答える。


　危険だからこそ、その勢力が大きくなる前に叩たたく。悪い判断ではない。少なくとも彼女は父の暗あん愚ぐな血を受け継つがなかったようだ。


　モンフォードとしても、申し出を断る気にはなれなかった。反乱軍を完全に放置していてはボルネリア侯に言い訳が立たない。ならばやりたい者に一戦交えさせるのもいいだろう。


「そうか。準備は整っているのだな？」


「はい。ミカルディ郡が制圧されたという話を聞いた直後から準備はしておりました。千人からなる軍勢をいつでも動員可能です」


　そこまで言って、メリステルは懇こん願がんするように腰を折った。


「無能な父に代わって、少しでもモンフォードさまのお役に立ちたいのです。どうかご許可ください」


「ほう」


　功に飢うえているのか、それとも陰の支配者とも呼ばれる自分に媚こびを売りたいのか、あるいは女だてらに台頭しているだけあって優秀で時勢を見る目があるのか。いずれにせよ、満足な答えだった。それに、もし反乱軍が彼女程度に敗北するような惰だ弱じやくな軍勢であるならば、これ以上生かしてやる必要もない。


「手際のよいことだな。いいだろう、許可する。やれるだけのことはやってみるがよい」


「ありがとうございます。必ずやモンフォードさまのご期待にお応こたえしてみせます」


　申し出が認められたことがよほど嬉うれしいのか、メリステルの顔には熱に浮かされたかのような朱しゆがさしていた。
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「ジェレイド。俺おれを呼んでると聞いたが」


　その日、反乱軍の指導者という重苦しい肩書きを持つジェレイドの天幕を訪れたのは、ルークという若い男だった。たくましい体を持ち、寡か黙もくという言葉がよく似合う短たん槍そうの使い手でもある。


　ジェレイドは席を立ってルークを出で迎むかえた。


「ええ。実は以前からあなたと話をしたいと思っていたんですが、なかなか機会がなくて。今少しいいでしょうか？」


「ああ、それは構わんが。ミーアと違ちがって俺は口下手だ、話し相手としては面白くないと思うが」


「構いませんよ、そんなこと。何しろ話してもらいたいのはそのミーアのことですしね」


「……ほう」


　ルークは目を細めた。


「いいだろう、ミーアの何が聞きたいんだ？」


「あの日──僕ぼくたちがボルネリア侯の騎士団に追い詰つめられ、絶体絶命の窮きゆう地ちにあったあのとき、あなたとミーアが力を貸してくれたがために、僕たちは救われました。ですが、なぜあなた方が僕たちを助けてくれたのかということが、未いまだに引っかかってまして」


「それは俺ではなくミーアの口から聞くべきだな。俺はミーアの力になるためにここにいる。ミーアが手を貸そうとしなければ俺も動かなかっただろう」


「ええ、もちろん彼女にも聞きました。しかしミーアも本当のところを言ってくれないというか、どうも答えをはぐらかされてしまいまして。それに、もし彼女に何か答えられない特別な理由があるのだとしたら、軽々しくこちらから聞くわけにもいかないと思いましてね。ならせめてあなたから断片的な情報だけでも得られればと……」


「そうか。いや、だとしたらなおさら俺が話すべきではないと思う。直接ミーアに問いただすか、あるいは彼女が自分から言い出すのを待つべきだと思うが」


「……確かにそれが筋なんでしょうけどね」


　ミーアたちと合流したばかりのこのころ、ジェレイドにはある懸け念ねんがあった。ひょっとすると、ミーアとルークはどこか他国の回し者で、反乱軍に力を貸すことでベールセール王国に乱をもたらそうとしているのではないかという懸念である。となると、いつかどこかで自分たちを裏切るという可能性が生じる。しかし普ふ段だんからルークとミーアに接している限り、どうもそんな事情があるようには思えない。かといって、あれだけ強大な力を無む償しようで貸してくれるというのには、やはり何か裏があるのではと思ってしまうのだった。


「……分かりました、その件についてはひとまず置きましょう。ではついでに、もう一つだけ聞いていいですか？」


「ああ、なんだ？」


「あなたはミーアの兄弟か、あるいは恋こい人びとか何かなのでしょうか？」


「…………」


　そのときのルークの反応は意外なものだった。


　肯こう定ていするでもなく、否定するでもなく、顔を赤らめて照れたり怒おこったりすることもない。ただ、迷っているようだった。


「……正直なところ、深く考えたことがない。何度も言うが、俺はただミーアのためにできることをしたいと思っているだけなんだ」


「……そうですか」


　正直なところ、ジェレイドが得ようとした答えは一つとして得られなかった。


　ただ、なんとなくではあるが、やはりミーアとルークが悪意をもって力を貸してくれているとは思えない。


　ミーアの持つ力はあまりにも強力だ。だからこそ万が一裏切られたときのことを考えると、なかなか思い切った重用ができない。しかし、それはいささか慎しん重ちよう過ぎるのかもしれないと思う。もっと彼女を信じ、その力を存分に発揮してもらうことこそが、自分の取るべき道なのかもしれなかった。


　と、そのとき。噂うわさをすれば影かげというべきか、二人の話題になっている当人が天幕に飛び込んでくることとなる。


「ジェレイド！　北から妙みような集団が向かってきてるわよ！　……って、ルーク？　何してるの、こんなとこで」


「いえ、兵士たちの訓練状じよう況きようを報告してもらってたんですよ」


　ジェレイドは咄とつ嗟さにそう答えて誤ご魔ま化かした。そして彼女がわずかでも不ふ審しんを抱いだくより先に問い返す。


「それより、今なんと言いました？　北から敵がきたと？」


「敵かはまだ分からないけど。とにかく来て！」


　慌あわてて天幕を飛び出る。


　ミカルディ郡を制圧して半月近い。そろそろ新たな敵が接近してくることは充じゆう分ぶんに考えられる。


　ただ、敵がやってくるとすれば恐おそらく南西からであるはずなのだ。しかもその方面は狩かりゆ人うどのマシューが念入りに斥せつ候こうを行っている。その哨しよう戒かい網もうにひっかからずに、しかも北からやってくる軍勢とは一体何者か。


　だが、間もなくジェレイドの心配は杞き憂ゆうに終わることとなる。天幕を飛び出したジェレイドが目にしたのは、ボルネリア侯こう配下の兵ではなく、農民兵の集団であった。数はおよそ二百といったところか。明らかに敵意はない。


　先頭を行く男は、どうやら聖職者のようだった。修道士の着る貫かん頭とう衣いを身に付けている。年ねん齢れいはジェレイドより幾いく分ぶん上ぐらいだろうか。見み目め麗うるわしい顔立ちに、物静かな物もの腰ごし。格好次第では、どこの貴族の子弟がやってきたのかと思ったことだろう。


　やがてその男は、ジェレイドの眼前までやってきたところで膝ひざを突ついた。


「初めまして、ジェレイドどの。私の名はデクストンと申します、ジェレイドどのの旗下に加えて頂きたく参上いたしました」


　これは面白いことになってきましたね、とジェレイドは思った。


　驚おどろくべきは、デクストンと名乗った男の後ろで彼と同じように膝を突いた二百人近い兵士たちだった。彼らは槍やりや兜かぶとなどで最低限の武装をし、何より驚くべきことに統率が取れていた。


　志願兵がやってくること自体は別に珍めずらしいことではない。ボルネリア侯に今こそ鉄てつ槌ついをとジェレイドが呼びかけた結果、その悪あく辣らつな施し政せいによって家族や恋人をなくした者、あるいは食うに困っている者など、ミカルディ郡全域から連日のように志願兵はやってきている。


　もっとも、一度にやってくるのは多くて十人程度、それもほとんど着の身着のままである。


　にもかかわらず、そのデクストンという男は、二百人もの統率の取れた兵を連れてやってきたのである。今の反乱軍の総数がどうにか四百程度だということを考えると、かなりの統率力と人間的魅み力りよくを兼かね備そなえているとしか思えない。


「お顔をお上げください、デクストン。あなたのような方のご助力を得られたことを、僕は神に感謝したい気持ちで一杯ですよ」


「は、恐きよう縮しゆくです」


　それはジェレイドの偽いつわらざる心境であった。


　反乱軍として決起し、ミカルディ郡を制圧したのはいいが、とにかく人材が欠けつ乏ぼうしていた。兵士だけならば集まらなくもなかったし、同郷のマシュー、あるいは巨きよ漢かんの剣けん士しディオールなど、兵の先頭に立って戦える仲間もいる。だが、将と呼べる者はおろか、読み書き算術でさえまともにできる者がいないのだ。今の状態では自分が寝ね込こんだだけで敗北に直結するだろう。これではボルネリア侯に勝つどころではない。


　まだデクストンというこの男がどのような人物なのかは分からないが、あるいは彼こそがこの状況に改善の余地を与あたえてくれるかもしれない。ジェレイドにはそう思えた。


「とりあえず、全員楽になさってください。今よりあなた方は僕たちの同志となるのですからね。デクストン、あなたは僕と一いつ緒しよに来てくれますか？　少し話をしたいので」


「はい、承知いたしました」


　彼は自分の右みぎ腕うで、あるいは代わりとなるかもしれない人物である。とことんまでその為ひと人となりを知る必要があった。
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　ジェレイドと一緒に天幕に入ると、デクストンは切り出した。


「よろしいのでしょうか、ジェレイドどの。私のような素性の知れぬ者とこのような人目のない場所で二人きりになるなど……」


「ひょっとして暗殺の心配ですか？　確かにそういったことにも考こう慮りよはすべきかもしれませんが、それで味方となる人を遠ざけるようなことがあっては本ほん末まつ転てん倒とうというものですよ。それに、あなたは神に仕える身とお見受けします。暗殺なんて汚きたないことはなさらないでしょう」


「……確かに私は緑りよく神しんアトラスに仕える身です。しかしいささか若い頃ころに悪いことをし過ぎたせいなのか、〝神の慈じ悲ひ〟もまったく使えない有様ですが」


　本来、神に仕える神官が軍に力を貸すにはいくつも制約があると聞いている。逆に言えば、彼は〝神の慈悲〟すら使えない不信心者だからこそ反乱軍に加わるつもりになったのだろう。


「聞かせて頂けませんか。あなたはどのような人で、なぜ僕たちと共に戦う気になったのかを」


「そう言われましても……私としては当然のことをしてるだけです。過か剰じような税を徴ちよう収しゆうされ、餓が死ししていく子供たちを見ていることに我が慢まんがならなくなったという理由で充分ではないでしょうか。まして処女権を行使するなどと言い出したボルネリア侯の施政にはもはや我慢がなりません。それだけのことです」


　動機としては充分だった。ボルネリア侯のやってきたことには、誰だれもがもっと怒って然しかるべきなのだ。むしろなぜ多くの人々が未だ黙だまってその施政を受け入れているのかということの方が不思議というべきだろう。


「もっとも、私は臆おく病びよう者です。反乱を起こすなど考えもしませんでした。しかしジェレイドどのはそれを実じつ践せんし、そして少なくともこの地をボルネリア侯から解放しました。私には人々を救うなどという大それたことは無理ですが、あなたにならそれができるかもしれない。ならばせめてあなたのお力になれればと、周囲に住む者たちを説得し、こうして馳はせ参じた次第です。今はこの通り修道衣を身に付けておりますが、いざ戦いとなればすべてを捨てて人々のために刃やいばを振ふるいましょう」


「ありがたい話ですね」


　修行中の修道士とはいえ、一度は神にその身を捧ささげようとした者が、今度は自分にすべてを捧げてくれようというのだ。これは反乱軍にこそ真の義があるという格好の宣伝になるだろう。


「ところで、戦いのご経験は？」


「若いころは志願兵として王国軍に加わっておりました。何度か北の国境紛ふん争そうで戦ったこともあります」


「なるほど。僕も徴兵されたことがあるのでよく知ってますよ、北の国境の過か酷こくさは」


　厳しい寒さと、いつやってくるか分からない血に飢うえた北の兵士。その過酷さを、ジェレイドは誰よりもよく知っている。


　デクストンは恥はずかしげに頭をかいた。


「ええ。おかげでいささか人生観が変わってしまいまして、神の道に目覚めたというわけです。もっとも、血なまぐさいことをし過ぎたせいでしょうか、いまだに緑アト神ラスさまにも声が届かないようなのですが」


　ジェレイドの期待は、否いやが応にも高まっていた。


　元兵士で戦いの経験があり、そして今は聖職者で、数百の同志を束ねている。いっそ自分が身を引いて彼をこそ反乱軍の旗頭に据すえた方が都合がいいのではとも思えてくるほどだ。


「デクストン、こちらへ。これを見て頂けますか」


　もっとこの男を試してみたい。ジェレイドが示したのは、机の上にある地図だった。七つの郡からなるこのボルネリア領の地図である。


「僕たちがいるのはもちろんここです」


　と、ジェレイドは地図の北西端たん、ミカルディ郡を指差した。続いて、その指を地図の中央へ移す。


「最終的に僕たちはこの中央のブルゴーン郡にいるボルネリア侯を打だ倒とうしなければなりません」


「はい」


「ですが、僕たちがブルゴーンにたどり着くには、まず西のレイムス郡か南のラウングル郡、どちらかを通らなければなりません。さて、そこでです。僕らはどちらを攻せめるべきだと思いますか？」


「は。それならばレイムス郡であるべきかと」


「その理由は？」


「ラウングル郡はブルゴーン郡に隣りん接せつしており、しかもその中央にはこの国と隣りん国ごくエディンバラを繫つなぐ重要な街道が走っています。ラウングル郡内での戦いが少しでも長引けば、街道を通ってブルゴーンから援えん軍ぐんが来ることは間ま違ちがいなく、そうすれば我々の勝率は著しく下がると言わざるを得ません」


「なるほど。ですがブルゴーン郡を東西に走る街道は、この国の交易の要かなめともいえる生命線です。そこを我々が占せん拠きよすることができれば、この国は大きな打だ撃げきを受けるでしょう。そうなればボルネリア侯の無能さを喧けん伝でんできると共に、恐らくは僕たちの敵となるであろうこの王国をも苦しめることができますが」


「いえ、それは適切とは思えません。我々はボルネリア侯に対たい抗こうし得るだけの兵力すら満足にないのです。下手に街道を占拠することで国全体を刺し激げきすれば、ボルネリア侯と国王の双そう方ほうを同時に敵に回すことになりかねません。そうなればいよいよ勝機は皆かい無むでしょう。しかし王国を刺激しない限り、ボルネリア侯は我々が起こしたこの反乱のことを国王に報告することはないはずです。それは自分の無能さを自ら喧伝するようなものですから。我々は、その隙すきにボルネリア侯を打倒し、この地を解放して強固な地じ盤ばんを作るべきではないでしょうか」


　素晴らしいと、ジェレイドは内心で快かい哉さいを叫さけんだ。


　人が千人いれば、千人に一人の賢けん者じやがいるというのがジェレイドの信条である。どうやらこのデクストンがそうであるらしい。


「見事な見識です、デクストン。僕はあなたのような人が現れるのを待ってました」


「……恐縮です」


「いえ、恐縮する必要はありませんよ。実はですね、僕には不安がありました。もし僕が志半ばにして死ぬようなことがあれば、残された人々はどうなるのかという不安がね」


「そんな。あまり不ふ吉きつなことを仰おつしやらないでください」


「ですが、それが現実ですよ。たとえば、今新たな戦いが起これば、僕は前線に出ざるを得ません。指揮ができる者は他ほかにいませんからね。ですが前線に出るとなれば、流れ矢に当たってあっさり死んでしまう可能性が常にあるわけです。重要なことは、たとえ僕が死んでも反乱軍が瓦が解かいしない体制を作り上げることです」


「はい、それは分かります」


「そこで……デクストン。あなたに僕と同等の権限を与えたいと思います。もし僕が死ねば、いつでも代わりができるように」


「…………」


　デクストンの顔に真しん剣けんみが増した。事の重大さをよく認識している証しよう拠こだろう。


「あなたになら分かるでしょう？　これは必要なことなのです。僕も人間です、死ぬ……とまではいかずとも、病気や怪け我がで指揮が執とれなくなることはあるでしょう。そのとき、即そく座ざに僕の代わりに兵士たちを統率できる人物がどうしても必要なのです」


「お言葉ですが、私程度では役不足ではないでしょうか。ジェレイドどのの代わりが務まるとは到とう底てい思えません」


「もちろん、今すぐにとは言いません。ですがあなたの見識はしっかりしてますし、何よりあなたは二百もの兵を連れてきてくれた。これは容易にできることではありません。僕でさえ最初に集められたのは数十人ほどでしたしね。その二百の兵は、そのままあなたに預けます。あなたは王国軍でいうところの副将軍として、僕の下でじっくり経験を積んでください。いつ僕に何が起こってもいいようにね」


「……分かりました、それが最善とお考えなのでしたらお引き受けいたします。ですが、私にはジェレイドどのと同じことができるとは思っていないのです。少なくとも当面は、ジェレイドどのの臣として振る舞まうことをお許しください」


「ええ、結構です。少なくとも僕が元気な内はその方がいいですしね」





　デクストンと二百もの新たな仲間。


　彼らが加わったことにより、反乱軍の士気は目に見えて上がることとなる。


　郡の境を警けい戒かいしていたマシューが凶きよう報ほうと共に駆かけ込んできたのは、それから数日後のことであった。
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「ジェレイド！　とうとうやってきたぜ、敵だ！」


　兵士たちの訓練を行っていたジェレイドの元へ、息せき切ってマシューがやってくる。


　マシューに敵てき襲しゆうを告げられるのはこれが初めてのことではないし、そのうち敵がやってくることも分かっていた。そのせいか、ジェレイドは至極冷静に対応することができた。


「敵はどこから？　規模は？」


「南だ、恐おそらくラウングル郡からやってきたに違ちがいねえ。数は千ってとこだ」


「千、ですか……！」あえぐような声を出したのは、今やジェレイドの片かた腕うでとなりつつあるデクストンである。「我々のほぼ倍ということになりますね」


　さすがにその声に緊きん張ちようが混じる。


　他方、ジェレイドは相変わらず冷静さを保ったまま中指を伸のばして眼め鏡がねをかけ直した。


「問題ありません。新たな敵が来ることが分かっていて何も手を打たないほど僕も馬ば鹿かではありませんよ。この辺りの地形は調べ尽つくしてますし、何よりあなた方二百もの味方が増えたんです。千程度の敵、軽視するつもりはありませんが必要以上に怖こわがる理由もありませんよ」


　自信ありげにそう口にする指導者の姿は、デクストンをはじめとした兵士たちの動どう揺ようを収めるに充じゆう分ぶんな効果があった。


「さあ、迎げい撃げきの準備を始めましょう。ミーアとディオールを呼んできてください」





　　　　　４





　他方、鎮ちん圧あつ軍として進軍を続けていたメリステルたちが敵の姿を見つけたのは、ミカルディ郡に入って半日ほど経過したころのことだった。


「あれが反乱軍というわけか」


　場所は、あちこちに大小の森が散在する平野である。そこに、軍旗のつもりだろうか、緑とも青ともつかぬ旗を掲かかげている少数の部隊を発見したのだ。数は三百か四百といったところだろう。あの程度の兵力で自分たちを迎むかえ撃うとうなど、片腹痛いと言う他ない。


「それにしても、なぜ青緑の軍旗なのだろうな」


　メリステルの小さな疑問に、一人の武人が律りち儀ぎに答える。


「農民を主体にした軍勢ですからな。緑神アトラスの加護にあやかろうというわけでしょう」


　バリーという騎き士しである。白い髭ひげをたくわえた山さん賊ぞくと見み紛まがうような豪ごう放ほうな武人で、並んで馬を歩ませているとメリステルが子供に見えてしまうような巨きよ漢かんである。肩かた書がきをラウングル郡駐ちゆう屯とん騎き士し隊隊長といい、本来ならメリステルなどではなく彼がこの軍勢を率いる立場にあった。しかしバリーはメリステルを主あるじと認め、それゆえにメリステルも女だてらに一軍を率いることができていた。


「つまり、軍旗一つ決めるにも小難しい理り屈くつをつけられる程度の知ち恵えはあるということか」


「辛しん辣らつですな、メリステルさま」


「手て緩ぬるくしてやる義理もなかろう」


　ここでメリステルは、風に吹ふかれて乱れた髪かみを煩わずらわしげに直した。


「それにしても、厄やつ介かいな風だな。こればかりは天の思おぼし召めしとはいえ、忌いま々いましい」


　その風は、この平野部に入ってからというもの、ずっと北東から──反乱軍の方から吹き付けているものだった。メリステルら鎮圧軍からすれば風に向かって進軍しているようなもので、邪じや魔ま以外の何物でもない。


「確かに、厄介な風向きですな。矢戦となれば反乱軍を利することになるでしょう」


「いささか彼き奴やつらにとって都合が良すぎるな。それにしても、この地にこんな特有の風が吹いているという話は聞いたことがないが……」


「天の思し召しに愚ぐ痴ちを言ったところで始まりませぬ。いかがでしょう、敵に有利な地で戦いを挑いどむ理由もありません、ここは後退するのも手かと」


　バリーの提案を、メリステルは鼻で笑い飛ばした。


「風が強いからと逃にげ出しては笑いものとなろう。構わぬ、全軍に攻こう撃げきの準備をさせよ」


「承知しました」


　やがて全軍が態勢を整え、号令一つでいつでも戦える状態になると、メリステルは一人前に歩み出て声を張り上げた。


「反乱軍に告げる！　我が名はラウングル郡執しつ政せい代行官が娘メリステルである！　今すぐに武器を捨て、投降せよ！　さもなくばボルネリア侯こう爵しやく閣下の名の下、貴様らを一兵にいたるまで殲せん滅めつすることになるぞ！」





　　　　　◆





　その型どおりの降こう伏ふく勧かん告こくを、馬の上でジェレイドは聞いていた。


　──正直、驚おどろきましたね。


　口上の文言自体はこれまでの人生で何度も似たようなものを聞いたことがある。しかし、その口上を敵方の女の口から聞いたのは初めてだった。


　どうやら彼女こそが今回の敵将であるらしい。堂々と馬に跨またがり、長い髪を風になびかせ、敵意に満みち溢あふれた鋭するどい目で睨にらんでくる彼女は、敵ながら実に絵になる存在だった。


　それにしても、この男社会の王国で、女が軍を率いるとは珍めずらしいこともあるものである。


　──いや、それこそ忌いむべき偏へん見けんというべきなんでしょうね。


　今まで政治も軍事も男に任せていたばかりに、ボルネリア侯のような混乱の種が生まれたと言えなくもないのだ。ミーアのこともあるし、案外これからは女の時代だったりするのかもしれない。


「どうする、ジェレイド」大たい剣けんを背負ったディオールが顔を寄せてくる。「相手に言わせっ放しというわけにもいかんだろう、何か言い返さねば兵たちが動揺しかねんぞ」


「ええ、分かってます」


　残念なことにジェレイドの声量は人並み以下である。それゆえに、ジェレイドはディオールの耳元で囁ささやいた。


「では、このように言い返してくれますか？」





　　　　　◆





「何を勝手なことを言うか！」


　メリステルの見ている前で、反乱軍から巨漢の男が進み出て声を張り上げた。


「我らはボルネリア侯の圧政に耐たえかね決起したのだ！　義は我らにある、降伏などできるわけがないし、ボルネリア侯に屈するぐらいならば喜んで貴様らを道連れに死んでやろう！　我らが唯ゆい一いつ恐れることがあるとすれば、ボルネリア侯に大切な家族を踏ふみにじられることだけよ！　貴様らこそ死にたくなければ武器を捨ててこの場を去るがいい！」


　追つい随ずいするように歓かん声せいが上がった。反対に、メリステル配下の兵士たちには今ひとつ活気がない。


　どうやら口くち喧げん嘩かは反乱軍の方に分があるようだった。無理もない。ボルネリア侯の残ざん虐ぎやくぶりは音に聞いている。身分の保証された兵士たちはどうにか日々の糧かてに困ることはないが、たとえばその家族にはボルネリア侯の施し政せいによって亡くなった者もいるだろう。反乱軍に同調する者がいてもおかしくはない。


　だがそれでも、彼らが武器を取って反旗を翻ひるがえすというのなら、全力で討つしかない。それが執政代行官を父に持つメリステルの義務なのだ。


「ならば仕方が無い！」


　メリステルは負けずに声を張り上げた。


「侯爵閣下に逆らいし愚おろか者どもめ！　後こう悔かいは死んでからするのだな！　弓隊、前へ！」


　手を掲げ、合図を出す。


　よく訓練された兵士たちはきびきびと動き、弓兵が前に出て一いつ斉せい射しや撃げきの体勢を取った。


「つがえよ！　……放てぇ！」
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　直後、数百もの矢の雨が空を走る。


　だが、その矢が反乱軍に突つき刺ささることはなかった。


　北東から吹いていた風が突とつ如じよとして強まり、吹き散らされてしまったためである。


「くっ」


　メリステルは指を嚙かんだ。


　風向きなど天の思し召しという他ないのだが、こうも反乱軍をえこひいきされては天に向かって唾つばでも吐はき掛かけたいところだった。





　　　　　◆





「ふう」


　無事すべての矢を吹き払はらうことに成功し、ミーアは息を吐いた。


　このときミーアは、ジェレイドの指示によりルーク一人を護衛に連れて近くの森の中に潜ひそんでいた。そして風の精せい霊れいを操り、味方に降りかかる矢を防いでいたのだった。


「大だい丈じよう夫ぶか、ミーア」


　ルークが心配そうな声を出す。


「ええ。まだもうしばらくはね」


　一時的に強風を起こすだけなら大した負担ではないのだが、ジェレイドの注文はそうではなかった。常に強い風を吹かせ、自然に吹いている風を装えというのだ。


「アイツって、ひょっとして人使い荒あらい方なのかしら」


　愚痴のように呟つぶやきつつも、ミーアは精神を集中し精霊に命令を出し続けた。





　　　　　◆





「どうやら、うまくいっているようですね」


　ジェレイドはほくそえんでミーアが潜んでいる森を見やった。


　彼女の存在は、敵はもちろん味方にも隠いん匿とくしておくつもりだった。今回のように反乱軍のみを利するような風が今後も吹き続ければ、やがて自分たちには蒼そう神しんラクリナースの加護があるという噂うわさの一つもついて回るようになり、何もせずとも敵は恐れ味方は勢い付くだろう。それを期待しての指示だった。


　それに──ただ風を吹かせ続けるというだけの単純な行動ならば、万が一ミーアが裏切るようなことがあっても対処が可能だという意味もある。


「ディオール、今です。こちらも反撃を」


「は。石を装そう塡てんせよ！　……放てぇ！」


　ジェレイドの命令一下、今度は反乱軍の側から無数の石が放たれた。


　矢ではなく石だったのは、単に弓矢が不足していたためである。それゆえジェレイドは兵士たちに振ふり回して使う長い紐ひも状の投石器を持たせ、矢の代わりにしたのだった。使用に当たっては紐を振り回せるだけの空間が必要で、かつ弓矢より次じ弾だんの発射に時間がかかり、無防備になりやすいがゆえに敵の射撃にも弱い。


　本来なら、大軍で戦う軍勢の傍そばで、遊ゆう撃げき兵として使うのが投石兵の用よう途とである。だが、石の威い力りよくは矢に劣おとるものではないし、敵からの射撃はミーアの力で防げるし、そして何より安価である。それゆえにジェレイドは、大軍同士の決戦では決してできない、投石兵に隊列を組ませての一斉射撃をさせたのだった。


　しかも、このとき放たれた石の数は、鎮圧軍の放った矢の数とほぼ同等だった。反乱軍の兵数は鎮圧軍の半数以下であるにもかかわらずである。つまり、ジェレイドは配下の兵の半分近くを、射撃手にしていたのである。





　　　　　◆





「盾たてを掲かかげよ！　防げ！」


　バリーの命令が飛び、兵士たちは大盾を構え、その陰かげに隠かくれた。


　もっとも、数百もの石をすべて防げるわけではない。防ぼう御ぎよができず体を砕くだかれ、身も凍こおるような絶ぜつ叫きようがあちこちから上がる。


　ただし、その数はそれほど大したことはなく、恐おそらく重傷者や死者の数も三十といないだろう。


「所しよ詮せんは貧びん乏ぼうな反乱軍ですな。矢ではなく石を使うなどと！」


　バリーは笑ったが、メリステルはとても笑ってはいられなかった。


「だが状じよう況きようが悪い、このままでは一方的に攻撃されるだけだ」


　とにかく吹ふき付ける風が邪魔だった。これでは矢戦を続ける意味がない。


　メリステルは剣を抜ぬき放った。


「全軍突とつ撃げき！　敵は我らの半数にも満たぬ寡か兵へいだ、一気に押しつぶせ！」


　命令に忠実な兵士たちは、怒ど声せいとも歓声ともつかぬ声を上げて一斉に駆かけ出した。


　相変わらず向かい風は強く、兵士たちの進軍速度をわずかながら弱めたが、それでも足を止めさせるには至らない。その上、飛んでくる石の数から考えても、反乱軍の多くはほとんど投石兵であることが容易に推測できた。一度接近戦に持ち込めば勝利はたやすいだろう。まして北東から吹き込むこの風は、反乱軍の退たい却きやくの足を阻はばむことにもなる。


　もちろんこの間にも石が殺さつ到とうし、メリステルたちは少なからぬ打だ撃げきを与あたえられていた。しかし飛び道具だけでは軍勢を瓦が解かいさせるまでには至らない。


　やがて先頭の兵が、反乱軍との距きよ離りを二十間（およそ三十二メートル）まで詰つめようとした、そのときだった。


「全軍、退却せよ！」


　反乱軍に出されたその命令は、メリステルの耳にまで届いていた。


　途と端たんに反乱軍の兵士たちは投石を中止し、一斉に背を向けて逃げ出す。


「所詮は農民兵ですな、やはり退却するしかないようです」バリーが声を上げた。「このまま追撃して奴やつ等らの背中を襲おそってやりましょうぞ！」


「……いや、待て！」


　何か引っかかるものがあり、躊ちゆう躇ちよする。


　風向きを利用した飛び道具による一方的な攻撃。だがそのような戦術、一度距離を詰められればそれで終わりだということは誰だれにでも簡単に分かる。


「……だとすると、あまりにもわざとらし過ぎるな」


「は？」


「バリー、耳を貸せ」


　いぶかしむバリーの耳元で、新たな作戦を伝える。


「……分かりました、確かに備えておいた方がよさそうですな。それでは！」


　作戦を聞き終えたバリーは、兵の一隊を率いて後退していった。





　　　　　◆





　ジェレイドは馬を駆りながら、少しだけ申し訳ない気持ちになっていた。


　逃にげる自軍。その中で馬に乗っているのは自分だけである。もっとも、総大将である自分は危機から逃のがれる義務があるし、そもそも自分の足で走っていたのでは皆の足を引っ張ることになりかねない。仕方のないことだとは思いつつも、逃げ遅おくれれば死というこの状況で死に物もの狂ぐるいになって走っている兵士たちの姿を見ると、やはり申し訳ない気持ちになってしまうのだった。


　だが、効果は十二分にあった。ふと後ろを覗のぞけば、今まで一方的にやられていた恨うらみを晴らさんとばかりに殺到してくる鎮ちん圧あつ軍が見える。命からがら退却する反乱軍の陣じん形けいも乱れに乱れていたが、同じく必死の追撃を行っていた鎮圧軍の陣形もまた乱れに乱れていた。


　状況は整ったのだ。


「あとは頼たのみましたよ、デクストン」


　ジェレイドは、反乱軍の将来を託たくすことになるかもしれない修道士の名を呼んだ。





　　　　　◆





　このときデクストンは、配下の二百の兵を率いて森の中に潜んでいた。


　すぐ目の前をまずジェレイド率いる味方が通過し、そしてその後に続く鎮圧軍の姿が視界に入る。


　デクストンは命を下した。


「今だ！　矢を放て！」


　このときのために温存されていた弓矢の一斉射撃である。それは、あまりに無む慈じ悲ひに鎮圧軍に突き刺さった。


　鎮圧軍の先せん鋒ぽうを務めていた部隊は、まさに今反乱兵どもの背中に襲い掛かろうと武器を振りかぶったそのときに、決して避さけようのない矢の一撃を真横から喰くらったのだ。


　何が起こったか分からないままばたばと兵が倒たおれ、その姿を見た後続の味方たちの足が止まる。


「槍やりを構えよ！　全員突撃！」


　すかさずデクストンたちは弓を槍に持ち替かえて突撃する。


　それは、鼻っ柱に杭くいを打ち込むようなものだった。傷口を強引に押し広げられていくように、デクストンらの攻こう撃げきに鎮圧軍は屈くつして行く。


　さらにこのとき、デクストンの伏ふく兵へいが成功したことを見たジェレイドは、退却を止やめて投石による攻撃を再開した。


　鎮圧軍の先鋒はデクストンが攻撃してくれている。その間に彼らの向こう側に控ひかえる鎮圧軍の中央に射撃をし、打撃を与えるのである。





　一方的な射撃により敵をひきつけ、その先鋒を伏兵で急きゆう襲しゆうする。敵が崩くずれればそのまま攻撃を続け、崩れなければ一度退いて再度射撃を加え、出血を強いる。それがジェレイドの立てた作戦の骨子だった。





　　　　　◆





「やはりこうなったか」


　メリステルは唇くちびるを嚙かんだ。


　先せん陣じんの兵は真横からの攻撃を受け、瓦解寸前となっている。しかも救きゆう援えんに駆けつけようとする後続を阻そ止しするように、再び投石による攻撃が始まっていた。


　メリステルの判断は一いつ瞬しゆんだった。


「これ以上は無む駄だだ。退却の合図を」


「はっ」


　部下が角笛を吹き鳴らす。低く重い音が戦場に響ひびき渡わたった。





　　　　　◆





　敵の戦線がついに崩れたことを、デクストンは察知していた。


　鎮圧軍の戦線は反乱軍の伏兵による攻撃のせいですでに浮うき足立っていたが、そこに退却の合図が響き渡ったことでいよいよ崩ほう壊かいしたようだった。多くの敵兵たちが武器さえも放ほうり出して一目散に逃げ出していく。


「今だ！　追撃しろ！」


　もはや敵に戦いの意志はない。今こそ最も大きな打撃を与えられる瞬しゆん間かんである。デクストンが兵法通り追撃を指示したのは当然だった。


　まず逃げる敵の背中に向かって矢が射い掛かけられる。体を射い貫ぬかれて運悪く逃げ遅れた者は、容よう赦しやなく討ち取られて行った。


「行け、逃すな！」


　ここで敵を一人減らせば、反乱軍の勝利に一歩繫つながるのだ。デクストンの命令は当然であり、そして兵士たちもまたボルネリア侯こうにこれまでの恨みを返せとばかりに興奮し、そして相手をなぶり殺しにすることに快感さえ覚え、突つき進んで行った。





　　　　　◆





「妙みようですね」


　ジェレイドは一人、その状況をいぶかしんでいた。


　敵の退却が、早過ぎるのだ。


　確かに伏兵の策が成功し、鎮圧軍は鼻っ面つらに大きな打撃を受けている。しかし鎮圧軍は未いまだ反乱軍の倍近い。少々の犠ぎ牲せいを覚かく悟ごで強引に攻せめるという手もあったのに、なぜあっさり退却の道を選んだのか。


「……これはひょっとして、一いつ杯ぱい喰くわされましたかね」


　冷たい汗あせが、背中を滑すべり落ちた。今いま更さらながらに、敵の意図に気付く。


　あちこちに森が散在するベールセール王国において、伏兵はもっとも基本的な戦術である。反乱軍はまさにその道を選んだわけだが、鎮圧軍にとってもそうではないと誰が言えようか。


「デクストンに急いで退却の合図を出してください！」


　ジェレイドは声を張り上げた。


　しかしここで未熟かつ小規模な軍勢の弱点が露ろ呈ていする。戦場の混乱にかき消され、その命令がデクストンに届くことはなかったのである。
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　メリステルは背後を振ふり返った。


　調子に乗って追撃してくる反乱軍の姿がよく見える。その陣形は、先ほどの自分たちがそうであったように乱れに乱れきっていた。


　そして反乱軍の先陣が、とある森の真横に差し掛かったとき、メリステルは呟つぶやいた。


「今だ、バリー」


　直後。


　森の中から、矢が放たれた。


　先ほどとはまったく逆のことが起こる。目の前の敵の背中に武器を突き立てることに興じていた反乱軍の伏兵たちに、真横から飛んでくる矢の一撃をかわすことはできなかった。


　すかさずメリステルは命じた。


「今だ、全軍反転！　仲間の仇あだを討て！」
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「な……なんということだ！」


　デクストンの足元に、矢で射貫かれた部下の死体が転がった。


　状じよう況きようの不利を悟さとる。裏の裏をかかれたのだ。伏兵に対して伏兵を返されたのだ。


　わずか二百の反乱軍に対し、真横から伏兵が、正面からは鎮圧軍の本隊が襲おそい掛かってくる。しかも追つい撃げきを急ぎすぎたせいか、デクストンたちはジェレイド率いる本隊からも孤こ立りつしていた。


　元より、戦線を横に広げるだけの戦力もない。あっという間にデクストンたちは包囲されていった。


　このまま包囲されてしまえば、文字通りの皆みな殺ごろしになりかねない。


「ぜ、全員退たい却きやくだ！　急いでジェレイドどのの本隊に合流しろ！」


　部下にもっとも適切なはずの命令を出す。このような状況になった以上、下手に戦い続ければ全ぜん滅めつしかねない。今は退却による多少の犠牲を覚悟してでも逃げることが肝かん要ようだった。


　だが、デクストンは一つだけ判断を誤った。


　一人でも多くの部下を救おうと、自身はその場に踏ふみとどまって戦おうとしたのである。それは人としては正しい判断だったかもしれないが、将としては誤った判断だった。
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　一方、ジェレイドはデクストンとまったく逆の判断を下すこととなる。


　眼前には裏をかかれた味方の兵が、敵の半包囲を受けている。


　それを救うべく行動するのは、あまりに不利益が多かった。


　ただでさえ鎮圧軍はこちらの倍近い兵力であり、まともに戦っても勝ち目はない。それに、命からがら逃にげてくる味方の兵と合流すれば、たとえ兵の数自体は増えても命令系統は崩壊してしまい、軍としての戦いはできなくなる。


　ここでもっとも有効な命令は何か。それはたった一つ、味方の兵士たちがなぶり殺しにされている隙すきに退却し、態勢を整えることだけだ。つまり、目の前の味方を見捨てるということである。


「全軍、退却！」


　間もなく、ジェレイドの冷れい徹てつな命令が響き渡った。


　それは人としては誤った判断だった。だが、将としては正しい判断だったのである。
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「どうやら、敵の将はよほど計算高い男のようだな」


　味方を見捨てて容赦なく退却していく反乱軍を見て、メリステルは呟いた。


　いや、その判断は正しい。正しいのだが、だからといって味方を容赦なく見捨てるなど容易に下せる判断ではない。


　そうしている間にも、半包囲された敵の一部隊はみるみる数を減らして行った。どうやら少しでも多くの味方を逃そうと先頭に踏みとどまって戦う者がいるらしく、半数近くは逃げ出すことに成功したようだった。しかし、残された者たちが全滅するのは時間の問題だろう。


「メリステルさま！」


　このとき、伏兵を成功させたバリーが戻もどってきた。


「反乱軍は大きく数を減らしました！　今追撃をかければ一息に殲せん滅めつできますぞ！」


「……いや」


　数を減らしたとはいえ、反乱軍の本隊は大きく後退して態勢を立て直している。今下手に近寄ればまたあの一方的な飛び道具による攻撃を受けるだろうし、再び伏兵による打だ撃げきを受ける可能性もある。深追いはすべきではない。


　今日の戦せん闘とうでこちらは百近い兵を失ったが、反乱軍もまた同等かそれ以上の被ひ害がいを受けたはずである。しかし総数五百程度の反乱軍と千の鎮圧軍では回復力がまったく違ちがう。殲滅とまでは至らなかったが、緒しよ戦せんとしてはこれで充じゆう分ぶんだ。


　どうすべきか、結論は一つだった。


「今日はこれだけ戦果を上げられれば充分だ。退却するぞ」


　一いつ旦たん退き、こちらも態勢を整え兵を補ほ充じゆうし、敵の射撃に対する防ぼう御ぎよ策を講じて然しかる後のちあらためて進軍を開始する。さすれば、今度こそ反乱軍を撃滅することができるだろう。それがメリステルの下した決断だった。
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　鎮圧軍が退いた後。


　ジェレイドはすぐさま自分が見捨てた兵士たちの元へと駆かけ寄よった。一人でも多くの兵の命を救うためである。


　──せめて、彼だけでも生きていてくれれば……！


　だがすぐに、もっとも見つけたくなかったものを見つけてしまう。


「デクストン！」


　袈け裟さ懸がけに大きく体を切り裂さかれたデクストンの血ち塗まみれた体。


　その目が力なくジェレイドに向けられる。


「も、申し訳ありません、ジェレイドどの……。多くの……犠牲を、出してしまって……」


「……あなたが謝ることは何もありませんよ。すべては僕の責任です」


　それ以上何も言えず、その手を強く握にぎる。


　ジェレイドも人の死は何度も見てきている。デクストンの真っ赤に染まった体を一目見れば分かった。まだ息があるのが不思議なほどだ。たとえ今すぐ白しろ魔ま術じゆつによる治ち癒ゆを施ほどこしたとしても、間に合わないだろう。それほどに、デクストンの体からは生命力が感じられなかった。


「どうやら私は、ここまでの、器だったようです……。後の、ことを……皆みんなの、ことを、よろしく……お願い……し……ます……」


　どこまでも義ぎ理り堅がたい人ひと柄がらであったことを証明するように、最後まで自分ではなく人々のことを心配しようとしている。


「……誓ちかいます。僕はどこまでも戦い抜ぬき、人々を導いてみせますから」


「…………」


　ジェレイドがそう言った直後だった。


　デクストンの顔に安心したような微び笑しようが浮うかび、そして──目を閉じた。


　否応なしに六年前のことが思い起こされる。


「……やれやれ、なんでこうなってしまうんでしょうね」


　あのときも自分の判断を誤ったがゆえに、大切な人を失ったのだ。そして、また今回も。あるいは死に目に立ち会えただけでもマシというべきかもしれないが。


　ジェレイドはあらためて己の判断を悔くやんだ。


「逃げ道など、作らなければよかった」


　デクストンがどれだけ才気に溢あふれていたのだとしても、自分と同等に近い指揮権を与あたえようなどと考えるべきではなかったのだ。


　自うぬ惚ぼれでもなんでもない、反乱軍を作ったのは自分だ。そして、戦術を駆く使しし、ボルネリア侯こうが派は遣けんしてくるであろう鎮圧軍を退け、未来への具体的な道を開くことができるのも、自分しかいないのだ。


　自分の代わりを作るため、実戦に立たせて指揮経験を積ませようなどとしたばかりにデクストンは死んだのだ。いや、彼のやったことに間ま違ちがいはない。逃げる敵を追撃するのは戦術の基き礎そだ。今回はたまたま、相手にもう少し先を読まれてしまっただけで。だがデクストンならば、もっと生きていさえすればそれすらも見み抜ぬけるようになっていただろう。


　いつか将来、反乱軍が万を超こえるような大軍勢になったとすれば、今度こそ自分が死んだぐらいではすぐに瓦が解かいしない機構を作る必要もあるかもしれない。だが、今の反乱軍は千にも満たぬ弱小集団である。独裁者と後ろ指をさされることになろうが、傲ごう慢まんと罵ののしられようが、今しばらくは自分がすべての兵士を駒こまのごとく操る立場にあるべきなのだ。自分が死ねばすべて終わりだという覚かく悟ごと共に。


　それを行うには、一つだけ条件がある。今以上に自分の安全を確保しなければならないということだ。そして、それは難しいことではない。前線から距きよ離りを置けばそれで事は足りる。


　だが、前線から離はなれることで指揮が執とり辛づらくなるという問題を差し置いたとしても、独裁者のごとき統率者が安全な後方に引き籠こもりながら兵士だけを危険にさらしていれば、そのうち卑ひ怯きよう者と侮あなどられるようになるだろう。ただでさえ反乱軍は勢いと士気だけで保たれている面もある。士気の妨さまたげになるようなことはできない。


「……方法は、一つですね」


　このときジェレイドの脳は、デクストンという死に直面したがゆえに、いつも以上の冷徹さを見せていた。それゆえに、ある方法を思いついたのである。
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　たとえば、こういう手はどうか。


　自分以上に目立つ英えい雄ゆう的存在を作り出し、その者に常に最前線で兵を率いて戦ってもらうのだ。『将一人』という体制ではなく、『将と副将』という体制でもなく、『将と英雄』という体制を作り出すのだ。そうすれば兵士たちの目は自然と指導者ではなく英雄へと向けられる。その英雄が最前線で戦ってさえいれば、兵士たちも後方に引き籠っている指導者のことなど忘れて共に戦おうという気になるだろう。


　指導者の影えい響きよう力が薄うすれる可能性もあるが、英雄の行動さえ完全に制せい御ぎよできていればそれでいい。


　問題はその英雄をどうやって仕立て上げるかだが、幸いなことに手元にはうってつけの人物が──彼女がいる。


　実のところ、以前から彼女をもっと重用しようという思いはあった。しかし、素性が分からないために信用し辛いところがあったし、その存在を隠かくしておく方が切り札として有効だという考えもあった。それにベールセール王国は平民、貴族を問わず男社会であり、下手に彼女を重用すれば農民たちから及および腰ごしと非難されかねない。


　だが、今日の戦場を見て気が変わった。それは二つの理由に起因する。


　第一に、戦場における彼女の有用性は、今日の戦いを見ても明らかだということだ。彼女に裏切られれば反乱軍は敗北──それぐらいの覚悟で重用すれば、今回以上の働きが期待できるだろう。


　第二に、今回の敵の指揮官は驚おどろくことに女だったが、特に部下たちに侮られていた様子もなかった。それどころか長い髪かみをたなびかせて戦場に立つ女というものが、あれほどに絵になる存在だとは思わなかった。


　ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。


「……この際、女性の英雄というのもいいでしょう」
















　間章　二　風の戦いくさ乙おと女め
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　ジェレイド率いる反乱軍が、大きな犠ぎ牲せいを出しつつもどうにか鎮圧軍を退たい却きやくさせてから三日後のことである。


「ジェレイドさま。お客さまがお見えです」


　負傷者の手当てや部隊の再編制といった後始末をどうにか終わらせた頃ころ、今やジェレイドの侍じ女じよのような立場となっているソフィアが来客を告げた。


「どなたですか、ソフィア？」


「ルダースさまです。ロアンヌ村の村むら長おさの……」


　ロアンヌ村。それはかつて決起したばかりのジェレイドたち反乱軍が一時は拠きよ点てんとした村である。それゆえにロアンヌ村の長は反乱軍の中でもやや発言力が強く、よく村々の代表としてジェレイドの元へやってくる。


「構いません、通してください」


「はい、分かりました」





　間もなく現れた老練な村長は、挨あい拶さつもそこそこに厳しい表情で切り出した。


「おまえのことだ、気付いているとは思うが……人心が離れかけておる」


「…………」


　一軍の指導者としては、あまりにも耳に痛い言葉だった。


「言われずとも分かってはいるだろう？　先日の鎮ちん圧あつ軍との戦いの結果はすでに広まりつつある。五百の軍勢で千の敵軍を撃げき退たいしたといえば聞こえは悪くない。だが、敵を退却せしめたとはいえ、壊かい滅めつ的な打撃を与えたわけでもなく指揮官を討ち取ったわけでもない。その上、こちら側にも百人以上の死傷者が出たと聞くし、勝利のために一部の兵を見捨てたという話さえ流れている。たかが二倍の敵を相手にこれだ。ボルネリア侯は何千もの私兵を持つ大貴族なのだぞ。今からこの様では先が思いやられる……と考える者が出てくるのは当然だろう」


　ジェレイドは居い心ごこ地ち悪そうに眼鏡をかけ直した。


「もっともですね。反論の言葉もありませんよ」


「それでは困るのだ。今でさえ、反乱軍に心の底から手を貸したいと思っている者は決して多くない。貴族に逆らった罪で一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにされることを望む者などおらぬからな。ジェレイド、はっきり言うぞ。次の戦いでは、誰だれもが未来に希望を持てるだけの劇的な勝利を演じてくれ。さもなくば……我らが生きるために、おまえの首をもらい、ボルネリア侯に捧ささげねばならぬ」


「……いいでしょう、分かりました。お約束します」


　言いたいことだけを言って、ルダースは去っていった。


　一人残されたジェレイドは、やれやれと肩かたをすくめた。


　実のところ、反乱軍の兵士たちの士気はそれほど下がってはいない。そうなるようにジェレイドが画策したからだ。別に難しいことではない。確かに劇的な勝利といかなかったのは事実だが、二倍の敵軍を相手に対等に戦えたのも事実だからだ。兵士たちに自信を持たせるには充じゆう分ぶんな実績である。


　自分の手の届く範はん囲いであればそのように手を回すこともできるのだが、さすがに遠くの村々に届く風聞まではなかなか制御できるものではない。ただでさえ彼らは強大なボルネリア侯に反旗を翻ひるがえしたことが正しかったのかと、未まだ迷っているところがある。それゆえ彼らの間に出回る風聞は自然と悲観的なものが多くなってしまい、その結果今回のように次は絶対に勝利してくれなどという無茶な要求が出されることとなったのだろう。


「それにしても、因果なものですね、反乱というものは」


　反乱とは現存する秩ちつ序じよへの反逆であり、旧来の秩序に属する者たちからしてみれば、見み逃のがすことのできない大罪でもある。そして〝旧来の秩序に属する者たち〟というものには、領主だけではなく農民たちも含ふくまれているのだ。「生きるために必要とあらばおまえの首をもらっていくぞ」などという発言は、その辺りの意識から生まれているとも言えるだろう。反乱の指導者などやっていれば命を狙ねらわれるのは仕方ないが、味方からも命を狙われるというのは正直たまらない。


　とはいえ、ここで反乱軍の首しゆ謀ぼう者しやたる自分の首を差し出すということは、ボルネリア侯に生いけ贄にえとして少女を差し出し、家族を餓が死しさせかねない重い税を払はらう道を選ぶということでもある。そんな奴ど隷れいのような道を選んでどうするのかとジェレイドとしては思わずにはいられなかったが、ルダースの言う通り誰だって死にたくはないのだ。彼らにしてみれば、とにかく少しでも安全な未来を選ぼうとしているというだけの話なのだろう。


「やはりあの決断を、実行に移すしかないようですね」


　一つ確かなことは、今大きな勝利を得なければ、将来への道はすべて閉ざされてしまうということである。


　ジェレイドは一人呟つぶやくと、ソフィアにある人物を呼んできてもらうよう頼たのむのだった。
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　その頃、ミーアは反乱軍の陣じん地ちからやや離れた森の中にいた。


　反乱軍の中では、風の黒くろ魔ま術じゆつ師たるミーアの存在はジェレイドの意向によって隠いん匿とくされてきた。それゆえ人目のつかぬ森の中で精せい霊れいを操る訓練を積んでいたのだった。


「ミーアさま。ジェレイドさまがお呼びです」


　そんな折、やってきたのはソフィアだった。健けな気げな少女は一刻も早くジェレイドの要望に応こたえようとしたのだろう、ここまで走ってきたらしく、息も途と切ぎれがちだった。


「もう、ソフィア。〝さま〟を付ける必要はないって言ったでしょ？」


「あ、はい、すいません」


「とにかくありがと。あたしはジェレイドのところに行くから、あんたはゆっくり歩いて戻もどりなさいよ」


　そう言っておかないとこの少女はまた走って戻ろうとするに違ちがいない。


「は、はい……。そうさせて頂きます……」


　ソフィアが頷うなずくのを確認してから、ミーアはジェレイドの元へ急いだ。





「ミーア。あなたにお願いしたいことがあります」


　そしてジェレイドのいる天幕へと入ったミーアは、すぐさまそう切り出されることとなる。


「いきなりね。なに、また新しい戦術の相談かしら？」


　ジェレイドの用向きといえば、それぐらいしか思い浮うかばない。ミーアは強力な風の精霊の使い手である。その風を使った斬ざん新しん──というよりは卑怯な戦術によって敵をかく乱することで、どうにかここまで戦い抜ぬいてきたのだ。


　だが、ジェレイドは首を横に振ふった。


「戦術……というよりは今後の方針についてですね。先日の戦いはどうにか敗北を免まぬかれました。いえ、敵を退けるという目標は達せられたのですから勝利と言えなくもありません。しかし兵の補ほ充じゆうの目め処どすら立たない我々としては厳しい結果です。こんな戦を何度も挑いどまれれば、それだけで僕たちは苦境に追いやられます」


「ええ、そうみたいね」


　相手は数十万の領民から何年にも亘わたって税を搾しぼり取ってきた大貴族である。どうにか一郡を支配しているだけの反乱軍とは何もかもが雲うん泥でいの差さなのだ。未だ敗北せずに済んでいるのはボルネリア侯こうが本ほん腰ごしを上げて兵を動員しようとしないからというだけの話なのだろう。


　無能な領主ゆえに反旗を翻したというのに、今は無能な領主が相手ゆえに生き延びることができている。なんとも皮肉な状じよう況きようだった。


「実はさっきも、村長が一人僕のところへ来ましてね。次の戦いで大きな勝利を得ることができなければ、身の振り方を考え直すと言われてしまいました。毎度のことではあるんですが、再び崩ほう壊かいの危機がやってきたというわけです。ただでさえ事態を打開するための金もコネも麦もないという有様ですからね」


「その割にはあんまり慌あわててるようには見えないけど」


「はい。まだ手はありますから。たとえば、かかる費用も労力も皆かい無むに近いにもかかわらず、僕たち反乱軍の名を高め兵士たちの士気を上げ、なおかつ今後あらゆる敵と戦う上で有利になれる方法……なんてものもありましてね」


「へえ、そんな都合のいい方法があるの。どんなこと？　あたしにできることなら協力するけど」


　このとき、眼鏡の下のジェレイドの目が、怪あやしい光を放ったことをミーアは知らない。


「先日、鎮圧軍を率いてやってきた指揮官のことを覚えていますか？」


「あたしは森の中にいたからあんまりは知らないけど。女の指揮官だったってことは聞いたわ」


「そうです、それですよ。決して気を悪くしないで欲しいんですが、本来、軍の先頭に立つとなれば男と相場が決まっています」


「まあ当然でしょ？　軍人なんて力がないとやっていけないわけだし」


　女であるミーアにとって男だん尊そん女じよ卑ひという言葉は唾だ棄きの対象にしかならないが、こと血なまぐさい軍事という領域については、男だけで勝手にやってくれというのが本音である。ただし、軍隊が動くときに被ひ害がいを受けるのがいつも女子供だというのは耐たえ難いが。


「そういうことですね。しかしそれも状況によりけりなんでしょう。適材適所という言葉がある通り、性別などにこだわらず実力のある者こそが相ふさ応わしい地位にあるべきなんです。あのメリステルという女性の指揮官がいい例です。それに僕らの敵、ボルネリア侯こう爵しやくは処女権などというわけの分からない権利を振り回して女性を踏ふみにじろうとしてるわけですしね。それに対たい抗こうするためにも、僕たちが女性を旗頭に据すえるというのは非常に有効だと思うんです」


　ジェレイドが何を言おうとしているのかを、ようやく悟さとり始める。


「……ねえ。まさかとは思うけど、それってつまり、あたしに何かやれってこと？」


「察しがよくて助かります。謹つつしんで申し上げます、ミーア。あなたの持つ力は実に素晴らしい。少数の味方で多数の敵を相手にするにあたって、あなたの持つ力ほど有益なものはありません。ですがそれゆえに……正直に申し上げます、僕はあなたを恐おそれてもいました。もしあなたを信用した結果、裏切られることがあれば、僕たちは二度と再起できないほどの打撃を受けるのではないかと」


　自分はそこまで信用されていなかったのか──ミーアにとっては、いささか衝しよう撃げき的な言葉だった。いや、確かにこちらもほとんど素性らしきものは明らかにしていないし、ジェレイドの立場も分かるのだが。


「……それで？」


「決心しました。どのみち僕たちには後がありません。ですから、すべてをあなたに賭かけてみようと思います。初めて会ったとき、あなたは言いました。この国から腐くさった貴族たちを駆く逐ちくしたいと。その言葉を信じます。あなたの力は、使い方次第でいくらでも戦局を有利にすることができます。もちろん、僕があなたを心から信しん頼らいしているという前提でのことですがね。ですから僕はあなたに命を預けます。そして今後あなたには、僕たちの先頭に立って兵士たちを導いて欲しいのです」


「…………」


　ミーアは返答に窮きゆうした。


　信頼してくれるというのは嬉うれしい。素直にそう思う。


　しかし、今までミーアは大勢の兵士の前で堂々と風の黒魔術を使ったことはない。いや、反乱軍の切り込み隊長と言われるディオールや、十数人ほどの兵士たちの前で黒魔術を使ったことはある。しかしジェレイドはミーアの存在を隠かくすべく画策してきたし、先日の戦いでもミーアはジェレイドの意向によって森の中に身を潜ひそめ、多少無理があるとはいえあくまで自然に吹ふく風を装う形で黒魔術を使い、反乱軍に降り注ぐ矢を吹き散らしたのだ。今でもミーアという少女の存在を知る者は、反乱軍数百人の中でもごく少数しかいないだろう。


　ミーアには別に名めい誉よ欲よくといったものはない。今までのように陰かげながら反乱軍を支し援えんするという立場の方が気楽だった。それが今になって突とつ然ぜん兵士たちの前に立って導いてくれ、などと言われては戸と惑まどうのは当然だった。


「……確かにあたしは、あんたの力になろうと思ってここにやってきたわ。でもそれは、あたしには人を導く力がないことを知ってるからよ。いくらなんでもそんな役回りは荷が重過ぎると思うけど。大体、そんなのが費用も労力もタダ同然で有利になれる方法なの？」


「ええ、そうです。大だい丈じよう夫ぶです、そんなに深く考えないでください。これまで通り人々に道を示すのは僕がやります。ただ、あなたにはその道の先頭に立って欲しいんです。蒼そう神しんの御お使つかいのごとき若く美しい女性が陣頭に立ち、そして人知を超こえた風の力を操り兵士たちを導く──なんとも神秘的な話ではありませんか。兵士からすれば、後方から偉えらそうに出される指示にただ従うよりは、常に先頭に立って戦ってくれる人の後に続く方が力も発揮できるというもの。その役目をあなたに務めてもらいたいんです、ミーア」


　ジェレイドの言っていることは、いつものように筋が通っているように思える。しかし、だからといってミーアとしては容易に頷ける話ではなかった。


「……仮にあんたの言ったことが正しいとしてよ。あたし、ただの十六の女よ？　そりゃ、風の精霊の扱あつかいだけは自信もあるけど、英えい雄ゆうなんてものに祭り上げられたらどこでボロだすか分かったもんじゃないわよ。仮にあんたの言った通りラクリナースの遣つかわした英雄だとか偉そうなことを言っといて、ばったりあたしの昔の知り合いとか出てきたらどうすんのよ？　あたし結構田い舎なかの村の出身なのよ？」


「ご安心ください、その懸け念ねんについても一応考えてますので。確かに仮に英雄として仕立て上げるとなれば、あなたの素性が知られるようなことがあってはなりません。神秘性が薄うすれてしまいますし、あなたの故郷に何らかの迷めい惑わくがかかってしまうおそれもありますしね」


「そこまで気を回してもらって恐きよう縮しゆくだけど……。で、その考えっていうのは？」


「はい。まずは呼び名を変えるところから始めましょう。ミーアという名前は、実にあなたに合ったよい名前だとは思うのですが、そのままではいかんせん普ふ通つうの村娘むすめといった印象しかありません。もっと英雄っぽい名前に変へん更こうする必要があります。何しろ軍を導く風の申し子なわけですからね。これはもう、〈風の戦いくさ乙おと女め〉と呼こ称しようするのが一番だと思うんですよ」


「…………」


　段々と付いていけなくなってくる。


「か、風の戦乙女……？　え、えらく仰ぎよう々ぎようしいわね」


「ですがそれがいいんです。名前一つで仰々しさが出るというのなら結構な話ではありませんか」


「で、でも、長ったらしくて面めん倒どうでしょ？　これから何をするにしてもいちいち〈風の戦乙女〉って呼ぶの？」


「この国の王だってベルセルム四世国王陛下なんて呼ばれてるんですよ、それに比べればたいしたことではありません。もちろん公の場だけで結構ですし。あと、名前だけではなく今後はこれを身に付けて頂ければ、あなたの素性がバレるといったことはもっとなくなると思うんです」


　言って、ジェレイドは何かを取り出した。


「……な、何よこれ。服と……鬘かつら？」


「ええ、そうです。英雄が着るに相応しい衣装といったところですね。高かったんですよ、その鬘」


　確かに高いだろう。ミーアの腰こしにも届きそうな長いその鬘は、簡単に用意できるものではない。


　だが、すぐにミーアの目は鬘ではなくもう一つの服へと向けられることとなる。それがとんでもなく露ろ出しゆつが激しい服だったためだ。


「っていうか何よこの服！　あ、足なんてほとんど丸出しだし、む、胸のところなんて……紐ひもじゃない！」


　ジェレイドはキョトンと首をかしげた。


「何か問題が？」


「な、何かって……恥はずかしくて着れるわけないじゃない、こんなの！」
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「大丈夫ですよ。あなたはミーアではなく〈風の戦乙女〉になるんです。ミーアという少女としてなら恥ずかしいかもしれませんが、架か空くうの英雄に成りきってのことだと思えば大したことではないはずです」


「大したことあるに決まってるでしょ!?　着るのはあたしなんだし！　大体、なんでこんなに肌はだを露出させる必要があるのよ！」


　ジェレイドはそれでも、まるでミーアが何を言っているのか分からないと言いたげにキョトンとしたままだった。


「いいですか、ミーア。兵士が命を懸かけて戦う理由の中で、もっとも大きなものは、妻や恋こい人びとといった女性を守るためです。そこでその服を着たあなたを見れば、兵士たちも自分たちが戦う理由を再確認してより力を振ふり絞しぼることができるようになるというもの」


「ああもう、ああいえばこういう……！　そりゃ分からなくもないけど、それにほら、夏の間はともかく、冬にこんなの着たら凍こごえちゃうわよ！」


「それならご安心ください」


　キラリと、ジェレイドの眼め鏡がねが再び輝かがやきを放った。


　そして別の服を取り出す。


「これをご覧ください。あなたの肌の色に合わせて作った肌着です。これを着れば寒さもしのげますし、遠目から見れば何も着てないようにも見えます。肌も露出せずに済むわけですからあなたも別に恥ずかしくなくなるでしょう。あ、靴くつ下したもちゃんと用意してますのでご安心を」


「…………」


　ミーアとしては、一時的に白旗を揚あげるしかなかった。元より、ジェレイドと論争をすれば勝てる自信もない。


　ジェレイドはやや声の調子を落として続けた。


「ミーア。あなたに対してだけは僕も強制できる権利はありません。一応、次の戦いについても、あなたが〈風の戦乙女〉となってくれずとも勝てるだけの算段はつけてます。時間はまだありますから、その間にゆっくり考えてください。ただ……一つだけ確かなことは、あなたが〈風の戦乙女〉になってくれれば、より味方の死者を減らせるということだけです」


　そんなことを言われたら、容易に拒きよ否ひなどできるわけがなかった。これまでもジェレイドは少なくとも噓うそだけは言わなかったのだ。もし自分がその〈風の戦乙女〉とやらを演じるだけで、死者を減らすことができるというのなら──。


「……もう少しだけ考えさせて」


　ミーアは、かろうじてそう答えると、重苦しい表情をして天幕を後にした。





　　　　　◆





　その後、一人残されたジェレイドが呟つぶやいた言葉を、もちろんミーアは知らない。


「勝てるだけの算段はつけている……か」


　先ほどミーアに言った言葉を繰くり返かえす。


　それはミーアの気を楽にさせるための噓だった。負けない戦いをすることはできるが、今の反乱軍の力では人々が驚きよう喜きするような勝利を得られる自信はない。せめてもっと無能な敵が相手であればなんとかなっただろうが、あの女指揮官の優ゆう秀しゆうさは身に染みて分かっている。ミーアが作り出された英雄になることを決意してくれない限り、間ま違ちがいなく自分の首は胴どうとの離り別べつを余よ儀ぎなくされるだろう。


　次に行われる戦は、ただ一人ミーアのための戦いになるだろう。あの少女を追い込むための。


「我ながら、いよいよ悪あく辣らつになってきましたねえ」


　自じ嘲ちようのため息と共に、ジェレイドは天を仰あおいだ。





　　　　　２





　反乱軍の根こん拠きよ地ミカルディ郡と、その南に隣りん接せつするラウングル郡。


　その境の砦とりでに、メリステルとその配下の軍勢は滞たい在ざいしていた。


「では有ゆう為いな人材を失った反乱軍は大きく人心を失っているというのだな？」


　メリステルの問いかけに、間者としてミカルディ郡に忍しのび込んでいた兵士は頷うなずいた。


「は。ボルネリア侯こう配下の軍勢にすら勝てぬようでは今後勝ち続けることは難しいのではないかと民衆は噂うわさし、またジェレイドもこの流説を否定することができておりません」


「そうか」


　メリステルは兵を下がらせると、忠実な騎き士しバリーを呼び付けた。


「どうやら好機が到とう来らいしたようだ。再び反乱軍を攻せめるぞ」


「ご命令とあらば。しかしよろしいのですか？　先の戦いで受けた打だ撃げきはほぼ回復しているとはいえ、もう少し時を置けばさらに多くの負傷兵が戦列に復帰できるでしょうし、その間に援えん軍ぐんを呼び寄せることもできると思いますが」


「時は金なりというだろう。我々とて万全ではないかもしれないが、確固たる地じ盤ばんを持たぬ反乱軍に余計な時間を与あたえぬことの方がより重要だ。まして我々は反乱軍の規模も手の内も分かっているのだ、下手な動きを取られるより前にとっとと終わらせる方がよい」


「なるほど、道理ですな。では直ちに……！」


　こうしてメリステルは鎮ちん圧あつ軍として再びミカルディ郡へと軍勢を進ませることとなる。





　　　　　３





　敵軍見ゆ──。


　斥せつ候こうに出ていたマシューから、何度目にもなるその報告を耳にしたジェレイドたちは、即そく座ざに出撃し、鎮圧軍が来るのを待ち構えていた。


　迎げい撃げき戦において有利な点は、戦場を選ぶことができるということにある。それゆえ反乱軍が布ふ陣じんしたのは、前回の戦とほぼ同じ地域だった。


　軍勢を展開させられるだけの平野はあるものの、森が点在しており、前回の戦いのときのようにあちこちに兵を隠かくすことができる。





「まずいな、ジェレイド。敵の数は前回と変わりがないぞ」


　傍かたわらに控ひかえていたディオールが、現れた鎮圧軍の陣じん容ようを見てそうこぼす。


「金もコネも麦もない僕たちとは回復力が段違いなんでしょうね」


　金があれば兵を雇やとうことはもちろん白しろ魔ま術じゆつ師しに治ち癒ゆを頼たのむこともできるのだ。未いまだに弓矢さえ満足に揃そろえられない反乱軍としては、うらやましい限りだった。


　対照的に、反乱軍の総勢は今や四百三十人ほどである。しかもこのとき、マシューに別働隊として兵百ほどを預けていたため、ジェレイドの周りにはわずか三百ほどの兵しかいなかった。


　敵軍の三分の一以下である。正面からぶつかれば敗北は必至だった。





　　　　　◆





　一方、メリステルたちもまた反乱軍の布陣の不自然さに気付いていた。


「敵の数が少なすぎますな」と、バリーが言う。「見たところせいぜい三百しかおりません。前回の戦いで打撃を受けたとはいえまだ四百の兵はいるはずですが」


　バリーの言葉に頷く。


「確かにな。大方、また伏ふく兵へいでもしかけているのだろう。構わぬ、攻こう撃げきを開始するぞ」


　反乱軍の手の内は読めており、備えもある。大した脅きよう威いではない。


「メリステルさま、降こう伏ふく勧かん告こくはよろしいのですか？」


「もはや語ることもあるまい。全軍、前進せよ！」


　メリステルの命令が響ひびき渡わたり、総勢一千の兵が前進を始める。ただし、前回の戦いの時のように勢いに任せた前進はしない。


　前回の戦いでは、いかなる偶ぐう然ぜんか強い向かい風が吹ふき、こちらの飛び道具はすべて吹き散らされてしまった。風向きなど天の思おぼし召めしであり、前回と同じことが起こるとは限らないはずであったが、警けい戒かいを怠おこたる必要もない。それゆえ、いかなる状じよう況きようになったとしても対応できるようメリステルは入念な準備をしていた。


　今回は飛び道具は最初から持たせていない。代わりに全員に厚い木の板に皮を張った大おお盾たてを持たせていた。そして大盾を構えさせ、密集隊形を維い持じしながらゆっくり確実に前進するのである。そのために、今回はメリステルをはじめとして全員が馬に乗っていなかった。





　　　　　◆





　ゆっくり前進を開始する敵軍を見て、ジェレイドは傍らに控えるディオールを振り返った。


「とりあえず、投石を開始させてください」


「分かった。全員、石を装そう塡てんしろ！　放てぇ！」


　ディオールの声が響き渡る。そして直後、やはり前回のときと同じように数百もの石つぶてが空を覆おおった。





　　　　　◆





「慌あわてるな！　構えよ！」


　よく通るメリステルの声が響くと、兵士たちは盾を掲かかげた。メリステルの真上にも、バリーの一際大きな大盾が掲げられる。


　密集していたこともあってその防ぼう御ぎよ効果は絶大で、雹ひようのような派手な音を立てて大盾に石が衝しよう突とつするものの、被ひ害がいは皆かい無むといっていいほどだった。


「よし！　このまま押しつぶすぞ！」


　そのままの隊形で前進を続ける。大盾を掲げながら進む軍勢の姿は、まるで甲こう虫ちゆうが歩いているかのようだった。


　その間もひっきりなしに石つぶてが襲おそい来るものの、衝しよう撃げきは皮を張った大盾に吸収され、大きな被害が生じることはなかった。





　　　　　◆





　──ここまでは予想通りですね。


　胃の辺りが痛くなるのをジェレイドは感じていた。


　前回の戦いを経験した敵軍がなんの備えもなくやってくるわけがない。そして飛び道具に対たい抗こうするもっとも有効かつ単純な方法は、機動力で攪かく乱らんするか、あるいは防御力を高めることである。しかし機動力を高めるには馬でも用意しなければならず、金がかかる。今回鎮圧軍がそうしているように、大盾でも用意して密集隊形を取るのが一番効率がいい。


　しかも彼らは伏兵も警戒しているのだろう、盾は正面だけではなく全方位に向けられている。こうなるともう石つぶてや矢を射い掛かけた程度では簡単に打ち崩くずせない。


　だが、だからこそジェレイドとしてもこの展開は簡単に予想できたのだった。あの優秀な女の指揮官ならば、飛び道具で一方的に攻撃されることを予想し、防御力を高めることで対抗するだろうと。


「ディオール、合図を」


「分かった」


　ディオールは合図用の鏑かぶら矢やをつがえると、空に向かって放った。


　途と端たんに鏑の孔あなに風が入り、甲かん高だかい響きが発せられる。





　　　　　◆





　ヒューンという甲高い鳥の鳴き声のような音を、メリステルは聞き逃のがさなかった。


「なんだ？　伏兵の合図か？」


　いずれにせよ、警戒は怠りない。近くの森に敵が伏ふせていたとしても、並べた大盾がその攻撃を阻はばむだろう。無論敵に機先を制されるという点で不利ではあるが、こちらは二倍の兵力を有しているのだ。少々の伏兵など恐おそれる必要もない。


　だが、メリステルの予想は外れることとなる。


「メリステルさま！　あ、あれを！」


　傘かさのように大盾を構えたバリーが、大盾の隙すき間まからのぞく空を指さした。


　もくもくと白い煙けむりが上がっていた。


「火計か!?」


　火元はメリステルたちから見て西の森の中である。


「あ、あちらにも！」


　バリーが反対側、東を指さした。確かにそちらにも白い煙が上がっている。


　しかしそれはあまりにも無意味な計であった。


　ここが森の中ならば、東西から火ひ攻ぜめを受ければ甚じん大だいな被害を受けかねない。しかしメリステルたちは森から幾いく分ぶん離はなれたところにいる。火に巻かれる心配などない。


　あるいは地面が乾かん燥そうする冬なら危険もあったかもしれないが、今は雨期であり、三日と晴天が続く日はない。この状態で火が延焼することなどあり得ない。


　そしてメリステルの予想通り、東西の森から立ち上る白はく煙えんは、その量こそ時間を追うごとに増えていくものの、火の手そのものが見えない程度でしかなかった。


「構うな！　この火勢ならばここまで火の手が延びてくることは有り得ん、目の前の敵に集中しろ！」


　指揮官の堂々たる態度を見た兵士たちは、落ち着きを取とり戻もどして着実に前進を続けていった。


　──本当に、これでいいのだろうか。


　だがこのとき。


　メリステルの中では未いまだ懸け念ねんがくすぶっていた。


　──前回我らをあれだけ手こずらせた反乱軍が、こんな馬ば鹿かげた策をとるだろうか。


　果たして、その懸念は間もなく現実のものとなる。


　風が吹いたのだ。


　それも、あり得ないことに風は東西からメリステルたち目め掛がけて吹いたのだ。あまりにも不自然な風向きだったが、それを不思議に思う暇ひまもなかった。


「ま、まずい！」


　たちまち白煙が東西からメリステルたちを包み始めたのである。


　東西から吹いた風は、メリステルたちを中心に合流し、竜たつ巻まきのごときつむじ風となった。


　防御力を高めるため密集隊形を取っていたことがさらに災いした。白い煙がぐるぐると周囲を渦うず巻まき、たちまち全軍が煙に包まれる。


　視界は失われ、目は涙なみだに滲にじむ。新しん鮮せんな空気を求めて体が悲鳴をあげ、咳せき込む。


「ごほっ、ごほっ！　く、お、おのれ……！」


「メリステルさま、失礼いたします！」


　直後、メリステルは強い力で地面に頭を押しつけられた。バリーがその強きよう靭じんな腕うでを伸のばしたのだ。


　彼の意図はすぐに分かった。東西から風が吹きつけつむじ風が起こっているせいだろう、煙は巻き上げられ下の方にはまだ新鮮な空気があったのだ。


「た、助かったぞ、バリー」


「は、恐きよう縮しゆくです。しかしこのままでは……！」


　頭を低くしていればかろうじて呼吸はできるものの、それでも目には涙がにじみ、視界は遮さえぎられ、咳せきも止まらない。


　メリステルだけではなく、千人の兵士全員がそんな有様だった。中には煙を吸い過ぎて倒たおれる兵士や、煙に巻かれて恐きよう慌こうをきたす兵士さえ続出した。


　バリーの叫さけび声ごえが響ひびく。


「落ち着け！　頭を低くするのだ！」


「くそ、これも反乱軍の仕し業わざだというのか……！」


　どういう理由かは分からない。だが、前回の戦いを踏ふまえて考えれば結論は一つだった。


　反乱軍は風を自在に操れるのだ。確かに、風の精せい霊れいを操る黒くろ魔ま術じゆつ師しでもいれば不可能なことではない。だが風の精霊使いというものは黒魔術師の中でも特に束そく縛ばくを嫌きらうという。軍に協力することがあるとは考えにくい。しかし、現実に目の前で起こっているこの状じよう況きようを見る限り、その可能性を排はい除じよすることはできそうになかった。


　そして、反乱軍が意図的にこの状況を引き起こしたのだとすれば、次に何をしてくるか。自明の理であった。


「全員、盾を掲げよ！」


　メリステルの声が響き渡った。


　その命令を全員が即そく座ざに実行していれば、あるいはもう少し被害を防げただろう。


　しかしあちこちで兵士たちは咳き込み、なおかつ視界を奪うばわれたことによる混乱によって動どう揺ようをきたしていた。兵士たちは全員が命令に即座に従える状況にはなかったのだ。


　その結果、煙の中へと降り注ぐ石弾だんによって、多くの兵士たちが体を打ち砕くだかれることとなる。


　こちらが煙で混乱しているところへ飛び道具で攻こう撃げき──反乱軍としては当然の戦術だろう。まさしくその効果は十二分にあり、兵士たちの混乱は頂点に達しようとしていた。


「全員落ち着け、防げぬ攻撃ではない！　隊列を崩すな、散り散りになるぞ！」


　それでもメリステルの落ち着いた命令が響きわたり、多くの兵士たちはどうにか平静を取り戻し、身を守ることに成功した。


「ええい、なんという馬鹿げた戦いだ……！」


　兵士と兵士が正面からぶつかりあう戦いでならば負ける気はなかった。いや、だからこそだろう、反乱軍はこちらの望む戦いをしようとせず、姑こ息そくな手ばかり使ってくる。


　もはや正確な方位さえ分からなかった。石弾が飛んでくる方向に反乱軍がいるであろうことは分かるが、敵の状況が分からない以上、下手に動くこともできない。


　それにこの最悪の視界の中で兵士たちを無理に動かせば、確実に陣じん形けいは崩れ軍としての体裁を失うだろう。そこを伏ふく兵へいにでも襲われれば、さすがに危険だ。


　だが、この煙は反乱軍を利する反面、メリステルたちの盾ともなるはずだった。この中にいる限り反乱軍もこちらの正確な状況は摑つかめない。飛び道具による攻撃を加えることはできるだろうが、下手に近づけば煙の中での接近戦となる。そうなれば組織力など意味を成さない乱戦の始まりだ。兵数に勝まさる自分たちの方が有利となる。


　今、反乱軍は飛び道具による攻撃以外に手はない。ならば多少被害が出るのを覚かく悟ごしてでも煙が収まるのを待つのに専念すべき──それがメリステルの決断だった。


　だが、間もなくメリステルは自分の見立てが誤っていたことを知る。


　怒ど号ごうが響き渡わたった。


　戦場においてはよく聞く声だ。いよいよこれから敵と剣けんを交えようというとき、兵士たちが自らの勇気を奮い立たせるために上げる声である。


「まさか……」


　そう呟つぶやいた直後。


　突とつ風ぷうが吹ふいた。メリステルたちを苦しめていた白煙が、あっという間に流れ散っていく。


　そして開けた視界に現れたのは──武器を携たずさえ突とつ撃げきしてくる反乱軍の姿だった。


　数に劣おとる反乱軍が自ら乱戦を挑いどんでくるとは意外だった。だが、乱戦は最も望む展開である。


「迎むかえ撃うて！　敵は我らの半分にも満たぬ、勝てない相手ではないぞ！」


　血で血を洗う戦いが始まった。


　勢いは敵にあり、機先を制され、さらに隊形は崩れ、兵士たちも煙に巻かれた影えい響きようで咳き込み涙をにじませているという有様である。そのせいか鎮ちん圧あつ軍は襲おそい来る反乱軍の勢いに抗こうすることができず、次々と討ち取られていった。


　しかし、その犠ぎ牲せいを利用する術をメリステルは知っていた。


「態勢を整え直せ！　陣形を横に広く！　敵を押し包むのだ！」


　前線の兵士たちが命をかけて稼かせいだわずかな時間を利用し、状況を改善させようとする。もしその試みがうまくいっていれば、数に勝る鎮圧軍は反乱軍を圧あつ倒とうすることもできたかもしれない。


　しかし、


「メリステルさま！　後ろです、後ろに敵が！」


「なんだと!?」


　バリーの悲鳴のような声に振ふり返る。そこには、石矢を放ちながら突撃してくる百人ほどの部隊の姿があった。


　恐らく、煙に巻かれている間に部隊を移動させたのだろう。視界を奪い、飛び道具で釘くぎ付づけにしている間に後方へと部隊を移動させ、前後から挟きよう撃げき──敵ながらなんと巧たくみな戦術であることか。


　だが、詰つめが甘い。前後からの挟撃は戦術としては非常に有効だが、それは相手と同数以上の兵力があるときだけだ。そうでなければ兵力分散という愚ぐを犯すだけである。


「バリー、おまえは兵二百を連れて後方の兵を支し援えんせよ！　なんとしても戦線を維い持じするのだ！」


「ははっ！」


　兵力の二を後方に回して戦線を維持し、残る八を正面にぶつける。それでもほぼ倍の兵力で敵に当たることができる。そして正面の本隊さえ壊かい滅めつさせれば、後方の別働隊は退たい却きやくを余よ儀ぎなくされるだろう。それが戦術というものだった。


「押せ押せ押せ！　今度こそこの反乱を終わらせるぞ！」


　最前線での戦いは未いまだ押され気味だった。それでも、時間と共に鎮圧軍は態勢を整えていく。


　こうなると兵の質も量も上回っている鎮圧軍が有利になってくる。


　さらにメリステルは正面の反乱軍の勢いを受け流すかのように兵士たちを両りよう翼よくへと延ばしていき、半包囲の態勢を整えつつあった。





　　　　　◆





「まずいわ、すっかり押されてるじゃない！　何やってんのよ、ジェレイドは！」


　その状況を森の中から見つめながら、ミーアは毒づいた。


　森の中で火を焚たき白はく煙えんを上げ、さらにミーアが風を操ることによって白煙で敵を覆おおい隠かくした結果、一時的にとはいえ敵兵を無力化し、前後からの挟撃に成功し、機先を制することができた。


　ジェレイドの話通りならば、それで戦いは終わるはずだった。態勢を崩くずされた鎮圧軍は前後から攻せめ立てる反乱軍に抗することはできず、潰かい走そうするはずだったのだ。


　だが敵は頑がん強きようだった。最初こそ反乱軍の勢いに押されていたものの、柔じゆう軟なんに陣形を変化させ、時間を稼ぎながら態勢を整え、そして圧あつ倒とう的てきな兵力で逆に反乱軍を押し包みつつあったのだ。


　このまま戦いが続けば間ま違ちがいなく反乱軍は負ける。それはミーアの目にも明らかだった。


「ミーア」


　不意に、背後に控ひかえていたルークに声をかけられる。


「ん？　なによ？」


「ずっと黙だまってたんだがな。実は、ジェレイドはこの戦局を予測していたらしい。もしこんな状態になったら、これをおまえに渡すように言われていた」


　ルークが差し出したのは、封ふうがされた手紙だった。


「……さすがっていうべきかしらね。この状況を見み越こして策を考えてたってことかしら」


　ジェレイドの手際に感かん嘆たんしつつも、心中では別の考えが渦巻いていた。そういうことなら別に手紙ではなく口頭であらかじめ教えてくれていてもいいのに──と。やはり英えい雄ゆうを演じてくれという提案をすぐに承しよう諾だくしなかったがゆえに、信しん頼らいを失ってしまったのだろうかなどと考えつつ、手紙を受け取り封を解く。


　だが、手紙を読み進めるにつれ、ミーアの表情は怒いかりとも驚おどろきともつかぬ感情によって歪ゆがんでいくこととなる。


　ジェレイドの手紙。それには次のように書かれていた。





『今あなたがこの手紙を読んでいるということは、僕たちが不利な立場に立たされているということでしょう。


　ミーア。かつて無数の騎き士しに襲われ窮きゆう地ちに陥おちいった僕たちを、あなたは強きよう烈れつな風で吹き飛ばすことで救ってくれました。できれば、今あのときと同じことを行って欲しいのです。恐おそらく、この手紙を読んでいるこのとき、戦せん況きようは敵味方入り乱れての乱戦となっているでしょう。そして敵は数の優位を利用し、戦線を広げ僕たちを包囲しようとすることでしょう。ですが、その最大の危機こそが最良の勝機でもあります。敵軍がこちらを包囲しようとすれば、自然中央の守りが薄うすくなります。そこであなたには〈風の戦いくさ乙おと女め〉となり、森を飛び出し颯さつ爽そうと僕たちの前に現れて欲しいのです。そしてあのときと同じように風を吹かせて敵戦線を吹き飛ばし、敵将までの道を作って欲しいのです。ディオールにはすでにこの話をしています。もしあなたが戦線を崩してくれれば、すかさず敵てき陣じんに押し入って敵将を捕とらえるようにと。


　ミーア。僕たちの命運をあなたに託たくします。今あなたが〈風の戦乙女〉として起たつ決意をしてくださったのであれば、僕たちは生き残れるでしょう。しかしあなたにその気がなければ、僕たちに道はなくなるでしょう。僕をはじめとした反乱軍の主だった者は見せしめのため一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにされ、反乱軍に協力したこのミカルディ郡にはこれまで以上の増税が課され、圧政が始まることでしょう。どうか、ご決断を』





「……何よ、これ。卑ひ怯きようにもほどがあるじゃない」


　味方を見殺しにしたくなければ協力しろ──などと、脅きよう迫はく以外の何物でもない。


「実は、もう一つ預かっている物がある」


　ルークが取り出したのは、布袋だった。中に入っていたのは──あの衣装だった。


　ミーアは呆あきれたようにため息を吐ついた。


「なんであんたがそれ持ってるのよ？　最初からこうなることを知ってたの？　ジェレイドとグルだったってわけ？」


「……確かに、ジェレイドから話を聞かされていたのは事実だ。だが誤解するな、俺はジェレイドの味方になった覚えなんてない。いつもと何も変わることはない。おまえが決めた判断なら、それがいかなるものであろうと従うし、ジェレイドたちがどうなろうと知ったことじゃあない。ただおまえに選せん択たくさせるために、こいつを持ってきたってだけの話だ」


「……そうよね。あんたはそういう人だったもんね。疑ってごめんなさい」


「気にするな。だが、これだけは言っておきたい。ジェレイドはおまえを信用しようとしている。おまえに命を預けようともしてくれている。もちろんあいつなりの打算はあるだろうが、おまえの力を恐れもせず、ここまで信頼してくれる奴やつなんてそうはいないだろう。俺たちの夢を懸かける価値はまだあると思う」


「…………」


　ジェレイドと会ってからほぼ半月が経過しようとしている。


　その間、ジェレイドの為ひと人となりを見る時間は充じゆう分ぶんにあった。父親を殺され、村人たちを守るためやむなく決起し、時には自らの命をも危険にさらして人々を導いてきたジェレイド。今や一郡の主となったにもかかわらず、私腹を肥やすこともなければ権力を行使して人々を苦しめることもなかった。


　信頼ができるか否かと問われれば、間違いなくできると思う。人としても、指導者としても。そのジェレイドが言っているのだ、力を貸して欲しいと。それがもっとも有効かつ重要なことなのだと。


　そもそも、ミーアにとっても嫌いやなことだった。目の前に救える者がいるにもかかわらず、それを見捨てるなどということは。


「ルーク」


「なんだ？」


「あっち向いてて」


「……わ、分かった」


　慌あわててルークが背を向ける。


　ミーアは黙って自分の服に手をかけた。今が夏でよかったと慰なぐさめのように思う。
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　　　　　◆





　ジェレイドの目の前で、容よう赦しやのない殺し合いが行われていた。


　剣、槍やり、あるいは道みち端ばたに落ちている石さえも武器にして、人々が容赦なく殺し合っている。一人に対し二人がかり、あるいはそれ以上で。正面からではなく横、あるいは後ろから。小こ綺ぎ麗れいな騎士同士の戦いなどではない。殺やるか殺られるか、生き延びた側が正義となり、あらゆる汚きたない手段が許される陰いん惨さんな戦場だ。


　騎士同士の戦いならば身代金を支し払はらうことで降こう伏ふくが許されることすらある。しかし今戦っている彼らにはそれすら許されない。痛みと恐きよう怖ふに負け、慈じ悲ひを乞こおうと膝ひざを突ついた瞬しゆん間かん、さらなる容赦のない暴力に襲われるのだ。


　雨の代わりに血肉と臓物が降り注ぎ、風の代わりに悲鳴と絶ぜつ叫きようと怒ど号ごうと命いのち乞ごいが響ひびき渡わたる。まさに地上の地じ獄ごくである。しかしその地獄を演出したのは自分であり、しかもこれが何度目の地獄であったかさえすぐには思い出せないほどなのだ。


「……いつこの報いを受けることになるんでしょうかね」


　あるいはそれは今日のことかもしれない。


　ジェレイドは、反乱軍の命運を一人の少女に託したのだ。それは彼女に責任を押しつけ、なおかつこの地獄に引き込むということでもある。


　彼女がいかなる決断を下そうと文句を言うつもりはない。それによって自分や部下たちが死ぬことになろうと仕方がないとさえ思う。今自分たちが死ねば、少なくともこれ以上反乱に巻きこまれて死ぬ人はいなくなるのだから。


　どのみち、彼女の協力なくして今後も戦い抜ぬこうとすれば、より多くの犠牲が生まれることは避さけられない。彼女が本当に義ぎ憤ふんに駆かられたがゆえに自分たちに協力してくれたのか。あるいはこの国に乱をもたらすことを目的とした悪女なのか──。


　果たして、その答えが証明されるときはやってきた。


　突とつ如じよとして、戦場に二頭の馬が駆けつけたのだ。


「来て……くれたんですね」


　味方の兵をかきわけ、前線に現れたその馬に乗っているのは──ミーアとルークであった。しかもミーアは、あの服を着ていた。


「聞きなさい、反乱軍の兵士たちよ！」


　ミーアの声が響いた。その声は、戦場の騒そう音おんの中にあったにもかかわらず、すべての兵士たちの耳に届いた。多くの兵士たちが知る由もなかったが、それはミーアが風の精せい霊れいに命じて自分の声を届けたためであった。


「人々のために立ち上がった勇気ある反乱軍たちよ！　あたしに続きなさい、そうすればあんたたちに勝利をあげる！　蒼そう神しんラクリナースの名に懸けて！」


　兵士たちにしてみれば、何が起こっているかさっぱり分からなかっただろう。しかしそれに構わずミーアは厳かに告げた。


「蒼神ラクリナースよ。形なきものを従え、星せい辰しんと運命を統すべし蒼あおき女神よ。契けい約やくの下もと、御おん身みの偉い大だいなる臣を召しよう喚かんせし我を許したまえ」


　異変が起きた。


　ミーアの周囲に風が吹ふき始めたのだ。


「束そく縛ばくを知らぬ精霊たちの女王よ。契約に従い、汝なんじが力をここに解放せよ」


　ミーアは声こわ高だかに叫さけぶと、右の手を高く掲かかげた。


　周囲に吹く風が一際強くなり、風に弄もてあそばれる草木のように髪かみがなびく。


「我が道はすべてを打ち払はらう女王の征せい路ろ！」


　直後、力強く手を振ふり下ろす。


「我が意に応じよ！　汝、シルフィードよ！」
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　手の先から凄すさまじい風が生じ、すべてを押しのけた。


　敵の戦線に穴が開く。それは広い戦場に開いたごく小さな穴だったが、極めて大きな意味を持っていた。


「今よ！　あたしに続きなさい！」


　ミーアが叫んだ。


　そしてこの状じよう況きようを待っていたかのように、ディオールの命令がそれに続く。


「見よ！　蒼神ラクリナースが我らに援えん軍ぐんを仕つかわされたぞ！　彼女に、戦乙女に続け！」





　　　　　◆





「な、なんだ!?　何が起こったのだ!?」


　沈ちん着ちやく冷静を宗むねとするメリステルでさえ、この事態は容易に把は握あくできなかった。


　突如として響き渡った謎なぞの少女の声。そして、吹き飛ばされ、穴の開けられた戦線。


　そこへ飛び込んでくる、騎き乗じようした少女を先頭にした反乱軍の一軍。


「メ、メリステルさま！　お逃にげください！」


　どこからか、バリーの声がした。


　ハッとしたようにメリステルは身を翻ひるがえそうとした。いかなる手段を用いられたのかはよく分からないが、反乱軍は戦線を突とつ破ぱし、自分を討ち取ろうとしている。ただでさえ戦線を広げて多くの兵を前線に投入したせいで、メリステルの周囲にいる兵の数は少ない。一軍の将として、ここは逃げなければならなかった。


　だが、それもできなかった。


「風よ！　風よ！　シルフィードの名の下に命じる！　我が意に応じなさい！」


「なにっ!?」


　少女の声が響いた直後。強い向かい風が吹いたのだ。メリステルの動きが遮さえぎられるほどの強風である。


「敵将、覚かく悟ご！」


　そこへやたら巨きよ漢かんな反乱軍の兵士が、大剣を掲げて駆け寄ってくる。


「くっ、ば、馬ば鹿かな……！」


　風に動きを封ふうじられたメリステルに、その剛ごう剣けんをかわす術すべはなかった。


　甲かつ冑ちゆうの上から重い一いち撃げきを喰くらう。幸か不幸か、向けられたのは斬ざん撃げきではなく、大剣の腹を使った打撃だった。体が分断させられることは避けられたものの、その凄まじい衝しよう撃げきに意識が遠のく。


「貴様らの将の命は我ら反乱軍が預かったぞ！」


　男の声が、戦場に響き渡った。


　それが、戦いの終わりを告げることとなる。





　　　　　４





　やはり女だてらに一軍を率いていたというだけあって、メリステルというその指揮官には相当な人望があったらしい。


　それゆえだろう、彼女が囚とらわれの身になったという話が伝わると、鎮ちん圧あつ軍はたちまち混乱し、散り散りになって撤てつ退たいしていった。それは彼らがどれだけ大きくメリステルという存在に依い存ぞんしていたかを示していた。


「あーあ。結局着ちゃったわね、この服」


　ミーアは馬を歩ませながら、今いま更さらながらに呟つぶやいた。


　結局、肌はだ着ぎは着きられなかった。時間がなかったのだ。着き替がえてるわずかな時間の間にも次々と人が死んでいることを考えれば、自分の羞しゆう恥ち心しんなどとても気にしてはいられなかった。おかげで先ほどから兵士たちの視線が自分の胸や足辺りに集中しているのがなんとも恥はずかしい。


　しかし、それも些さ事じに過ぎず、気分は悪くなかった。ミーアの進む先で次々に兵士たちが歓かん声せいを上げているためだ。蒼神ラクリナースの御遣いが現れた、風の戦いくさ乙おと女めが共に戦ってくれるのだ、これならば貴族も怖こわくはないぞ──と。


　人々に希望を与あたえることがこれほど気持ちのいいことだとは思わなかった。


　やがて、歓声に包まれながらミーアの乗る馬はジェレイドの元へと辿たどりついた。


　ジェレイドは、やたら他た人にん行ぎよう儀ぎに敬意を払いつつも、ミーアにしか聞こえないような小声で言った。


「ミーア。いえ、〈風の戦乙女〉。よく決心してくれましたね」


「よく言うわよ、あんだけあたしを追い詰つめたくせに。ほとんど脅きよう迫はくじゃない、あの手紙」


「申し訳ありません。他ほかに手もなかったもので。ですが、なかなかいいものではありませんか？　人々の歓声を一身に浴びるというのも」


「……ま、そうかもね」


　ここで、まじまじとジェレイドはミーアの格好を見た。


「それにしても、よくお似合いです。寝ねる間を惜おしんで作ったかいがあったというものですよ」


「…………え？」


　今、この男は本性を疑わせるようなとんでもないことをサラリと言わなかったか。


　ミーアは恐おそる恐る問い返した。


「……ね、ねえ、ジェレイド。一つ聞きたいんだけど。まさかと思うけど、この服って……？」


　何を言おうとしているのかを悟さとったのか、ジェレイドは胸を張って答えた。


「見ての通り、僕は農作業もできないような貧弱な体をしています。自じ慢まんにもなりませんけどね。さて、そこで問題です。なぜ僕は農民でありながら畑も耕さないで暮らしてこれたのだと思いますか？」


「その話は以前聞いたような覚えがあるんだけど。あれでしょ？　本を読んで得た知識を還かん元げんしてたってやつ」


「はい、それは事実です。しかしそもそも本を買うお金だって限られてるわけですからね。ここボルネリア領は手に職を持たないと食っていけるような楽なところではありません」


「……ま、まさか」


　ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。


「実は、裁さい縫ほうは少々得意なんです」


「…………」


　実に自信ありげであった。


　──あんまり想像したくないわね。


　人知れず夜な夜な女の服を縫ぬってる指導者の姿を思い浮うかべてしまい、ミーアはこの変態の言いなりになってしまったことを、少しだけ後こう悔かいするのだった。


　何はともあれ、こうして反乱軍は再び崩壊の危機を免れることができたのである。





　　　　　　　＊





「……というわけで、あたしはまんまとジェレイドに担ぎ出されることになったってわけ」


　焚たき火びに新たな薪まきを放り込みながら、ミーアはそう言い結んだ。


「今考えてみると、ほんと無茶な話だったわよね。おまけに、この後ボルネリア領じゃあある噂うわさが広まることになって……」


「ほう、どんな噂だ？」


　アレスはすぐに尋たずねたが、ミーアは途と端たんに口ごもった。


「ま、いいじゃない、そのことは」


　焚き火越しに見えるミーアの表情は、どこか照れているようでもあった。


　その反応で、アレスはなんとなく察した。


　ボルネリア領で広まったという噂。それは多分次のようなものだったに違ちがいない。


　反乱軍には、蒼神ラクリナースの加護が──〈風の戦乙女〉が加わったと。ボルネリア侯こう配下の優ゆう秀しゆうな将といえど〈風の戦乙女〉の力に抗こうすることはできず虜りよ囚しゆうの身となったと。すなわち、ボルネリア侯討つべしという反乱軍の目的は、蒼神ラクリナースの天意であることが証明されたのだと──。噂を広めるだけで反乱軍の意気が上がるなら安いものだと、いかにもジェレイドが好みそうな手ではないか。


「それにしても、おまえのその格好は本当にジェレイドの趣しゆ味みだったのか」


「そうなのよ。まったく、何考えてんのかしらね、あいつ。どういう発想したらこんな服が作れるんだか」


「…………」


　ミーアはやはり本意ではなさそうだったが、残念なことに、アレスにはジェレイドの狙ねらいが分からなくもなかった。


　女性を守るために戦うということは、男にとって普ふ遍へん的な命題と言えなくもないのだ。男同士でただ殺し合っているとそのことを忘れそうになるが、確かに今のミーアの格好を見ると、なんというか、女性という存在を思い出さずにはいられなくなるのだ。もっとも、当のミーアには分かり辛づらい話なのだろうが。


　焚き火の火が、小さくなり始めていた。


「さすがに長話し過ぎたな。そろそろ寝るとするか」


「そう？　別にまだ疲つかれてないんだけど。結局、今日は戦い一つなかったし」


「明日もそうなるとは限るまい。休めるときに休んでおくべきだ」


「ま、あんたならそう言うと思ったわ。じゃあ最初の見張りはあたしがやるから、あんたは先に寝ていいわよ」


　女性を差し置いて先に寝るということに、もちろんアレスは抵てい抗こうを覚えたが、どのみち見張りは交代で行わなければならない。後でミーアより長く不ふ寝しん番ばんをやれば義理は果たせるだろうとすぐに考え直す。


「分かった、ではお言葉に甘えさせてもらおう」


　アレスは毛布にくるまり横になった。





　やがて、アレスの穏おだやかな寝息が響ひびき始めたころ。


　ミーアが次のように呟いたことを、もちろんアレスは知らない。


「ま、最初の夜はこんなもんかしらね」
















　第三章　とある商人の回想










　アレスとミーアが北西に撤退中のミレスデン軍の動向を探りつつも、過去の出来事に思いを馳はせていたこのころ。


　ジェレイド率いる旧反乱軍──現ボルネリア軍は、王国軍の本隊を離はなれ、オルガスタの北西にある小さな町の近くに滞たい在ざいしていた。


　その軍勢は初期の五千から四千ほどにまで減っている。先に行われたミレスデン軍との戦いで八百人ほどの死傷者を出し、彼らをボルネリア領に移送するためにさらに数百の兵を割いた結果である。ボルネリア領から補ほ充じゆうすることもできたが、ジェレイドはあえてそうしなかった。千人も減ったのはそのためである。


　そしてジェレイドは、ここで自分の部屋に副将ともいうべきベルハルトを呼び、初めて今後の方針を明らかにすることとなる。


「僕たちの目的はダルム城じよう砦さいに奇き襲しゆうを仕し掛かけることです。しかしそのためにはディレニア軍の支配下となっている地域を大きく迂う回かいし、さらに整備されていない山道を抜ぬけなければなりません。先に千人ほど兵を削けずりましたが、四千でもまだ山やま越ごえは不可能です。そこで僕が率いて北上する兵は、千五百とします」


「なんですと!?　たった千五百の兵であのダルム城砦を攻せめるというのですか！」


　やはりというべきか、ベルハルトは驚おどろきを隠かくさなかった。


「ええ、そうです。それでも多すぎると思ってるぐらいですよ。そもそも、補給の問題もあります。山道では馬車の類の往来は不可能で補給はまず望めず、すべて手持ちの分だけでまかなうしかありません。しかし荷物が多すぎては山越えは無理ですからね。そこで持って行く食糧は往路分のみとします」


　もはやベルハルトは二の句も継げないようだった。


「やはり反対しますか？　ベルハルト」


「……いえ、私は反対するつもりで言っているのではありません。わずか千五百の兵、無いに等しい兵ひよう糧ろう……。それであの堅けん城じようダルム城砦を攻めるというのですから、常識的に考えれば無む謀ぼう極まりない話です。しかしジェレイドどのがあえてそのような無謀を実践なさるということは、何らかの謀はかりごとがあると推察いたします？」


「あなたも分かってきましたね。ええ、その通りです。うまくいけば、一兵も損なわずにダルム城砦は落とせますよ。相当卑ひ怯きようなことをすることになるんですけどね」


　もっとも、もしうまくいかなければ自分を含ふくむ千五百人は、飢うえと寒さで残らず全ぜん滅めつすることになるだろうが。


「分かりました、それではジェレイドどのを信じるとしましょう」


「ありがとうございます。ベルハルト、あなたは残していく兵たちの指揮をお願いします」


「承知いたしました」


　それからジェレイドは、ベルハルトと今後のことについて綿密に話し合った。千五百の兵では、ダルム城砦を陥かん落らくできたとしても守りきるにはいささか心もとない。ベルハルトに託たくす残り二千五百の兵の運用は極めて重要だった。


　オリビアが一人の客を伴ともなって訪れたのは、夕刻のことである。


「ジェレイドさま。父を連れてまいりました」


　その客は、歳としは五十ほどで、髪かみにも多少白いものが混じっていた。やや胴は大きいが、それは小太りというより貫かん禄ろくがあると見るべきだろう。険しい目つきと引き結ばれた唇くちびるは、どこか我の強さを感じさせるものの、これまでの人生で幾いく度どもの危険な賭かけを勝ち抜いてきたことを示しているかのようだった。


　ジェレイドとはこれが初対面である。しかし、彼がどんな人であるかをジェレイドは知っていた。


「……席を外した方がよさそうですな」


「わたしも、隣となりに控ひかえてますので」


　ベルハルトが遠えん慮りよがちに申し出、オリビアもまるで一刻も早くこの場を去りたいと言いたげだった。


「すいませんが、そうして頂けると助かります」


「分かりました、それでは」


　ベルハルトとオリビアが一礼して去ると、あらためてジェレイドはその初老の男に手を差し出した。


「お会いするのはこれが初めてですね、ラリアルドどの。わざわざご足労頂きありがとうございます。本来ならこちらから出向かねばならないところなのですが、あいにくと都合が悪く……」


「どうかお気になさらぬよう、互たがいに立場があるのですから」


　言って、男はジェレイドの手を握にぎり返した。


　オリビアの父ラリアルド。


　豪ごう商しようである。流通の中心地・オルガスタの街でその名を知らぬ商人はモグリと言われるほどで、国外にまでその名と商売網もうは広がっているという。


「解放軍……いえ、今はボルネリア軍でしたな。評判は色々と耳にしております。娘オリビアを派は遣けんし多額の援えん助じよをしてきたかいがあったようですな」


「あなたには感謝してます。あなたの援助と協力はもちろん、オリビアの助けがなければ僕たちは生き残ることはできなかったでしょう」


　ジェレイドたちは、ボルネリア領を制圧する以前、反乱軍を名乗っていたころからオリビアを通して豪商ラリアルドの援助を受けていた。


　もっとも、ラリアルドは商人であり、利がなければ動かない。そして徒と手しゆ空くう拳けんの反乱軍に支し払はらえる利などない。唯ゆい一いつできることがあるとすれば、それは国内に乱を招くことぐらいのものである。


　しかしラリアルドはその乱を金に替かえることができた。難しいことではない。国内で反乱が起これば武器や食糧が値上がりすることは目に見えている。ラリアルドはその莫ばく大だいな資産でそういった物資を買い占しめ、しかる後放出するだけで簡単に金を稼かせぐことができたのだ。


　ただし、そういった投資を行うにはどうしてもある保証が必要となる。反乱軍が簡単に鎮ちん圧あつされるような惰だ弱じやくな勢力ではないという保証だ。そのためにラリアルドは娘オリビアをジェレイドの元に派遣したのである。そしてジェレイドはオリビアを通じて反乱軍の実態と実力とを示し、以後ラリアルドから秘密裏に様々な援助を受けていたのだ。


「では早速ですが、ジェレイドどのもお忙いそがしい様子、早速本題に入りましょう。私に直接会わなければできぬ話とはどのようなものなのでしょうか？」


　さすが商人であるらしく、長々とした前口上は好かないらしい。もっとも、それはジェレイドも同様である。


「一つ、二つ、頼たのみたいことができましてね。一つ目はともかく、二つ目に関してはあなたの協力が必要でして」


「では、一つ目の頼み事から伺うかがいましょう」


「この密書を、前回と同じ経路を使って届けて欲しいのです」


　ジェレイドが差し出したのは、丁てい寧ねいに丸められ、厳重な封ふう蠟ろうがなされた手紙だった。


　ラリアルドは恭うやうやしくそれを受け取ったが、顔にはどこか怪け訝げんそうな表情が浮うかんでいた。


「前回と同じ……つまり、ディレニア軍にですか？」


「ええ、そうです」


「なるほど。届けるのは構いませぬが、念のため伺ってよろしいでしょうか」


「なんなりと」


「私はこれまでにもあなたさまより何通もの密書をお預かりし、ディレニアやミレスデンに届けました。その度にこの国は侵しん略りやくを受け、不落を謳うたわれた国境城砦ダルムが北の手に落ちるなどの大きな災難に見み舞まわれました。それに乗じて私も多少の利益を得られたわけですが……万が一その危険が制せい御ぎよできぬものとなれば、私は多くの投資を回収できなくなります。無論、先日王国軍がミレスデン軍を敗退させたことは知っておりますが……」


　言わんとするところを察する。


「ご安心ください。確かにこの密書によってこの国がいささか微び妙みような状じよう況きようになることは否定できません。しかし結果的に、遠からず北の軍勢は残らずこの国から出て行くこととなるでしょう」


「……分かりました。ジェレイドどのの口よりそのように仰おつしやっていただければ充じゆう分ぶんです。ではこの密書はお預かりいたします。間ま違ちがいなく前回と同じ経路を使い、北の手に渡わたるようにいたしましょう」


「感謝します。それと、二つ目のお願いです。ただ……これについては色々と不確定要素がありましてね。あなたに直接話はしておきたかったんですが、状況によっては無む駄だになるかもしれないんです」


「準備だけはしておけということですな。分かりました、とにかく伺いましょう」


「少し先の話になります。少なくとも北の侵略を退けた後のこととなるでしょう。もしそのとき、この国に完全な平和が訪れていれば、何も問題はありません。ですがもしそうではなかったとしたら。まだ戦いが続くとしたら──」


　一呼吸置く。できればそんな未来には来て欲しくない。だが、何万もの人の命を預かる立場にあるジェレイドとしては、いかなる状況にも対応できるよう準備しておく義務があった。


「僕は、オルガスタの街を支配下に置くべく動くことになるでしょう。あなたにはそのための協力をお願いしたいのです」


「な、なんですと……!?」


　会ってから一度も感情を露あらわにしなかったラリアルドが、表情を変化させた。


「この王国最大の流通の中心地にして、一度たりとも他国に支配されたことのないあの城じよう塞さい都市を制圧すると仰るのですか？」


「ええ、そうです」


　事もなげに言ってのけるジェレイドを、ラリアルドは驚きの目で見つめていた。


「信じられませぬな……。オルガスタは人口六万とも言われる大都市です。古いにしえの帝てい国こくが作った強きよう靭じんな外がい壁へきによって周囲を完全に守られ、駐ちゆう屯とん兵力は衛兵、自警団を加えても数千程度とはいえ、六万の住人から徴ちよう兵へいすればいくらでもその数は増えます。兵糧に至っては商人たちが備び蓄ちくしている分を買い上げれば、五年でも十年でももつでしょう。そのオルガスタをどうやって攻せめ落とすというのですか？」


「攻め落とすという表現は正しくありませんね。僕の計画通りにいけば、そしてあなたのような名のある商人の協力が得られれば、一いつ滴てきも血を流すことなくオルガスタを制圧できるはずなんです」


「血の一滴も流さずに、ですと……!?　ジェレイドどの、あなたは一体何を考えておられるのです……？」


「現時点では詳くわしくは申し上げられません。ですが、北の侵略を退けるころには準備は整うでしょう。一つだけ鍵かぎを差し上げます、交通の要よう衝しようにして物流の本ほん拠きよ地ち、商人の街とも呼ばれるオルガスタの街を動かしているのはなんでしょうか？　僕はそれを支配することによって、オルガスタそのものを支配するつもりです」


「…………」


　さすが頭の回る商人というべきか、それだけでラリアルドにはある程度得心がいったようだった。


「ジェレイドどの、二つだけ確認させて頂きたい」


「はい、何なりと」


「オルガスタほどの大都市の流通を支配するなど、容易なことではありません。具体的な計画はできているのですか？」


「ええ、大体は。あなたに渡した密書も、広い目で見ればその一いつ環かんです」


「……なるほど」


　納得したように小さく頷うなずく。


「ではもう一つ。ジェレイドどの、もしあなたがオルガスタの支配者となれば、気に入らない商人を追放することは容易でしょう。逆に、オルガスタ制圧にあたって協力してくれた商人には、多大な恩をもって報いることもまた容易なのでしょうな？」


「信しん賞しよう必ひつ罰ばつは将たるものの義務と聞いています。僕もまた一軍の指導者として、常にそう在りたいと思ってますよ。相手が商人であろうと同様です」


　ラリアルドは優ゆう雅がに一礼した。


「私も商人です。利益さえ約束してくれるというのであれば、協力することにやぶさかではありません」


「ありがとうございます、ラリアルドどの」


　にっこりと微ほほ笑えんで返したジェレイドだったが、内心では苦々しく思っていた。


　ラリアルドは他人の苦しみを利益に還かん元げんすることしか考えていない、そして、その彼を利用しようとしている点で、自分も同罪なのだ。
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　このときジェレイドは、すぐ隣となりの部屋で自分の有能な秘書が極めて陰いん鬱うつそうな顔をしていたことを知らない。


「はあ……」


　オリビアは、何度目になるかも分からないため息を吐ついていた。


　ジェレイドと父ラリアルドが今行っているであろう会話のことを考えていたためである。


　オリビアはジェレイドを尊敬している。


　農民を率いて大貴族を打だ倒とうし、王国軍とすら対等に戦ってついには国王にその地位を認めさせるに至ったのだ。充分に尊敬に値する相手である。


　オリビアは父のことも一応は尊敬している。


　たった一代で外国にまでその名を轟とどろかせた豪商であり、今やその資産は並の貴族以上といわれ、扱あつかう商品は雑貨から禁制の品まで多た岐きにわたるという。まさに商人の王といってもいい。


　ただし、父とジェレイドには共通しているところがある。目的を果たすため、必要とあれば多少卑ひ怯きような手段でも行使することを躊ため躇らわないという点だ。


　そして今、隣の部屋ではその父とジェレイドとが話をしている。その内容がどんなものかはまったく想像もつかないが、陰いん険けん極まりないものであろうことだけは容易に想像がつく。


　ジェレイドにとって、それは必要なことなのだろう。そうである以上、オリビアも彼らが何を相談しようと口を挟はさむつもりはない。しかし、オリビアは本当にジェレイドを尊敬、いや、敬愛していた。そのジェレイドに、あまり卑怯なことはしてもらいたくなかった。ジェレイドにはもっと高潔な道を歩んで欲しいとも思う。それも自分の勝手な望みだということは分かっているつもりだが。


「まだ、一年ちょっとしか経たってないのね」


　自然と、オリビアは過去のことを思い出していた。


　父ラリアルドの命令によって、初めてジェレイドと出会ったときのことを。
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　ベールセール王国において、王都に次ぐ規模と華はなやかさを持つ街、オルガスタ。


　あらゆる流通の中心地でもあるその街には、数多くの商人がいる。オリビアは、その中でも最も裕ゆう福ふくで知られる豪ごう商しようを父に持つ女だった。


「父上。わたしにご用と聞きましたが」


　その日、オリビアは父ラリアルドより呼び出しを受けていた。


　しかし、唯ゆい一いつの肉親と久しぶりに顔を合わせたというのに、彼女の表情には嫌けん悪お感かんすら滲にじみ出ていた。


　理由は明白である。父が傍そばに女を侍はべらせ、自分の体を揉もませていたからだ。もちろん、その女は正妻でもなんでもない。父が金にあかせて仕入れた商ヽ品ヽだ。


「おお、来たか。実はおまえに頼たのみたいことがあってな」


「はい。なんでしょう？」


　頼みごととはいっても、それはオリビアにとって拒きよ否ひ権のない命令と同じだった。娘むすめとはいえ、オリビアは愛人との間に生まれた子である。同じような境きよう遇ぐうの兄弟姉妹など数え切れないほどで、父にとっては子供など他の部下と同列だった。父にとって有能であると示すことができない子供は、冗じよう談だんではなく解ヽ雇ヽされるのだ。


「オリビア。ここから東にあるボルネリア領で、農民による反乱が起こったことは知っているな？」


「ええ、もちろんです」


　情報は商人にとって命である。その程度の情報は得ていなければ、この父の元にはいられない。


「反乱が起こったこと自体は別におかしくはない。あそこの領主は無能者だったからな。ただ問題は、思っていた以上に反乱が長続きしそうだということだ。そこで……オリビア。おまえには身分を隠かくして反乱軍に潜もぐり込んでもらいたい。反乱軍の指導者が有能かどうか、反乱がどれほど長続きしそうなのかを見極めるのだ」


「…………」


　父の顔が活いき活いきとして見えたのは、傍に好みの美女を侍らせているからだけではないだろう。金かね儲もうけの好機を見つけたとき、いつも父はそのような顔をするのだ。


　内乱、戦争。父ほどの豪商ならば、争いほど金になるものはない。たとえば、ボルネリア領は東の隣りん国ごくエディンバラへと続く街道の中央にある。今のうちにエディンバラの特産品でも買い占しめておけば、後々値上がりして簡単に一儲けできるだろう。


　しかし反乱が早期に鎮ちん圧あつされるようなことがあっては、すべての投資が無む駄だになりかねない。それゆえ間者を反乱軍に送り込んでその内情を知ろうとしているのだろう。情報は宝──父はその格言を忠実に実行してきたがゆえに豪商と呼ばれるほどにまで成功したのだ。


「返事はどうした、オリビア」


「はい、分かりました。必ずやご期待に応こたえてみせます」


「それでこそ我が娘だ。事がうまくいけば何か褒ほう美びでもやろう。考えておくといい」


「……ありがとうございます」


　これほどの大任を任されたということは、父の子として誇ほこるべきなのかもしれない。


　ただ問題は、反乱というものが大罪だということだ。反乱に加担したすべての関係者が処しよ刑けいされたという例は、枚挙に暇いとまがない。


　つまり、父から与あたえられた命令は、一歩間ま違ちがえれば処刑されるほどの危険を孕はらんでいるのだ。本来なら実の子に任すべき仕事ではない。


　しかし、オリビアは何人もいるラリアルドの子の一人に過ぎない。今のところは商人としての技能を身につけたことで父の傍にいることを許されている。しかし他の多くの兄弟が独立して商売を始めているのに、オリビアは未いまだ独立を許されていない。女に商売などできるわけがない──などと父が考えているせいだ。


　父にとって有益な息むす子こというのは父の片かた腕うでとなって商売が出来る息子で、有益な娘というのは有力な貴族や商人の元へ嫁とつぐことのできる気立てのいい娘のことをいうのだ。


　しかしオリビアは、どこか冷たい目とそれを覆おおい隠す眼め鏡がねのせいか、どことなく男が近づき辛づらい雰ふん囲い気きをまとっているらしく、未だ嫁よめの貰もらい手の一人も見つかっていない。十四歳で成人を迎むかえるこの国では、いわゆる行き遅おくれであった。


　商売も許されず、他家へ嫁ぐこともできていない自分は、いよいよ父から厄やつ介かい払ばらいされるのかもしれない。オリビアとしては、そんな陰鬱な思いに駆られざるを得なかった。


　もっとも、神ならぬ身である彼女は知る由もなかった。


　この旅路が、彼女の人生を根底から変えてしまう長い長い旅路になるということを。
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　オルガスタの街からボルネリア領まではそれほど遠くはない。


　ただ、反乱が起こっている地へ、それも身分を隠して忍しのび込もうというのだ。オリビアは万が一の際に自分の足取りを探られることのないよう充じゆう分ぶんな日数をかけた旅路の末に、ようやくボルネリア領ミカルディ郡にある反乱軍の駐ちゆう屯とん地ちへと到とう着ちやくした。


　そこで彼女を待っていたのは、予想とはかなり異なる光景だった。


　何しろ軍の駐屯地である。大勢の兵士たちが厳しい訓練にでも明け暮れているのかとも思っていたが、天幕の並ぶ駐屯地では、兵士と思おぼしき男たちが一いつ箇か所しよに集まって輪を作っていたのだ。それはまるで田い舎なかの村で見世物でも始まるかのような雰囲気だった。


「あの、これから何か始まるのでしょうか？」


　傍を通りかかった男にそう尋たずねてみる。


　するとその男は、オリビアという余よ所そ者ものを見てもまったく警けい戒かいすることなく答えた。


「ああ、裁判だよ、裁判」


「裁判……ですか？」


「こないだ敵の大将をひっとらえたのさ。で、そいつをどうするか決めるんだと」


「へぇ」


　オリビアは、ここに来るまでに反乱軍についての情報をそれなりに集めていた。それゆえに知っていた。その大将とは、メリステルという名であることを。軍勢を率いてこの反乱軍を鎮圧しようとしたものの、逆に敗北を喫きつして反乱軍の虜りよ囚しゆうの身となった、世にも珍めずらしい女の騎き士しだ。


　わざわざ公おおやけの場で裁判を開くというのも奇き妙みような話だが、オリビアとしてはちょうどいい機会だった。捕とらえた敵将をどう処しよ遇ぐうするのかということは、反乱軍の指導者の判断力を見る絶好の機会だろう。オリビアは群衆に紛まぎれ込むと、その粗そ末まつな野外法ほう廷ていに判事と罪人とがやってくるのを待った。


　やがてやってきたのは、オリビアと同じように眼鏡をかけた瘦やせた男だった。


　情報通りなら、あの男こそが指導者ジェレイドだろう。農民だけを率いて敢かん然ぜんと貴族に戦いを挑いどみ、そして勝利し続けている──いや、敗北を免まぬかれ続けている男だ。その貧相な外見からはとても想像できないが。


　そして、その場に一人の女が連れて来られる。


　この状じよう況きようにあっても、未だ気き丈じようにジェレイドを睨にらみつけているその女こそ、女だてらに騎士隊の隊長を務めているというメリステルだろう。


　ただ、おかしなことに彼女は縄なわに繫つながれてもいなかったし、怪け我がを負っている様子もなかった。


　敵に捕つかまった捕ほ虜りよなど、男女を問わずどんな酷ひどい目に遭あわされるかは想像に難くない。ましてこの地の農民たちは領主や騎士に長く虐しいたげられてきたのだ。メリステルという捕虜は、その鬱うつ憤ぷんを晴らす格好の相手である。にもかかわらず、彼女の顔には殴なぐられた痕あと一つなく、とても捕虜とは思えないほどだった。
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「さて、では始めましょうか」


　ジェレイドがそう切り出すと、ざわついていた雰囲気は瞬しゆん時じに引き締しめられた。


　それはあの瘦せっぽちな男が、本当にこの兵士たちを統率しているという証あかしでもあった。


「まず言っておきます。どうも皆みなさんの間には誤解もあるようですが、これは別に裁判でもなんでもありません。何しろ裁かれるべき罪というものがありませんからね。僕たちは僕たちの正義に依よって戦いました。そしてメリステル、あなたもあなたの正義のために戦った。ただそれだけの話です。立場が違えば、僕もあなたと同じことをしたでしょうしね」


　このとき兵士たちに浮うかんだ表情は、様々なものがあった。


　ジェレイドの言う通りだと頷うなずく者がいる。他方、ここで彼女にどんな残ざん虐ぎやくな刑が科されるかを楽しみにしていた兵士もいたようで、彼らは自らの短たん慮りよを恥はじるようにうつむくか、あるいはあからさまな不満を浮かべていた。


「とはいうものの──」と、ジェレイドは続けた。「あなたのような捕虜を得たのは僕たちにしても初めてのことですからね。今後僕たちが捕虜をどのように扱あつかうかということを示すためにも、このような公の場を設けさせてもらうことにしました。もっとも、どうするかという判断を下すのは僕ではありませんが」


　ジェレイドは後ろを振ふり返った。


　それを合図として、一人の少女が場に入ってくる。


　オリビアにはとても身に付けられないような、肌はだも露あらわな、しかしどことなく神秘的な衣装を着込んだ少女だった。


　途と端たんに、場の雰囲気が一変した。兵士たちは小さなどよめきと共にその少女を迎える。


　彼女こそが、今ひとつ素性の不明な〈風の戦いくさ乙おと女め〉に違いない。なんでも聞いたところによれば、反乱軍の大義に感動した蒼そう神しんラクリナースが遣つかわした御使いだか精せい霊れいだかという話だ。事実、風の精霊を操り、反乱軍の窮きゆう地ちを救ったこともあるという。


　もっとも、オリビアからすれば与よ太た話にもほどがあるというところだった。神がそう簡単に人に手を貸してくれるというのなら、世の中もっとおかしくなっているはずである。


　とはいえ彼女は、反乱軍の兵士たちにはすでに英えい雄ゆうとして扱われているらしく、彼女を見る周囲の男たちの目にはまるで神を崇あがめるかのような熱さがあった。いや、あるいはそれは彼女が身にまとっている露ろ出しゆつの激しい衣装のせいかもしれないが。


「さて、皆さん」とジェレイドは続けた。「蒼神ラクリナースさまが僕たちのために遣わした彼女の言葉は、まさしく蒼神の言葉そのもの。僕たちはただその御心に従うのみです。では〈風の戦乙女〉。彼女を──メリステルを、いかがいたしますか」


〈風の戦乙女〉は、黙だまって一歩前に出た。


「メリステル。蒼神の名にかけて、まずあんたに問うわ。あたしたちに力を貸すつもりはない？」


「わたしを侮ぶ辱じよくする気か！」途端にメリステルは声を荒あらげた。「女とはいえわたしは主に忠誠を誓ちかった身なのだ、騎士としてそれを裏切ることなどできるものか！」


「そう。じゃあ仕方ないわ、あんたに裁きを下すしかないわね」


「ふん、とんだ茶番だな。まあいい、元より敗軍の将に語る言葉などない。今いま更さら抵てい抗こうする気もない、好きにするがいい」


　メリステルは嘲ちよう笑しようさえ浮かべてそう吐はき捨すてた。


　だが、その表情は間もなく一変することになる。〈風の戦乙女〉の下した判決によって。





「あんたを釈しやく放ほうするわ。今すぐ、無条件でね」





　どよめきが起こった。


　無理からぬ反応だった。苦労と犠ぎ牲せいの末にようやく捕らえた敵将を、無条件で即そく時じ釈放するというのだから。


「なぜだ!?　わたしはおまえたちの敵なのだぞ!?　今ここで逃にがせば、再びおまえたちに刃を向けることになることぐらい分かるだろう！」


　他ほかならぬメリステル自身もその裁きに納得できなかったのか、せっかく助かった命を惜おしもうともせずそう怒ど鳴なり返す。


　しかし、〈風の戦乙女〉は腕うで組ぐみしたまま動どう揺よう一つ見せない。


「言っておくけど、あたしの力をもってすればあんた程度どうとでもなるのよ。逃がしてやっても何の害もないし、蒼神ラクリナースさまは必要以上の血が流れることを望んでもいない。だから釈放するの。さ、分かったならとっとと故郷へ帰りなさい。あんたにも家族がいるでしょう」


　場はしんと静まり返った。


　その沈ちん黙もくを破ったのはジェレイドである。


「僕たちは蒼神の御使いたる〈風の戦乙女〉の力によって勝利し、敵将を捕らえることができました。その彼女が決を下した以上、僕たちのすべきことはたった一つです。〈風の戦乙女〉の慈じ悲ひを称たたえましょう」


　同意するように、歓かん声せいが上がった。


　最初、それは小さな歓声だった。だが次第に大きくなっていく。


　もちろん未まだその判決には不満を持つ者もいるだろう。だが、表向き異を唱えようとする者は誰だれ一人としていなかった。


「なるほど、父が目をつけただけのことはあるわ」


　オリビアは呟つぶやいた。どうやら、この地まで遠出したことが無む駄だになることはなさそうだった。


　せっかく捕らえた敵将をこうも簡単に逃がすなど、ただ血気に逸はやっただけの指導者には不可能だ。


「やっぱり、何か考えがあってのことなのかしら……ね」


　オリビアがその真の理由を知ることになるのは、もう少し後のことである。








　実のところ、このときジェレイドはこう考えていた。


　この裁判が始まるまでは、誰もがメリステルは殺されて当然だと思っていた。それこそ敵味方問わずにである。そこであえて、メリステルは無条件で釈放するのだ。この話を聞けば、人々は反乱軍の慈悲を称え、その名声は高まるだろう。


　付け加えれば、反乱軍は多くの人材を必要としている。それは敵将ですら例外ではなく、後々彼らを味方とするためにも反乱軍の慈悲深さを見せつけておく必要があったのだ。


　それに、実のところメリステルがボルネリア侯こうの元に戻もどっても、再び敵となる可能性は非常に低い。ボルネリア侯としては、メリステルが無傷で釈放されたのは、彼女と反乱軍との間に何か密約でも交わしたからだろうと疑わざるを得ないからだ。それに、ただでさえメリステルは一度反乱軍に敗北している。敗軍の将が重用されることがあるとは思えない。


　そこまでの打算があったからこそ、ジェレイドは彼女を釈放したのだった。
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　その後、オリビアは密ひそかにジェレイドとの接せつ触しよくを図った。


　一いつ介かいの商人に過ぎないオリビアだったが、ジェレイドのいる天幕への入室はそれほど難しいことではなかった。


「お目通りが叶かないましたことを感謝します、ジェレイドさま」


「とんでもない、こちらこそお会いしなければと思っていたところです。聞けば弓百張ちようと矢五千本もの贈おくり物ものをして頂けるとか。直接お礼の一つも申し上げなければ僕は礼れい儀ぎ知らずと呼ばれてしまいますよ」


　それがジェレイドとの面会が簡単に叶った理由だった。


　反乱軍は、矢ではなく石を投げているとも聞く。弓矢の贈り物は喉のどから手が出るほど欲しかったことだろう。


「ところで、まだお名前を伺うかがっていないのですが」


「申し遅おくれました、わたしの名はイベリアと申します。どうかお見知りおきを」


　本名を名乗ることはできなかった。反乱軍とは、言わば犯罪集団である。彼らに接触するに当たって偽ぎ名めいを使うのは当然の自衛手段だった。父に迷めい惑わくをかけないためにも。


「ではイベリア。会うなり恐きよう縮しゆくなのですが、あなたに一つお願いしたいことがあるのですが」


「え？　はあ……なんでしょうか」


　意外な展開だった。初対面でいきなりそんなことを言われるとは思っていなかった。


　そして次にジェレイドの口から出た提案は、さらに突とつ飛ぴなものだったのである。


「あなたに、僕の右腕となって欲しいのです」


「…………」


　咄とつ嗟さに口がきけなかった。


「な、なぜ、ただの商人であるわたしにそのような提案をなさるのでしょうか？」


「当然の帰結ですよ。あなたは金貨百枚でもなお足りないほどの贈り物をしてくれました。なぜそんなことをしてくれたのかと考えると、自然とそういう結論に行き着くんです。すなわち、あなたには僕たちに手を貸すことで何らかの利益を得る手段があるのでしょう。そこで徒と手しゆ空くう拳けんの僕たちとしては、どうせならとことん手を貸して頂ければと思うわけでして」


「……いえ、それは誤解です。わたしがあなた方に協力したのは、決して打算があったからではありません。ただ義ぎ憤ふんに駆かられたからなのですが」


「それは絶対にありえませんね」


　オリビアの咄嗟の噓うそを、ジェレイドは一言で斬きって捨てた。


「反乱軍に協力したことが露ろ見けんすれば、あなたにも害が及およぶ可能性があるんですよ。総勢千にも満たない僕ら弱小反乱軍に、義憤という理由だけでそうも入れ込んでくれることがあるとは思えません。となれば考えられる理由は一つ、あなたが他国から、あるいはどこかの商人から送られた間者であると考える方が妥だ当とうでしょう」


「……その根こん拠きよを伺ってよろしいでしょうか」


「だって、僕たちが起こす争いによって利益が得られる人なんて他ほかにないでしょう？　たとえば北のレアニール連合王国がこの国を欲しがってることは子供でも知っています。この国で起こった反乱をさらに煽あおり、国力を消しよう耗もうさせたところで攻せめ込んでくるというのは充じゆう分ぶんに考えられることでしょう。商人についても同様です。争いが起これば格好の商機が訪れるでしょうからね」


「だとしても、なぜわたしを右腕に──などと仰おつしやるのです？」


「その方があなたと僕たち、双そう方ほうにとって都合がいいからですよ。僕たち反乱軍は有能な人材が不足しています。お恥はずかしい話ですが、読み書きができる者でさえ十人足らず、算術ができるとなれば五人いるかどうか……。一方、あなたが第三者から送られてきた間者だとすれば、その任務の第一は僕たちの監かん視しだと思うのです。付け加えれば、そんな任務を任されたあなたが無能だとも思えません。つまり、あなたが僕の右腕となってくれれば、僕たちは有能な人材を手に入れられる一方で、あなたは僕のすぐ傍そばで反乱軍の内情をつぶさに知ることができる立場に立てるのですよ」


　思わずオリビアは呆あつ気けに取られた。


　なんと合理的な推測、そして提案か。


　こちらはただ贈り物をしただけだというのに、わずかな情報を頼たよりにこちらの正体をかなりの正しさで推測し、なおその上に今後の展望まで示されたのだ。


　それにジェレイドは、こちらの正体をある程度まで推測してはいるようだが、もちろん真実そのものを知っているわけではない。にもかかわらず、そんな素性の知れない自分を右腕にしたいと言っているのだ。いつ裏切られるかも分からないというのに。よほどのお人ひと好よしなのか、あるいは怖こわいもの知らずなのか。


　一番恐おそろしいのは──ジェレイドの提案に乗ることこそが、オリビアにとっても都合がいいということだった。それに、自分の力をここまで欲してくれたことなど、これまでの人生でただの一度もない。悪い気分ではなかった。


　だがそれでも、オリビアは躊ちゆう躇ちよした。当然である。反乱軍に深入りすることは、自分の命を危険にさらすことと同義なのだ。もう少し反乱軍の実情を見極める必要があった。


「……わたしをそこまで評価してくださったことには感謝いたします。今すぐお返事はできませんが、前向きに検討してみます」


「今はそれで充分です、イベリア」


　オリビアの中ちゆう途と半はん端ぱな返答を、ジェレイドは笑顔さえ浮うかべて受け入れてみせた。


「実を言うと、僕もこの提案をあっさり引き受けられたらどうしようかと不安に思ってたところなんですよね。今だから言いますが、実はあなたが宿敵ボルネリア侯の送り込んできた間者だという可能性もあるわけですから」


「はあ、なるほど」


　摑つかみ所どころのない相手であった。もし先ほど自分が右腕になると即そく答とうしていたら、この男は一体どうしていたのだろうか。それとも、こちらが即答しないという確信でもあったのだろうか。


「ではイベリア。あなたは僕たち反乱軍の御ご用よう商人ということにでもしておきます。あまり目立ったことをしない限りは、何をしてもらっても構いませんので」


「それは助かります。ではジェレイドさま、早速ですが一つだけお尋たずねしていいでしょうか」


「なんでしょう。僕に答えられるものでしたら」


「お話しできる範はん囲いで結構です。反乱軍のこれからの展望を教えて欲しいのです。反乱軍は何を目的として、どのような道を歩むつもりなのかということを」


「分かりました、当然のことですね」


「え……」


　ジェレイドは躊躇なく頷うなずき、オリビアはまた意表を突つかれることとなる。


　オリビアが尋ねているのは、反乱軍の戦略である。本来なら相当な機密のはずだ。もし自分がボルネリア侯こう爵しやくの間者だったら、反乱軍の方針は根底から崩くずれかねないのだから。


「わ、わたしから聞いておいてなんですけど、よろしいのでしょうか。そんなことを教えてしまって」


「別に大したことではありませんよ。それであなたの信しん頼らいが買えるのならば安いものです」


　ジェレイドには心配は皆かい無むであるらしかった。つくづく、摑み所がないと思う。


「まず僕たちの目的は、当然ですがこのボルネリア領を支配下に置くことです。それは僕たちが生き残る唯ゆい一いつの道でもありますからね。このボルネリア領は七つの郡からなっており、僕たちが支配下に置いているのはそのうちのたった一つです。ただ、先日僕たちはメリステル率いる鎮ちん圧あつ軍を撃げき破はしました。これで次の鎮圧軍がやってくるまで少し時間が稼かせげるはずです。その間に、僕たちはあと一郡をどうにか制圧するつもりです。それで状じよう況きようが相当変わるはずですからね。どうしてか分かりますか？」


「え……」


　質問に質問を返されるとは思わなかった。


　自分を試しているのかもしれない。しかし、今はジェレイドの考え方をこそ知りたいのだ。自分の考えを述べる気にはなれなかった。


「……どうして、なのでしょう？」


　失望されるのを覚かく悟ごで、そう答える。もっとも、ジェレイドの方は特に気にした様子もなかったが。


「なぜなら、もし他にもう一つ二つ郡を落とせば、いよいよボルネリア侯は僕たちを軽視できなくなるからです。そうなればこれまでのように軍費をケチるようなことはせず、全軍を挙げて鎮圧しようとしてくるでしょう。そのときが僕たちの正念場です。その全力の攻こう撃げきをしのぐことさえできれば、もはやこのボルネリア領において僕たちに立ち向かえる者はいなくなるでしょうから」


「なるほど。では近々、どこかの郡に攻撃を仕し掛かけるわけですね？」


「ええ」


　ジェレイドは、机の上に乗っていた地図を取り出した。


　描えがかれているのはボルネリア領である。そしてその一番右上にある郡──ここミカルディ郡を指差し、その指を左に滑すべらせる。


「目標は西に隣りん接せつするレイムス郡です。冬までにここを支配下に置くことができれば、ボルネリア侯の居城までの進路も開けますしね。そしてそのまま冬を迎むかえれば、少なくとも春までは国王も大きな援えん軍ぐんを送ってくることはないはずです。その間に強固な地じ盤ばんを築き上げることも可能でしょう」


　それは机上の空論には違ちがいない。しかしどの言葉も一応の合理性を持っている。確かに反乱軍が今一度大きな勝利を得れば、ボルネリア侯はいよいよ面メン子ツにかけて叩たたき潰つぶしに来るだろう。それをしのげれば、本当にこの広大なボルネリア領を支配下に置くこともできるかもしれない。


　農民風情が侯爵を打ち倒たおすなど、もちろん前代未聞である。段々と興味がわいてきた。これほどの戦略を打ち立てることのできるジェレイドとは一体何者なのか。元はただの農民だと聞いているが、とても信じられない。


「では、レイムス郡を攻める手はずは？」


「それが、難しいんですよね」


　ジェレイドは決まり悪げに頭をかいた。


「ただ軍勢を率いて攻め込んでも仕方がありません。僕たちの目的は、レイムス郡の人々の力を借りることですから」


「なるほど。確かに」


「そこで、レイムス郡の人々の立場に立って考えてみましょう。まず、彼らも僕たちと同じ農民です。重い税をかけられた彼らが苦しい立場にあることは間違いありません。そこで彼らが僕たちと同じように反乱という道を選んでくれれば何も問題はないんですけどね。ですが、今のところレイムス郡で反乱が起こったという話は聞いてませんし、今後も起こる可能性は低いでしょう」


「なぜそう思うのですか？」


「簡単です、僕がいないからです」


　あっけらかんと言ってのける。


「これは自うぬ惚ぼれでもなんでもありません。兵法に通じた農民なんて普ふ通つうはいないわけですから。ですから、大軍勢を有する貴族と戦っても勝ち目なんてあるわけがないと、そんな結論に至ることは間違いないでしょう。そうなれば彼らがどんな道を選ぶかは簡単に推測できます。ご存ぞん知じですか？　かつてボルネリア侯が税を軽減する引き換かえにと出した条件のことを」


　知らないはずもない。そんなことは、反乱軍成立の過程を調べたときにすぐ分かった。女として、口に出すのも憚はばかられる最低のあの条件を。


「処女権のことですね」


「そうです。もしレイムス郡の人々が反乱という道を選ばなければ、彼らは唯一残されたその醜しゆう悪あくな道を選ぶでしょう。僕としては、それを阻そ止ししなければなりません。問題はその方法ですね。たとえばこのミカルディ郡でそうしたように、レイムス郡に僕が赴おもむいて説得するという手はあります。そのためにちょっとした芝しば居いをすることも考えているんですが、レイムス郡の人々がよそ者である僕の言葉を簡単に受け入れてくれるとは思えないんですよね。この地元でなら、僕も読書家ということで少しは名前も広まってましたし、村長という肩かた書がきもあったんですが」


「……よく分からないのですが、とにかく何か手はあるのですね？　一体どうなさるのです？」


「ま、せっかくあなたにいいところを見せておく好機ですからね。やってみるとしましょうか」


　次にジェレイドがしたことは、一人の少女を呼ぶことだった。


「ジェレイドさま、何かご用でしょうか」


　入ってきたのは十三、四歳ぐらいの可愛らしい少女だった。


「紹しよう介かいしておきましょう、この子は僕の世話をしてもらってるソフィアと言います。さて、ソフィア、一つあなたにお願いしたいことがあるんですが。ただ、その……あまり気は進まないことなんですよね。あなたを利用することになりますし、人を騙だますことにもなりますし。というか、後でクライスに殴なぐられそうですし」


　珍めずらしいことに、先ほどまで流水のように滔とう々とうと言葉を紡つむいでいたジェレイドが口を濁にごした。どうやら、よほど頼たのみ辛づらいことであるらしい。


　そんなジェレイドを力づけるように、ソフィアは真しん剣けんなまなざしで言った。


「どうかご遠えん慮りよなさらないでください。わたしはジェレイドさまにいっぱい助けてもらいました。その恩をお返しできるなら、どんなことでもします。よく分からないですけど、クライスだってきっと分かってくれます」


「……ではお願いするとしましょう。いえ、難しいことではないんです、あなたに一つ芝居をしてもらいたいだけですから。それからイベリア。あなたにはこの子に少々化け粧しようをしてもらいたいんですが、どうにかなりますかね？」


「……はあ。いまいち話は分かりませんが、化粧ぐらいならできますけど」


　一体ジェレイドが何をやろうとしているのかは分からなかったが、とりあえず頷いておく。


「結構です。ではまあ、やってみるとしましょうかね。とりあえず、失敗しても死人が出ることはなさそうですし。僕を除いての話ですけど」


　どこか物ぶつ騒そうな言葉を口にしたジェレイドは、やはりどこか自信なさげに眼め鏡がねをかけ直した。
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　この頃ころ、ボルネリア領に存在するあちこちの村では、事あるごとに話し合いが行われていた。


　今年の収しゆう穫かく量はどの程度になりそうか。商人に頼んだらどれぐらいの金を貸してくれそうか。そして、一番の議題はなんといっても、ボルネリア侯の無茶な要求に対してどう対処するか──ということである。


　レイムス郡にあるフリードという名の村も例外ではなく、この日は村人だけではなく近きん隣りんの村々から村長が集まり、つい先日、あらためて出されたボルネリア侯の過か酷こくな要求に対しての話し合いが行われていた。


　話を切り出したのはフリード村の長である。


「先日、侯爵さまより新たな使者が遣つかわされたことは知っている者も多いだろう。例の処女権をいよいよ行使なされるということだ。我らは決めねばならん。娘むすめたちを差し出すか、あるいは多大な税を納めるかをな」


　わずかな沈ちん黙もくの後、出席者の一人がおずおずと口を開いた。


「今年も麦の育ちはよくない。もし今侯爵さまの要求通り七割なんて税を払はらえば、俺たちに待ってるのは飢うえ死じにだけだろう」


　それが合図となり、段々と議論が始まる。近隣の村々の長たちに加え、フリード村の村人たちも次々に発言しだした。


「そん通りだ。ここはもう、潔く女ども差し出すしかねえんでねえか？」


「てめぇは子供がいねえからそんなことが言えるんだ！　俺の可愛い娘をあんなクソ貴族なんかにやれるかよ！　おいバッカス、おまえもなんとか言うてやれ！　おまえんとこの息むす子こ、うちの娘をえらく好いてるの知ってるだろうが！」


　しかし、名を呼ばれた男は座ったまま気を荒あらげることもなかった。


「分かってる、そんなこたぁ。でもよ、考えてもみろよ。このままじゃ俺たちは全員飢が死しするしかねえ。だが、女を差し出しゃあどうにかみんな助かる。女どもも別に命を奪うばわれるわけじゃねえんだ」


「そうだ、バッカスの言う通りさぁ。それどころかおまえんとこの娘がうまいことボルネリア侯の子でも孕はらめば、後々金になるかもしれねえじゃねぇか」


「てめぇ！　なんてことを！」


　とうとう取っ組み合いの喧けん嘩かが始まる。


　それは今やあちこちの村で見られる光景だった。


　喧嘩は間もなく収められたものの、議論が進むにつれ、同じような諍いさかいは何度となく起こることだろう。集まった人々はその事を思う度に気を沈しずませ、そして諸悪の根源たるボルネリア侯に対し、内心で強い憎にくしみを抱いだくのだった。


　集会場の扉とびらが静かに開かれたのは、そんなときだった。





「道は二つだけではありませんよ。もう一つあるじゃないですか」





　入ってきたのは、やたらと瘦やせこけた眼鏡をかけた男である。


　あまりにも意外な言葉に、誰だれもが目をむいた。


「誰だ、あんた？」


「申し遅おくれました、僕の名はジェレイドと申します」


　直後、どよめきが起こる。


「ジェレイド!?」「まさか、ミカルディ郡で反乱を起こしたってあの!?」「そうだ、反乱軍の指導者だ！」


「よかった、ご存知でしたか。そうです、反乱軍の指導者ジェレイドとは僕のことです。どうかお見知りおきを」


　悠ゆう然ぜんと挨あい拶さつをしてみせるジェレイドに、最初人々は呆あつ気けに取られた。


　だが、やがて我に返り、ジェレイドが先ほど口にしたことについて問いただす。


「ジェ、ジェレイド。おまえ、もう一つ道があるって言ったよな？　それは女を差し出すのと重い税を払う以外の道ってことか？」


「ええ、もちろんです」


「聞かせてもらおうじゃねえか。なんだ、その道ってのは」


「決まっているじゃないですか。ボルネリア侯に反旗を翻ひるがえすんですよ」


　反乱軍の指導者がやってきたのだ。その指導者が示す道といえば、反乱以外にないのは自明の理である。


　しかし彼らには貴族に逆らうなど思いつきもしなかったらしい。そのせいか、間もなく上がったのは同意の歓かん声せいなどではなく、反対の罵ば声せいであった。


「そ、そんなことできるか！　相手はあの大貴族、ボルネリア侯こう爵しやくさまなんだぞ！」


「そうだ！　ただの農民の俺たちに何が出来るって言うんだ!?」


　いきり立つ村人たちを前に、ジェレイドはあくまで悠然とした態度を崩くずさなかった。


「お言葉ですが、僕たちはただの農民でありながらボルネリア侯の軍勢に何度となく勝利しています。すべての農民の力を結集することができれば、ボルネリア侯を打だ倒とうすることだって可能です」


「だからって、危険過ぎる！　反乱なんか起こせば死人も必ず出るだろうが！　だが女たちを差し出しさえすれば、少なくとも死人だけは出ずに済むんだぞ！」


「果たしてそうでしょうか？　今のボルネリア侯になってまだ五年と経たっていません。にもかかわらず僕たちは困こん窮きゆうの極みにあり、何人もの餓死者を出しています。反乱を起こせば戦死者が出ることは免まぬかれませんが、このまま手をこまねいていれば大量の餓死者が出ることは明白です。となれば、少しでも余力のある今の内に何らかの行動に出るべきではないでしょうか。それからもう一つ──」


　と、ジェレイドは眼鏡をかけ直した。


「話を伺うかがっていると、あなた方は先ほどから何度もこう口にしています。女さえ差し出せば、少なくとも誰も死ぬことはないと。ゆえに、お聞きしたい。あなた方は、会ったこともないような男に身も心も蹂じゆう躙りんされる少女たちのことを少しでも考えたことがあるのですか？　それとも、それが自分でさえなければどうでもいいと仰おつしやるのですか？」


　村人たちは押おし黙だまった。


　その問いかけにだけは、声高に反論することに抵てい抗こうがあったのだ。彼らの中にはもちろん自分さえ無事ならばいいと考える者もいたが、そんなことを主張すれば評判は地に落ちる。


「さて、そこでです。一つ皆みなさんのためになるモノをお見せしましょう。ご存知かもしれませんが、僕たちの故郷ミカルディ郡という所は辺へん鄙ぴなだけあってかなり貧しいところでしてね。僕たちは反乱という道を選びましたが、中には娘を差し出して助かろうとした人もいました。その結果が──これですよ」


　ここでジェレイドは扉の外に向かって小さく手招きをした。


　入ってきたのは、大おお柄がらな男に抱かかえられた一人の少女である。


「え……」


「なっ──」


　思わず人々はぎょっとなった。


　少女は人目を引くような可愛らしい容姿をしていた。しかしその目は虚うつろで、まるで死人のようだった。目だけではない。顔や手足にも見るからに無残な大きな痣あざが残っている。


「いかがですか。ボルネリア侯の要求に従うということは、あなた方の娘、あるいは今後生まれてくるであろう孫娘をあんな目に遭あわせるということに他ならないのです。それでも──いたいけな少女にあれほどの傷を負わせても、なお平然としていられるのですか？」


　さすがに女たちを差しだそうと言っていた者たちも、決まり悪げにうつむいた。


　もっとも、彼らは知らない。


　その少女は、ジェレイドの身内であり、ボルネリア侯になど会ったことすらないということを。その生気を感じさせない態度は、練習を繰くり返して習得した演技であり、見るも無残な痣は、オイリベビリアアという商人が染料で作ったのだということを。


「た、確かにあいつの言っていることには一理ある」やがて村人の一人が声を上げた。「俺の娘はまだ七つだが、将来あんな目に遭わすのは絶対耐たえられねえよ」


「でもよ、だからって反乱を起こそうってのか!?　この男はうまいことばかり言ってるが、大貴族相手に勝てるなんて本気で思ってんのか!?　俺の子供たちはまだ幼いんだ、もし俺が死ぬようなことになれば一家全員路頭に迷っちまう！　それなら娘一人差し出した方がマシだ！」


「この人でなしめ！　あんなの見せつけられてまだそんなことが言えるのかよ！」





　再び議論は沸ふつ騰とうしていった。


　元々少女を差し出すことに賛成だった男たちの方が多かったが、ジェレイドの行動によって反対派が勢いを盛り返したためである。


　しかしやはり話し合いでそう簡単に答えが出せるような問題ではなく、議論はまとまるどころかいよいよ収拾がつかなくなりそうになっていった。


「ま……待てよ……!?」


　ある村人が、悪あく魔まのような天てん啓けいを得たのはそのときだった。


「みんな、待ってくれ待ってくれ！　確かに女たちを差し出すのはひどい話かもしれん。だからといって反乱を起こすのも危険過ぎる。だがよ、ふと思いついたんだが、俺たちにはもっといい手があるじゃないか」


　人々の視線が男に集中する。


「こ、こりゃいい考えだ。うまくいきゃ女はもちろん税も差し出さずに済むかもしれん、反乱だって起こす必要もないぞ」


「……適当なこと言ってんじゃねえだろうな。そんな虫のいい話があるのか？」


　問われた男は、震ふるえる指をジェレイドに突つきつけた。


「そいつだよ、そいつを侯爵さまに引き渡わたすんだ！　そうすりゃ俺たちはお目こぼしをもらえるかもしれないじゃないか！」


　空気が一変した。


　ギラついた視線が、ジェレイドに集中する。


「ま、待ってください。本気……じゃないですよね？」


　ジェレイドの顔は、青ざめていた。


　しかし、もはやその言葉に耳を貸そうとする者はいなかった。


「そ、そうだよな。あいつ、反乱軍で一番偉えらいヤツなんだろ？」


「ああそうだ。侯爵さまが一番憎んでる相手だよ」


　村人たちは次々と立ち上がり、誰に言われずとも出口を塞ふさぎ、ジェレイドの周囲を取り囲み始めた。


　それは彼らからすれば、なんとも素晴らしい提案であった。税を払はらうにせよ、女たちを差し出すにせよ、反乱を起こすにせよ、無数の犠ぎ牲せい者しやが生じる危険は避さけられない。だが、その四つ目の道だけは、たった一人を犠牲にするだけで事が解決するのだ。


「や……やめてください！」


　だがそのとき、ジェレイドを守ろうとした者が二人いた。


　一人は先ほどの少女──ソフィアであり、もう一人はそのソフィアを連れてきた大男──ディオールだった。


「ジェレイドさまは、わたしのような犠牲者がこれ以上出ないようにするために、命を懸かけて戦ってくれてるんです！　どうかお願いです、ジェレイドさまを奪うばわないで！」


「そうだ！　貴様ら、恥はじというものを知らんのか。自分たちさえ助かれば他人はどうでもいいと本気で考えているのか？　だとしたら俺も容よう赦しやはせんぞ」


　大男は背負っていた大たい剣けんを抜ぬいた。その目に殺気がほとばしり、村人たちも怯ひるまざるを得なくなる。


　少女の方も、両手を一いつ杯ぱいに広げてジェレイドをかばおうとする。その健けな気げな表情に、村人たちも躊ちゆう躇ちよを見せた。


　両者はそのまましばらくにらみ合ったが、やがて村人たちを代表するようにフリード村の長がジェレイドたちの前に立ち、申し訳なさそうに言った。


「頼たのむ、ジェレイドどの。潔く身を差し出してはくれんか。多勢に無勢だということは分かっているはずだ。いくらそこの大男が強くても、この人数には勝てまい？　我らはただ犠牲の少ない道を選びたいだけなのだ。分かってくれとは言わんが……」


「……一つだけ言わせてください」と、ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。「因果応報という赤神の教えがあります。あなたたちが僕を犠牲にすることで生き残ろうとすれば、いつかその報いがあるでしょう。今度は他の人があなたたちを犠牲にして生き残ろうとするかもしれませんよ」


「そのときはそのときだ、甘んじて受け入れる他ほかあるまい」


　村長の返答を聞いたジェレイドは、諦あきらめたようにため息を吐ついた。


「分かりました、それがあなた方の選んだ道なのでしたら。ただし……この二人には手を出さないと誓ちかってくれますね？」


「それは私の命に懸けて保証しよう。我らが必要としてるのはおまえだけだからな」


「そ、そんな……ジェレイドさま……！」


　少女が心配そうな声を出す。


「大だい丈じよう夫ぶです、僕のことは心配しないであなたは家に帰ってなさい。ディオール、後のことは任せましたよ」


「……分かった。おまえがそういうのならな」


　大男もようやく剣を収める。


　ジェレイドは、自ら村人たちの前に歩を進めた。


「もう抵抗はしません。せめて優しく扱あつかってください」


「いいだろう。我らにもその程度の慈じ悲ひはある」





　　　　　５





　──これの、どこが慈悲ですか。


　芋いも虫むしのように転がされながら、ジェレイドはそう憤ふん慨がいしていた。


　会議の後、ジェレイドは後ろ手に縛しばられ、倉庫へと放り込まれたのだ。縄なわは皮ひ膚ふに食い込んで痛いし、もうかなり長い時間転がされたままだ。恐おそらく二に時とき（四時間）以上は経っている。ただでさえ夏の最さ中なかなのだ、倉庫の中は暑くて仕方がない。慈悲があるのなら、せめて水の一杯も与あたえて欲しいところだった。


　しかし、この程度で音ねを上げることはできない。兵士たちのように、体を斬きられたり刺さされたりするわけでもないのだ。この程度の苦行は甘んじて受け入れなければならなかった。


「ジェレイドさま」


　不意に倉庫が開き、聞き覚えのある声がした。顔を上げると、眼鏡をかけた若い女性の姿が目に入る。


「あれ、イベリアじゃないですか。どうしてここに？」


「たまたま立ち寄った行商人を装って、反乱軍の指導者の顔を見てみたいと頼み込んだんです。見張りの方に渡した賄わい賂ろも効いたのでしょう」


　ジェレイドは思わず苦笑した。金の使い方をよく心得ている。


「そんなことより、一体これからどうするおつもりなのですか？　何が起こったのかは大体聞きました。あのソフィアという少女を使った芝しば居いは、効果はあったものの失敗したそうじゃないですか。このままではあなたはボルネリア侯こうに引き渡され、処しよ刑けいされてしまうでしょう。どうしてもと仰おつしやるのであれば、身代金を積んでお救いすることもできるでしょうが……」


「嬉うれしい申し出ですが、それは辞退しましょう。そんなことをしてもこの村の人たちは僕に協力してくれることはないでしょうし、大体、あなたを失望させることにもなりますから」


「……確かに、そうかもしれません。ですが、このままでは他にどうしようもないと思いますけど」


「そうでもありません。実は、まだ一つだけやってみたいことがありましてね」


「捕つかまっているその状態で、ですか？」


「そうです。捕まったからこそ出来ることだってあります。まあもう少しだけ僕のやることを見ていてください、退たい屈くつはさせませんから」


「…………」


　納得したのか、それとも呆あきれたのか、イベリアは答えなかった。


　そのとき、再び倉庫の扉とびらが開いた。


「おい、女。そこまでにしてくれ。悪いが、迎むかえが来たんでな」


　村人たちが入ってくる。そしてもはや立ち上がるだけの体力も残っていなかったジェレイドは、引きずられるようにして村の広場へと連れて行かれる。


「ほう。そいつか」


　そこで待っていたのは、二十人ほどの兵士を率いた騎き士しだった。


　騎士はジェレイドを見つけると、馬を下りた。


「おまえがジェレイドだな？」


「…………」


　ジェレイドが答えなかったのは、騎士の偉そうな態度が気にくわなかったのと、何より喉のどが渇かわいていて舌を動かすのも億おつ劫くうだったためである。


　だが、間もなくジェレイドはその判断を後こう悔かいすることになる。


「答えぬか、下げ郎ろうめが！」


　騎士がその強靭な足でジェレイドの頰ほおを蹴けりつけたのだ。


「ぐぅ……！」


　口から血を垂らしながら、ジェレイドは地面に倒たおれ込んだ。長いこと感じたことのない強い痛みが頰を走る。


　殴なぐられ損である。こんなことなら素直に答えておけばよかったと、心底思う。


「そうです、僕がジェレイドですよ。すいませんが、それ以上殴るのはご勘かん弁べん願えませんか。見ての通り僕は貧弱な体です、ボルネリア侯の元へ連れて行かれる前に死んでしまってはあなた方もただでは済まないでしょう？」


「ふん、ウワサ通り口だけは達者だな。いいだろう、確かにおまえの言う通りだ。おまえには侯こう爵しやく閣下直じき々じきに拷ごう問もんされ、惨むごたらしく死ぬ運命が待っているのだからな。おい、そいつを馬車に放り込んでおけ」


「はっ」


　騎士がそう命令すると、二人の兵士の手でジェレイドは馬車へと放り込まれた。


「ぐっ！」


　放り込まれた拍ひよう子しに頭をぶつけ、再びうめき声を上げる。


　それは馬車というより荷馬車だった。もちろん乗り心地など微み塵じんも考こう慮りよされておらず、床ゆかは硬かたく、転がされているだけでも体に痛みが走るほどだった。


　──まあ、歩かされないだけマシというべきでしょうか。


　自分を慰なぐさめるようにそう思い込む。


「騎士さま」と、この村の長の声が聞こえた。「何なに卒とぞ侯爵さまには私どものことをよろしくお伝えくださいますようお願いいたします。我々もここのところ大変生活が厳しく……」


「さて、それはどうかな。私のような一いつ介かいの騎士に、そのような権限はないからなあ」


　荷馬車に転がされているジェレイドに表情は見えないが、あの騎士にはさぞかしいやらしい笑みが浮うかんでいることだろう。


　騎士の言葉の意味するところを即そく座ざに読み取ったのか、フリード村の長は声を潜ひそめた。


「心得ております。この場には近きん隣りんの村々の長が集つどっており、もし税が軽減されましたら安くなった分の半分は騎士さまに差し上げることで合意しておりますので」


「そうかそうか。では考えてみるとするか」


　それは恐らく、このボルネリア領のあちこちで毎日のように行われているであろう愚ぐ劣れつな会話だった。もはや嘲あざ笑わらう気にもなれない。


「よし、では出発だ」


　こうしてジェレイドは、芋虫のような状態のまま、フリード村を離はなれることとなる。
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　フリード村を出て一刻（約十五分）ほどが経過した。


　騎士たちは、ジェレイドを乗せた馬車を中心に二列横隊を組んで道を進んでいた。


　事態が一変したのは、見通しの悪い森の中へ入ったときのことである。


　その声は、唐とう突とつに響ひびき渡わたった。


「今だ、放てぇ！」


　右手の森の中から、一いつ斉せいに矢が放たれたのだ。


　完全な不意打ちだった。まさかこんなところで襲おそわれるなどとは誰だれも思っていなかったのだろう、悲鳴とともになすすべもなく兵士たちが倒れていく。


「な、なんだ!?　敵てき襲しゆうか!?」


　騎士の驚おどろきに応えるように、大声が響き渡った。


「我々はフリード村の者だ！　臆おく病びよう者の村長たちの意見が俺たちの総意などとは思わないでもらおう！　我らの希望は──ジェレイドの身み柄がらは、返してもらうぞ！」


　同時に、森の茂しげみの中から次々と武装した兵士たちが飛び出してくるのがジェレイドにも荷馬車ごしに見えた。


「くそっ！　迎え撃うて、ジェレイドを奪うばわれてはならん！」


　騎士たちは必死に応戦しようとするが、状じよう況きようが悪過ぎた。兵の過半は最初の不意打ちによって何らかの傷を受けており、その上、隊列を整える間も与えられなかったのだ。まばたきを十度するほどの間に、次々と討ち取られていく。


「だ、駄だ目めです！　数が違ちがい過ぎます！」


「畜ちく生しよう！　やむを得ん、突つっ切るぞ！　俺に続け！」


　もはや敵かなわないと思ったのか、騎士の乗る馬がその速度を上げ、生き残った兵士たちがそれに続く。


　ジェレイドの乗せられた馬車もまた、速度を上げようと御ぎよ者しやが鞭むちを振ふり上げた。


　だが、その鞭が振り下ろされることはなかった。御者のこめかみに、矢が突き立てられたためである。


「よう、生きてたか？」


　やがて馬車が止められると、聞き知った声がかけられる。


　ジェレイドの視界に入ってきたのは、幼なじみでもあるマシューの精せい悍かんな体だった。


「ええ、どうにか」


　マシューの手で、体の縛いましめを解いてもらう。


　身を起こしたジェレイドが見たものは、敵兵が命からがら逃にげ散っていく光景だった。


「ふう。どうやら、うまくいったようですね」
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　オリビアは、ジェレイドが助け出されるその光景をじっと見つめていた。


「まさか、ここまで考えて手を打っていたなんて……」


　騎士たちに襲い掛かかったのは、フリード村の住人を名乗ってはいたが、その実反乱軍の兵士たちだった。


　この結果、拠きよ点てんに逃げ帰った騎士たちは、上役にこう報告するだろう。フリード村にて農民たちが自分たちに逆らったと。


　そうなればフリード村の人々は追い詰つめられる。弁明の機会ぐらい与あたえられるかもしれないが、罰ばつとしてさらなる税の支し払はらいでも強いられることは間違いない。


　しかし、この郡に住む農民たちにはもう余よ裕ゆうはない。生き延びたければ道はただ一つ、反乱軍に加わることしかないのだ。


　彼らを追い込んだジェレイドの悪あく辣らつさには呆れるところもあるが、ジェレイドを犠ぎ牲せいにして自分たちだけ助かろうとした村人たちに同情する気にもなれない。


　それに、この行動の結果によってより多くの人々が救われることになれば、ジェレイドは英えい雄ゆうとして称たたえられるようになるだろう。そして──オリビアは、それを助けることのできる立場にあるのだ。


「……いいわ。父の人形でいるより、よっぽど楽しそうじゃない」


　どうやら、当分の間ジェレイドの傍を離れる必要はなさそうだった。
















　間章　四　オリビアとジェレイド　後編
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　その日、オリビアの姿はベールセール王国北部最大の街、オルガスタにあった。


　彼女自身の目で見てきたジェレイド率いる反乱軍の実態を、豪ごう商しようの父ラリアルドに報告するためである。


「それでどうだったのだ、オリビア。ジェレイドとやらの為ひと人となりは」


「やはり並の農民ではないようです」


　答えるオリビアの口調は、どこか楽しそうな響きさえあった。


「ボルネリア領北東部のミカルディ郡をほぼ支配下に置いたジェレイドは、さらに隣となりのレイムス郡の農民を味方に引き入れるべく、ごく少数の供を連れて説得に赴おもむきました。ちょうどその頃ころ、フリードという村で近隣の村長たちが集まって今後どうするかという話し合いが行われていることが分かったため、ジェレイドはそこへ乗り込んだのです。しかしレイムス郡の農民たちは領主ボルネリア侯こうを恐おそれ、ジェレイドに協力するどころか逆に彼を捕とらえて差し出すことで保身に走ろうとしたのです」


「なるほど、ありそうなことだ。それで？　ジェレイドはどうしたのだ？」


「驚くことに、ジェレイドはあらかじめレイムス郡の農民たちが自分を捕らえ、領主に差し出すという事態を想定していたようなのです。そしてそれに対たい抗こうするため、あらかじめ部下を派は遣けんしていたのです。もし自身が捕つかまるようなことがあれば、いつでも救い出せるようにと。その準備が功を奏し、ジェレイドは領主の元へ移送されているところを部下によって救出されました。その後自由を取り戻もどしたジェレイドは、あらためて人々の前に姿を現し、再び説得したのです」


「一度は自分を裏切った相手を説得したというのか」


　ラリアルドはほとんど呻うめくように言った。


「これは重要なことだ。そのときのことを詳くわしく教えてもらおうか」


「はい。わたしの見たことを、すべてご報告いたします──」





　　　　　２





　ボルネリア侯の元へと移送されたはずのジェレイドがフリード村に再び姿を現したことは、当然のように村人たちを震しん撼かんさせた。


「馬ば鹿かな……！　なんでおまえがここにいる!?」


「そうだ、確かに連れて行かれたはずなのに……！」


　あまりにも予想通りな反応に、ジェレイドは苦笑を隠かくせなかった。


「まあ色々あってどうにか助かりましてね。それより、どうやら集まっていた村長のみなさんもまだお帰りになられてはいないご様子。では集会の続きと参りましょうか」


　ジェレイド帰き還かんの一報は、瞬またたく間まに村中をかけ巡めぐった。


　そしてこの日会議のために訪れていた村長たちが慌あわててジェレイドの元へやってくる。


「なぜだ、ジェレイド。なぜ生きて戻ってこれたのだ？」


　彼らを代表して、このフリード村の長がまず当然の疑問を口にした。


「簡単なことです。僕はボルネリア侯と取引をすることにしたんですよ。彼の治世に協力し、あなた方から税を搾しぼり取る手伝いをすることと引き換かえに、これまでの罪を許してもらうという取引をね」


　そう言ったジェレイドは、すぐに苦笑する。少し驚かせてやろうと下手な冗じよう談だんを言ったつもりだったのだが、村人たちの表情を見る限り、冗談と受け取ってくれた者は皆かい無むのようだったからだ。この状況ではどんな下手な噓うそであっても容易に真実と受け取られてしまうだろう。


「すいません、今のは冗談ですよ。ご安心ください、今いま更さら僕たちとボルネリア侯が和解なんてできるわけがありませんから。もっとも、僕をボルネリア侯に引き渡したのはあなた方なんですからね、失望した僕がボルネリア侯の側についてあなた方に復ふく讐しゆうしに来るぐらいの覚かく悟ごはしておくべきだと思いますが」


　痛いところを突かれたのか、村人たちは神しん妙みような顔をして黙だまり込んだ。


「……質問に答えておらんぞ、ジェレイド。取引したのではないとしたら、なぜ逃げてこれたのだ？」


「簡単な話です。確かに僕はボルネリア侯に引き渡されそうになりました。しかし、あなた方も全員の意思が統一できていたわけではなかったんでしょうね。ボルネリア侯の元へ移送される途と中ちゆうで、この村の若者たちが僕を助けにきてくれたのです」


　村長はこの場にいない村人を確認しようとしたのか、周囲を見回した。そしてジェレイドの言葉がまた噓だと気付き、声を荒あらげる。


「馬鹿な！　おまえが連れ出されている間に、この村を出た者などいなかったはずだぞ！」


「そうでしょうね、失礼、言い間違えました。正確には、フリード村の者だと名乗った僕の部下が、僕を助け出してくれたんです」


「な、なに……!?」


「分かりますか？　つまり、僕はあなた方が僕を捕らえて領主に差し出すのではという可能性を最初から考こう慮りよしていたんです。それに備え、部下たちをあらかじめこの近辺に潜ひそませておいたんですよ。あたかも地元の農民であるかのように偽ぎ装そうしてね。これであの騎き士したちは、今いま頃ごろあなた方が裏切ったと上役に報告していることでしょう」


「貴様……！　まさか最初からそのつもりだったのか!?　我らを陥おとしいれるつもりでわざと捕まったというのか！」


「さて、なんのことでしょう」


　ジェレイドは見せ付けるように肩かたをすくめてみせた。


「どうかお忘れなきよう。このような状況になったきっかけを作ったのは僕ではありません、あなた方なのです。僕はどんな事が起きようと生きて帰れるよう様々な手を打っておいたというだけの話。そしてあなた方が僕をボルネリア侯に引き渡わたそうとしたがゆえに、僕は用意していた手の一つを使った。ただそれだけのことです。何度でも言います、最終的にこんな方法を僕に取らせたのは、あなた方なんですよ」


　最初、村人たちは黙り込んだ。しかしすぐに怒ど声せいが上がり始める。


「こ、これで俺たちはおしまいだ！　今度こそ重い税をかけられて全員飢うえ死じにだ！」


「いや、それどころか反乱に加担したと思われるかもしれん……！」


「そうなりゃ全員皆みな殺ごろしだぞ！　ど、どうしてくれるんだ、この疫やく病びよう神がみめ！」


　囂ごう々ごうたる非難を受けたジェレイドは、すました顔で眼め鏡がねをかけ直した。


「同じ言葉をあなた方にお返ししましょう。僕は僕の権利を行使したまでのこと。たとえばあなた方は自分たちが生き延びるため、まずは少女たちを犠牲にしようとした。次には僕を犠牲にしようとした。そして僕は僕が生き延びるべく、あなた方を利用した。お互たがい、やっていることは同じです。疫病神呼ばわりされるのは心外ですし、それはあなた方自身を蔑さげすむことになりますよ」


　いよいよぐうの音ねも出なくなったのだろう。誰だれもが居い心ごこ地ち悪そうに口を閉ざす。


　すべてはジェレイドの狙ねらい通りであった。まずは村人たちに自分たちがどれほど卑ひ劣れつなことをやっていたのかを自覚させる。そしてその上で、あらためて彼らを説得するのだ。共に起たつべしと。それしか道はないのだと。


「さて、皆みなさん。このままでは領主に目を付けられたあなた方の状況がさらに逼ひつ迫ぱくしたものとなることは間違いないでしょう。ですが、僕はあなた方が困こん窮きゆうするのを黙って見過ごすつもりはありません。それどころか、あなたたちが救われる唯ゆい一いつの道を提示するつもりです」


　小さな生気の灯ともし火びを宿した村人たちの視線がジェレイドに集まった。


「そんな道があるというのか？　一体我々にどうしろというのだ、ジェレイド」


「決まっているでしょう。ボルネリア侯に反旗を翻ひるがえすのです。それこそが僕たちが救われる唯一にして無二の道ですよ」


「む、無理だ！　無理に決まってる！」


　即そく座ざに上がった声は、反対の意を告げるものだった。


「ボルネリア侯には何百人もの騎士が付いてるんだ！　兵の数も何千といる！　おまえたち反乱軍なんて千人もいねえんだろう!?」


「そうだ、大体俺たちは鍬くわや鋤すきしか持ったことがねえんだぞ！　そんな俺たちが今更反乱に加わったところで、ボルネリア侯なんかに勝てるわけがねえ！」


　次々と上がる声に、ジェレイドは何も応えなかった。


　まずは言いたいことを一通り言わせるためである。どうせ内容は大差ない。反乱を起こすことがいかに無む謀ぼうかを訴うつたえたいだけだ。


　やがて一通りの意見──あるいは文句、苦情──を言い終えたのか、ようやく農民たちの間から上がる声が小さくなっていく。


　それを待ってジェレイドはようやく応じた。


「なるほど、確かにボルネリア侯は数千からなる私兵を有しています。しかし、考えてもみてください。多くの兵力を維い持じするにはたくさんの食べ物が必要です。たとえば五千人の兵士が一日二個のパンを食べるとすれば、一日で一万個、十日で十万個というとんでもない数が必要になります。給金だって必要です。同じように一日に銅貨を十枚払はらったとすれば、十日で必要な銅貨の数は五十万にもなるわけです」


　数学が得意な農民など滅めつ多たにいない。いささか理解しがたい話をされて、一いつ瞬しゆん農民たちは毒気すら抜ぬかれたように黙り込んだ。


　やがて、村長の一人が聞き返す。


「それがどうした？　一体何が言いたいのだ？」


「難しい話ではありません。一つだけあなた方に考えて欲しいのです。数千もの兵士を養うために必要な大量のパンやお金を出しているのは、一体誰かということをね」


「そ、そりゃあ侯こう爵しやくさまだろうが」


「なるほど、確かに直接兵士たちを雇やとっているのは侯爵閣下です。では侯爵さまが自分で何万、何十万ものパンやお金を作っているということでしょうか？」


「ひ、一人でそんなに作れるわけがないだろうが」


「ええ、仰おつしやる通り。ですが実際にボルネリア侯は数千の兵士を養っています。では、その兵士たちに食わせているパンや財貨を実際に提供しているのは誰でしょう？」


　言わずとも分かっていた。彼ら農民である。


「もうお分かりでしょう。確かにボルネリア侯の持つ力は強大です。ですが、なぜその強さを誇ほこっていられるかといえば、僕たち農民が馬車馬のように働き、その成果のほとんどをボルネリア侯が奪うばい取っているからなんですよ」


　少しずつ農民たちの表情に変化が現れ始めていた。今や反感よりも興味を伴ともなってジェレイドの言葉に耳を傾かたむけている。


「では、ここでこう考えてみましょう。もしこのボルネリア領に存在するすべての農民たちが、一いつ斉せいに反旗を翻したらどうなるでしょうか？　ボルネリア侯はたちまち強大な私兵を養うだけの力を失うのです。食べ物も給金も払わなくなった主に従う兵士なんていませんからね。それどころか逆に、今度は僕たちが数千からなる兵士を養うだけの余よ裕ゆうを持つことができるわけですよ。こうなればボルネリア侯なんて物の数ではありません」


「だが、おまえたち反乱軍もミカルディ郡の農民を味方にしてるだけじゃないか。仮に俺たちがそこに加わったとして、ボルネリア侯はまだ五個の郡を支配してることになる。それで勝てるとは思えん」


「ええ、もちろんです。ですが、残りの郡すべてが僕たちの敵になるとは限りませんよ。あなた方さえ僕たちに協力してくれれば、残り五つの郡の人々は僕たちに味方してくれるようになるでしょうから」


「そ、そんな根こん拠きよがどこにある!?」


「根拠はあります。ボルネリア侯は七つの郡から得られる収入によって強力な私兵を養っています。これは逆に言えば、ボルネリア侯は七つの郡がなければ強力な私兵が養えないということになります」


　ここで考える時間を与あたえるため、ジェレイドは眼鏡をかけ直して間を取った。


「たとえば五千の私兵を養うのに百万のパンが必要だとします。それを今までは七つの郡から徴ちよう収しゆうしていました。一つの郡はそれぞれ十四万個ずつパンを出せばいい。しかし、ここから僕たち二つの郡が抜ければ、百万のパンを五つの郡で出さなければいけません。一つの郡が出さなければいけないパンの数は二十万個。つまり、税率を一・四倍にしなければなりません。今でさえ多大な負担を強いられている人々が、そんな大増税に耐たえられるわけがありません。そうなれば彼らもまた反乱という道を選ぶしかなくなるのです」


　反乱に加わらないならば、反乱を起こさざるを得ない道へと追い込む。苛か烈れつなまでのジェレイドの言葉に、人々は声を失った。


「確かに、ボルネリア侯の勢力はまだまだ侮あなどれません。しかし仮にあなた方が僕たちと共に戦ってくれることになれば、ボルネリア侯もいよいよ軽視できなくなる規模になります。それに、僕たちがそうであるように、ボルネリア侯は今やすべての農民たちに嫌きらわれています。もし僕たちでもボルネリア侯と対等に戦えるということを示すことさえできれば、残った農民たちもまた反旗を翻し、共に戦ってくれるようになるはずです」


「……本当に勝てると思っているのか、あの大貴族に」


「もちろんです。現に僕たちはそうして来ました。ボルネリア侯が送り込んできた軍勢と何度となく戦い、そして勝ってきたのです。最後に、僕がいろんな人々に言ってきた言葉をあなた方にもお贈おくりしましょう。いいですか？　今のボルネリア侯が僕たちの領主である限り、僕たちの未来に希望は持てません。たとえ今年は何らかの手で生き延びられたとして、来年は一体どうなると思いますか。その次は？　この将来への不安を取り除きたければ、手段は一つしかないのです。すなわち、ボルネリア侯を倒たおすことです。お願いです、どうか僕たちに協力してください。他ほかならぬあなたたちの未来のために」
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「……以上がわたしが見てきたすべてです。こうしてジェレイドは、レイムス郡の農民たちを味方に付けることに成功したのです」


「…………」


　オリビアの報告を聞き終えた父は、大きな衝しよう撃げきを受けたように沈ちん黙もくしていた。


　その表情に浮うかんでいる感情は、感心というより恐おそれに近いようにも見える。父はこのベールセール王国北部最大の街、オルガスタの中でも指折りの豪ごう商しようとされるのだ。その父がこんな表情をしているところなど見たことがなかった。


「なるほど。ジェレイドか。さすがにここまで戦い抜いてきただけのことはあるというべきだろうな」


「はい、ただ者ではありません。充じゆう分ぶんに投資する価値はあるかと思います。よろしければ父上、わたしは引き続き反乱軍の監かん視しを行って参りますが」


　それは父のご機き嫌げん取とりのつもりで言い出したのではなく、オリビアの本心だった。ジェレイドが今後何をなすのかを見届けるということに、本心から興味があったのだ。


　本当に、物語のような話なのだ。一いつ介かいの農民があれほど多くの人々をとりまとめ、貴族に戦いを挑いどむなどと。そのジェレイドを傍そばで見ていられることは、その手伝いをできることは、なんともいえない期待感のようなものがあった。


　だが、父の言葉は意外なものだった。


「いや。もうジェレイドの監視をする必要はない」


「え……？　と、いいますと？」


「状況が変わった。ジェレイドは暗殺する」


「…………！」


　父の言葉はあまりにも予想外だった。木き槌づちで心臓を殴なぐられたような衝撃が走る。
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「ど、どういうことですか？　なぜ突とつ然ぜん暗殺などと……！　父上はジェレイドの起こした反乱を利用して一ひと儲もうけなさるおつもりではなかったのですか!?」


「ああ、確かに最初はそのつもりだった。しかし話を聞いて考えが変わった。いいかオリビア。以前にも話したと思うが、今やどこの貴族も堕だ落らくが著しく、ボルネリア領のような反乱はどこで起こってもおかしくない状況にある」


「はい、もちろん覚えています」


「ジェレイドがもう少し無能な人物であればよかった。しかし話を聞いている限り、ジェレイドは人心を操る術すべを知り尽つくしているようではないか。そんな人物を生かしておくのはあまりに危険だ。このまま反乱軍が大きくなれば、私の手だけで制せい御ぎよすることは難しくなる。そうなれば投資だのなんだのと言っておれん」


「だ、だからその前にジェレイドを暗殺するというのですか？　父上、いくらなんでもそれは──」


　オリビアはなおも言い募つのろうとしたが、唇くちびるを歪ゆがめた父の顔を見て、口を濁にごす。それは父が不快感を抱いだいているときの動作だったためだ。


「オリビア。私がおまえに求めているものはなんだ？」


「そ、それは……」


　答えざるを得なかった。普ふ通つうの親子ならば、絶対に不必要であろうその単語を。


「忠誠、です……」


「ならば言わずとも分かるだろう。私はおまえの意見を求めているわけではない、ただ私に従い尽くすことを求めているのだ。ジェレイドの暗殺は決定事じ項こうだ、おまえは粛しゆく々しゆくと従えばいい。これはすでに部下を通じてボルネリア侯にも打だ診しんしてあることなのだからな」


「ボルネリア侯に……!?」


　父の周しゆう到とうさに舌を巻く。ジェレイドに対する調査をする一方で、その首に賞金をかける方法まで模も索さくしていたとは。


　確かにボルネリア侯は今やこの国でも有数の資産家となっており、しかもかなりの浪ろう費ひ癖ぐせがあるとも聞いている。ジェレイドの首を差し出せば覚えがよくなることは間ま違ちがいなく、たとえばボルネリア侯御ご用よう達たしの商人にでもなれれば並々ならぬ利益を得られるだろう。制御しきれるか分からない反乱に投資するよりは、よほど安全かもしれない。


　だが、なぜボルネリア侯が莫ばく大だいな財産を持つことが出来たかといえば、それは領民から長年に亘わたって搾さく取しゆを続けてきた結果だからだ。そんな領主に協力するようなことが正しいとは到とう底てい思えない。


　しかし、これ以上父に逆らうことはできなかった。父が実の子に求めているものは、愛情でも敬愛でもなく、ただ忠誠である。父が一度こうと決めた以上、その決断にはいかなる理由があろうと従う義務がある。逆らうことはできない。


　もちろん口くち惜おしくはある。できることならば、ジェレイドの行く末をもう少し見ていたかったと心底思う。だが、それももう無理だろう。ジェレイドたちが生きるために反乱を起こしたように、自分が生き延びるためには父に忠誠心を示さなければならないのだ。


「……分かりました。それではどうぞ父上のお好きになさってください」


　必死に自分を抑おさえ、感情を込めずに言う。


　今日ばかりはこれ以上父の顔を見ていたくなかった。そのまま一礼して父の元を去る。
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　久しぶりに自室に戻もどったオリビアは、倒れこむようにベッドに横になった。


「はあ……」


　頭をよぎるのは父と、そしてジェレイドのことである。


　常ならば尊敬すべき父ラリアルド。扱あつかう商品は日用品から攻こう城じよう兵器まで多た岐きにわたり、何百という商人を抱かかえ、何十という隊商を動かす大商人。その経済力は並の貴族をはるかに超こえ、各国の有力者にも通じている。何より凄すさまじいのは、それだけの財力を父は一代で築き上げたということだ。


　父にはそれだけの才覚がある。その子である自分たちは、父の役に立つための技能を教え込まれ、そして父の決断に従って行動することだけが是ぜとされてきたのだ。


　その父がジェレイドの暗殺を決断したのだ。となれば、父の子としてなすべきは一つだけ──のはずなのだ。


　だが、今回だけは素直に承服できなかった。


　自分を右みぎ腕うでにと欲してくれたジェレイド。その命を奪えば、一人の卓たく越えつした能力によって統率されている反乱軍もあっという間に瓦が解かいするだろう。


「オリビア」


　不意の来客だった。


　ノックの一つもなくオリビアの私室へと踏ふみ込んできたのは、何人いるかも定かではない兄弟の一人だった。


「ディドル兄さん……？　何の用？」


　オリビアの口調が自然冷たくなった。ディドルという名のその兄は、かなり気性が荒あらく、オリビアが苦手としている兄弟の一人であったためだ。


「ジェレイドのことは親おや父じから聞いた。その暗殺を頼たのまれてな」


　それで事情を察した。


　ディドルは度胸があり、暗殺や悪評を流すといった裏仕事を得意とし、それゆえに父の覚えもいいのだ。この兄に暗殺が任されるのは当然というべきかもしれない。


「そう。それじゃあ頑がん張ばって」


　顔も見ず、義務的に言う。


「何を言ってるんだオリビア。おまえにもジェレイドを暗殺する手伝いをしてもらうからな」


「え……！」


　オリビアの顔が蒼そう白はくになる。


「に、兄さんこそ何を言うの？　女のわたしにそんなこと出来るはずないじゃない！」


「女の身だからいいんだろうが。聞いたところによれば、ジェレイドはおまえを右腕に欲するほど信しん頼らいしているんだろう？　ならジェレイドを人ひと気けのないところに連れ出して気を引くぐらいのことはできるだろう。そうすれば後は俺が殺ってやる」


　確かに、今の自分ならジェレイドをどこかに連れ出すぐらいのことはできるだろう。


　ただ、ジェレイドの命はもう諦あきらめる他ないとしても、オリビアにはもう一つどうしても聞いておかなければならない疑問があった。


「……待って。待ってよ、兄さん。それ、父さんの命令なの？」


　かろうじて、それだけを尋たずねる。


「当たり前だろうが。大体、ジェレイド暗殺を決めたのは親父だろう」


　オリビアの受けた衝撃は大きかった。


　仮に兄の言う通りにしてジェレイドを暗殺できたとなれば、一体どうなるか。


　間違いなく自分はジェレイドの部下に狙ねらわれ、万が一捕つかまるようなことになれば報復のために八やつ裂ざきにされるだろう。生せい還かんの望みが薄うすい、危険の大きな仕事である。


　しかし、他ならぬ父がそれをやれという。父にとって、自分はその程度の娘むすめだったのかという、出来れば聞きたくはなかったその事実をとうとう突つきつけられた格好だった。


「……分かったわ。好きにすればいいじゃない」


　もう何もかもがどうでもよくなってくる。オリビアはまるで人形のような抑よく揚ようのない声で答えた。


「ふん、分かったならいい。だが仕事はしっかりこなせよ。ただでさえおまえは親父の覚えが悪いんだ、手て柄がらを上げるこれほどの好機はもうないと思え」


「…………」


　何を言われようと、耐たえる以外に方法はなかった。


　結局のところ、オリビアには何もないのだ。ジェレイドたちが日々の生活を守るために反乱を起こしたように、オリビアも生きていくためには絶対に父の庇ひ護ごが必要だった。


　もちろん商人として食っていけるぐらいの知識と経験はある。だが父は豪商として知られており、その権力は貴族並みだ。商人の一人や二人、潰つぶすのは簡単なのだ。父に捨てられれば、もはや生きていく道はないのだ。


　あるいは嫁よめ入いりの一つもできていればよかったのかもしれないが、異性との恋れん愛あいなんて未いまだに興味を持てないし、そもそもこんな無骨な眼め鏡がねをかけたやせっぽちの体では声をかけてくれる男もいない。


　生き延びるためには、やるしかなかった。ジェレイド暗殺の手伝いを。
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「ジェレイドさま。ただいま戻りました」


　数日の旅路を経て、再びオリビアがジェレイドの元へ戻ったとき。


　ジェレイドは、どこかへ出かけようとしているところだった。


「ああ、これはイベリア。無事なお帰りのようで何よりです」


　イベリア。その偽ぎ名めいで呼ばれる度、オリビアは良心の呵か責しやくに苛さいなまれた。ジェレイドは自分を右腕にと欲してくれたほどなのに、未だに本当の名前一つ名乗れないとは。


「あの、どこかへお出かけに？」


「ええ。実はこの近くに興味深い人材がいると伺うかがいましてね。せっかくですから登用できないものかと思いまして」


「はあ」


　ジェレイドに人材不足という悩なやみがあることは、前から知っていた。その悩みが解消できる人材が見つかったのなら、いてもたってもいられないだろう。


「ではすいません、そういうわけですのでまた後ほど」


「それは構いませんが……ひょっとしてお一人で行くつもりなのですか？」


「ええ、村はずれへ行くだけですから。いちいち〈風の戦いくさ乙おと女め〉を連れていくようなことをすれば、彼女の威い厳げんにかかわりますしね」


「そう……ですか。ではせめてわたしだけでも付いて行ってよろしいでしょうか。供が一人ぐらいいなければ格好がつかないと思いますし……」


「確かにそうですね。女性一人連れてるぐらいでしたら向こうも警けい戒かいすることはないでしょうし。ではお願いできますか？」


「はい」


　こうして無表情を装いジェレイドの後に続いたオリビアだったが、内心では動どう揺ようを隠かくすのに必死だった。


　ジェレイドと二人きりになる機会がこうも早くやってきたのだ。このことは近くに潜ひそんでいるはずの兄もすぐ気付くだろう。後は人気のないところへ連れ出してほんの少し注意を引けば、兄がすべてやってくれるに違ちがいない。
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「それで、どこに向かうのでしょうか？」


　道すがら、オリビアは尋たずねた。


「この村の外れです。聞いたところによれば、ベルハルトという方が住んでいるそうでして」


「ベルハルト……ですか。どういった人物なのでしょう？」


「ボルネリア侯こうに仕えていた騎き士しだそうです。今は引退して隠いん居きよ生活を送ってるそうですが」


　引退した軍人ならば確かに即そく戦せん力りよくとなるだろう。それにボルネリア侯の言動・施し政せいを嫌きらって多くの有能な士が主を見限り野に下ったという話も聞いたことがある。ベルハルトがその一人なのだとすれば、勧かん誘ゆうもたやすいかもしれない。


　やがて二人は村を出た。周囲を取り囲む麦畑を少し進むと、一いつ軒けんの家が見えてくる。元騎士が住んでいるにしてはいささか質素な木造の家だ。


「あれですね、きっと」


「…………」


　オリビアは相あい槌づち一つ打てなかった。もっと他に気になることがあったからだ。


　この近辺に人ひと影かげはなく、また麦畑にはいくらでも隠れるところがあった。兄のことだ、この機を逃のがすとは思えない。間違いなく近くに潜んでいるだろう。いつ襲おそわれてもまったく不思議ではない状じよう況きようなのだ。


「どうしました？　イベリア」


　何度も後ろを振ふり返っていたせいだろう、騎士の住むという家を前にして、ジェレイドがいぶかしむ。


「あ、いえ、なんでもありません」


　幸いというべきなのか、このときは兄が襲ってくる様子はなかった。あるいは通る道が分かっているという点で有利な帰り道で待ち伏ぶせるつもりなのかもしれないが。


　ジェレイドは家の戸を叩たたいた。


「どちら様かな」


　ややあって、野太い声が返ってくる。


「僕の名はジェレイドと申します。よろしければ少しお話をする時間を頂けないでしょうか」


「…………」


　意外なことに、扉とびらはすんなり開いた。そして、なるほど騎士であると思わせる大きな体をした中年の男が姿を現す。


　ただ、引退したというわりには年ねん齢れいがかなり若い。恐おそらくまだ四十代半ばにも達していないのではないだろうか。騎士としてはまだ働き盛りのはずだ。


「お目通りが叶かないましたこと、感謝します」ジェレイドは頭を下げた。「あらためまして自己紹しよう介かいいたします。ミカルディ郡オーセル村の長を務めておりますジェレイドと申します。今は反乱軍の指導者と名乗った方が通りがいいようですけどね。それからこちらは供のイベリアです」


　ジェレイドの紹介を受け、オリビアは小さく頭を下げた。


「話には聞いている。この辺りの農民たちを説き伏せ、反乱軍に加わらせたそうだな」


「ええ、一応そうなってますね」


「この時世に貴族に戦いを挑いどんだ男がどんな人物なのか、一度見てみたいと思っていたところだ。立ち話もなんだ、とりあえず入ってくれ」


「それはどうも」


　家に入る。男の一人暮らしゆえだろう、なんとも殺風景な部屋だった。


　やがて三人はテーブルに着くと、ベルハルトが話を切り出した。


「それで、その反乱軍の統率者が私に一体何の用なのだ？」


「あなたの力を貸して頂きたいのです。ベルハルト卿きよう」


「…………」


　ベルハルトと呼ばれた騎士は、最初何も答えなかった。


「その敬けい称しようを付けて呼ばれるのは久しぶりだな」


　ややあって、それだけを口にする。


「話は聞いています。元はボルネリア侯に仕える騎士だったそうですね。しかし引退され、今は隠居生活を送っておられるとか。すでにお聞きき及およびかもしれませんが、この郡に住む多くの農民たちは、僕たち反乱軍に力を貸してくれることになりました。これで僕は多分二千人近い兵士を統率できる立場となると思うんですが、いかんせん将と呼べる人が少ないのです。そこで、あなたに助力をお願いしたいのです」


「私はまともに剣けんを握にぎらなくなってから一年は経たつ。そんな私に協力できることなど、たかが知れていると思うが」


「騎士は、個人で戦う術と、兵を率いて戦う術とを学んでいると聞きます。僕があなたに期待しているのは後者の方です。見ての通り僕は最前線に立って兵を導けるような体ではありません。部下の中にはそういった者もいるんですが、平時にあっては兵を調練し、戦時にあっては戦況を見極め臨機応変に僕の命令を実行する、それだけのことができる人はそうはいません。ですが長年騎士としてボルネリア侯に仕えたあなたであれば、そういったこともできると思いましてね」


「なるほど、用向きは分かった。だがやはり期待には応えられん」


「なぜでしょう？」


　ジェレイドはまるで断られることが分かってたかのように、さしたる落らく胆たんも見せず問い返した。


「私も元はボルネリア侯に忠誠を誓ちかい、その禄ろくを食はんでいた身だからだ。主に刃やいばを向けるようなことなどできるわけがなかろう」


　もっともな答えだった。騎士として、これほどの模も範はん解答はないだろう。
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　しかし、ジェレイドは相変わらず落胆する様子も見せない。


「では僕からも一つだけ質問させてください。見たところ、あなたはまだまだ若い。騎士としてまだ充じゆう分ぶん現役を続けられたはずです。にもかかわらず、なぜ主の元を離はなれたのですか？」


「……別に大した理由はない。私ではこれ以上ボルネリア侯のお力になれぬと、そう思ったからだ」


「それはつまり、ボルネリア侯がいたずらに領民を迫はく害がいすることに協力できなくなったからということではないのですか？」


「…………」


　この場合、沈ちん黙もくは肯こう定ていだった。


「仮におまえの言う通りだったとしても、私の答えは変わらぬ。私は先代のボルネリア侯より二十年に亘わたって忠を尽つくしてきたのだ。その歩みを否定するようなことはできぬ」


「失礼ながらベルハルト卿、それは誤りです。もし本気でそう思っているのならあなたは不忠義者というべきです。それどころか、騎士の風上にもおけない卑ひ怯きよう者ですよ」


「なんだと？」


　ジェレイドの言は横で聞いているオリビアでさえ息を呑のむような痛つう烈れつなものだった。当然のように、ベルハルトの目つきと口調に怒ど気きがこもる。


「ジェレイド。私の騎士としての歩みを侮ぶ辱じよくするようなことは、さすがに許容できぬぞ」


「では僕の意見を申し上げましょう。あなたはボルネリア侯に忠実たらんとしている。ですが、そもそも忠誠とは一体なんですか？　主の望みをすべてかなえてやること、それが忠誠だとでもお思いですか？」


　その言葉に衝しよう撃げきを受けたのは、他ほかならぬオリビアだった。忠誠とは主のために尽くすことである。だがジェレイドには、何か別の考えがあるらしい。


「……どういうことだ？　何が言いたい？」


　オリビアの疑問を代弁するかのように、ベルハルトが問い詰つめる。


「ボルネリア侯の治世がどんなものかをあなたは知っているはずです。領民たちは不当に高い税の支し払はらいを強要され、子供は腹を空すかし、母は赤子に与あたえる乳にすら困る始末。このままボルネリア侯が誰だれの咎とがめも受けることなく子供のように振る舞まい続ければ、多くの無用な死者を出すことになるでしょう。そうなればボルネリア領全体の経済・人の流れが衰おとろえ、結果的にボルネリア侯のためにもなりません。このようなとき、真に主に忠実な家臣とは、騎士とはどのような行いをすべきでしょうか？　僕はこう思います。たとえ忠誠を誓った主であろうと間違っていることをしていれば、命を懸かけてでもその行いを正す。それこそが真の忠臣であると」


「…………！」


　その言葉に、ベルハルトは衝撃を受けたようだった。彼だけではない、もっとも強い衝撃を受けていたのは、オリビア自身だった。


　主が道を誤れば、その行いを正すことこそが真の忠臣。


　オリビアにとっての主とは父である。その父は、今何をしようとしているのか。そしてその父に、自分はこれまで何をしてきたのか。ただ父から見捨てられることだけを恐れ、何も言えなかった。父の言に従うことが正しいことだと思っていた。だが、それこそが誤りだったとしたら？


「失礼を承知で申し上げます、ベルハルト卿。騎士の誇ほこりは持たざる者のためにあると聞いています。そして今、あなたの周りにいる多くの持たざる人々は餓が死しの恐きよう怖ふに怯おびえているのです。その持たざる者のために、あなたは一体何をしてるのです？　あなたはボルネリア侯こうへの忠義を果たすという建前を作ってただ現実から目を逸そらしているだけです。それゆえに申し上げたのです、あなたは不忠義な卑怯者だと」


　ベルハルトは答えられなかった。先ほどの怒気はどこへ行ったのか、意い気き消しよう沈ちんしているようにさえ見える。


「……そうか、ようやく分かった。ボルネリア侯を倒たおすためではなく、正すために私の力を貸せというのだな」


「そうです。それならばあなたも僕に力を貸せるはず。いや、貸さなければならないはずです」


「…………」


　ベルハルトは沈黙した。


　ジェレイドの言葉に反論一つしない。


　いや、それも無理からぬことだと思える。あのような論法をされては、逆らえるはずもない。騎き士し道どうに殉じゆんじているならばなおさらだ。


「……一つだけ確約してもらいたい。反乱軍を率いてボルネリア侯に戦いを挑む。それはやむを得まい。だが、たとえ最終的にボルネリア侯を捕とらえることができたとしても、絶対にそのお命を奪うばうようなことはしないと約束してもらいたい」


「それは容易にはお約束できませんね」


「なぜだ？」


「もしボルネリア侯が心を入れ替かえ、正しい施し政せいを行ってくれるというのであれば、もちろん彼の命を奪う必要などありません。ですが、これまでと同じような政まつりごとが続くというのであれば、僕たちは僕たちの命を守るために、ボルネリア侯の命を奪わねばならないからです」


「確かに、その通りだ」


　不承不承、ベルハルトは頷うなずかざるを得ない様子だった。


「ですが、それではあなたが納得できないでしょう。そこでこうしませんか。もしボルネリア侯を捕らえることができたとしても、あなたの同意がない限りその命を奪うようなことは決してしないと。ボルネリア侯があなたにとって忠誠に足る相手であったならば、彼の命を奪うことはしません。それでいかがでしょうか」


「……そう提案されれば、私の逃にげ道はなくなるな」


　短くそう述べたベルハルトは、姿勢を正した。


「ジェレイドとやら。いや、ジェレイドどの。どうやら貴き殿でんを見誤っていたようだ。反乱などという暴挙に及んだというからには、もっと暴力的な人物かと思っていたが……。まさかこれほどまでに理の通った説得をされるとはな。なるほど、この地の農民たちが貴殿らに協力することになった理由がよく分かった」


「恐きよう縮しゆくです。あなたのような方の褒ほめ言葉であれば、喜んで受け取りましょう」


「分かった、いいだろう。確かに今のボルネリア侯を作り出した責任の一いつ端たんは、我らボルネリア侯の家臣にあるといっても過言ではない。騎士道に殉じた身として、最後の義務を果たさせてもらうとしよう」


　それは、反乱軍にまた新たな力が加わった瞬しゆん間かんであった。


　あらためてオリビアは舌を巻いた。ジェレイドの口のうまさ、いや、交こう渉しよう力は並ではない。知り合いの商人の中にも、これほどなめらかに舌を動かせる者がいただろうか。


　この調子でどんどん心強い味方を増やしていけば、本当にやるかもしれない。貴族の打だ倒とうという快挙を。
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　戦の準備をするというベルハルトと別れ、オリビアはジェレイドと共に帰路についた。


　一方、オリビアはなおも迷っていた。真の忠誠とは何か。父は自らの利益のためにジェレイドを殺そうとしている。それを放置していいのかと。


　今ジェレイドが死ぬようなことになればどうなるか。少なくとも反乱軍はたちまちのうちに鎮ちん圧あつされるだろう。反乱に加わった多くの人々は王国法典にのっとり処しよ刑けいされ、そしてボルネリア侯の圧政は今後も続くだろう。それが正しいことだとは到とう底てい思えない。


　それに、父はジェレイドを放置することによって、反乱が他の地域にまで波は及きゆうすることを恐おそれていた。他の領地でも多くの農民が領主の圧政に苦しんでいるのは事実なのだ。恐らく父は、ジェレイドならばその農民たちを統合して一大勢力を築き上げることができるのではと考えたに違ちがいない。事実、ジェレイドはすでに貴族の私兵に何度も勝利を収めているし、そして武力だけではなく説得という手段を用いて多くの味方を作り出す術すべも知っている。


　何よりジェレイドの凄すごいところは、先を見通す力を持っていることだ。今も明らかにボルネリア侯という大貴族と戦って勝てるだけの計画を立てているようだし、それどころかボルネリア侯の背後に控ひかえているベールセール王国とさえ戦えるだけの計画を持っているようなのだ。


　オリビア自身には、別に反乱軍がどうなろうとどうでもいいという感情は確かにあった。だが、今ジェレイドを暗殺することが正しいかどうかと問われれば、絶対に間違っていると断言できる。間違っているのは父なのだ。


　オリビアはようやく結論を出すに到いたった。真に父の忠臣たろうとするのならば、父が犯そうとしている誤りを正すべきなのだ──と。


「ジェレイドさま」


「ん？　なんですか、イベリア？」


「お願いです、わたしはこれからとても変なことを言います。ですが、どうか信じて欲しいのです」


　我ながら無茶なことを言っているという自覚はあった。しかし他に説明のしようもない。


　そんなオリビアの言葉を、ジェレイドは笑うようなことはなかった。一瞬だけ怪け訝げんそうな表情をしたものの、すぐにいつも通りの生き真ま面じ目めな表情に戻もどる。


「……分かりました。あなたが何を言っても信じましょう」


「ありがとうございます。それでは──」


　オリビアは呼吸を整えた。


　そして叫さけぶ。それは父への恩返しとなるはずの第一歩でもあった。


「急いで村まで戻ってください！　ジェレイドさまのお命が狙ねらわれています！」


　ジェレイドはやはり噓うそをつかなかった。確かにこのとき、ジェレイドはオリビアの言葉を信じたのだ。


　だが、ジェレイドが取った行動はオリビアの予想していたものとは違った。ジェレイドは突とつ如じよとしてオリビアに覆おおい被かぶさるようにして地面に押おし倒したのである。





[image: ]


「きゃあ!?　なななな何をなさるのですか、ジェレイドさま！」


　思わずオリビアの顔が赤くなった。物心ついてからというもの、異性とこれほど体を密着させたことなどなかったし、もちろん押し倒されたことなどあるわけもない。


「何って、決まってるじゃないですか。この近くに僕の命を狙ってる人がいるんでしょう？　だったら男として僕があなたをかばわなくてはなりません」


「な、何を言ってるんですか！　逃げてください、わたしなら大だい丈じよう夫ぶですから！」


「あなたこそ馬ば鹿かなことを言わないでください。反乱軍の統率者は、自分の身代わりに女性を置いていくような卑怯者だ──なんて噂うわさが流れれば、誰も僕に付いてくれなくなってしまいますよ」


「そ、それはそうかもしれませんけど──」


　だが、自分の目的はジェレイドを守ることにあるのだ。これでは本末転倒である。


　茂しげみから黒装束に身を包んだ何者かが現れたのはこのときだった。


「ふん。一瞬焦あせったが、まあいいとするか」


　兄ディドルである。やはり機会をうかがっていたのだ。その右手には抜ぬき身の小しよう剣けんが光っている。


「お知り合いですか、イベリア？」


　これがどんな状じよう況きようなのか分かってるはずなのに、ジェレイドがのんきに尋たずねる。


「ジェレイドさま！　は、早く逃げてください！　あの男がジェレイドさまのお命を狙っているのです！」


　オリビアがそう叫ぶと、ディドルは不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを曲げた。


「オリビア、貴様本気で言っているのか？　なぜ俺や親おや父じを裏切るようなことをする？」


　普ふ段だんなら気性の荒あらい兄を前にすれば縮こまってしまうオリビアだったが、このときだけは違った。毅き然ぜんと言い返す。


「今ジェレイドさまを殺すのは間違ってるからよ、兄さん」


「何だと……!?　貴様、親父に逆らうつもりか!?」


「違うわ、逆らうつもりなんてない。ただ、父さんがしてることが間違ってるって教えたいだけ。ジェレイドさまはきっとこの国に大きな激動を起こすわ。そしてそれはきっと農民たちのためになる。農民たちがもっと豊かになれば、そこにまた新しい商売の機会が生まれるはず。ジェレイドさまは殺すべきじゃないわ、絶対に」


「屁へ理り屈くつを並べるな！　俺たちはただ親父の言うことに従ってりゃいいんだよ！」


　その思考を止めたかのような兄の言葉に、オリビアはジェレイドの言葉を思い出さずにはいられなかった。兄もまた、主の希望をかなえることこそが忠誠だと勘かん違ちがいしているのだ。


「なんと言われようと考えを変えるつもりはないわ。わたしはわたしの信じる道を行きたいの」


「そうか。ではこれまでだ。親父を裏切るというなら、二人まとめて殺すだけだ」


　ディドルが小剣を構えたまま二人に近づいてくる。


　あらためてオリビアは未まだ目の前にいるジェレイドに懇こん願がんした。


「ジェレイドさま！　早く、早く逃げてください、お願いです！」


「なんとなく話は分かりました。とりあえずありがとうございます、イベリア。僕を信じて頂けたそうで」


「な、なんでそんなに呑のん気きなんですか!?　このままでは二人一いつ緒しよに殺されてしまいます！」


「いいんです、このままで。今下手に立ち上がるとかえって危険ですよ」


「な、何をわけの分からないことを──」


　そこから先は、口にできなかった。


　ディドルが小剣を逆手に構え、いよいよその切っ先を二人に向けたからだ。


「あ──」


　思わず恐きよう怖ふがオリビアを襲おそった。


　自分が死ぬことはいい。父に逆らった。兄にも逆らった。けれど、ついに自分の道を歩めたのだ。ただ父の人形としてビクビクしながら生きていくより、自尊心を抱いだいて死ぬ方がずっといい。


　しかし、ジェレイドを失いたくはない。その思いが恐怖となってオリビアを襲ったのだった。


「死ね」


「だ、だめえええええええええ！」





　だが幸いなことに、兄の持った小剣が、オリビアを貫つらぬくことはなかった。





「なっ──！」


　兄の手にあったはずの小剣が、弾はじけ飛んだ。


　何が起こったのか分からない。思わずオリビアは周囲を見回した。そしてすぐに見つける。弓を構えた屈くつ強きような男を。


　見覚えがあった。ジェレイドの同郷のマシューという元猟りよう師しだ。彼が矢を放って兄の小剣を狙い撃うったのらしい。それにしてもなんと見事な弓の腕うでか。


「き、貴様……！」


　すかさずディドルは飛び退のいて反はん撃げきに出ようとした。だが、できない。


「おっと、動かない方がいいぜ。この距きよ離りなら確実に当てる自信があるんでね」


　マシューが俊しゆん敏びんな動作で二本目の矢を番つがえたためである。


「くそっ……！」


　彼の弓の腕前はたった今示されたばかりだ。ディドルは動くに動けない様子だった。


「やれやれ、もう大丈夫ですよイベリア。すいません、手て荒あらなマネをして」


　ここでようやく、ジェレイドが体を離はなしてくれる。


「い、いえ、大丈夫です」


　今まで体を密着させていた気き恥はずかしさも手伝って、オリビアも慌あわてて立ち上がった。ジェレイドと顔を合わせることもできず、とりあえず自分たちを助けてくれたマシューの方を向く。


「それにしても、なぜあなたが……？」


「別に、なぜって言われてもな」マシューは肩かたをすくめた。「自分たちの大将に護衛も付けないで歩かせたりなんてしねえよ。俺はずっと後ろから護衛してたってだけさ」


「……と、いうことですよ」


　ジェレイドが悪いた戯ずらを成功させた子供のような表情で付け足す。


　それで納得した。ジェレイドはそのことを知っていたから、下手に逃にげるのではなく地面に伏ふせ続けたのだ。確かにその方がマシューも弓の狙いをつけやすいだろう。さすがは農民たちに捕とらえられる事態まで想定していたジェレイドというべきである。万が一のときの備えを、当然のようにしていたのだ。


「で、ジェレイド。あいつはどうする？」


　マシューは油断なく矢の切っ先をディドルに向けていた。弓を引くのにはそれなりに力がいる。長時間その姿勢を維い持じするのは難しそうなものだが、切っ先は微み塵じんもブレない。兄が逃げだそうともしない理由がよく分かった。


「どうします、イベリア？」


「……申し訳ありません、ジェレイドさま。彼はわたしの兄なのです。ジェレイドさまのお命を狙った罪人ではありますが、どうかこの場は見み逃のがしては頂けないでしょうか」


「全然構いません。ではそういうことで」


　ジェレイドはまったく躊ちゆう躇ちよするそぶりも見せず、手で合図した。それでマシューもようやく弓の構えを解く。


「……意外だな。おまえが俺を助けるとはな」


　ディドルが、その場を動かないまま吐はき捨すてる。


「わたしだって本意じゃないわ。ただ、伝言を託たくしたかっただけ。父さんに伝えて。父さんの決断は誤りだと。わたしがそれを証明してみせると。その上で、父さんを満足させるだけの結果を出してみせると」


「……伝えよう。親父がどうするかは知らんがな」


　短く答え、ディドルは背を向けて麦畑の中に飛び込んで行った。


　もはや兄のことなどどうでもいい。オリビアはジェレイドに向かって膝ひざを突ついた。


「ジェレイドさま。数々の無礼、本当に申し訳ありません。わたしは、本当はあなたのことを調査──」


　そこから先を、オリビアは告げられなかった。ジェレイドに手で制されたためだ。


「何も言わないでください、イベリア。僕があなたに求めているのは、ただ僕の右腕となって欲しいということだけです。それ以外のことをあなたにしてもらう必要はありません」


　この人は、どこまで度量が大きいのだろうか。


　あるいは、口のうまいジェレイドのことだ。自分を登用したいがためにきれい事を並べ立てているだけなのかもしれない。


　だが、オリビアにはこうも他人から自分を欲せられたことがなかった。こんな言葉を聞かされれば、たとえ冗じよう談だんでも嬉うれしくなってしまう。


「ジェレイドさま。一つだけお伝えしたいことがあります」


「なんでしょうか？」


「わたしの本当の名は、オリビアと申します」


　ジェレイドはさしたる反応を見せなかった。


　今まで偽ぎ名めいを名乗っていたことに怒おこるでもなく、呆あきれるでもない。いや、ジェレイドのことだ、最初から偽名を名乗っていたという可能性を想定していただけかもしれないが。


「分かりました。それではオリビア、あらためてあなたにお願いします。僕の右腕になって頂けますか？」


「はい。喜んで」


　このとき。


　オリビアは、まるで意中の人に結けつ婚こんを申し込まれた女のような表情をしていた。


　その顔には、まだ誰だれも見たことがない満面の笑みが浮うかんでいた。





　この後、オリビアは粘ねばり強く父を説得してついには翻ほん意いさせることに成功し、そして永ながきに亘わたって父子揃そろって反乱軍に協力を続けることになるのである──。
















　第四章　アレスとミーアの夜　二










　ミーアとアレスは、二日目の二人きりの夜を迎むかえようとしていた。


「今日も、何もなかったわね」


「ああ。やはり奴やつ等らは、本気で撤てつ退たいするつもりのようだ」


　今日も二人はミレスデン軍を密ひそかに追つい跡せきしていた。しかし、状況は昨日とまったく変わらなかった。この国にはもはや完全に未練はないのか、二万の敗軍は落らく伍ご兵の一人も出すことなく、迅じん速そくかつ整然と撤退を続けたのだ。


　明日には偵てい察さつに出ているリーエンノールやルークたちと再び合流することになっているが、この分だと彼らの報告も同じだろう。ミレスデン軍にもはや野望はないと。


「ま、あたしたちにとってはこの方がいいに決まってるじゃない」


「そうだな。これでディレニア軍との戦いに全力で傾けい注ちゆうできる」


　それはつまり、少なくとも今日明日と戦いのない日が続くということでもある。


　である以上、いつまでも気を張っていても仕方がない。ミーアは昨日と同じように鬘かつらを取って足を伸のばし、体を休められる体勢を取った。その服装で足を伸ばすと、自然、太ふと股もものかなり上の方まで露あらわになる。途と端たんにわざとらしく焚たき火びの世話を始めるアレスを見て、ミーアは意地悪く微び笑しようした。


「ねえ、アレス」


「な、なんだ？」


「どうする？　今夜も長くなりそうだけど」
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　相手がアレスでなければ誤解されそうな台せり詞ふを、ミーアは口にした。もちろん意図的なものだったが、さすがというべきかそのことに気付くようなアレスでもない。


「そうだな……。だったら、一度聞いてみたいことがある」


「へえ、何かしら？」


　ミーアは微笑みさえ浮かべて聞き返した。アレスに興味を持ってもらえるのが嬉しかったのである。


　しかし、アレスの言葉を聞いたミーアの表情は、すぐさま一変することとなる。


「ディオールのことだ」


「……あ……」


　その名は、二人の間で特別な意味を持っていた。


　ディオール。反乱軍が決起したばかりのころに加わった武人。ミーアの仲間であり、決けつ闘とうの末にアレスが斬きり殺した相手でもある。


　敵同士だった二人が戦うことになったのはやむを得ないことであったものの、ディオールはミーアにとってただの仲間ではなかった。それゆえに、最近すっかり忘れていたが、アレスが彼を殺したことを、ミーアはなじったこともあったのだ。


　だが同時に、ミーア自身はある事実を知っている。ディオールは戦場で殺されることを望んでいたのだということを。自分はアレスをなじる資格などなかったのだということを。


　これからもアレスと肩を並べて戦っていくのなら、ディオールのことについて何らかの決着をつけておかなければならないだろう。意を決して、ミーアは口を開いた。


「いいわ、じゃあ今夜も一つ話をしたげる。あたしたち反乱軍と、ボルネリア侯こうとの事実上の最後の決戦が行われたときの話よ。あたしがディオールのことを色々と知ったのもそのときだったわ。あんたもきっと聞いとくべきよ」


「……それは興味深いな。是ぜ非ひ聞かせてもらおう」


　こうして、その日の晩も二人の時間は一年ほど遡さかのぼることとなる。
















　間章　五　反乱軍の決戦　前編







　　　　　１





　ジェレイドがオリビアやベルハルトといった新たな味方を得ていた頃ころ。


　女騎き士しメリステルの姿は、ボルネリア侯の居城にあった。


「いよいよ決戦か……」


　窓から見える城の外では、数千からの軍勢がいよいよ出しゆつ陣じんしようとしている。


　先日、ボルネリア領に属する七つの郡のうちの一つ、レイムス郡の執しつ政せい代行官が助けを求めてやってきたためである。なんでもレイムス郡の農民たちもまた、反乱軍に加わることを決めたというのだ。


　このままではレイムス郡が反乱軍の手に落ちることは必至である。それゆえに執政代行官の求めに応じ、再び鎮ちん圧あつ軍が編制されることとなったらしい。その総勢は五千にもなるという。


　もっとも、メリステルはその軍列に加わることはもちろん、今や城の中を自由に動き回ることすら許されていなかった。


　当然といえば当然の帰結ではあるかもしれない。メリステルは反乱軍に戦いを挑いどみ、そして敗北し、虜りよ囚しゆうの身となった。それだけでも恥ち辱じよくの極みだというのに、なおその上に反乱軍は──ジェレイドは、メリステルを釈しやく放ほうしたのだ。無傷で、無条件で。


　その結果、メリステルは居場所をなくした。勝敗は兵家の常とはいえ、敗軍の将が以前のように信しん頼らいされるわけもなく、なおその上にメリステルが無条件で釈放されたのは、反乱軍と何らかの密約を結んだからではないかと疑われたためである。


　しかし、それは覚かく悟ごの上だった。すべては反乱軍に敗北を喫きつした自分の責任なのだ。部下をむざむざと死なせた責任を回かい避ひするつもりはない。


　それに、信頼を失い、地位を失い、味方から後ろ指をさされることになっても、なおメリステルがこの城にとどまり続けたのには理由があった。ここにはあの方がいる。このボルネリア領で唯ゆい一いつ尊敬に値するモンフォード執政官が。ここにいることさえできれば、あの方のお役に立つことができるかもしれないのだ。


　メリステルは再び眼下の軍勢を見やった。


「この身で、まだ何かできることがあればな……」
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　総勢五千の鎮圧軍は、モンフォード執政官指揮の下もと、いよいよレイムス郡へと出陣しようとしていた。


　だが、思いも寄らぬ理由で、彼らは出陣を遅おくらせることとなる。まさにこれから出陣しようというそのときに、ボルネリア侯の呼び出しを受けたのだ。


　主の呼び出しとあれば出向かないわけにもいかず、モンフォードは出しゆつ撃げきを遅らせてボルネリア侯の元へ急がなければならなかった。これが五千の軍勢を足止めするに足るような重要な用件で呼び出されたというのならばまだ慰なぐさめられるが、もちろんそんなわけもない。


「ええい、モンフォード！　一体いつになったら穢けがれを知らぬ処女が届くのだ!?　忘れるな、貴様が処女権とやらが行使できるというから贅ぜい沢たくも我が慢まんしてやってるのだぞ！」


　彼の主は、今がどういう時勢にあるのかということをまったく理解せず、ただ自己の欲望を主張するだけであった。


　もっとも、モンフォードにしてみれば予想通りである。腹を立てることもなく、ボルネリア侯の前で頭こうべを垂れる。


「その件でしたらご安心ください。そろそろ閣下がそのように仰おつしやるのではないかと思い、直ちに閣下が処女権を行使できるよう手配いたしております。恐おそらく、あと五日とかからぬうちに第一陣が到とう着ちやくいたしましょう」


　ボルネリア侯に処女権という領主の権利のことを教えたのはモンフォードである。しかし、ボルネリア侯がその権利を行使しようとする度に、なんだかんだと理由をつけて制止してきたのもまたモンフォードだった。そのモンフォードが、ついに処女権行使を認めたのだ。ボルネリア侯の顔に、抑おさえきれぬ喜色が滲にじみ出る。


「真まことであろうな？」


「は。どうかあと五日だけお待ちください」


「ふ、ふん、よかろう。ではあと五日待ってやる。覚えておけ、それ以上待たせればいくらおまえと言えど容よう赦しやはせぬぞ。私の父がおまえの家族にしてやった恩を忘れるでないぞ！」


「……もちろんでございます、閣下」


　モンフォードは声の調子を落として答えた。





　　　　　◆





　主への報告を終えたモンフォードは、鎮圧軍の元へ戻もどる道すがら、一人ボルネリア侯の言葉を思い出していた。


『私の父がおまえの家族にしてやった恩を忘れるでないぞ』


　事あるたび、ボルネリア侯は何度となくモンフォードにそう言い放ってきた。


「……もちろんですとも、閣下。その恩を返すためにこそ、私は閣下に仕え続けているのですから」


　その声は、誰だれの耳にも届くことはなかった。


「モンフォードさま！」


　不意に、名を呼ばれる。


　振ふり返ったモンフォードが見たのは、戦支度を整えたメリステルの姿だった。


　世にも珍めずらしい女の騎士であり、そしてモンフォードが知る中でもっとも優ゆう秀しゆうな能のう吏りでもある。


「なんだ、メリステル。おまえは部屋で謹きん慎しんしていなければならぬ身だろう」


「分かっています。ですが、今のわたしにもモンフォードさまのお役に立てる方法を思いついたのです。そのご裁可を頂けないかと思いまして」


「…………」


　モンフォードとしては、できれば彼女にはじっとしていて欲しいところだった。とはいえ、この有能な娘むすめが何を考えたのかには興味もある。とりあえず話ぐらいは聞いてみてもいい。


「どういった方法だ？」


「はい。わたしはこれより、ボルネリア侯を裏切り反乱軍に走ろうと思います」


「……ほう」


　モンフォードは目を細めた。味方を裏切ることを堂々と宣言する意味など、一つしかない。


「つまり、反乱軍に偽いつわりの降こう伏ふくを申し出、埋まい伏ふくの毒となるというのか？」


「はい。わたしは反乱軍との内通を疑われ、味方からも疎うとまれております。今わたしがボルネリア侯を裏切り反乱軍に走ったとしても、不思議に思う者はいないでしょう。ただ、モンフォードさまお一人だけでもわたしのことを理解してくだされば……」


「なるほどな」


　悪くない提案だった。反乱軍にもぐりこんだメリステルは、貴重な情報を次から次へと流してくれるだろう。もし反乱軍撃げき滅めつだけを目的としていたならば、有効な策だ。


　ただ、モンフォードには懸け念ねんがあった。メリステルを埋伏の毒とするということは、彼女を危険にさらすことと同義である。あのジェレイドのことだ、彼女が降伏してきたとしても、そう簡単に信用するはずがない。もし反乱軍の機密を漏ろう洩えいしていることが露ろ見けんするようなことがあれば、今度こそ彼女は危険な立場に立たされるだろう。


　モンフォードはメリステルに期待していることがあった。メリステルは武人としてよりもむしろ文官として領地を治める能力に長たけている。ボルネリア侯の悪政の中にあって、彼女の治めるラウングル郡が未いまだ平へい穏おんを保っているのはその証しよう拠こだ。


　今回の反乱が起こった責任──いや、起ヽこヽしヽたヽ責任の一いつ端たんはモンフォードにあり、それによってボルネリア領の領民に多大な負担を強いたのは紛まぎれもない事実である。


　モンフォードにも多少の良心がないわけではない。せめて自分の目的が達せられた後は、領民たちの負担も軽減されれば──といった程度のことは考えている。


　その役目を担えるのは恐らくジェレイドということになるだろう。さらに、ボルネリア領のことを誰よりも知っているメリステルがその補ほ佐さを務めれば、復興はなお早くなるはずなのだ。


「……まあいい。分かった、好きにするがいい。そういうことなら反乱軍に潜もぐり込みやすくなるよう、手て土みや産げの一つも持たせてやる」


「はいっ！　ありがとうございます、必ずや役目を果たしてまいります！」


　熟じゆく慮りよの結果、モンフォードはメリステルの申し出を許可した。


　メリステルをいつまでもボルネリア侯こうの傍そばに置いていては、モンフォードが真の目的を達成したときに巻き添ぞえを受ける可能性があるからだ。それならばいっそ反乱軍に身を置いてもらった方が安全だろう。特にボルネリア侯はあまりにも気まぐれで危険な男だ。今後何かの拍ひよう子しでメリステルに害を与あたえる可能性も否定はできず、人ひと柄がらという点で見ればいっそジェレイドの方が信用できるほどだ。それに将来、本当にメリステルにジェレイドの補佐をさせるなら、早いうちから反乱軍に身を置いておいた方がいい。


「ただし、メリステル。一つだけ条件がある。何があろうと短たん慮りよには及およぶな。ジェレイドを暗殺しようなどとは絶対に考えるなよ」


「そ、それは何ゆえでしょうか。いざとなればこの身に代えてでもジェレイドを討つべきだと思いますが……」


「それはおまえが判断すべきことではない。ジェレイドは勘かんのいい男だ、少しでもおかしな行動を見せればこちらの意図に勘付くだろう。必要があればこちらから指示を出す。それまではジェレイドに取り入ることだけを考えろ」


「……分かりました。ではそのようにいたします」


　充分な整合性を伴ともなったモンフォードの言葉に、さすがのメリステルも反論できないようだった。


　実のところ、ジェレイドが暗殺などという方法で簡単にいなくなってしまった場合、一番困るのがモンフォード自身であるということを、もちろんメリステルは知らない。





　こうして諸事万端整えたモンフォードは、あらためて鎮ちん圧あつ軍を率いて出撃する。


　時はベールセール王国暦れき八十二年第八の月である。反乱軍決起からわずか二ヶ月後のことだった。
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　一方、そのころ。


　ジェレイド率いる反乱軍は、来きたるべき鎮圧軍に打ち勝つため、準備に余念がなかった。


　戦経験のあるディオール、元騎き士しのベルハルトらの指導の下、兵を調練し、物資を調える。誰もが明日を生き抜ぬくために必死だった。


　その中でも特に勤勉であったのは、間ま違ちがいなく〈風の戦いくさ乙おと女め〉の二つ名を持つこととなったミーアだっただろう。彼女はジェレイドが考え出した新戦術を実行に移すため、連日特とく殊しゆな訓練に付き合わされていたのである。


「ふいー、疲つかれた疲れたぁ」


　その日も散々風の黒くろ魔ま術じゆつの行使を要求されたミーアは、与えられた宿舎へ戻るなり、彼女を崇すう拝はいする兵士たちが見れば間違いなく失望するような年寄りじみた声と共にベッドへ倒たおれこんだ。


「おい、ミーア。はしたないぞ」


　その背に、幼おさな馴な染じみのルークの声がかけられる。


〈風の戦乙女〉用のやたらと露ろ出しゆつの激しい衣装を着たままベッドへ倒れこんだのだ。後ろから見ればさぞかしはしたない光景が見えただろう。もっとも、相手が兄妹きようだいのように育ったルークとあっては別に恥はずかしいとも思わない。それはルークの方も同様のようだったが。


「今日はもう勘かん弁べんしてよ。英えい雄ゆうの真ま似ね事ごとして肩かた肘ひじ張はり続けるのって相当疲れるのよ？　人が見てないときぐらい好きにさせて」


　ルークはため息と共に肩をすくめた。


「しょうがないな。まあ、確かにジェレイドのおまえの酷こく使しっぷりは尋じん常じようじゃないしな。今は大目に見てやろう」


「ありがと」


　短く礼を言ってから、ミーアはベッドの上で丸くなった。そしてやや声をひそめる。


「でも、今やってる戦い方も、確かに有効だわ。あたしの力をあんな風に使うなんて思いもしなかったけど。これなら本当に侯こう爵しやく相手にだって勝てるかもしれない」


「……そうか。やはりジェレイドを選んだのは間違いじゃなかったみたいだな」


「ええ、多分ね」


　ミーアには夢がある。しかし、その夢を実現することは早々に挫ざ折せつした。ミーア一人で叶かなえられるような夢ではなかったからだ。


　けれど、ジェレイドにならそれができるだろう。ジェレイドの言動を見る度、彼の元へ身を寄せた自分の決断は正しかったと思える。今、反乱軍には最大の正念場が訪れようとしているが、これをしのぐことさえできれば、ミーアの夢はいよいよ実現可能な未来として姿を現すだろう。毎日くたくたになるまでジェレイドに付き合ってやるだけの意味は充じゆう分ぶんにありそうだった。


　コンコンと、部屋の戸が叩たたかれる音がした。


「俺だ。少しいいか」


　聞き覚えのある野太い声がする。


　ディオールだ。大たい剣けんを軽々と振り回す大男である。


「……ディオール？　何の用かしら？」


「ああ。〈風の戦乙女〉、おまえに聞きたいことがあってな。疲れているところを悪いが、少し付き合ってくれないか？」


　ミーアとルークは顔を見合わせた。


　ディオールは反乱軍の中では恐おそらくもっとも腕うでの立つ男で、ジェレイドの信しん頼らいも厚い。


　だが、ミーアやルークとは別段親しいというわけではない。今までも、訓練の合間に会話をするぐらいの接点しかなかったのだ。


「どうする、ミーア」


「相手は仲間よ、断る理由なんてないじゃない。まさか愛の告白ってことでもないでしょうし」


「……そうだな。ジェレイドもあの男のことは随ずい分ぶん信用してるみたいだし、まあ問題が起こることもないだろう」


「ええ、ちょっと行ってくるわ」


　ミーアは乱れたままの身なりを慌あわてて整えた。
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　宿舎として地元の村人から借りている建物の裏で。


　ディオールは周囲に人気がないことを確認すると、ようやく足を止めた。


「で、話って何かしら？」


　ミーアに問われたディオールは、腕を組んで建物の壁かべに背を預けた。


「もう二十年は前のことになるか。俺は昔から腕っ節ぷしだけは自信があってな。若いころはアテもなく旅をしていた。用心棒や傭よう兵へいといった仕事で日銭を稼かせぎながらな」


　突とつ然ぜん昔のことを話し始めるディオールにミーアは面食らったが、これもただの前置きだろうと素直に受け取ることにする。


「へぇ。あんたの強さは昔からの経験のたまものってわけね」


「まあそうだな。でだ、その旅の途と中ちゆうでな、面白い男に出会ったことがある。あれは隊商の護衛をしてたときだ。同じ護衛に、黒魔術師がいてな。そいつは風の精せい霊れいの使い手だった」


「え……」


　瞬しゆん間かん、ミーアの表情からあらゆる感情が消えた。


「どういうわけか、そいつと俺は妙みように性が合った。すっかり意気投合してな、護衛の仕事が終わったあとも、しばらく一いつ緒しよにいた。ずいぶん飄ひよう々ひようとした男だったよ。風の精霊を使役するには風の気持ちが分かる者でなければならんそうだが、まさしくあいつは風そのものだった。自由を好み、束そく縛ばくをもっとも嫌きらっていた。そして──とてつもなく強かった」


「…………」


「あるとき、こんなことがあった。あれは激しい豪ごう雨うの日だった。俺たちは山やま間あいの街道を進んでいたんだが、目の前で土ど砂しや崩くずれが起きて街道が埋うまったことがあってな。もちろん俺たちは立ち往生だ。俺たちだけじゃない、街道が埋まったとあれば近きん隣りんの村も困ったことになる。そのとき……そいつが何をしたと思う？」


　問われたミーアは、いくばくかの沈ちん黙もくの後答えた。


「吹ふき飛とばしたんでしょ？　土砂の山を」


　馬ば鹿かげた正解をあっさり言い当てられたにもかかわらず、ディオールはさして驚おどろきを見せなかった。


「……そうだ。あれは今思い出しても信じられない光景だった。百人の人手を集めても除去に一月はかかりそうな大量の土砂を、あいつは黒魔術一つで吹き飛ばしてみせたんだ」


「…………」


「ま、そんな話はどうでもいいか。その後も俺たちは気ままに旅を続け──どういうわけか俺が嫁よめを見つけることになってな。俺は地に足を付けた生活を送ることになり、旅の仲間は解散、あいつは自由気ままな一人旅に戻もどって行った」


　ミーアは静かにディオールの言葉を聞いていた。


　ディオールが何のために自分を呼び出したのかは、もう聞くまでもない。そんなに強力な風の力を操る黒魔術師が世の中に何人もいるわけがないのだから。


「男の名は、シルヴィスと言った。もう俺の言いたいことは分かるだろう？　初めておまえを見たときからそうじゃないかとは思っていた。おまえの目はあまりにもシルヴィスそっくりなんだ。その真まっ直すぐな瞳ひとみはな」


「……そう。当然よね、親子なんだから」


　ミーアは過去を懐なつかしむような、どこか物もの寂さびしい微び笑しようを浮うかべた。


「そうか。やはりシルヴィスの娘むすめだったか。元気か、あいつは？　おまえが生まれたということは、あいつも嫁ぐらい見つけたってことなんだろうが」


「ずいぶん前に亡くなったわ。夫婦揃そろって仲良くね」


　うっすらと予測していたのかもしれない。ディオールは驚かなかった。


「何があった？」


「……あんまり話したいことじゃないわね」


　口を濁にごす。


　ディオールは一度だけ何か言いかけたが、個人の話に踏ふみ込むことに抵てい抗こうを感じたのか、実際に口に出したのは次のような言葉だった。


「そうか。ならば無理にとは言わん。シルヴィスが愛すべき女を見つけ、おまえという子を残せたというだけでも充分だ」


「……ええ、あたしもそう思うわ。母さんは最後まで幸せそうだったし」


　両親のことを思い出す。常に二人一緒だった仲なか睦むつまじい父と母のことを。


　幼いころは夫婦とはそういうものだと思っていたが、物心ついて少しばかり外の世界を見た後で、ようやく自分の両親が少々特殊だったのだと気付いたほどだ。あれほどの仲睦まじい夫婦は他ほかにないだろう。だからこそ、あんな死に方をすることにもなったのだが。


「こんな時間に呼び出してすまなかったな。俺の聞きたかったことはそれだけだ」


「そう。それぐらいのこと、もっと早く聞いてくれてもよかったのに」


「前から興味はあったんだがな。ジェレイドはおまえ個人の過去を消し、〈風の戦乙女〉という英雄に仕立て上げようとしていた。おまえもそれを嫌いやがっている様子が特になかったからな、今いま更さら家族のことを教えてくれとは聞き辛づらかったんだ。いっそずっと黙だまっていようとも思ったのだが、いよいよ明日をも知れぬ決戦が始まろうとしているときだ。つい聞かずにはいられなくなってな」


「不ふ吉きつなこと言わないでよ。それじゃあまるでもうすぐ死ぬみたいじゃない」


「俺としてはそのつもりだ。一向に構わんさ、ようやく妻と子に会いに逝ゆけるのだからな。むしろミーア、一つだけ頼たのみがある。もし俺が死地へ陥おちいるようなことがあったとしても、決して手を出さないで欲しい」


「あのね、冗じよう談だんじゃないわよ。そう簡単に死ぬとか言わないでくれる？」


　ミーアはむきになって口を尖とがらせた。


「人間死んだらお終しまいよ。あんたが家族を亡くしたって話は聞いたけど、生きていさえすればいいこともあるでしょ？　大体、残される方の身にもなってよ。あんたが父さんの友人だって聞かされた以上、簡単に死なれたらあたしの寝ね覚ざめが悪くなっちゃうじゃない」


「怒おこるな。いや、おまえは正しい。だが……俺はもう本当に駄だ目めなんだ。もうこれ以上は耐たえられん。おまえだって自分の我わが儘ままで他人を苦しめたくはないだろう？」


　ディオールは壁に背を預けたまま、頭を抱かかえて座り込んだ。


「ちょ、ちょっと……？　耐えられないって、どういうことよ？」


「こんな農村だ、少し耳をすませばどこにいても聞こえるだろう。子供たちの笑い声と、母親たちの声が。だが、それが……俺には耐えられんのだ……！」


　ディオールは驚くべき行動を取った。


　自分の耳を、かきむしり始めたのである。爪つめを立て、剝はぎ取るように。


「や、やめなさいよ！　血が出てるわよ！」


　ミーアはもちろん止めようとしたが、その細い腕ではディオールの強きよう靭じんな腕を止められるはずもなかった。


「子供たちの笑い声を聞く度、妻と子のことが思い出されて仕方ないんだ！　これがどれほど俺を苦しめるか、おまえに分かるか？　俺は家を空けているときに妻も子も死なせた。守ってやることもできなかったし、別れすら満足にかわせなかった……」


　ディオールは泣いていた。大の男が、ぼろぼろと涙なみだを流し続けている。強大な風の力を操ることのできるミーアにも、こればかりは止めようがなかった。


「家族に……会いたくて会いたくて仕方がない。息むす子こともう一度遊んでやりたい。妻の体を抱だきしめてやりたい！　だが、俺にはそれができないんだ。生きている限りな……！」


「…………」


　無言のまま、ディオールの嗚お咽えつを聞き流す。


　ミーアにもディオールの気持ちは痛いほど分かった。数年前に両親を失ったときは、何度後を追おうと思ったかしれない。


　それを乗り越こえることができたのは、ルークや親しい人の助けもあったが、何より両親と別れをかわす機会があったことに大きな一因があったのだろう。それに、子より先に親が死ぬのは自然の摂せつ理りであるという点で、自分を納得させることもできた。


　しかしディオールは違ちがう。残りの人生を共に老いていく最愛の人と、その最愛の人との間に生まれた愛の結けつ晶しようとを同時に失ったのだ。その悲しみたるやいかばかりか。


　ミーアは肩かたを落とした。とてもではないがディオールを説得できる気にはなれない。彼に生きろということは、苦しめることと同義なのだ。誰だれにそんな権利があるだろうか。
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　やがて、ディオールはようやく嗚咽を止めた。


「……済まなかったな。こんな男の泣き言を聞かせるつもりじゃなかったんだが」


「いいわよ、気にしないで。あんたが父さんと気が合ったって理由がよく分かったわ。まったく、男親ってみんなこうなのかしらね」


「おまえの父に何があったかはもう聞くまい。だが、あの男と同列に扱あつかってくれるのならむしろ光栄だな」


　ミーアは呆あきれたように息を吐はいた。


「ねえ、ディオール。あんたが何をしようとあたしには多分止められないと思う。でも、約束して。そう簡単には死なないって。あんたがあたしのことを聞きたかったみたいに、あたしも父さんの話をもっと聞いてみたいのよ」


「別に、おまえが遠えん慮りよする必要はない。聞きたいことがあれば今ここで聞けばいい」


「いいえ。それは今度の決戦が終わった後で聞かせてもらうわ。だから、あんたも当分は死なないって約束してくれる？」


　ディオールは苦笑した。


「……さすがシルヴィスの娘だな。分かった、保証はできんが少しは努力してみよう」
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　このとき。ディオールが背を預けている壁の向こうで、二人の男たちが並んで盗ぬすみ聞きをしていたことを、もちろんミーアは知らない。


「……やっぱり盗み聞きなんてするもんじゃなかったかな」


　二人のうちの一人──マシューが呟つぶやいた。


「ええ、まったくです」


　答えたのはジェレイドである。


　ディオールが〈風の戦いくさ乙おと女め〉と逢あい引きしている──マシューが面白半分にその報告をジェレイドへ持ってきたのが発ほつ端たんだった。まさか本当に逢い引きをしているとはジェレイドも思わなかったものの、奇き妙みような組み合わせの二人がどんな会話をするのかと、つい盗み聞きしてしまったのである。


　結果はこのざまだった。重い話を聞かされ、気分がどんよりとしてしまって仕方がない。


「どうする？　ディオールに死に場所でも用意してやるのか？」


　マシューの問いは、ジェレイドにとってはかなり深刻なものだった。


　たとえばこの村の人々は、つい最近反乱軍として決起することを決意した。もちろん反乱が成功するという保証は何もないが、少なくともつい数日前まで彼らを悩なやませていた重税や餓が死しといった悩みからは解放されたのだ。そのせいだろう、村人たちの顔はわりと明るい。


　だが、明るく笑う子供たちの声が聞こえる度、ディオールはまた涙をこぼすのだろう。そして明るく笑う子供の数は、今後反乱軍が勝ち続けていく度に多くなっていくに違いないのだ。


　名将とは、効率よく敵を殺し、効率よく味方を殺せる者のことを言うのだそうだ。ならば、効率よく味方を殺すという点で、武人に死に場所を与あたえるのも将たる者の仕事の一つなのだろう。


　胸むな糞くその悪い話だが、ディオールが本当に望むなら、もっとも有効な場所で死なせてやるべきなのかもしれなかった。


「ま、今はそんなことを考えるべきではないでしょうね」


　未いまだ弱小の反乱軍にとって、ディオールの力はまだ必要なのだ。そう簡単にあの得難い男を死なせるわけにはいかない。


　では、もしディオールがいなくなってもビクともしないぐらい反乱軍が強化された後ならば、望みを叶かなえてやるべきなのか？


「…………」


　結局、ジェレイドはそこで考えるのをやめた。


　ようするに、逃にげたのである。
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　反乱軍と鎮ちん圧あつ軍は、ついに激げき突とつの日を迎むかえようとしていた。


　反乱軍の総兵力は、二つの郡からかき集めたおよそ二千。これでもかなり精せい一いつ杯ぱいの数字だった。志願制ではなく、強制的な徴ちよう兵へいでもやればこの倍は集まっただろうが、農民の味方として起たった反乱軍が農民たちの権利を踏みにじるようなことはできなかったのだ。


　一方、鎮圧軍の兵力はおよそ四千。当初の五千という数字から幾いく分ぶん減少しているのは、補給路確保のためある程度の兵力を後方の拠きよ点てんに残してきたためである。


　鎮圧軍はブルゴーン郡から北東へと進軍を続け、反乱軍の現在の根こん拠きよ地たるレイムス郡へ攻せめ入ろうとしていた。この場合、反乱軍としては鎮圧軍をブルゴーン郡から引き離はなせば引き難すほどに有利となる。そうなれば鎮圧軍は補給路が伸のびきり後方を攪かく乱らんされる可能性が増え、反対に反乱軍の補給は容易となるからだ。


　しかしジェレイドとしては、その方針を選ぶことはできなかった。鎮圧軍がレイムス郡の奥深くへ踏み込めば、その途と上じようにある村落は徴収という名の略りやく奪だつといった被ひ害がいを受けかねない。加害者が誰であれ、今農民たちが犠ぎ牲せいになるようなことがあれば、農民たちの護まもり手として決起した反乱軍の名声は地に落ちかねない。


　結果的にジェレイドが戦場として選んだのが、レイムス郡南西部で唯ゆい一いつ軍勢の展開が可能なデルニ平原である。


　周囲を森で囲まれたこの平原の北東端たんにある小高い丘おか周辺に、ジェレイドたちは陣じんを敷しいていた。ただし、それはただの陣ではなかった。





　　　　　◆





　このとき鎮圧軍を率いていたのは、モンフォード執しつ政せい官ではない。執政官という肩かた書がき通り、モンフォードは武人ではく、実際に軍勢を率いていたのはボルネリア侯こうに仕える騎き士しの一人だった。


「反乱軍め。また厄やつ介かいな陣地を構築しおったな」


　シーリアスという名の騎士は、苦々しげに唇くちびるを歪ゆがめながらその光景を見つめていた。


　四十代前半の巨きよ漢かんで、引き締しまった筋肉に包まれた強靭な体を厚い甲かつ冑ちゆうの下に隠かくしている。ただ、戦歴、武勇ともに秀ひいでているものの、戦い以外のことになると万事において評価が低いのがシーリアスという武人だった。他の名高い騎士が次々ボルネリア侯の器の小ささに失望して去っていく中、彼がそのまま残ったのは、「戦い以外のことは何も分からないからだろう」と陰かげ口ぐちを叩たたく者も少なくないほどだった。


「確かにこれでは、騎士団を投入するのは難しいでしょうな」


　参さん謀ぼうとして同行しているバルディアが言った。


　バルディアは、かつて反乱軍が決起した地──ミカルディ郡で駐ちゆう屯とん騎き士し隊の副隊長を務めていた男である。もっとも、剣けんを振ふるうのは苦手で、もっぱら悪わる知ぢ恵えを絞しぼっては小金を稼かせぐだけの日々を送っていた。騎士というより小役人といった風情の貧相な男である。


　しかし並の騎士より知恵が回り、そこをモンフォードに見込まれ、ミカルディ郡が反乱軍の手に落ちた後もその責を問われることなくモンフォードの傍そばにいることを許されたのだ。


　本来なら小こ鼠ねずみといった風情のバルディアに何か発言される度、嫌けん悪お感かんを示す武人も少なくない。しかしシーリアスはそういった些さ事じなど気にせず人の助言を受け入れられるという点で、生来の単純さがよい方向へと働いていた。モンフォード執政官の人事の妙みようであっただろう。
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　一方、デルニ平原の中央まで進出してきたところで動きを止めた鎮圧軍を、ジェレイドたちはじっと見守っていた。


「まあこの陣地を見れば、攻めあぐねるでしょうねえ」


　鎮圧軍を迎え撃うつにあたり、ジェレイドにはある懸け念ねんがあった。ボルネリア侯の武ぶ威いの象しよう徴ちよう、数百からなる騎士団をどうするかという問題である。あの騎士団の突とつ撃げきを喰くらえば、歩兵だけの反乱軍など簡単に蹴け散ちらされてしまう。


　ただでさえ、歩兵と騎兵とが複合的に機能する軍勢はとてつもない強さを発揮する。騎士団への対策は反乱軍の命運を左右するものであった。


　ジェレイドにとって幸いだったのは、対策を準備する時間があったことだ。そして苦心の末に選んだ対たい抗こう策が、このデルニ平原の北東端に陣を敷くことであった。そこには小さな丘がある。高さは十間（約十八メートル）ほど、傾けい斜しやはやや急で、日当たりのせいか丘の西側はあまり植生がない。さらにジェレイドは兵を動員し、丘の南西側──鎮圧軍がやってくるであろう方角──の草木を完全に刈かり取り、丸まる裸はだかにしていた。


　そしてジェレイドは、丘の上に自ら率いる弓兵三百を配置した。〈風の戦乙女〉と共にである。これは反乱軍が動員できる弓兵すべてでもあった。


　残り千七百の歩兵は丘の下、南西側に配置してある。さらにその周囲には何重もの馬防ぼう柵さくを張り巡めぐらし、歩兵もやや密集隊形にして長なが槍やりで武装させている。


　鎮圧軍が丘の上のジェレイドらを攻こう撃げきするためには、まず丘の下で待ち伏ぶせている歩兵を蹴散らさなければならない。しかしこれほど厚い備えがあるところへ騎士団が突撃しようものなら、勝利は得られたとしても大打撃を受けることは必至である。騎士の命の値段は極めて高価であり、鎮圧軍がその道を選ぶことは考えられない。かといって反乱軍の背後は森で覆おおわれており、迂う回かいを企き図として足を踏ふみ入れようものなら伏ふく兵へいによる攻撃を受ける可能性が高い。反乱軍がもっとも得意としている戦術が伏兵であることは鎮圧軍側も知らぬはずがなく、その危険を冒おかすとも思えない。


　攻める側からすれば、もっとも有効な攻撃手段は一つ、丘の南西から歩兵をぶつけることだけである。鎮圧軍は反乱軍の倍近い兵力を有しており、それだけでも充じゆう分ぶんに押し切られる可能性がある。もっとも、その事はジェレイドもよく理解しており、それゆえにまだ他に策を用意していた。


　このとき、反乱軍の側から一騎の騎士が進み出てきた。


「反乱軍の兵士たちに告げる！」


　恐おそらく敵将だろう、やたらと声の大きな騎士だ。その目的は瞭りよう然ぜん、降こう伏ふく勧かん告こくである。


「直ちに降伏せよ！　偉い大だいなるボルネリア侯こう爵しやく閣下に反旗を翻ひるがえし、生き残ることができると本気で考えているのか!?　すぐさま武器を捨て、領民としての本分を全うせよ！　さすれば慈じ悲ひ深ぶかき侯爵閣下はおまえたちの罪を許されるであろう！　繰くり返かえす、降伏せよ！　おまえたちはジェレイドという詐さ欺ぎ師しに騙だまされているのだ！　このまま戦いを続けても、待っているのは悲ひ惨さんな死だけだぞ！」


　実にボルネリア侯の臣下らしい言い回しだった。「死にたくなければ降伏せよ」──これではただの脅きよう迫はくである。


　ジェレイドとしては、お礼の一つも言いたいところだった。もしここで「今ジェレイド一人の首を差し出せば、反乱軍に加わった者の罪をすべて赦しや免めんし、これまでに取りすぎた分の税を返へん却きやくする」とでも言われれば、実に困ったことになっていただろう。反乱軍はあちこちから農民を集めてきた寄せ集めなのだ。本当に一人の首を差し出すだけで助かるなら──と安易に考える輩やからが出てきてもまったくおかしくない。実際、ジェレイドはそんな出来事を体験している身である。


　だが、幸いなことにそんな展開にはならなかった。主が腐くさっていれば臣下もまたその影えい響きようを受けずにはいられないらしい。彼らはジェレイドがもっとも簡単に論破できる言い回しで降伏勧告をしてくれたのだ。


「ミーア、頼たのみましたよ」


「はいはい」


　ミーアは少々面めん倒どうくさそうに両手を大きく開いた。そして目を閉じ、告げる。


「偉大なる風シのル女フイ王ードの名において命ずる」


　空気がざわめくのが分かった。周囲を漂ただよう風の精せい霊れいたちが、突とつ然ぜん告げられた風の女王の名にびっくりしているのだろうと、なんとなく思う。


「シルフよ。この場に集いし自由の象徴よ。この貧相な男の声を、平原の隅すみ々ずみまで届けてやって」


　ひどい〝語りかけ〟だった。もっとも、そんなひどい語りかけでシルフを簡単に操れること自体が、ミーアの能力の高さを証明しているらしいのだが。


「しゃべっていいわよ。もうあんたの声は遠くまで届くようになってるから」


　ジェレイドは黙だまって頷うなずくと、軽く息を整えた。


「ボルネリア侯の忠実なる騎士どのに謹つつしんで申し上げます」


　敵味方を問わず、誰だれもがぎょっとしたように体を揺ゆらした。彼らの耳に直接ジェレイドの声が響ひびいたからだ。


　無論、声量に乏とぼしいジェレイドの声がそんな遠くまで聞こえるわけがない。その声は〈風の戦いくさ乙おと女め〉が行使した精霊によって運ばれたものだった。


「僕たちの罪を赦ゆるしてくれるという領主さまの寛かん大だいな申し出、ありがたい限りです。しかしあいにくと、僕たちはただ罪を赦してもらうだけでは生き残ることができません。僕たちが反乱を起こしたのは、今の状じよう況きようが続けば餓が死ししてしまうという恐きよう怖ふに駆かられたゆえなのですから。さて、そこで──」


　と、ジェレイドは一呼吸置いた。部下たちに戦う意味を再確認させるためにも、今から告げる言葉をよくかみ締めてもらいたいからだ。


「今すぐ、あなた方がこれまで過か剰じように取ってきた税を返へん還かんしてください。麦を、野菜を、銅貨を返してください。そうすれば僕たちはよろこんで軍勢を解散させましょう。もちろん今すぐ大量の食糧や財貨を返せというのは無理があります。ですので、今はその一部を返してくだされば結構です。あなた方も兵ひよう糧ろうや軍資金の他に、いくばくかのお金や食糧を個人個人でお持ちのはず。そのすべてを肩かた代がわりする形で支し払はらってください。なに、問題ありません。ボルネリア侯爵閣下があなた方の言うように慈悲深いお方なのでしたら、後であなた方に同じ額が支払われるでしょうから」


　降伏勧告をした騎士は、遠目に見ても怯ひるんだ様子だった。


「返事はどうしましたか？　そうです、できないでしょう。なぜなら、あなた方もボルネリア侯の強欲さをよく知っているはずだからです。あの侯爵が僕たちから一度取り上げたものを返してくれることなど絶対にありません。そんな侯爵に降伏を申し出るということは、僕たちにとっては餓死しろと言われているようなもの、従えるわけなどありません」


　このとき、反乱軍の陣じん営えいのあちこちから叫さけび声が上がった。


　そうだ、ジェレイドの言う通りだ、強欲な領主の犬どもこそ今すぐ降伏しろ──。


　その声は段々と大きくなり、数において勝っているはずの鎮ちん圧あつ軍を圧あつ倒とうしていた。
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「やはりうまくはいきませんな」


　慰なぐさめるようなバルディアの言葉に、シーリアスも頷いた。


「まあ口先だけで矛ほこを収めるような連中でもないか。しかし、戦いになるのはやむを得んとして、あの陣地をどう攻せめたものか。バルディア卿きよう、卿の意見は？」


「あのように陣取られては、裏をかくこともできません。ここは兵数の多さという点を利用して正面から時間をかけて攻め立てるのが一番かと」


「分かった、その通りだな」


　ここでシーリアスは馬を歩ませ、全軍の前に立った。


　先ほどのジェレイドの演説は、鎮圧軍の兵士にも少なからぬ影響を与あたえている可能性がある。まずそれを取り除いてやらねばならない。


「よいか！　反乱軍は勝手な理り屈くつを並べ立ててはいるが、あんな言葉に惑まどわされる必要などまったくないぞ！　我らは侯爵閣下の兵として、必要なことをするだけのこと！　今までも、そしてこれからも侯爵閣下の兵でいたければ戦うのだ！」


　ボルネリア領において、領主の私兵でいられることには大きな意義がある。給金は一定額支払われるし、税金もかからない。戦場で手て柄がらを立てれば騎士になれる可能性すらあるのだ。


　そのせいだろう、シーリアスの鼓こ舞ぶはそれなりの成果を伴ともなった。兵士たちは反乱軍ほどではないものの、武器を振り上げて気合の声を上げた。


「よし、全軍前進！」


　シーリアスの命令が下され、兵士たちは前進を始めた。


　十と重え二は十た重えの厚みを重視した戦列である。さらに一列目や三列目といった奇き数すう列の兵士たちには、体を覆い隠かくせるような木製の大おお盾たてを持たせていた。


　反乱軍の特とく徴ちよう的な戦い方については、ある程度情報を得ている。その戦列と装備は、対策の一いつ環かんだった。


　やがて両軍の距きよ離りが狭せばまり、矢の射程内に入ると、いよいよ本格的な殺し合いが始まる。


「弓兵、番つがえ！　放てぇ！」


　一列目の兵士たちが掲かかげる大盾の陰かげから、矢が放たれる。


　結果は予想通りだった。鎮圧軍の放った数百の矢は、突とつ如じよとして吹ふいた向かい風によって吹き散ちらされたのである。


　このとき、丘おかの上に鎮座していた反乱軍もまた矢を放った。彼らの放った矢は逆に追い風に乗って威い力りよくすら高め、鎮圧軍の頭上に降り注ぐ。


　しかし、この矢に対抗するために鎮圧軍は多くの大盾を用意しているのだ。大した被ひ害がいはない。運悪く矢に射い貫ぬかれた者もいるが、大勢にはまったく影響はない。


「くっ、噂うわさには聞いていたが、本当に弓矢の類たぐいが効かぬとはな」


　シーリアスは額に深い皺しわを寄せた。


　過去、反乱軍と戦ったことのあるメリステルの報告によれば、反乱軍は〈風の戦乙女〉なる謎なぞの黒くろ魔ま術じゆつ師しを有しているという。彼女の力は絶大で、鎮圧軍の放つ矢をことごとく封ふうじてみせたというのだ。


　シーリアスは参さん謀ぼうバルディアの助言を受け入れ、メリステルの情報を軽視することなく準備をしていた。何千もの大盾で兵士たちの防ぼう御ぎよ力を高め、たとえ一方的な弓矢の攻撃を受けても大勢に影響が出ないようにしたのである。


　しかし、実際に数百の矢を吹き散らされる光景を見せ付けられるのは歯がゆくてならない。こちらの矢は届かないというのに、向こうの矢は届くのだ。武人として、一方的に攻撃されることほど嫌いやなことはない。


「確かに厄やつ介かいではございますな」と、バルディア。「しかし戦とは矢戦だけで決するものではございません、まだまだこれからでございましょう」


「うむ、その通りだ。全軍、前進を続けよ！」
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　どうやら鎮圧軍は弓矢による攻撃を諦あきらめたらしい。鎮圧軍の動きからそのことを悟さとったジェレイドだったが、顔には喜色の一つも浮うかんでいなかった。


　鎮圧軍は射撃を諦めた代わり、まるで亀かめのように大盾を掲げ、着実に前進を続けている。


「なるほど、最低限の対応はできているということですか」


　盾を掲げるだけで次々襲おそい来る三百の矢をすべて防げるというわけではなく、盾の隙すき間まから、あるいは盾を貫つらぬいた矢によって、多少の打だ撃げきは与え続けていた。


　しかし、それだけではまったく決め手にはならない。鎮圧軍は隊列をほとんど崩くずすことなく前進を続けている。


「それにしても……妙みようですね」


　騎士団の姿が未だどこにも見えない。丘の上から眺ながめれば、数百の騎士を見み逃のがすはずはないのだが、いくら目をこらしても平原のどこにも騎士団の姿はなかった。


　もっとも、姿を見せない理由はいくつか考えられる。こちらが騎士団に対たい抗こうするため充じゆう分ぶんな準備を整えているであろうことは、鎮圧軍側も推測しているはずだ。兵卒と違ちがい、騎士は一人養うだけでも莫ばく大だいな資金がかかる。それゆえ騎士団の動員にかかる出費を惜おしんで今回は動員を取りやめたのでは、とも考えられる。


　あるいは、たとえばかつてミカルディ郡を制圧するための最後の戦いのときがそうであったように、まず兵卒の軍勢をぶつけ、こちらを完全に疲ひ弊へいさせた後で騎士団を繰くり出してくるつもりかもしれない。実際、目の前にいる鎮圧軍はこちらの倍近いのだ。このまま戦いを続ければ、勝てたとしても相当な消しよう耗もうを強いられる。そこに騎士団が現れれば対処は難しい。


　だが──ジェレイドが対処法を考えていたのは騎士団に対してだけではない。たとえ倍の敵軍が攻めてきても戦い抜ぬけるだけの準備はしてあるのだ。


「さて、本番はこれからですよ」


　ジェレイドは眼め鏡がねを外した。遠く戦況を見み渡わたすときは、この眼鏡も必要ない。


　そしてついに、反乱軍と鎮圧軍は激げき突とつした。
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　反乱軍の兵士たちは連日にわたって訓練は受けていたが、それでもつい一月前までは槍やりではなく鍬くわを振ふり回していた身である。しかし中には徴兵されて実戦の経験を持つ者もいたし、落ち武者狩がりに参加した経験を持つ者、あるいは近きん隣りんに出しゆつ没ぼつした賊ぞくや妖よう魔まを討とう伐ばつした経験を持つ者もいる。農民たちにとって、戦いは決して他ひ人と事ごとではなかったのである。


　さらに、餓死や病死の可能性は常に付きまとっていた。死は農民にとって常に隣となり合わせの存在だった。


　農民たちが反乱軍に加わることを決意した理由の一つはそこにあったのだろう。反乱を起こすことも確かに危険はつきまとうが、たとえ反乱を起こさずとも死は身近にあった。どちらも危険ならば、少しでも自分の力で道を切り開ける方がいいというわけである。


　そんな事情が作用したせいかは分からないが、このときの反乱軍の士気は高かった。いや、高くならざるを得なかったと言うべきだろう。この戦いで勝つ以外に生き延びる道はなかったのだから。


　他方、鎮圧軍の兵士たちは、平時から訓練を受け、さらに装備の質も良かったものの、主たるボルネリア侯こうに心から忠誠を誓ちかっているような兵士は皆かい無むであり、決して士気は高くなかった。


　そういった様々な要因が重なった結果だろう。ボルネリア侯配下の私兵を敵に回しても、反乱軍の戦いぶりは決して劣おとるものではなかった。周囲の味方との連れん携けいこそ決して取れてるとは言い難かったが、恐おそれという言葉を知らないかのように槍を振りかざし、果か敢かんに戦い続ける。


　戦いは一いつ瞬しゆんごとに凄せい惨さんさを増し、兵士たちは血にまみれ続けた。
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「……おかしい」


　鎮圧軍を率いるシーリアスとしては、首を傾かしげずにはいられなかった。


　反乱軍は善戦しており、鎮圧軍は苦戦している。あれほどまでに農民を鍛きたえ上げ、見事に統率しているジェレイドの力量にはやはり目を瞠みはるものがある。


　だが、鎮圧軍の兵力はほぼ二倍なのだ。地形の問題で半包囲態勢を取ることはできず、大兵力の利点を活いかしきれてるとはいえないが、その分隊列を厚くして正面から休む間を与えることなく攻撃を続けている。


　にもかかわらず、戦線に変化がない。戦いが始まってしばらく経たつが、未だ鎮圧軍は反乱軍の戦線を破れずにいる。むしろ押されているのは鎮圧軍であり、やや劣れつ勢せいではないかと思えるほどだ。


「も、もしや……！」


　不意に、傍かたわらのバルディアが声を上げた。


「どうした、バルティア」


「は、はい。丘の上を見て下さい！」


「む……？」


　シーリアスは前方の丘を見上げた。まさに今、一いつ斉せいに矢が放たれたところだった。


　矢の雨は、両軍が激突している最前線に降り注いだ。


　敵ながら恐ろしい戦い方をするものだと思った。矢による援えん護ごというものは、一度乱戦が始まってしまえばそう高い効果をあげられるものではない。今のように前線に矢を射い掛かけようものなら、間違いなく味方をも巻き込むことになるからだ。


「……いや、違う？」


　見通しがよくないせいで分かりにくかったが、シーリアスはその異変に気付いた。


　先ほど反乱軍が放った矢により、多くの兵士たちが負傷している。だが──負傷しているのは、鎮圧軍側だけだったのだ。反乱軍の側は誰だれ一ひと人りとして負傷している様子もなく、それどころか一斉射撃によって鎮圧軍側に生じた穴へ果敢に攻せめ込み、戦線を突とつ破ぱしようとしているではないか。


「ま、間違いありません！」バルディアが叫さけんだ。「敵は正確無比な射撃でこちらの弱点を狙そ撃げきしてきているのです！」





　　　　　◆





「そろそろ鎮圧軍もこちらの意図に気付きましたかね」


　ジェレイドは目もく論ろ見みどおり事が運んでいることにほくそえんだ。


　このとき右う翼よくの最前線で戦っていた味方の部隊が、青緑の旗を大きく左右に振った。それはその地点の味方が劣勢になりかけているという中級指揮官の合図である。


「支援射撃用意」


　ジェレイドが命じる。


「支援射撃用意！」


　その命令が三百の弓兵全員に伝わるよう、マシューが大声で復唱し、自身もまた弓を構える。


　ジェレイドは右手を眼下の青緑の旗に向かって差し出した。


「目標、右翼味方部隊前方。放て」


「右翼味方部隊前方！　放てぇ！」


　右翼に向かい、三百の矢が一斉に放たれる。


　方向こそ合っているとはいえ、乱戦の最さ中なかにある最前線付近に放たれた数百の矢は、本来なら敵味方を問わず傷つけることになるだろう。


　しかし、このときに限っては、そうはならなかった。三百の矢は、右翼にいた味方部隊のすぐ前方へと狙ねらったように降り注いだのだ。


〈風の戦いくさ乙おと女め〉の力である。彼女の力を使い、ある一点から一点へと吹ふく風を起こせば、指定した地点に矢を降り注がせることなど簡単だった。


　戦場においてまず守るべきは戦線である。どこか一点でも敵に戦線を突破されれば、そこからすべての戦線が崩ほう壊かいしかねないからだ。それゆえ指揮官は、味方の戦線がもろくなっているところがあればすぐさま援軍を送るといった対処が必要となる。


　しかしどこの戦線が劣勢になっているかは、たとえ丘の上から戦場全体を眺めていたとしても簡単に見えるものではない。


　戦線の動きが一番よく分かるのは、最前線で兵士の指揮を執とる中級指揮官であろう。しかし、前線の指揮官がたとえば旗で劣勢を伝えてきたとしても、実際に援護ができるまでにはどうしても時間がかかる。


　そこでジェレイドは、前線の指揮官から要よう請せいがあれば、即そく座ざに〈風の戦乙女〉の力を利用して的確な位置に矢の雨が降らせられるよう入念に準備していたのだ。全軍が二千足らずの小規模な軍勢だからこそできる戦い方である。


　前線から要請があり次第、即座に実行可能な精密支援射撃。これこそが鎮圧軍を迎むかえ撃うつためにジェレイドが編み出した戦術だった。
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「く、やはりそういうことか！　なんと嫌いやらしい戦い方だ！」


　事の次第を悟ったシーリアスは、歯は嚙がみした。


〈風の戦乙女〉とやらの力なのだろう、反乱軍の射撃は正確無比で、鎮圧軍の戦列だけを狙っていた。鎮圧軍が攻こう勢せいに出ようとする度、頭上から降り注ぐ矢によって制止を余よ儀ぎなくされ、反対に反乱軍が攻勢に出るときは、頭上から降り注ぐ矢によって防ぼう御ぎよの態勢を整える機会を奪うばい取られてしまうのだ。


　鎮圧軍からすれば、こんな戦いにくい戦はなかった。


「い、いかがいたしましょうかシーリアス卿きよう。未いまだ数の上では我が方が勝っております。このまま守勢に回り、敵の矢が尽つきるのを待つという方法もありますが……」


「……下策だな」


　こんな戦術を取ってきた反乱軍のことである。揃そろえてある弓矢の数も半はん端ぱなものではないだろう。


「取るべき手段は一つしかない」
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「ジェレイド！　鎮圧軍が退たい却きやくを始めたぞ！」


　マシューが声を上げた。やがてその事実は反乱軍全軍に伝わり、兵士たちが勝利の歓かん声せいを上げ始める。


「なるほど。敵もどうして決断が早いですね」


　一斉に逃にげていく敵を見ながら呟つぶやく。さすがはボルネリア侯──いや、あのモンフォード執しつ政せい官が任命した敵将といったところか。形勢不利と見るやこうも即座に退却を決意するとは。


「追つい撃げきはしなくていいんだな？」


　マシューの問いかけに頷うなずく。


「はい。全軍にあらためて命令してください、追撃は絶対に避さけるようにと」


　敵は敗走して逃げていくのではない。形勢不利と見て退いただけなのだ。下手に追撃しても効果は上げられないどころか、逆撃を喰くらう可能性もある。


　しかし、一度は鎮圧軍を追おい払はらうことができたという事実は、反乱軍の勝利として喧けん伝でんすることができる。これによって反乱軍の士気はさらに上がり、志願兵の数が増えることも期待できるだろう。


「……奇き妙みようですね」


　にもかかわらず、ジェレイドの顔色はやや青ざめていた。


　──なぜ姿を見せない？　騎き士し団もモンフォード執政官も……！


　あるいは彼らは今回の戦いをただの前ぜん哨しよう戦せんと位置づけ、最初から様子見のつもりだったのかもしれない。確かにこれでこちらの手の内は見られたことになる。鎮圧軍は一度後方へ退いた後、こちらが思いもしないような対策を立て、今度こそ騎士団と共に攻めてくるつもりなのかもしれない。


　だが、幸か不幸かジェレイドの考えは外れた。


「何か疑問があるようだな、ジェレイド」


　ジェレイドの前に、一頭の騎馬が颯さつ爽そうと現れた。


　一軍の指揮官の前に、素性の知れぬ相手が現れたのである。しかしあまりにも突とつ然ぜんのことで、周囲の兵士たちも止めることはできなかった。


「あなたは……メリステル!?」


「久しぶりだな、ジェレイド」


　言いながらメリステルは馬を下りた。このときになってようやく周囲の兵士たちも彼女の存在に気付く。しかし、まさか武器も帯びずたった一人でやってきた女が敵であるなどとは考えられなかったのか、彼女を取り押さえようとする者などいなかった。ただ一人、マシューだけがジェレイドをかばうように前に出ただけである。


「な、なぜあなたがこんなところにいるんです？」


「それは……こういうことだ」


　問われたメリステルは、まるで敗軍の将のようにジェレイドの前で膝ひざを折り頭こうべを垂れた。


「わたしはボルネリア侯こうを見限った。今後はあなたのために働きたい。受け入れてはくれないだろうか」


　驚おどろいたのはジェレイドである。


「……なぜです？　なぜあなたが、今いま更さら僕のために？」


「おかしなことではないだろう。ボルネリア侯の悪行の数々は、わたしとて知っている。騎士の誓ちかいを立てた身として主を裏切ることはできなかったが、これ以上人々が苦しむのを黙だまって見ていることも騎士の名折れだ。それに、わたしはおまえが弄ろうした小細工のおかげで屈くつ辱じよくの日々を送るハメに陥おちいっていたからな。いっそその責任をおまえに取ってもらおうと思ってな」


「…………」


　筋は通っていた。確かにそういった理由なら、彼女が投降してきても不自然ではない。


「簡単に受け入れてくれるとは思っておらぬ。ゆえに、わたしの誠意を示すため、ある情報を持ってきた」


「へえ。それは気になりますね、どのような情報なのでしょう？」


「モンフォード執政官のことだ。あの男は今、三百の騎士団を率いてこのデルニ平原の西を北上している。平原を迂う回かいし、そのままレイムス郡の奥深くへ攻め込むつもりだ」


　ジェレイドの周囲からどよめきの声が上がった。


「……なるほど。あり得ない話ではありませんね」


　モンフォードは最初からこちらの設定した戦場で戦う気などなかったということだろう。こちらは、兵卒からなる部隊をぶつけて足止めする一方、騎士団は無防備なレイムス郡の奥深くへ潜せん入にゆうする。


　後はやりたい放題だ。近きん隣りんの村々に火をつけて回られるようなことでもあれば、たちまち反乱軍は飢き餓がに直面するだろうし、守るべき農民たちを守れなかったという点で名声も地に落ちる。しかもこの方法なら、実際に戦うわけではないので虎とらの子この騎士団に損害が出ることもない。


「……分かりました、いいでしょうメリステル。投降を認めます。もっとも、あなたのもたらした情報の真しん偽ぎが確認できるまでは、少々不自由な時間を送ってもらうことになるでしょうが」


「いいだろう。好きにするがいい」


　ひとまずメリステルに護衛という名の監かん視しをつけさせ、下がらせる。


「厄やつ介かいなことになりましたねえ」


　ジェレイドは外していた眼め鏡がねをかけ直した。


　メリステルの情報がもし真実だったとすれば、反乱軍は今すぐこの陣じん地ちを捨て、本ほん拠きよ地ちを守るため後方へ引き下がらなければならない。いや、この際情報の真偽は関係ない。モンフォード執政官と騎士団が姿を現していないのは事実であり、反乱軍としては何らかの対処をしなければならないのだ。


「ですが、まだまだ終わりではありません。こちらが後方に何の備えもしていないと思ったら大おお間ま違ちがいですよ」
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「そろそろ、メリステルも到とう着ちやくしたであろうな」


　モンフォード執政官は馬上で呟いた。その後ろには三百からなる騎馬の群れが続いている。


　反乱軍が騎士団への対たい抗こう策として、強固な陣地を築くであろうことは容易に予想がついた。そしてその陣地は、反乱軍の本拠から離はなれた場所に構築されるだろう。農民の味方を標ひよう榜ぼうするジェレイドとしては、彼らを戦火に巻き込まぬよう、そうする義務がある。


　それに、今回の鎮ちん圧あつ軍は攻せめ込む側だ。戦場を選せん択たくできるのは反乱軍であり、反乱軍が騎士団の運用が難しくなる戦場を選ぶことは間違いない。


　状じよう況きようを考えれば考えるほど、騎士団の効率的な運用は難しくなると見るべきである。それゆえに、モンフォードは最初から貴重な騎士団を別働隊として動員する方法を選んだのだ。


　もっとも、モンフォードはメリステルを通してこの事実を反乱軍に流していた。もし本当にただ勝利だけを望んでいたのならば、そんなことをする必要はどこにもなかったにもかかわらずである。


「さて、ジェレイドよ。どう動くかな。もしこれがしのげれば──おまえを認めてやろう」


　他人が耳にしたとしてもまったく意味が分からないであろう独り言を、モンフォードは口にした。
















　間章　六　反乱軍の決戦　後編
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　モンフォード執しつ政せい官率いる騎士団が、ジェレイド率いる反乱軍が設定した戦場を迂回し、後方の拠きよ点てんへ直接侵しん攻こうしようとしている──。


　かつての敵手メリステルからその情報を聞き出したジェレイドは、即そく座ざに退却の命を出した。陣地はにわかに慌あわただしくなり、反乱軍にとっては貴重であるはずの軍事物資すら放ほう棄きする形で陣じん払ばらいが始まる。


　連れて行く兵は千とした。これは全軍の半分に過ぎない。一刻も早く退却するべく、機動力を考こう慮りよした結果であった。


　むしろジェレイドの頭を悩なやませたのは残り千の兵の処しよ遇ぐうである。できれば彼らには、先の戦いの結果、南に退いた鎮圧軍が再び進軍してきた際の足止めを任せたいところだった。


　しかし、千人の中には先の戦いで怪け我がを負った者が数あま多たく含ふくまれている。それに〈風の戦いくさ乙おと女め〉の援えん護ごもない状態で、未いまだ数千の兵力を有する敵と戦うなどというのは無む謀ぼうだ。結局、彼らには怪我人を助けながら敵の姿が確認されていない東へと逃げるよう指示するしかなかった。


　こうなると反乱軍はいよいよ厄介な状況に立たされることとなる。下手をすれば前方の三百の騎士、そして後方の数千の歩兵の攻こう撃げきを同時に受けることになりかねない。


「そもそも、歩兵で騎士団に追いつくことなど不可能ではないのか？」


　そうジェレイドに問いかけたのはメリステルである。敵のただ中へ投降してきたばかりの彼女には、護衛という名目で監視の兵士が常に寄より添そっている。にもかかわらずその態度は堂々としたもので、さすが女だてらに一軍を率いていただけのことはあるとあらためてジェレイドを唸うならせた。


「その心配は不要です。最近僕はベルハルトというボルネリア侯に仕えていた元騎士を部下に迎むかえましてね。後方には彼が控ひかえてますし、すでに早馬を送ってすべきことは伝えています。多少の時間ぐらいは稼かせいでくれるでしょう」


「だが、反乱軍に余力があるとも思えぬ。その元騎士とやらの元には、どの程度の兵力があるのだ？」


「せいぜい百足らずといったところでしょうか」


「百!?　その程度でモンフォード執政官直々に率いる三百の騎士団を迎え撃うつというのか!?　いささか無謀だと思うが……」


「大だい丈じよう夫ぶですよ、迎え撃つ必要なんてありません、僕たちには僕たちの戦い方がありますので。あなたの情報によって敵の進路は分かっています。それに敵が迂回して進んでいる以上、こちらにはいくばくかの余よ裕ゆうもあります。後はどうとでもなりますよ」


　にわかには信じ難い話なのだろう。メリステルはまだ何か反論したそうな顔をしていた。


「……いや、考えてみればわたしもおまえには辛しん酸さんを舐なめさせられた身だ。何か策の一つもあるのだろうな」


「ええ、まあそんなところです。ところでメリステル。せっかくの機会ですので、僕もあなたに聞きたいことがあるんですが」


「なんだ？　わたしに分かることであれば答えよう」


「ありがとうございます。僕が聞きたいのはモンフォード執政官個人のことなんです」


「……ほう」


　メリステルの端たん麗れいな唇くちびるの間から、小さな歎たん息そくがこぼれた。


「モンフォード執政官の、何を聞きたいのだ？」


「彼の忠誠についてです。僕が聞き知った限り、モンフォード執政官は冷れい徹てつであり、かつ優ゆう秀しゆうな人物です。そんな人物が未だ愚ぐ劣れつなボルネリア侯こうに仕え続けているということが、どうも納得できないんです。僕がモンフォード執政官であれば、とうの昔にボルネリア侯を見限るか、あるいは逆にボルネリア侯の品性を正すべく命を懸かけて忠言の一つや二つしていたでしょう。しかしモンフォード執政官はそのいずれの道も選択していません」


「……それで？」


「モンフォード執政官がボルネリア侯の権力を笠かさに着て賄わい賂ろをせびるような欲深い人物だったならまだ分かるんです。しかし彼には特にそういった様子もない。となると、彼は一体なぜボルネリア侯に仕えているのかという疑問が以前からずっとありましてね」


「狙ねらいが読めたぞ。つまりジェレイド、おまえはモンフォード執政官とボルネリア侯の関係を破は綻たんさせ、仲なか違たがいさせようと──離り間かんの策を用いようとしているのだな？」


　ジェレイドは苦笑した。なるほど、確かにそう解かい釈しやくすることもできる。実際、このボルネリア領が未だ健在なのは、ボルネリア侯がモンフォード執政官をそれなりに信しん頼らいし、施し政せいを一任しているからだ。その両者の繫つながりを壊こわし、仲違いさせることができれば、このボルネリア領は確実に崩ほう壊かいする。離間の策は確かに有効だろう。


　もっとも、ジェレイドとしては現時点でそこまで深くは考えていなかった。というよりは、ボルネリア侯とモンフォード執政官の間を仲違いさせることは不可能ではないかとさえ考えていたのである。第三者に仲違いさせられるような余地を残しているのならば、とうの昔にモンフォードはボルネリア侯を見切っていたに違いないからだ。


「まあいい、わたしの知っていることを教えよう。といっても、それほど深い事情は知らぬがな。事の起こりは二十年ほど前のことだ。モンフォード執政官の父が事業に失敗して莫ばく大だいな負ふ債さいを負うという出来事があったそうだ。彼の家族は路頭に迷う寸前だったが、そこに先代のボルネリア侯が援えん助じよの手を差さし伸のべたのだ」


「なるほど。そのとき受けた恩に報いるため、モンフォードは執政官となり、今も忠勤奉ほう仕しを続けているということですか？」


「ああ、そんなところだ」


「……ありがとうございました。参考にさせて頂きましょう」


　過去に受けた恩に報いるため、奉公を続けている。それなりに合点が行く話ではある。


　だが、同時にこのとき、ジェレイドの脳裏にはある考えが浮うかんでいた。


　これまでに、モンフォードは自分たち反乱軍を撃げき滅めつする機会を何度も有していた。にもかかわらず、まるで手心を加えられたかのように自分たちは生き残ってきた。


　その事実と、今知ったモンフォードの事情。そこにほんの少しばかりひねくれた思考を加えれば、事態を整合させるある推測が浮かび上がってくるのである。


「……メリステル。今の話を聞いて、あなたにもう一つ頼たのみたいことができたのですが」


「ほう。なんだ？」


「ひょっとしたら無む駄だになってしまうかもしれないんですけどね。しかし、やっぱりお願いしておいた方がいいでしょう──」


　……ジェレイドから頼みごとの内容を聞いたメリステルは、まず顔をしかめた。


「難しいのではないか？　モンフォード執政官がそんな提案に乗る利益などなかろう。それどころか、下手をすればおまえの命が危うくなるではないか」


「構いません。とりあえず今の話をモンフォード執政官にしてくださるだけで結構ですので。あとは彼が下す決断に任せるとしましょう」


「……分かった。おまえがそう望むというのなら従うだけだ」





　この後、メリステルは馬を与あたえられ、ただ一騎きで反乱軍の元を離れることとなる。


　敵かもしれないメリステルをこうも簡単に逃にがしてしまっていいのかと疑問を抱いだいた者は反乱軍の中にも少なくなかったが、結局のところジェレイドの判断に異を唱えられるような者はいなかったのである。
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　このとき反乱軍が根こん拠きよ地としていたのは、ヴェルセンという名の町である。レイムス郡の南西にある町で、位置的に中央のブルゴーン郡から鎮圧軍がやってくれば真っ先に戦火に見み舞まわれると考えられていた。それゆえジェレイドは鎮圧軍を迎え撃つにあたり、このヴェルセンを根拠地としてさらに南西へ打って出ることで、戦線を町から遠ざけようとしたのである。


　そのヴェルセンには現在、元騎き士しベルハルト率いる反乱軍総勢百人が滞たい在ざいしている。もちろんたった百人では町ひとつ満足に守ることもできない。元々彼らに与えられた役割は、町に貯蔵された軍ぐん需じゆ物資を守り、前線に輸送することだった。しかしもし近くに敵が現れた場合には遅ち滞たい戦せん闘とうを挑いどむ必要がある。ジェレイドがベルハルトをここに配したのはそのためだった。


　そして早馬によりジェレイドから命令を受けたベルハルトたちは、いよいよ行動に移ることとなる。


「残念だが敵が現れたようだ。この町が襲しゆう撃げきされれば我らの敗北は必至だ。動くぞ」


　元騎士のベルハルトには、ただの農民には持ち得ない人に命令することに手慣れた威い厳げんのようなものがあった。そのせいだろう、元農民の兵士たちは、最近反乱軍に加入したばかりの新参者の指揮官の命令に唯い々い諾だく々だくと従い、準備を整えた。


　ジェレイドの報告によれば、敵は南西の道から接近しつつあるという。それゆえベルハルトたちは町から半里（約二キロメートル）ほど南西にある街道に向かった。街道の幅はばは馬車が二台同時に行き来できる程度で、周囲は茂しげみに囲まれ見通しはひどく悪い。


　伏ふく兵へいには絶好の場所ではある。しかしたった百人で、しかも後ご詰づめの兵すらいないこの状じよう況きようで伏兵をしかけても、三百の騎士団を撃退することは不可能である。


　もっとも、ベルハルトたちは武装すらしていなかった。代わりにありったけの牛や馬を連れ、馬犂すきを始めとした農具とそして水の入った樽たるをいくつも運んでいた。


「まさかこんな策があるとはな」


　これから自分たちがやろうとしていることを考えると、苦笑したくなる。こんな策を思いつくとは、さすが農民を率いて戦ってきたジェレイドというべきだろう。
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　モンフォード率いる騎士団三百は、ヴェルセン町まであと半里足らずというところまで近づいたところで、足を止めざるを得なかった。


「なんだ、これは？」


　目の前のふざけた光景に、滅めつ多たに感情を表さないモンフォードでさえ呆あつ気けに取られることとなる。


　街道が、突とつ然ぜん泥どろ沼ぬまになっていたのだ。馬の足を踏ふみ入れようものなら足首まですっぽり埋うずまり、抜ぬけなくなりそうなほどに深い泥沼に。


　昨日今日と、雨が降った覚えはない。いや、仮に雨が降ったとしても、並の雨量ではここまで深い泥沼にはならないだろう。


「い、一体どういうことなのでしょう、これは。まるで耕された畑に大雨が降ったかのようではありませんか」


　そう言ったのは、モンフォードに任じられてこの騎士団の団長を務めているエイクリドという大おお柄がらな騎士であった。


「なるほど、そういうことか。奴やつ等らめ、恐おそらくは地面を耕して水を流したのだ」


　この辺りの土はよほど水はけが悪いのだろう。地元の農民がいればその程度の情報を得るのは簡単だ。その土を農具を使って耕し、水を流し込んでこのような悪路を作り上げたに違いない。


　泥沼はおよそ二十間（約三十六メートル）以上は続いている。日々大地と戦っている農民だからこそできる罠わなであった。


「いかがいたしましょう、モンフォードさま。このようなところを騎馬が進めば、たちまち泥に足を取られ進めなくなってしまいます」


「そうだな。そこへ矢でも射い掛かけられればいい的だ」


「何よりこのような罠が用意されているということは、我らがここへ来ることが感知されていたということでもあります。この泥沼を迂う回かいするのは容易ですが、周囲は深い茂みになっております。もしその中に兵が伏ふせていれば、我々は簡単に大きな打だ撃げきを受けることになりかねません」


　モンフォードは失笑を押おし隠かくした。メリステルを通してジェレイドに自分たちの位置を教えたのは、他ならぬモンフォード本人だったからだ。


　それにしても、ジェレイドもよく臨機応変にこんな罠を用意できるものだと思わず感心したくなる。


「やはり信ずるに足る男か、ジェレイドは」


「は？　何か仰おつしやいましたか？」


「なんでもない。とにかく、引き返すぞ。敵が待ち構えていることが分かった以上、無理に進む必要などない。そもそも、騎士団で町を攻こう撃げきするというのも兵法には適かなわぬしな。これより全軍反転する。反乱軍は今いま頃ごろヴェルセンの町へ帰き還かんするべく帰路を急いでいるはずだ。その隊列は崩くずれ、伸びきっているだろう。その脇わき腹ばらを突つくのだ」


　騎士たちは感服した。自分たち騎士団は反乱軍の根拠地を突くと見せかけることで反乱軍に転進を余よ儀ぎなくさせた。その上で自分たちはさらに進路を変え、帰路を急いでいる反乱軍の横腹を突くというのだ。


　戦とは元来、遠方からやってくる敵を待ち構える方が有利に戦えるものだ。今までは鎮圧軍が攻せめ込む側であり、待ち構える権利を有していたのは反乱軍だったが、モンフォードの示した戦術はその優位を逆転させるものだった。


　三百の重装の騎士が槍やりを連ねて街道を埋うめ尽つくし、突き進めば、反乱軍を蹴け散ちらすことなど容易だろう。騎士たちはすでに勝利を確信していた。
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　一方、ジェレイドら反乱軍総勢千の軍勢は、ヴェルセンの町の南一里ほどのところまで接近していた。


「厄やつ介かいなのはここからなんですよね……」


　敵の位置がまったく分からない。それが最大の不安事じ項こうだった。


　モンフォード執しつ政せい官率いる騎士団が、ベルハルトたちが封ふう鎖さしているであろう道をそのまま突っ切ってくれるような無能者の集団であれば脅きよう威いはない。機動力を封じられた騎馬兵など、ベルハルト率いる百人だけでもどうにかなるだろう。


　だが問題は、モンフォード率いる騎士団がヴェルセンの町を攻めることをやめ、戦場を移動した場合だ。


　こうなるとその位置はまったく分からない。そして、見通しの悪い戦場を自由に駆かけ回る騎士団ほど始末に負えないものはないのだ。


　もっとも、それは予想していたことであり、対たい抗こうする手段も考えてある。簡単なことだ、視界を確保すればいい。


「全軍止まってください。それからすべての百人長は集合を」


　ジェレイドの命が下る。


　兵士たちは小休止が許され、百人の兵を率いる中級指揮官──百人長たちが集められる。


「百人長、全員揃そろったぜ」


　彼らの代表として、マシューが切り出す。


「全員、これから僕の言うことをよく聞いてください。これより部隊を五つに、つまり二百人の部隊を五つ作ります。〈風の戦いくさ乙おと女め〉は僕と来てください、あの山へ登ります」


　ジェレイドの指差した先には一つの山がある。地図にも載のっていないような小さな山だが、周囲を見み渡わたすには充じゆう分ぶんな高さがあった。


「分かった。で、具体的に何をすりゃいいんだ？」


「各隊、軍旗を持ってこの一帯に散らばってください。あとは随ずい時じ作戦を伝えます」


　鎮圧軍を迎むかえ撃うつにあたって、ジェレイドはいくつかの防衛作戦を考案していた。


　一つは〈風の戦乙女〉の援えん護ご──というよりは誘ゆう導どうによって、敵前線に的確な射しや撃げきを射ち込み味方を援護するという、精密支援射撃である。


　そしてこれから行おうとしている作戦は、同じく〈風の戦乙女〉があってこそ、そして自軍に完全な地の利があるがゆえに使うことのできる作戦だった。
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「いたぞ。やつらだ」


　モンフォード率いる騎士団は、樫かしの木の林に入っていた。そして、ついに反乱軍と思おぼしき武装した兵の一団を見つけることとなる。


「この場所は好都合ですな、この林ならば我ら騎士もかなり自由に動けますぞ」


　この辺りの林は建築資材とするためか、常に人の手が入っているようだった。下草は刈かられ、木材の質を落とす節の原因になる小枝も切られている。ここならば馬を走らせるにも障害は少ない。


「モンフォードさま、どうぞお下がりください。これよりは我ら武人の出番です」


　騎士団団長エイクリドはうやうやしくそう提言した。


「うむ、あとは任せる。見事ジェレイドを討ち取ってみせよ」


「ははっ」


　モンフォードは後方へと下がった。彼は執政官であって武人ではない。兵法や馬術、剣けん術じゆつについて多少の心得はあるが、日々訓練を積んでいる騎士には劣おとる。そもそも、ボルネリア領の実効的な支配者であるモンフォードが無用な危険に身をさらす必要もない。


「よし、奴やつらを蹴け散ちらすぞ！　続けぇ！」


　指揮を引き継ついだエイクリドは、声を張り上げ馬の腹を蹴った。


　遭そう遇ぐう戦せんとなった場合、有利なのは個々の戦せん闘とう力に勝り、そして機先を制した側である。すなわち、この状況で圧あつ倒とう的てきに有利なのは騎士の方だ。粗そ末まつな槍を持っただけの農民に勝ち目はない。


　そのことは反乱軍も承知しているのだろう、殺さつ到とうする騎士を前に、少しも抗こう戦せんの意志を見せず蜘蛛くもの子を散らすように逃にげ出していく。もっとも徒歩で馬から逃げることなど不可能である。エイクリド率いる騎き士し団は、彼らを後ろから貫つらぬかんと馬上槍を構えて突とつ進しんした。


　しかしこのとき、まるで彼らの鼻っ柱をくじくように、横合いから矢と石とが降り注いだ。


　伏ふく兵へいである。


　もっとも、乗り手はもちろん騎馬までも鉄の塊かたまりと化している騎士である。その程度の攻撃では、大した被ひ害がいは受けない。


「ええい、小こ賢ざかしい！」


　エイクリドは指揮官として判断を迫せまられた。横合いの新手と、前の軍勢。どちらを相手にするかだ。


　深く考えている時間はない。やがてエイクリドは判断を下した。前方の反乱兵はもはや戦意もなく、逃げ惑まどっているだけである。この場合より脅威なのは新手の方だろう。自軍を二つに分けるという手もあるが、兵力分散の愚ぐは犯すべきではない。


「我に続け！　右手の新手を叩たたくぞ！」


　騎士団は進路を右へと変へん更こうした。


　伏兵はおよそ三十間（約五十四メートル）ほど前方にたむろしている。エイクリド率いる騎士団は、すばやく隊列を整え馬上槍の穂ほ先さきを並べると、再び突進を開始した。


　だが、その穂先が敵を貫くよりも先に、再び農民兵たちは逃げの一手を打っていた。馬の進路から逃のがれ、散り散りになって逃げていく。


「追え！　逃がすな！」


　だが、再び横合いから矢や石が飛来し、その突進を阻はばむ。


「ええい、また伏兵か！」


　エイクリドは敵の意図を察した。


　恐らく反乱軍は──その首領ジェレイドは、この辺りの深い茂しげみに幾いく重えにも伏兵の罠を仕し掛かけ、そして自分たち騎士団を誘さそい込み撃げき滅めつするつもりなのだ。個々の強さで大きく劣る反乱軍としては、そうする以外にないのだろう。


　もっとも、その戦術には弱点がある。本来伏兵とは、軍勢の進路を予想し、そこへ兵を伏せて初めて効果を上げられる。しかし自分たちがどこへ進むかを完全に予測することは不可能であり、必然的に伏兵の網あみは広く、薄うすくならざるを得ない。反乱軍の兵力は二千に満たないと聞いている。自分たちの前に立ち塞ふさがる伏兵は、せいぜいあと一度か二度が限界だろう。


「エイクリド団長！　いかがいたしますか、新手の方を攻撃しますか!?」


「その必要はない！　迷うな、まずは目の前の敵を一つずつ片付けるぞ！」


　下手に目標を変えれば、敵に再び伏兵の準備をする時間を与あたえかねない。ここは確実に敵戦力を削けずっていくべきだった。


　しかし、事はエイクリドの計算通りに運ばなかった。


　ここがだだっ広い平原部なら、農民兵たちに追いつき蹴散らすことは容易だっただろう。だが反乱軍は徒歩であることを逆手に取って騎馬が入っていけないような濃こい茂みの中に飛び込んだため、追撃は中断せざるを得なかったのだ。


「くそ、小賢しい奴やつ等らだ！」


　と、彼らがわずかに足あし踏ぶみを余儀なくされていると、再び横合いから石と矢の雨が降る。


　分厚い甲かつ冑ちゆうに守られた騎士たちにはほとんど被害はないが、無傷ではいられない。特に被ひ弾だんする面積の広い馬が何頭かやられ、騎士たちが投げ出された。しかし、少数の味方を助けるために時間を浪ろう費ひするわけにはいかない。


「追え！　奴らに逃げる間を与えるな！」


　それはこの時点でもっとも妥だ当とうなはずの命令だった。


　反乱軍は追えば逃げる。ならば逃げる間も与えず迅じん速そくに追い立てればいい。


　だが、反乱軍はこちらの考えなど見通していたらしい。わき目もふらず突進すると、その鼻先に再び伏兵が現れ矢や石が射い掛かけられ、その隙すきに眼前の敵は逃げ散ってしまうのだ。それも、二度や三度ではない。


「し、信じられん！　敵はどれほど多くの兵を伏ふせているというのだ！」


　考えられない状じよう況きようだった。伏兵は、敵の進路上に兵を伏せなければ効果を発揮できない。しかしこちら側がどう進むかなど、神でもなければ知りようがないのだ。


　だというのに、なぜ反乱軍はこうも効率的な伏兵が可能なのか。あるいは五千や一万もの兵がいれば不可能ではないのだろうが、今の反乱軍にそれだけの兵力がいるはずもない。


　さらにいえば、伏兵は仕掛ける時機を見極めるのも難しい。敵に近すぎれば攻こう撃げきを仕掛ける前に居場所がばれて逆撃を受けることになるし、逆に遠すぎれば効果的な打撃を与えられない。にもかかわらず、先ほどから反乱軍の伏兵は敵ながら見事すぎるほどに最良の時機に攻撃を仕掛けてきている。


　農民主体の反乱軍にそれほど有能な指揮官が何人もいるとは考えられない。しかし現実に、すべての伏兵がことごとく成功している。まるで伏兵を率いている部隊の指揮官が、すべて同一人物であるかのようだった。
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　ジェレイドは、名も無き山の上からその光景を見下ろしていた。


「どうやら、今回もうまくいってくれたようですね」


　もう何度呟つぶやいたかもしれないその台せり詞ふを再び口にする。


　もっとも、これまでのすべての状況がうまくいかなければ死ぬしかないようなものばかりだったのだ。うまくいってくれなければ困る。


「ミーア、次はあの隊に命令を出しますよ」


　眼下の茂みの中には、五本の青い旗が見える。味方の小隊がそこに潜ひそんでいるという証あかしだ。ジェレイドはそのうちの一つを指差していた。


「分かったわ。いいわよ」


　ミーアが頷うなずき、手をかざす。


　周囲の空気がざわつくのを感じた。ミーアが風の精せい霊れいを支配下においた証である。


「聞こえますか？　間もなくあなた方の南側に敵がやってきます。僕の合図で射撃を加えた後、東へ逃げ込んでください」


　傍はたから見れば、ジェレイドがぶつぶつと怪あやしい独り言を言っているように見えるだろう。だが、もちろん違ちがう。


　グリア大陸全土で広く用いられている〈風の便り〉という通信手段がある。これは風の精霊の力を借り、はるか遠えん距きよ離りにいる相手に直接言葉や文を伝えるものだ。


　今ジェレイドは、風の精霊の扱あつかいに長たけたミーアの力を借り、それと同じことを行っていた。ジェレイドの言葉は風の精霊の干かん渉しようを受け、眼下の旗の元へ時間差もなく直接運ばれる。そして旗の下には隊を率いる百人長が控ひかえているのだ。これこそがジェレイドの作戦だった。


　ジェレイド自身は戦場を見み渡わたすために〈風の戦いくさ乙おと女め〉と共に高台に登り、森の中には五つの兵力を伏せ、まずはそのうちの一つを騎士団にぶつける。敵はもちろん追撃してくるだろうが、この場合、その進路を予測することは容易だ。すかさずその進路上に配置しておいた第二の隊に攻撃させる。騎士団が第二の隊を追撃してくれば第三の隊にその鼻っ柱をくじくよう命令し、その間に第一の隊を別の場所に移動させる。後はその繰くり返しだ。敵と味方の位置が正確に分かり、なおかつ時間差なく命令を伝えられるからこそできる戦い方だ。早馬による伝令では時間がかかるし、笛や太たい鼓こ、旗の合図ではここまで細かい命令を伝えることはできない。敵からすれば、まるで十面に兵が埋まい伏ふくしているようにも見えるだろう。


　ジェレイドが知る由もなかったが、騎士団団長エイクリドが抱いだいた「伏兵を率いている部隊の指揮官が、すべて同一人物であるかのよう」という疑問は正しかった。百人長たちは移動から射しや撃げきの時機、退たい却きやくの時機まで細かくジェレイドから指示され、ただ従うだけでよかったのだ。


　もっとも、反乱軍も無傷というわけではない。命からがら騎士から逃げる兵士たちは疲ひ労ろうを強いられた。また、足場が悪いことから足をもつれさせて転ぶ兵の数も少なくなかった。逃げ遅おくれた兵士たちは容よう赦しやなく騎士たちに踏ふみ潰つぶされ、絶命していった。あるいは茂みに逃げ込む際に蜂はちの巣すを蹴ってしまい、蜂に襲おそわれ絶命した兵さえいた。


　それでも、騎士団と真正面からぶつかったときのことを比べれば、格段に犠ぎ牲せいは少ない。しかし、騎士団を消しよう耗もうではなく崩ほう壊かいさせるには、やはり被害を覚かく悟ごで攻こう勢せいに出なければならない。


　それゆえに、騎士団を散々に翻ほん弄ろうし、疲労と出血を強いた後、ジェレイドはついに命令を下した。


「今です。全軍、攻撃開始。いかなる犠牲を払はらってでも騎士団を撃滅してください」


　騎士団は強力な打撃力と機動力とを併あわせ持つボルネリア軍の要かなめである。今それが撃破できれば、後々どれほど反乱軍にとって有利に働くことか。多少の犠牲を払う価値は充じゆう分ぶんにあるのだ。


「ミーア、あなたも行ってください。総力戦です、少しでも強い兵がいた方がいい」


「いいの？　あんた一人になっちゃうわよ？」


「大だい丈じよう夫ぶです、万が一敵が来てもこの山を登ってる間に逃にげられますよ。もっとも、僕一人をわざわざ攻撃するためにここまでやってこれるほど敵に余よ裕ゆうはないでしょうが」


「……分かったわ。じゃあ、せいぜい気をつけて」
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　このとき、鎮ちん圧あつ軍側は最悪といってもいい状況にあった。多くの騎士が落らく伍ごし、騎馬も乗り手もかなりの疲労を強いられていたためだ。その上、反乱軍は五方向から包囲するように攻せめたててきている。


　全滅の可能性すらある危険な状況だった。にもかかわらず、反乱軍が決戦を挑いどんできたこのとき、鎮圧軍は善戦した。


　それはジェレイドにすら予測できないことだった。まさかたった一人の武人によって戦況が左右されるなど。


「ふん、これでようやく戦いやすくなったわ」


　その武人の名を、テオドリッジという。かつては反乱軍が旗はた揚あげしたミカルディ郡で騎き士しを務めていたが、その武勇をモンフォード執しつ政せい官に見込まれ騎士団に組み込まれていた男だった。


「ついにこの時が来たぞ、ジェレイド。おまえの育てた軍の強さ、見せてもらうとしよう」


　テオドリッジは、ジェレイドと一戦交えたこともある。そのときはジェレイドの仕掛けた馬ば鹿からしいほどの罠わなに多少悩なやまされたものの、ついにはジェレイドの生せい殺さつ与よ奪だつの権利を手にするまでに追い詰つめることに成功した。


　しかしテオドリッジはあえてジェレイドを見み逃のがした。テオドリッジが武人の道を志したのは、より強い相手と戦いたいがゆえである。そのことに勘かん付いたジェレイドが、テオドリッジにこう言ってのけたのだ。今はまだ自分たちは力不足だが、やがては強大な軍を組織し、千人に一人の武人を見み出いだし、テオドリッジを満足させてみせると。


　テオドリッジはその言葉を信じた。そして、ついにその約束を果たしてもらうときが来たのである。


　テオドリッジはその手に巨きよ大だいな戦斧を構えると、ただ一人反乱軍の戦列へと飛び込み、縦横に斧おのを振ふるった。


　次々血の華はなが咲さき乱みだれる。それはまさしく咲くと表現するのが適切だった。テオドリッジの巨大な戦斧が馬上から振り下ろされる度、兵士の頭が叩たたき割られた瓜うりのごとく弾はじけ飛んでいくのだ。


　その武勇を見せ付けられた周囲の敵が怯ひるみを見せる。そうなるといよいよ巨漢の騎士の独どく壇だん場じようである。テオドリッジは無人の野を行くがごとく、敵のただ中を突とつ進しんしていった。


「馬だ！　馬を射ろ！」


　反乱軍もただ逃げ惑まどっていたわけではない。接近戦では始末に負えないと悟さとったのか、四方八方から矢が放たれた。


　それがテオドリッジ目め掛がけて放たれたものであれば、何も問題はなかった。巨漢の騎士ならば矢の一本や二本、簡単に打うち払えるし、あるいは矢の一本や二本、体に突つき刺ささろうと意にも介かいさなかっただろう。


　だが、馬を狙ねらわれてはさすがにどうしようもなかった。後うしろ脚あしの付け根に矢を受け、馬が甲かん高だかい悲鳴をあげてどうと倒たおれる。テオドリッジを巻き込みながら。


　すかさず反乱軍は乗り手にとどめを刺すべく四方から殺さつ到とうした。しかし、


「ふんっ！」


　テオドリッジは役に立たなくなった馬を強引に押しのけると、即そく座ざに体勢を整え敵を迎むかえ撃うった。


　一人、二人、三人。テオドリッジが斧を振るう度、人の体がどこかしら削けずり取られていく。


「どうしたどうした！　この程度では足止めにもならぬぞ！」


　テオドリッジは笑った。周囲の兵士たちが凍こおりつくような笑みだった。


　斧を武器としているせいだろう、テオドリッジは馬上戦せん闘とうが苦手だった。むしろ地に足をつけて戦う方がよほど戦いやすい。馬を失ったテオドリッジの戦いぶりは、むしろより果か敢かんになっていた。


　そのことに反乱軍の兵士たちもようやく気付いたが、すでに遅おそかった。大木をも両断するテオドリッジの戦斧が次々と兵士たちの体を斬きり飛ばしていく。


「テオドリッジ卿きように続け！　モンフォードさまの名を貶おとしめるな！」


　その戦いぶりに勇気付けられたのだろう、残りの騎士たちも気合の声を張り上げる。


　今や気け圧おされているのは反乱軍の側だった。しかし未いまだ兵力の優位は反乱軍にあり、両者の戦いに決定的な差は生まれなかった。


「ぬるい！　この程度か、ジェレイドめ！」


　そんな戦況の中を、テオドリッジはなおも単身突き進んでいた。


　ここに至って、テオドリッジは苛いら立だちさえ感じていた。確かに反乱軍は軍としては強くなっている。だが個々の兵は決して強いとはいえず、テオドリッジを満足させるほどではなかったのだ。


　だが、やがて目当てのものを見つける。


　騎士を相手に善戦している戦士がいた。身の丈たけは大きく、テオドリッジと同等である。巨大な剣けんを振り回し、馬ごと騎士を切り落としていくその戦いぶりは、強者と呼ぶに相ふさ応わしい。


　テオドリッジは喜色すら浮うかべて剣士に接近した。


「我が名はテオドリッジ！　腕うでの立つ武人と見たぞ！　名を告げよ、そして俺と戦え！」


　テオドリッジの呼びかけに気付いた巨漢の剣士は、大剣を正眼に構えると静かに告げた。


「俺の名はディオール。受けよう、来い！」


　二人の戦士にそれ以上の言葉は不要だった。


　勢いを乗せたテオドリッジの斧が、ディオールへと吸い込まれる。


　ディオールは正眼に構えた剣で、正面から斧を受け止めた。


　甲高い金属音と盛大な火花が飛び散る。


「ぬううん！」


　ディオールが低い気合の声と共に押し返す。一いつ旦たん距きよ離りを取れば、そこは大剣の間合いだ。すかさずディオールは攻勢に移った。


　しかしテオドリッジは退ひかない。巨大な斧を盾たてのように扱い、上下左右から襲い来る大剣を次々受け止めてみせる。


「ははは！　やるではないか、やるではないか！」


　テオドリッジは体中の筋肉を膨ぼう張ちようさせて大剣を受け止めながら笑っていた。なるほど、ジェレイドはやはり約束を守ったのだなと。


　埒らちが明かぬとばかり、ディオールが大剣を振り上げた。強打の体勢だ。あの巨体から繰り出される大剣の強打となれば、並の人間ならば脳天から二分割されかねないだろう。


　しかしテオドリッジは退かない。


「ふん！」


　振り下ろされる大剣を分断するかのように、横から斧を叩きつける。


　かつて飛来する大木をも弾はじき飛ばしたことのあるテオドリッジの一いち撃げきである。ディオールの大剣はへし折れることこそなかったが、大きく跳はね上がった。


　すかさずテオドリッジは、がら空きになったディオールの懐ふところを狙うべく、体をねじって斧の刃はをねじこもうとする。


　だが、できなかった。


　突とつ如じよとして吹ふきつけられた風によって、二人の体が押しのけられたためである。


「くっ、なんだ!?」


「ディオール、後は任せて」


　凜りんとした少女の声が響ひびいた。


「ああいう筋肉の塊かたまりみたいなヤツを、正面から相手する必要なんてないわ。あんたは兵を指揮して」


　いつの間に現れたのだろう、戦場という男の仕事場にはあまりにも場ば違ちがいな少女がいた。それも、極めて異様な衣装を身に着けている。


「分かった。だが、気をつけろよ。その男、相当な手て練だれだ」


「心配はいらないわ。あたしを誰だれの娘むすめだと思ってんの？」


　ディオールという剣士は、短くそう会話を交わしただけであっさりとその場を去った。


「む……」


　自分が軽視されたようで、テオドリッジとしてはいささか腹立たしい。


　しかしあれほどの剣士が、ああも簡単に後を任せたのだ。この女も、よほどの手練なのだろう。


「何者だ、女」


「問われて名乗るのもおこがましいけど、せっかくだから答えてやるわ。あたしの名は人呼んで〈風の戦いくさ乙おと女め〉」


「〈風の戦乙女〉……。そうか、おまえが反乱軍に加わったという黒くろ魔ま術じゆつ師しか。それにしても、あらためて聞くと痛々しい名前だな。その服装ほどではないが」


　少女は頰ほおを紅潮させると、同時に右手を突き出した。


「文句があるならジェレイドに言いなさい！」


「ぬっ!?」


　テオドリッジは思わず身構えた。


　少女の周囲を、落ち葉や小枝が舞まっているのが見えたのだ。まるで少女の元に風が集まっているようだった。黒魔術による攻こう撃げきの前兆だろう。


「面白い、黒魔術師を相手にするのは初めてだ！」


　黒魔術師に対処する方法は聞いたことがある。方法は二つ、精せい霊れいへの語りかけとやらを言い終える前に攻撃すること、あるいは意志を強く持って精霊を退かせることだという。


　本来なら前者を選ぶべきだっただろう。だがテオドリッジはあえて後者を選んだ。黒魔術とやらの強さ、噂うわさに名高き〈風の戦乙女〉とやらの実力、その二つを知ってみたかったのだ。


「風よ！　我が意に応じなさい！」


〈風の戦乙女〉が、手を突き出した。


　もしテオドリッジが並の武人であれば、少女が召しよう喚かんした風の精霊に吹き飛ばされ、よくて骨折、あるいは頭を打って死んでいたかもしれない。


「ぬううううううう！　うおっ!?」


　だがテオドリッジは並ではなかった。精霊を操る術こそ知らぬものの、十年以上にも亘わたって武の修練に明け暮れてきたテオドリッジの意志の強さは、〈風の戦乙女〉にも大きく劣おとるものではなかった。


　耐たえきれず、一間（約一・八メートル）ほど吹き飛ばされ、尻しり餅もちをつく。しかし、それ以上の被ひ害がいはなかった。


「ふん、やるではないか。俺を土にまみれさせるとはな」


「……呆あきれた。世の中広いわね、あたしの風を受けてそんなに平然としてられるヤツがいるとはね」


　少女の顔には、わずかながら動どう揺ようが見て取れた。


「まさかこれで終わりではないのだろうな？　だとすれば興ざめもいいところだぞ」


「……言ってくれるわね。ごめんなさい、ちょっとあんたを軽く見てたようね。お詫わびにあたしの実力を見せてあげる」


　再び、少女が手を掲かかげた。


「蒼そう神しんラクリナースよ。星せい辰しんと運命を統べし蒼あおの女神よ。汝なんじの偉い大だいなる臣を召喚せし我に慈じ悲ひを与あたえたまえ」


　その身に、さっきよりさらに強く風が集まっていく。


「ぬっ」


　テオドリッジは、生まれて初めてと言ってもいい戦せん慄りつを覚えていた。


〈風の戦乙女〉。それが決して大おお仰ぎような名前ではないことを知る。目の前の少女に集っている力は、確かに並ではないことを気配で察する。先ほどの黒魔術でも自分の体が吹っ飛とぶ程度の力はあったのだ。もしあれほどに強まった風をぶつけられれば、さすがにただでは済むまい。


「くっ！」


　これ以上傍ぼう観かんしていては危険だ。テオドリッジは腰こしの後ろに下げている手て斧おのを取ると、力を込めて少女目め掛がけて投じた。


　並の兵士であれば首を切断されるほどの威い力りよくが込められた斧おのだったが、〈風の戦乙女〉には通用しなかった。少女の周囲に集う風はさらに強まっており、投じられた手斧は虚むなしく弾はじかれるだけだったのだ。先の一撃がつむじ風だったとすれば、今のそれは竜たつ巻まきと呼べるほどに成長していた。


「その程度？　それじゃああたしを殺すことはできないわよ？」


　少女が顔に笑みを浮かべた。綺き麗れいな顔立ちをしている分、どこか凄せい惨さんにも思える笑みだった。


　だが幸いなことに、その力が、テオドリッジに向けられることはなかった。


「よせ！　シルフィードの力は軽々しく使うな！　もう必要ない、終わったんだ！」


　怒ど鳴なり声が響いたのだ。先ほどのディオールとかいう巨きよ漢かんの剣士の声である。


「どういうこと、ディオール？」


　集中が解けたのだろう、〈風の戦乙女〉の周囲に生まれていた竜巻が勢いをなくしていく。


　やがて進み出たディオールは、〈風の戦乙女〉を無視してテオドリッジと向き合った。


「テオドリッジとやら、周りを見てみろ。戦いの趨すう勢せいはすでに見えている。無む駄だに命を散らしたくなくば、おまえも去るがいい」


「なにぃ？」


　周囲を見回したテオドリッジは、その意味を理解せざるを得なかった。


　味方の騎き士しの数が大きく減っていた。別に討ち取られているわけではない。騎士たちが次々と戦場を離り脱だつしているためだった。それも、騎士たちが決死の覚かく悟ごで戦った結果、脱出口ができた──というわけではない。


　瞬しゆん時じに悟さとる。その退たい却きやく路は、四方八方から攻せめ立てていた反乱軍が、わざと包ほう囲い網もうの一角を崩くずして作った道だった。


　騎士たちはすかさずそこから脱出を試みている。だが、それは明らかに罠わなだった。反乱軍は逃にげ道を塞ふさがれ追い詰つめられた騎士たちと正面から戦うことの不利益を悟ったのだろう。包囲網にわざと出口を作り、騎士たちに逃げ道があると示すことで油断を誘さそったのだ。


　多くの騎士たちが死の包囲網から逃のがれようとその出口から脱出していく。だがそうなると、残された騎士と反乱軍の均きん衡こうは大きく崩れる。逃げ遅おくれた騎士たちは四方八方から槍やりを突つき出され、討ち取られていき、さらには脱出しようとした騎士も背後から矢を射掛けられ、無防備な背を射い貫ぬかれ次々落馬していく。


　敗北は時間の問題だった。敵ながら見事な戦い方といわざるを得ない。ボルネリア侯こうの誇ほこる屈くつ強きようの騎士団は、純じゆん粋すいに戦いの分野で完全に後れを取ったのだ。もはやこの反乱軍をただの農民兵と侮あなどることは誰にもできないだろう。


　こうなるとテオドリッジもまた、退却の道を選せん択たくせざるを得なかった。自分の武勇には自信があったが、このまま味方の数が減っていき、一人で数百の敵を相手にするようなことになればさすがに生き延びる自信はない。


「ち、役立たずな騎士どもだ。まあいい、どうやら今日はここまでのようだな。〈風の戦乙女〉とやら、この決着はまた後日つけるとしよう」


　言うが早いか、テオドリッジは返事も待たず逃げの一手を打った。


　ただし、他の騎士たちと同じように包囲網の一角に開いた唯ゆい一いつの逃げ道へ向かったわけではない。逆に自ら反乱軍の包囲網へ向かって飛び込んだのである。


　まさかたった一人で飛び込んでくる敵がいるとは思わなかったのだろう。兵士たちの対応は一瞬遅おくれた。


　テオドリッジには、その一瞬の隙すきがあれば充じゆう分ぶんだった。すかさず巨大な斧を振ふり回し、兵士たちをなぎ払はらう。


「よせ、追うな！　行かせてやれ！　決着はついている、命を無駄にするな！」


　背後からディオールの声がした。と同時にテオドリッジの眼前から敵が退いていく。


「ふん、いい判断だ」


　せっかく敵が与えてくれた機会を逃す必要もなかった。間もなくテオドリッジは悠ゆう々ゆうと戦場を去ったのである。





　　　　　５





　ジェレイドの眼下で、部下たちが必死に戦っている。幸いなことに、決着はついたようだった。


「どうやら、今日のところもまた生き延びられそうですね」


　これでボルネリア侯は、私兵の中ちゆう核かくを担う騎士団を失ったこととなる。機動力と打だ撃げき力りよくに長たけた敵部隊は存在そのものが脅きよう威いだが、それも今なくなったのだ。これで歩兵主体の反乱軍の戦いの幅はばは一気に広がることになるだろう。


　さらに反乱軍の名声は再び大きく上じよう昇しようする。この間に自分たちは、高まった威容を利用して周辺の郡を次々支配下に置いていくのだ。そうすればボルネリア侯はいよいよ丸まる裸はだかになり、兵へい站たんを失って戦いの継けい続ぞくそのものが不可能となる。


　だが──いまだボルネリア侯には数千の兵力がある。それに、ボルネリア侯には、配下の兵力に大きな打撃を受けたときにこそ使うことのできる、ある最強の手札があるのだ。いとも簡単に戦せん況きようを一変させることのできる最強の手札が。


　その手札を使用するには金もかからない。ただ一頭の早馬があればいい。そしてその手札を行使された瞬間、間ま違ちがいなく反乱軍は終しゆう焉えんを迎むかえることになるのだ。これから進むことになる道の、なんと険しいことか。


　それでも、また一つ勝利を重ねることができたのは事実である。今はそのことを喜ぶべきだった。





「見事な戦いぶりだったではないか、ジェレイド」





「…………」


　背後から、聞き覚えのある声がした。別に驚おどろくことではない。この声の主がここに来るよう仕向けたのは、外でもないジェレイドだったからである。


「わざわざお越こし頂き恐きよう縮しゆくですよ、モンフォード執しつ政せい官どの」


　ジェレイドが振り返った先には、メリステルと、そして悠ゆう然ぜんと馬を操る最大の宿敵──モンフォード執政官の姿があった。


　まさに今、彼の持つ最大の武力たる騎士団が大きな打撃を受けて退却していくのを見せ付けられているにもかかわらず、その表情に動どう揺ようは微み塵じんも見られない。


「メリステル、ご苦労様でした。よく彼をここまで案内してくれましたね」


「……いや、大した手間ではない」


　どこか複雑な表情で、メリステルは答えた。


　今回の戦いが始まる前に、ジェレイドはメリステルにある頼たのみごとをしていた。それは、モンフォードをこの場に連れて来て欲しいというものだったのだ。
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　自分の居場所を知らせるということは、下手をするとモンフォードに自分を殺させる好機を与えることともなる。しかし、このときに至っても、モンフォードにその様子はない。他に部下を連れてもいなかったし、剣けんも構えていない。


　モンフォードに対して抱いだいていた疑ぎ惑わくが、確信に変わった。


「ジェレイド。私に何の用だ？　騎士団を破ったついでに、私の首が欲しいということか？」


　毅き然ぜんとした態度で、モンフォードは言った。


「いえ、そんな大それた用事ではありません。ただ、あなたと二人きりで話をしたいことがありまして」


「……メリステル。少し席を外してくれ」


　返事の代わりにモンフォードは傍かたわらの女騎士にそう告げる。


「えっ……。ですが、しかし……」


「頼む。必要なことだ」


「……分かりました。では」


　メリステルはわずかに逡しゆん巡じゆんする様子を見せたが、モンフォードが重ねて懇こん願がんすると、それ以上抗こう弁べんすることなくその場を去る。


「さて、ジェレイド。見事騎士団を破ってみせたことの褒ほう美びだ、なんなりと答えてやろう。一体何が聞きたいのだ？」


　ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。


「僕が聞きたいのは、あなたの態度についてです」


「態度……？」


「このボルネリア領の陰かげの支配者とも呼ばれるあなたがその気になりさえすれば、僕たち反乱軍を壊かい滅めつさせることは難しくなかったはずなんです。事実、ミカルディ郡であなたと戦ったときは、僕は殺される寸前まで行きましたし、ボルネリア侯の抱かかえる私兵は強大です。僕たちが反乱軍として力をつける前に本気で軍を派は遣けんすれば簡単に鎮ちん圧あつできたはずなんですよ」


「大規模な軍を編制し、派遣するには莫ばく大だいな出費がかかる。我がボルネリア領の財政は健全とはいえぬ。それゆえに出費を嫌きらい、大規模な軍を派遣できなかったとは考えられぬのか？」


「信じられませんね。反乱が長期化することによる損失に比べれば、一時の支出など大したことはないはずです」


「そういう考え方があることを否定はせぬがな。それで？　ジェレイド、おまえは一体何が言いたいのだ？」


「僕はこう考えてるんです。あなたは、僕たち反乱軍を利用することで何か別の目的を果たそうとしているのではないかと」


「……くっくっく」


　ジェレイドがそれを見たのは二度目である。


　血も涙なみだもないとされるボルネリア領の陰の支配者、モンフォードの笑い顔を。


「是ぜ非ひ聞かせて欲しいものだな、ジェレイド。貴様はなぜそう考えるに至ったのだ？」


「メリステルです。彼女に聞いたんですよ、あなたのご家族は先代のボルネリア侯に助けられたことがあると。それゆえに暗あん愚ぐな今のボルネリア侯にも従い続けているのだと」


「それで？」


「あなたのご家族が、ボルネリア侯こう爵しやく家からどのような援えん助じよを受けたのかは分かりません。ここからは僕の想像ですけどね、あの家系が無む償しようの援助なんてものを簡単にしてくれるとは思えないんです。恐おそらくその援助とやらの代わりに、何らかの見返りを要求されたのでしょう。そう、あなたがボルネリア侯に復ふく讐しゆうを誓ちかうような見返りを。違いますか？」


　モンフォードは再び小さく笑った。


「……もう二十年ほど前の話だ。私の父は事業に失敗して莫大な借金を背負った。もはや一家揃そろって首をくくるか夜よ逃にげするしかないような状態だった。そんな折、先代のボルネリア侯から申し出があったのだ。借金を肩かた代がわりしてやるとな。ただし──条件として、歳としの離はなれた私の妹を妾めかけとして差し出すことを求められた」


「…………」


「妹にも父にも、ボルネリア侯の申し出を拒きよ否ひする権利はなかった。こうして妹は十五歳のときにボルネリア侯の女となり、一家は生き延びることができた。だがその後、妹は死んだ。何があったかは想像したくもない、自殺したのだ」


　具体的な内容はともかく、それはジェレイドのほぼ想像通りの答えだった。


「借金のカタに取られた妹が死んだのだ。そのことに負い目を感じた父は、私と共にボルネリア侯に奉ほう公こうする道を選んだ。ついでにいえば、父は娘むすめを差し出したことを悔くやんでもいた。そのことで父の精神は病んでいたのだろう、間もなく父も亡くなった。分かるか、私は父と妹をボルネリア侯に奪うばわれたのだ。なおその上に、奴やつ等らはことあるごとに、それも二代にわたって私にこう言ってのけるのだ。おまえの家族にしてやった恩を忘れるでないぞ──とな。奴等は……ボルネリア侯こうは、未いまだに私に恩をくれてやったつもりでいるのだ。その言葉を聞かされる度、私は内心で怒いかりに震ふるえたものだった」


「……これでようやくすべてが繫つながりましたよ。あなたは、ボルネリア侯を殺すために、あなたよりはるかに無能な主に仕え続けたんですね。それもただ殺すだけではありません。あなたは主の名めい誉よを地に貶おとしめ、歴史から抹まつ殺さつしようとしたんです。ボルネリア侯の悪名を高めるため、領主の名を借りて領民を苦しめ続け、ついには反乱を起こさざるを得ないところまで追い詰つめたのでしょう。それだけではありません、あなたは反乱の火種を大きくしようと自ら油まで注いだ。違いますか？」


「その通りだ。私が手引きしてやれば、どんな無能者でもボルネリア侯を殺すことはできるだろう。だが、ただ殺しただけではボルネリア侯の悪名を後世に残すことはできぬ。おまえたち反乱軍のような大きな力を持った勢力がボルネリア侯を殺し、その悪名を声高に喧けん伝でんすることで初めて事はなるのだ。しかし、一国の侯爵が殺されたとなれば、後々王国軍が動くだろう。もし反乱軍がその王国軍に簡単に敗れるようなことがあれば、歴史には反乱軍こそが悪の権ごん化げとされ、ボルネリア侯はただの被ひ害がい者しやだったとでも書かれるだろう。それでは無意味だ。ボルネリア侯爵家は愚ぐ劣れつ蒙もう昧まいなる家系であったと歴史に記されることで、ようやく我が復讐は完かん遂すいするのだからな」


　それこそが、ジェレイドが欲した最後の真実の欠かけ片らだった。


「つまりあなたは、王国軍にさえ対たい抗こうできるような反乱軍が生まれるのを待っていたわけですね」


「そうだ。そしてジェレイド、おまえには強大な反乱軍を作り出す力があるように思えた。それゆえに、私はおまえの首を討つ機会を何度も見み逃のがしてやったのだ」


「…………」


　それで合点がいく。鎮圧軍の動きがいつも鈍にぶかったのはそのためだったのだと。


「一つだけ聞かせてください。あなたはボルネリア侯に、処女権なる愚劣な権利を行使させようとしました。それはなぜですか？　あなたの妹と同じ苦しみを、他の人々に与あたえてどうしようというのです？」


「私の家族が困こん窮きゆうにあえいでいたとき、誰だれも手をさしのべてはくれなかった。そのことに復讐してやろうと思っただけのこと。それに、もっとも大事な人を他者に踏ふみにじられるというのは反乱を煽あおる格好の材料となるからな」


「あなたがそうだったように、ですか」


「ああ、その通りだ」


　ジェレイドはようやく確信を抱いだいた。


　モンフォードは、有能な執政官などではない。ただの復讐者なのだと。その目的を達するため、あえて有能な執政官のフリをしてきただけなのだと。


「ジェレイド。分かっていると思うが、おまえたち反乱軍は今後も険しい戦いを強いられる。ボルネリア侯を殺せば王国軍が動くし、そうでなくとももしボルネリア侯が今すぐ王国に救援を求めれば、その瞬間におまえたちは壊滅することとなるのだからな」


「……分かっています」


　それこそが貴族たるボルネリア侯の持つ最強の手札である。貴族たちには危急存亡の折には国王に援軍を求める権利があり、国王にはそれに応える義務がある。もちろん、それは自らの無能ぶりを喧伝するも同然の行こう為いであり、多少なりとも自尊心のある貴族ならば、そんなことをする前に自ら死を選ぶだろう。


　しかしボルネリア侯に、そのような自尊心は期待できない。もし最後の手段ということになれば、すべての羞しゆう恥ち心しんを投げ捨て国王に泣きつくことも躊ちゆう躇ちよしないだろう。そうなれば、反乱軍は王国全土を敵に回すこととなる。今の状態でそのようなことになれば、さすがのジェレイドも生き延びられる自信はない。


「だが──」と、モンフォードは続けた。「おまえがボルネリア侯爵家の名声を地に貶めると約束するならば、私が手を貸してやってもよい。分かるだろう、私にならそれができる。ボルネリア侯は施し政せいのすべてを私に委ゆだね、領地の情勢になど耳を傾かたむけようともせんからな」


「そう仕向けたのは、あなたなんでしょうけどね」


「否定はすまい。だがどのみち、この話には乗らざるを得まい？　おまえたちが王国軍相手にも簡単に屈くつせぬような力をつけるには、まだまだ時間が必要なはずだ。それに、反乱軍を今以上に大きくするとなれば、必然的にボルネリア侯の悪名を喧伝せねばならぬのだからな」


　確かに、ジェレイドに拒否権はなかった。


　正直なところ、自身の復讐を遂とげるために無数の領民を苦しめたモンフォードを許すことはできない。当然、彼の提案になど乗りたくもない。


　しかし、反乱という罪を正当化するには、然しかるべき理由が必要なのだ。すなわち、領主たるボルネリア侯は殺されて同然の無能者だったと。そうなって初めて反乱軍は自らの正当性を主張できるのだ。モンフォードの言った通り、これからも反乱軍が存在し続けようとするならば、ボルネリア侯爵家の名声を貶めなければならない。


「モンフォード。僕はあなたを許したくはありません。あなたにも事情があったとはいえ、あなたの行動は無用に人々を苦しめるものでした」


「それがどうした？」


　モンフォードは、次にジェレイドがなんと提案するか分かりきっているようだった。見み透すかされているようで気に食わないが、どうしようもない。


「……あなたと手を組む気にはなれません。ですがだからといって、僕も部下の犠ぎ牲せいを減らす道があるのなら、過去にこだわるつもりもありません」


「よくぞ言った。それでこそおまえは民を導く指導者として今後も在り続けることができるだろう」


　これほど嬉うれしくない褒ほめ言葉を、ジェレイドは聞いたことがなかった。


「僕はボルネリア侯の名声を地に貶め、そしてもっとも残ざん虐ぎやくな手段で処しよ刑けいすることとなるでしょう。あなたの提案は関係ありません。他ほかならぬ僕たちのためにです」


「その答えで充じゆう分ぶんだ、ジェレイド。では、その日を楽しみにしているぞ」


　モンフォードはさも愉ゆ快かいそうに顔を愉ゆ悦えつに歪ゆがめると、馬首を巡めぐらした。


　──なんという皮肉な話でしょうね。


　モンフォードがいなければ、自分たちも反乱を起こさざるを得ないほどに追い詰められることもなかったのかもしれない。だが反乱を成功させるにあたっては、モンフォードの助力がなければならないのだ。こんな皮肉な話があるだろうか。


「そうだ、一つ言い忘れていた」


　と、モンフォードが馬を止めた。


「なんでしょう？」


「おまえたちに投降したメリステルのことだ。おまえのことだ、薄うす々うす気付いているかも知れぬが、あの女をおまえたちに差し向けたのは私だ」


「……ええ、知っています」


　メリステルの投降は、あまりにも時節が良すぎた。まして敗軍の将として裏切り者という疑ぎ惑わくまでかけられていたであろう彼女が、ボルネリア侯の元をゆうゆうと脱だつ出しゆつできるとも思えない。モンフォードのような実力者の助力がなければ、反乱軍に投降などできるわけがないのだ。


「あの女はこのボルネリア領のことを、私に次いで知り尽つくしている。ゆめゆめ害そうなどと思うなよ。彼女を使いこなすことができれば、後々このボルネリア領を治めるにあたって大きな力となるだろう」


「……ご心配は無用です。僕は有能な者を殺したりはしませんので」


　ジェレイドはあらためて確信した。モンフォードは本気で反乱軍にボルネリア侯を打ち倒たおさせようとしているのだと。それゆえ、能のう吏りであるメリステルを避ひ難なんさせるために、反乱軍に投降させたのだろう。


　やがて今度こそモンフォードが去ると、一人ジェレイドは呟つぶやいた。


「やれやれ、本当に罪深いですね。指導者って人種は」


　ボルネリア侯にはまだ多くの私兵がおり、戦いはまだ続くことになる。だが反乱軍の指導者は、ボルネリア領最大の指導者と密約を結んだ。


　この瞬しゆん間かん、少なくともこのボルネリア領を巡めぐる反乱は、終わったといっても過言ではないのだ。だがその事を知らない兵士たちは、今後も何も知らないまま死に続けるのである。
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「……こうしてあたしたちは広大なボルネリア領を支配下に置くことになりました。めでたしめでたし」


　多少茶化しながら、ミーアは話を締しめくくった。


「…………」


　アレスにとっては実に興味深い話だった。


　ボルネリア領が反乱軍によって支配された経けい緯いについては、いくつもの疑惑が取りざたされていた。


　ボルネリア侯こう爵しやくと反乱軍との戦いは一年近くにのぼった。その間、なぜボルネリア侯は国王、あるいは周辺の貴族たちに援軍を求めなかったのか。実際、ボルネリア侯は国王直々に援軍の派は遣けんを提案されたこともあるはずなのだ。その疑問がようやく氷解する。


「ボルネリア侯がすべてを委ねていた代理人の裏切り……か。それがためにボルネリア侯は最後まで頑かたくなに援軍を拒こばみ続けたのだな。そして真実を知らぬまま反乱軍に囚とらわれ、首を討たれたというわけか」


「そんなところよ。ジェレイドのヤツがまた最後まで徹てつ底てい的てきにボルネリア侯を利用してさ。あんまり思い出したくないけど」


　珍めずらしくミーアは口を濁にごした。理由は分からないでもない。あのジェレイドに最後まで利用されたとあっては、まともな死に方ができたとは思えないからだ。


　ボルネリア侯が哀あわれという気持ちがないではない。だが一方で、ジェレイドが卑ひ怯きようだとも思えない。ジェレイドたちはただ生きる権利を行使しただけだとも言えるのだから。


「一つ、謝っておかなきゃならないことがあるわ。ディオールのこと」


「何だ？　謝られるようなことをした覚えはないが」


「うそ。あたし、なじったことあったじゃない。あんたがディオールを殺したことを。でも、当のディオールが望んでたのよ。この世に別れを告げて、奥さんと息むす子こさんに会いに逝ゆくことをね。それも、武人として戦場で死ぬことを。あんたはその望みを叶かなえただけだもの」


「……そんなことはない。ディオールという男は、おまえにとってもただの戦友ではなかったのだろう？　いかなる経緯があろうと、その命を奪うばった私はなじられて当然だ」


「でも、だからって──」


　言いかけて、ミーアはうつむいた。


「……ごめんなさい。お互たがいさまってことで流せればいいなって思ったけど、そんな簡単な話じゃないものね」


「……ああ。分かる」


　ミーアの気持ちは痛いほど分かった。自分に親しい人の命が奪われれば、そこにどんな理由があろうと納得できるものではない。


　だが、ミーアがディオールのことを話してくれたこと自体が、アレスには嬉しく感じられたのも事実だった。これでまた少し、仲間としての絆きずなが深まった気もする。


「そういえばミーア。おまえが〈風の戦いくさ乙おと女め〉になった経緯は分かった。だが肝かん心じんな話が聞けてないな。おまえはなぜ反乱軍に身を投じるつもりになったのだ？」


「そういえばそうだったわね」


　ミーアは思い出したようにポンと手を叩いた。


「でも……そうね、それについては今度にしましょう。長い夜はしばらく続くことになりそうだし、残りは明あ日したにとっておいてもいいでしょ？」


「……それもそうだな」


　アレスにも断る理由はなかった。


　今夜はすでに色々な話を聞き、色々と考えることがあったのだ。今、これ以上のことを聞かされれば、ついていけなくなりそうな気がしたためである。





　だが、アレスたちはもちろん知らなかった。


　ミーアが今一度自分のことをアレスに語る日は、確かに訪れることになる。しかしそれは明日や明あ後さつ日てのことではなく、しかもアレス、ミーア双そう方ほうがまったく思いもしない状じよう況きようで語られることになるということを。
















　第五章　豪ごう腕わんの騎き士し










　この頃ころ。


　オルガスタ北西の小さな町でダルム城じよう砦さい攻こう撃げきの用意を整え出しゆつ撃げきを間近に控ひかえていたジェレイドの元に、一人の客が訪れていた。


「……なぜあなたがここにいるのですか。あなたにはボルネリア領の防備を任せていたはずですが」


　巨きよ大だいな戦斧を携たずさえた巨きよ漢かんの武人を前に、珍しくジェレイドは負い目を感じているかのように声を強こわ張ばらせて言った。


　ジェレイドの元を訪れた武人。名をテオドリッジと言った。


「知れたことよ。俺が戦場を求めておまえの陣じん営えいに加わったことは知っているだろう。確かにこの間までボルネリア領周辺では小こ競ぜり合いが絶えなかったが、今やすっかり落ち着いて騒そう乱らんの兆しもない。それに小競り合いで遭そう遇ぐうする敵などたかが知れている、俺はもっと強い敵と戦いたいのだ。聞けば王国軍には〈赤の悪あく魔ま憑つき〉とかいう騎士がいるというではないか。おまえにはそろそろ新たな戦場へと俺をいざなう義務があるはずだ。第一、その方がおまえの嫌きらう部下の犠ぎ牲せいを減らすことにも繫つながるだろう」


「…………」


　不ふ遜そんそのものの態度であった。


　しかし、彼の言には聞くべき点があり、容易に否とは言えなかった。テオドリッジは現在のボルネリア軍には極めて希少な、最前線で戦いながら兵の指揮ができる武人だ。その力があればこれまでの数々の戦もいくばくか楽になっていたに違ちがいない。


　だが、それでもジェレイドにはテオドリッジを遠ざけねばならない理由があった。


　テオドリッジは並々ならぬ強さを持っている。恐おそらくジェレイドの部下では、ミーアを除けばテオドリッジに敵かなう者はいない。〈赤の悪魔憑き〉ほどではないだろうが、彼の力があれば、部下の犠牲が減っていたことは間違いない。


　それでも、テオドリッジを参軍させることはできる限り避さけねばならなかった。テオドリッジは、ボルネリア領の施し政せいを任せているメリステルと同じく、ジェレイドの頭が上がらない一人だったからだ。


　ジェレイドは最初の反乱を起こしてから何度となく敗北の危機を迎むかえたことがある。その最初の敗北が、テオドリッジに起因するものだった。そのせいだろう、テオドリッジにはなんとなく引け目を感じていた。


　それに、自うぬ惚ぼれでもなんでもなく、反乱軍──現ボルネリア軍は、自分一人の統率力によって成り立っているという自負がある。そのような状況で、自分の統率力に疑いを持たれるようなことは極力避けたかったのだ。


　たとえば、テオドリッジは強い。前線で勇ゆう猛もう果か敢かんに戦うことはジェレイドにはできない。アレスがそうであったように、その戦いぶりを見せられれば兵卒の中にはテオドリッジに心しん酔すいする者も出てくるだろう。一方で、テオドリッジは主を主とも思わぬ性格をしている。もしそのテオドリッジと自分との間で何か言い争いでも起これば、軍に亀き裂れつが生じかねないのだ。


　しかし、もともと戦場を求めて反乱軍に加わったテオドリッジである。これ以上蚊か帳やの外に置いておくわけにはいかないだろう。むしろよく今まで我が慢まんしてくれたものだと言うべきだ。


　好都合というべきか、これから行おうとしているダルム城砦攻めではあまり多くの部下を連れて行くわけにはいかない。一いつ騎き当とう千せんのテオドリッジの武勇は間違いなく役立つだろう。


「……分かりました、あなたを連れて行きましょう。ただし、一つだけ約束してください。今後はあなたはあくまで僕の部下として振ふる舞まうと」


「分かっている、おまえの面目を潰つぶすようなことはせん、ジェレイド。いや、ジェレイドどの。それでよろしいか？」


　テオドリッジがあまりにも似合わぬ敬語を使うので、思わず失笑するところだった。


「いいとしましょう。あなたの力が得難いものであることは変わりありません。よろしくお願いしますよ」


「感謝する、我が主どの」


　言葉とは裏腹に、最後までふてぶてしい態度を崩くずさぬまま、テオドリッジは去った。


「やれやれ……。モンフォード、あなたの部下は、本当に優ゆう秀しゆうな者ばかりですよ」


　ジェレイドの独語には、どこか皮肉が込められていた。


　ついこの間には、メリステルと再会した。そして、今日はテオドリッジと再会した。その上に、テオドリッジはこう言うのだ。新たな戦場へ連れて行けと。


　否いやが応にも、あのときのことを思い出してしまう。


　今からおよそ四ヶ月前。


　ボルネリア侯こうの首が落とされたときのことを。


　モンフォードと最後に言葉を交わしたときのことを。


　ボルネリア領における反乱が、真に終わったときのことを──。
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　ジェレイド率いる反乱軍がボルネリア侯こう配下の騎士団を打ち破った後。


　時間は矢のように過ぎ去っていた。


　秋が来て、冬が巡めぐり、春が訪れていた。


　この間に、ジェレイドはあらゆる手練手管を用い、ボルネリア領に属する七つの郡を完全に支配下に置いていた。二つの郡を自力で奪い取ったジェレイドにとって、それは決して難しいことではなかった。なぜなら、ボルネリア領における最大の権力者──モンフォード執しつ政せい官と密約が出来上がっているためだ。大規模な鎮ちん圧あつ軍が編制されることは二度となく、それどころか領民たちの反感を買うような布告ばかりが何度となく行われ、反乱軍は数ヶ月でほとんどの領民の人心を得ていた。


　この間、領主ボルネリア侯は、モンフォード執政官の「何も問題はない、万事順調」という言葉に騙だまされ続け、国王や近きん隣りんの諸侯に援えん軍ぐんを求めることはもちろんなく、自らの首を絞しめ続けたのである。


　そして王国歴八十三年第四の月十九日。ジェレイド率いる反乱軍が決起してからおよそ八ヶ月。ファノヴァール伯はくアレスというとある伯はく爵しやくが、近この衛え騎士の地位に復帰したのとほぼ同じ頃。


　ベールセール王国にとっては歴史的ともいえる、農民によって貴族が打だ倒とうされる日が到とう来らいしたのである。
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「ふん。あの貧弱な青二才めが、とうとうここまでやりおったか」


　巨漢の斧使いテオドリッジは、城じよう壁へきの上で呟つぶやいた。


　その視線の先には、この城を完全に包囲している反乱軍の姿がある。その数は圧倒的で、恐らく一万以上はいるだろう。


　もっとも、その半分以上は反乱軍ではなく、周辺から集まってきたただの見物客であるらしい。彼らは、ある出来事を今か今かと待ち望んで自然と集まってきたのだ。すなわち、ボルネリア侯爵の終しゆう焉えんのときを。


　ボルネリア侯の支配領域は、今やこの居城だけとなっている。反乱軍が周辺の領地を次々平定していっているにもかかわらず、ボルネリア侯が何も対策を講じようとしなかった結果だ。間もなくこの城には反乱軍の青緑の旗が翻ひるがえるだろう。そしてそのとき、ボルネリア侯は名実共に終焉を迎むかえるのだ。


　もっとも、さすがの反乱軍もこの城だけは攻せめあぐねているらしい。無む駄だに金が投じられたこの城の城壁は高く厚く、さらには未いまだボルネリア侯に忠誠を誓ちかうモンフォード執政官や数十の騎き士したち、そして彼らによって徴ちよう兵へい、あるいは雇やとい入れられた傭よう兵へいたちが最後の義務を尽つくそうと日々剣けんを磨みがいていたためだ。城を枕まくらに討ち死にする覚かく悟ごさえ持った彼らだけは、ジェレイドお得意の口八丁手八丁も通用しない。かといってここは力攻めで容易に落ちる城ではない。


　しかし、その抵てい抗こうも長くは続かないだろうというのが、衆目の一いつ致ちするところだった。


　理由は明白である。この城の玉座に座しているべき領主が、不在であったためだ。


　今、ボルネリア侯は王都ヴァンフィールに出かけている。その理由というのがまた笑える。新たな侍じ女じよを買いつけるためだというのだ。


　十三歳の少女に対する処女権なるものを行使しようとした結果、ついには反乱を起こされたボルネリア侯らしいといえばらしい愚ぐ行こうではある。どれほど忠誠心に溢あふれた騎士であっても、守るべき主がそんな様ではやがては士気の方が潰ついえるだろう。


　ボルネリア侯爵家は間違いなく滅ほろぶ。誰だれのせいでもない、当主自らの責によってだ。


「さて、どうするつもりかな、ジェレイドよ」


　テオドリッジは楽しげに呟いた。


　このボルネリア領は遠からず反乱軍のものとなる。それは間違いないだろうが、まだいささか時間はかかるだろう。しかしこの後に王国軍との戦いが控ひかえているであろう反乱軍に、時間的猶ゆう予よはない。ジェレイドがこの状じよう況きようをどうやって打開するのか、いささか楽しみでもあった。


　もっとも、テオドリッジにとっても決して他ひ人と事ごとばかりではない。


　テオドリッジも、自身の去就を定めなければならなかった。他の騎士ほど忠誠心に溢れてはいないテオドリッジは、もちろん愚おろかな主に殉じゆんずるつもりなど毛頭ない。むしろテオドリッジの心境は、城の周囲に集まっている野次馬たちのそれに近い。


　ジェレイドがこの最後の障害をどう乗り越こえるのか。一貴族の終焉とは、歴史の動くときとやらはどんなものなのか。


　それさえ見届けることができたならば、後はどうでもいい。自分一人なら包ほう囲い網もうを突とつ破ぱすることもたやすい、また次の戦場でも探すとしよう──テオドリッジはそんな風に考えていた。
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　その日、ジェレイドはいつもより少しだけ丁てい寧ねいに身なりを整えていた。今日はこの地で起きた反乱の最後の仕上げとして、大勢の前で一ひと芝しば居い打つ必要があったためだ。付け加えれば、今日は反乱軍にとって、いや、農民たちにとって歴史的な日となる。無様な姿は決して見せられなかった。


「ジェレイドさま」


　ようやく準備を整えた頃。


　不意に、手伝いをしてくれていたソフィアが口を開いた。この反乱を起こすきっかけとなり、今ではジェレイドの被保護者となっている少女。


「これで、ようやく戦いが終わるんですね。もう誰も傷つかなくてすむようになるんですよね？」


「……ええ、そうです」


　ジェレイドは意図的に噓うそをついた。


　確かに戦いは終わるだろう。だが、それはこのボルネリア領を巡る戦いに限っての話だ。


　一領地を農民によって奪うばわれたとあってはこのベールセール王国の沽こ券けんにかかわる。間ま違ちがいなくそう遠くない未来、王国によって大規模な鎮圧軍が派は遣けんされるだろう。戦いはまだまだ続くのだ。


　しかし、その前に話し合いによって平和的に平へい穏おんを取り戻もどせる可能性も皆かい無むというわけではない。である以上、ソフィアを無意味に不安がらせたくはなかった。


「では、行ってきます」


「はい、ジェレイドさま」


　ソフィアに見送られて天幕を出る。そこには、ジェレイドが反乱を起こすきっかけとなったもう一人の要因──クライスが待っていた。


「いよいよ、決着がつくんだな」


「ええ、そうです」


「ソフィアの親おや父じさんの仇あだも……村のみんなの仇も、ようやく討てるんだな？」


「……ええ、そうですとも」


　その中には、ジェレイドの父も含ふくまれている。


　今いま更さらながらに、ジェレイドはこれからしようとしていることの重さを感じていた。


「クライス、昨日あなたに命令したことは覚えてますね？」


「……ああ。今日はソフィアとずっと一いつ緒しよにいる。それでいいんだろ」


「結構です。くれぐれも見に来てはいけませんよ。これから起こることは、子供が見るものではありませんから」


「……分かったよ」


　クライスが不満そうな顔をしているのは、子こ供ども扱あつかいされたためだろう。それでも納得したのは、ソフィアの傍そばに誰かがついててやらないといけないということを知っているために違いない。
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　ジェレイドがこれからやろうとしていること。


　それは、最初で最後の、私し怨えんで人を殺すということだった。





　目的地の前には、すでに兵士たちが人だかりの山を作っていた。


「ジェレイドさまだ！」


「ジェレイドさまがお見えになられたぞ！」


　別に誰かが命令したわけではない。だが兵士たちは自然にジェレイドの前に道を開き、そして頭こうべを垂れた。「ジェレイドさま」「ジェレイドさま」とその名を称たたえながら。


　やがて、ジェレイドは目的地に到とう着ちやくした。


　場所はボルネリア侯の居城の正門前。矢の届かぬギリギリの距きよ離り。そこに、一本の太い木の柱が立っている。今日のために用意された簡素極まりない舞ぶ台たいだ。


　ジェレイドはまず城壁の上に目をこらした。ボルネリア侯配下の兵卒や騎き士したちが城の守りについている。しかし、これから何が起こるのか分からないせいだろう、誰もが不安げな顔をしていた。


　あの城を落とせば、反乱軍はこの広大なボルネリア領を完全に支配することができる。そして、城を制圧すること自体はジェレイドにとって難題ではなかった。城内には極めて強い権力を持った内応者──モンフォード執政官がいるのだ。彼に頼たのめば門を内側から開けさせることも不可能ではない。


　だが、ジェレイドはあえてその道を選ばなかった。モンフォード執政官が、そのような簡単な方法でボルネリア侯爵家が滅ぶことを望んでいるとは思えなかったからだ。それに、ジェレイドとしては極力戦いを避さけたかった。たとえ城門を突破できたとしても、戦いそのものが避けられるわけではない。そうなれば部下に少なからぬ被ひ害がいが出るし、何よりも城に残る武人たちは、将来反乱軍にとっても貴重な戦力となる可能性があるからだ。


　それゆえジェレイドは、もっとも有効で、やや残ざん虐ぎやくな手段を取ることにしたのだ。城に残る騎士たちの士気と主に対する忠誠心とを奪い取り、さらに人々に快かい哉さいを叫さけばせ、その復ふく讐しゆう心を満足させてやることのできる方法である。その中にはもちろんモンフォード執政官も含まれる。


　やがてジェレイドは、芝しば居いを始めるべく命令を告げた。


「彼を連れてきてください」


　命令は即そく座ざに実行された。


　間もなく、マシューに連れられ、縄なわで拘こう束そくされたある人物が引き出されてくる。


「離はなせ！　離さぬか！　ええい、この縄を解け、私を一体誰だと思っている!?」


　低い声で駄だ々だっ子このようにわめきたてる豚ぶたの形をしたその男こそが、ボルネリア侯ランドルフその人であった。


　ジェレイド率いる反乱軍は、この城を攻こう囲いする前から、その身み柄がらを押さえることに成功していたのだ。


　難しいことではなかった。ボルネリア侯が侍女を買いに王都に向かったという事実は、モンフォード執政官から聞いている。あとはその帰り道に〈風の戦いくさ乙おと女め〉を派遣するだけで事は足りた。


　その体には特に怪け我がもない。彼が兵士たちによって害されることのないよう、ジェレイドが入念に注意を払はらった結果だ。


　別にそれはボルネリア侯を守るための処置ではなく、自分たちの目的を達成するための手順の一つに過ぎない。痛みというものは、何度も体に覚えこませれば自然と薄うすれてしまうものだ。逆にいえば、最初の痛みこそがもっとも激しい。ボルネリア侯に、痛みへの抵抗をつけさせるわけにはいかなかった。それゆえにジェレイドはいきり立つ兵士たちから苦心してボルネリア侯を守ったのだ。


「ご機き嫌げんはいかがですか、ボルネリア侯こう爵しやく閣下」


　ジェレイドが声をかけると、ボルネリア侯は即座に怒ど鳴なり返した。


「よいわけがなかろうが！　農民風ふ情ぜいがっ、よくも私をこのような目に遭あわせたな!?　このままで済むとは思うなよ！　今年の税はいつもの倍にしてくれる！　貴様は死し刑けいだ、手と足とを切り落とした後、その首を切り離し城門に飾かざってくれるわ！」


「…………」


　ジェレイドにもこれからやろうとしている行こう為いへの罪悪感は多少あった。しかしボルネリア侯が自分の立場もわきまえず口くち汚ぎたなく罵ののしりの言葉を口にする度、その罪悪感も薄れていった。非常にありがたいことだった。


　ジェレイドは最後に、居並ぶ部下の一人──ベルハルトに目を向けた。


　この壮そう年ねんの騎士は、元々ボルネリア侯に仕えていた騎士だった。それゆえに、反乱軍に協力してもらう代わり、彼の同意なしでは決してボルネリア侯の命を奪わないという約束を結んでいたのだ。


　しかし、ベルハルトももはやボルネリア侯には何ら忠誠を感じていないのだろう、この状況に到いたっても、かつての主を助けようとはしなかった。当然と言えば当然だ。この半年、まったく事態を沈ちん静せい化しようともしないボルネリア侯の所業を、彼はまざまざと見せつけられたのだから。


「では、始めるとしましょうか」


　最後の承認が得られた今、ボルネリア侯の命運は決まったのだ。


　ジェレイドは大きく深呼吸した。これから起こることを、すべての責任者として最後まで見届けなければならない。途と中ちゆうで何があろうと兵士たちの前で無様な姿はさらせないのだ。


　せっかく得ることができた敵の総大将の身柄をどう扱あつかうか。ボルネリア侯の命と引き換かえに門を開いて降こう伏ふくせよ──そう命じれば、恐おそらくはうまくいくだろう。しかし、本当に城に詰つめる将兵たちが降伏してしまえば、ボルネリア侯の命を助けなければならなくなってしまう。


　ジェレイドには、ボルネリア侯の命を奪う義務があった。それがこれまでジェレイドに従ってきてくれた兵士たちの最大の願いだからだ。かといって、城を降伏させた後でボルネリア侯を害するようなことをすれば、反乱軍は噓をついたこととなり、今後手を貸してくれる者はいなくなってしまうだろう。


　それに、モンフォード執政官との密約もある。ジェレイドには、ボルネリア侯の名声を地に貶おとしめ、そしてもっとも残虐な手段で処刑する義務があるのだ。


　それゆえに、ジェレイドはもっと別の、残虐極まりない手段を執とらざるを得なかったのだ。


「侯爵閣下が服を脱ぬぐのを手伝って差し上げてください」


　命令は即座に実行された。


「な、何をする!?　やめろ、やめぬか、この下げ賤せんな農のう奴どどもが！」


　ボルネリア侯の上質かつ豪ごう華かな上着が、マシューと彼の部下によって強引に破りとられていく。と同時に、いよいよ世紀の見世物が始まったと、周囲の観衆から歓かん声せいが上がり始めた。


　やがて豚のごとき無様な腹が露あらわになると、ジェレイドはボルネリア侯の前でうやうやしく礼をして言った。


「それでは侯爵閣下、閣下のために用意した玉座へご案内いたしましょう」


　用意していた木の柱を指差す。


　マシューたちは打ち合わせ通りに、喚わめき立てるボルネリア侯を柱に縛しばりつけた。


「は、離せ……！　貴様ら、大貴族たる私をこんな目に……！」


　いよいよ不安で顔を青くするボルネリア侯を前に、ジェレイドは言い放った。


「さて、侯爵閣下。失礼ながら、その大きく出張った腹はあまりにも見苦しく、また侯爵閣下にとっても邪じや魔まなものとお見受けいたします。恐れながら、これまで閣下のご恩を受けてきた一領民として、その腹を薄くする手伝いをさせていただきましょう」


「なん……だと……!?」


　ジェレイドの合図と同時に、ボルネリア侯の前にマシューが立った。ジェレイドの同郷の友人にして元猟りよう師し。そしてその経歴を示すかのように、彼の手には武骨な大きなナイフが握にぎられていた。何種類もの生物を解体するために使われてきた肉厚のナイフだ。その中には、もちろん人も含まれている。


　その刃やいばを見て、ようやくボルネリア侯の顔に恐怖が宿った。


「待て！　待て、待たぬか！　貴様、それで一体何をするつもりだ……!?」


　ジェレイドもマシューも答えなかった。対照的に、周囲の観客から上がる声は一際大きくなっていく。


「マシュー。お願いします」


「ああ」


　武骨なナイフを手に、マシューがボルネリア侯こうに近づく。


　最後にもう一度、ジェレイドはボルネリア侯の無様に突つき出た腹を一いち瞥べつした。


　あの無様な腹を維い持じするために、何千、何万という農民が血と涙なみだで枕まくらを濡ぬらしてきたのだ。因果応報。侯爵にとっては自分で蒔まいた種である。これから彼の身に起こることを考えても、同情する気にはなれない。


　そして、マシューはついにそれを行った。


「っぎゃああああああああああああ！」


　ボルネリア侯の腹の皮を、薄く削そぎ落としたのだ。絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたり、それを打ち消すかのように周囲の歓声がさらに熱を帯びる。


「ひいいいいいい！　い、痛い……痛ぃいいいい……！　な、何をするのだ、下賤な農民が！　おああああ……たまらぬ、痛いぃぃぃぃ！　い、今すぐ白しろ魔ま術じゆつ師しを呼べぇ！　さもなければただではすまさぬぞ！　おまえの一族をことごとく捕とらえ、死ぬまで拷ごう問もんを受けさせてやるぞ！」


「おやおや。閣下はご自分の立場をまだご理解していないようです。あなたは僕たち農民風情の虜りよ囚しゆうの身。人のことよりまずご自分の心配をすべきなんですよ。マシュー、分からせてあげてください」


「分かった」


「！　や、や、やめろおおおおおお！」


　マシューが再び洗練されたナイフの技を見せた。ボルネリア侯の腹がさらに薄くなる。


「ひいいいいいいいいい！　た、頼む……やめてくれぇ。私が悪かった、なんでもする、なんでもするから許してくれぇ……！」


　鼻水と涙を垂れ流し、腹からは血を垂れ流すボルネリア侯の姿を見れば、多少は憐れん憫びんを誘さそわれるが、ここで同情しても仕方ない。


「侯爵閣下。一つ面白い話を聞かせて差し上げましょう。僕の父はとある村の長でした。しかし年々高まる税に村は貧困にあえぎ、連年のように餓が死し者を出す有様でした。やむなく父は、領主の元へ減税の嘆たん願がんに向かいました。その結果、どうなったと思います？」


「わ、分からぬ……。そんなこと、知るわけがなかろう！」


「そうですか。では教えて差し上げましょう。僕の父は、首だけになって帰ってきたんですよ。もっとも、たかが一農民に死を申し付けたことなど、あなたは覚えていないでしょうけど」


　ジェレイドはにこりと笑った。


「お分かりですか、ボルネリア侯爵閣下。あなたには他人の慈じ悲ひを乞こう権利などないのです。マシュー、もう一枚。少し厚めに」


「っ！　ぎゃああああああああああああ！」





　ボルネリア侯が悲鳴を上げる度に人々は歓声を上げ。


　ボルネリア侯が泣きわめく度に笑い声が弾はじけ。


　ボルネリア侯が慈悲を求める度に怒ど号ごうが乱れ飛んだ。





　それは極めて残ざん虐ぎやくな、それでいて人々が求めて止やまなかった光景だった。





　　　　　◆





　一方、城じよう壁へきの上からその光景を見つめていたボルネリア侯の私兵たちは、声もなくその場に佇たたずむしかなかった。


　中にはボルネリア侯を助け出すべく、打って出るべきだと主張する騎き士しもいた。


　もちろんこの状じよう況きようで打って出れば、間ま違ちがいなく反乱軍は侯爵を殺すだろう。だが、こうなった以上はそれも仕方がないのではないか。あのような辱はずかしめから主を救い出すためにも、いっそ自分たちの手で速やかに死なせてやることこそが最後の忠節ではないかと。


　だが、その計画が実行に移されることはなかった。


　彼ら騎士たちが、ボルネリア侯以上に信しん頼らいしているある人物の命令のためである。


「軽々しく動いてはならん。我らがもっとも優先して守るべきはボルネリア侯のお命だ。反乱軍がただ侯爵閣下を殺したところで何の益もない、恐らく簡単に殺しはしないだろう。だが我々がおかしな動きを見せれば、追い詰められた反乱軍は軽挙に出るやもしれぬ。繰くり返し命じる、軽々しく動いてはならん」


　モンフォードのボルネリア侯への忠誠の深さを知らぬ者はおらず、そのモンフォードから一応の筋が通った説得をされては、騎士たちも動けなかった。


　しかし、彼らは知らない。当のモンフォードが、内心では必死に笑いを押おし殺していたことを。


「くっくっく、ジェレイドめ。やるではないか。まさかここまで忠実に私との約束を守ろうとするとはな……！」


　群衆のただ中で、無様に泣き叫さけぶボルネリア侯の姿。それこそが、モンフォードが待ち望んだ姿だった。あの姿を見んがために長年無能なボルネリア侯に仕え続け、その欲望を果たすのに協力してやったのだ。


「さて……。次はどのような芝しば居いを見せてくれるのだ？　ジェレイドよ」


　果たして、モンフォードが認めた反乱軍の指導者は、最後の最後まで決して期待を裏切ることはなかった。





　　　　　◆





　ここでジェレイドは、さっと手を上げた。それを合図に、兵士たちが群衆に静かにするよう声をかける。


　やがてさきほどまでの歓声が噓うそのように途と切ぎれると、ジェレイドはボルネリア侯の耳元でそっと囁ささやいた。


「一つだけ、あなたが痛みから逃のがれる方法を教えて差し上げましょう」


　それを聞いた途と端たん、ボルネリア侯がすがるような目を向けてくる。


「あなたが助かりたくば、これから僕の言う通りに大声で叫んでください。城の中にいるあなたの部下たちに聞こえるように。さもなくば、何度でもあなたの皮を、肉を、骨を削ぎ落としましょう」


「わ、分かった！　なんでもする……！　なんでもするから助けてくれぇ！」


　そしてその直後、ボルネリア侯は自らの命を救うべく、残った気力を振ふり絞しぼり大声で叫び始めることとなる。


「我が家臣たちよ、騎士たちよ！　貴様らの主たるこの私が命ずる！」


　まさかこの状況で命令を出されると思っていなかったのだろう、城壁の上で事の成り行きを見守っていたボルネリア侯の私兵たちが、身じろぎする。


　だが、次にボルネリア侯の口から飛び出た命令に、彼らは一様に驚おどろきを隠せなかった。


「死ね！　今すぐ自ら喉のどに剣けんを突き刺させ、城壁から飛び降りて死ぬのだ！　こやつらはおまえたちが死ねば私の命を助けると言っている！」


　城壁を取り巻く人々は、失笑すらしなかった。


　ジェレイドにはその気持ちがよく分かった。ボルネリア侯が愚おろかで矮わい小しような人物だということは誰だれもが知っていたが、ここまでその器の小ささを見せ付けられると、こんな人物に今まで支配されていた自分たちはもっと愚かだったのではという気になってくるからだ。


「死ね！　早く死ねと言っているだろう！　この私の命令が聞けぬというのか！　このようなときに主に代わって死ねずして何が騎士だ！」


　もちろん、その命令を実行した者は、一人もなかった。


　聞くに耐たえないボルネリア侯の叫び声ごえのみが、辺りに轟とどろき続けた。





　　　　　◆





「はっははは！　このような手を使うか、ジェレイドめ」


　テオドリッジはその巨きよ体たいを震ふるわせ、笑った。そのあまりの声量に、周囲の兵士たちが恐おそれおののくほどであった。


「見事だ。その冷れい徹てつぶりが、おまえの身を助けることとなるだろうな」


　初めてジェレイドと出会い、そしてジェレイドを追い詰つめたときのことを思い出す。あのころのジェレイドは村人を守るために自分を危険にさらすことを是ぜとするような甘えた考えの持ち主だった。だが、一年に満たぬ戦いを経て色々と悟さとり、多少は甘えも捨てたのだろう。そうでなければ衆しゆう人じん環かん視しの中で人の腹をそぎ落とすなどというふざけた考えを実行することはできまい。


　だが、それでいい。戦いとは元来そういうものなのだ。


「全員聞け！」


　そのとき、厳格な声が響き、テオドリッジは笑うのを止やめた。


　声の主はモンフォード執しつ政せい官だった。


「もはやこれまでだ。私も長年ボルネリア侯に仕え続けてきたが、自らの命のためならばああも簡単に部下を切り捨てようとする愚かな主だと分かった以上、今までのように忠誠を誓ちかうのは不可能だ」


　ボルネリア侯の絶叫が響き渡る中、兵士たちは、神しん妙みような顔でその話に聞き入った。


「私はボルネリア侯にこの城の留守を預けられた責任者だ。その私の名において、全員に命じる。これより全員を解かい雇こする。反乱軍に投降するなり逃とう亡ぼうするなり、好きに身の振り方を考えるがよい」


　テオドリッジは違い和わ感かんを覚えた。


　ボルネリア侯の愚ぐ行こうをああも見せ付けられれば、あのように変節することがあってもおかしくはない。しかし今まで何があろうとボルネリア侯に尽つくしてきたモンフォードがこうも簡単に裏切りを表明したというのはどこかおかしな話ではある。


　だが、テオドリッジからすればどうでもいいことだった。むしろ上役の許可が出た方が、色々とやりやすい。


　騎士や兵士たちが身の振り方を考えている最中、テオドリッジは叫んだ。


「俺は反乱軍に加わるぞ！　剣を振るう以外に食う道を知らぬ者は付いて来るがいい！」





　　　　　◆





　城壁の上にいた兵士たちが、一いつ斉せいに城の中へと戻もどっていく光景を、ジェレイドはじっと見つめていた。


　何が起こったかを察する。恐らく、モンフォードが最後の仕上げをしてくれたのだろう。


「残念ながらボルネリア侯。あなたの言葉に耳を貸す者は誰もいないようです。申し訳ありませんが、あなたが助かる道は絶たれてしまいましたね」


　無む慈じ悲ひに告げると、ボルネリア侯は蒼そう白はくになって叫んだ。


「なぜだ！　なぜ誰も死なぬ!?　大貴族たる侯こう爵しやくの命令だぞ！　死ね、今すぐ死ぬのだ！」


　駄だ々だをこねる幼児でも、もう少し分別はあるだろうと思う。


　恐らくボルネリア侯には区別がついていないのだろう。人に誰かを殺せと命じることと、人に死ねと命じることの差が。いや、区別がついたところで、今のボルネリア侯に自制心や羞しゆう恥ち心しんなどというものが残っているとも思えないが。結局は同じことなのだろう。


　と、そのとき。


　ジェレイドたちの前方にある城門がゆっくりと開き始めた。そして、中から兵士たちが続々と出てくる。


　先頭に立つ男は騎き士しだった。遠めでもその巨体が誰かはよく分かる。間違いなくテオドリッジだろう。続いて出てきたのは、ほとんどが兵卒だった。騎士はほとんどいない。


　ジェレイドは、まず「敵が打って出てきたのではないか」といぶかしむ味方をなだめた。


「彼らにはどうみても戦いの意志はありません。全軍、決して手を出さぬように。武器を構えることも禁止します」


　やがてジェレイドの前までやってきたところで、彼らは足を止めた。彼らの代表なのか、テオドリッジがジェレイドの前に立つ。


「ジェレイド。反乱軍は広く人材を集めていると聞く。もし貴様が俺に斧おのを振るう場所を用意してくれるというのなら、力を貸してやってもいいぞ」


　そのあまりにも不ふ遜そんな態度に、周囲の反乱兵たちは顔をしかめた。ジェレイドでさえ苦笑を隠すのに努力しなければならなかった。恐らくテオドリッジからすれば、主を裏切ったとも、降こう伏ふくを認めて欲しいとも思っていないに違ちがいない。ただ新たな戦場を得たいというだけなのだろう。


　しかし建前や過程はどうでもいい。重要なことはボルネリア侯の私兵を反乱軍に取り入れることなのだ。それゆえジェレイドはうやうやしく答えた。


「喜んで受け入れましょう。どうかあなた方の力を貸してください。ただし、一つだけ条件があります」


「ほう、なんだ？」


「あなた方はつい先ほどまでボルネリア侯に仕えていた身。僕たちに力を貸してくれるというのはありがたい話ですが、それならば条件として、あなた方がボルネリア侯を完全に見限ったという証しよう拠こを見せていただきたいのです」


「もっともな話だな。それで？　何をすればいい？」


　ジェレイドは横に一歩ずれた。


　そこには、柱に縛しばられたボルネリア侯の姿がある。


「彼をあなた方に預けます。あなた方の意思を、行動によって示していただきたい」


「……なるほど、よく分かった」


　ボルネリア侯に仕えていた騎士や兵士たちを自軍に迎むかえるためには、どうしてもこの儀ぎ式しきが必要だった。


　ただ、ボルネリア侯に何ら忠誠心など抱いだいていなさそうなテオドリッジにとっては大したことではなかったらしい。汚よごれ役ともいうべきその仕事を完かん遂すいするため、まったく迷いのない足取りでボルネリア侯の前に立つ。


　今やボルネリア侯の姿は無残としかいいようがない状態だった。


　顔は汗あせと涎よだれと鼻はな汁じるによってぐしゃぐしゃだったし、何度も皮や肉をはぎ落とされた腹は、女子供が見れば卒そつ倒とうしそうな様相を呈ていしている。足元には糞ふん尿にようと血がたまり、顔をしかめたくなるような異い臭しゆうが漂ただよっていた。


　これだけの出血量だ、もはや放ほうっておいても死ぬだろう。今まで痛みの衝しよう撃げきで死ななかったのが不思議なほどだ。


　テオドリッジの姿を認めたのか、ボルネリア侯の顔に少しだけ光が灯ともったようだった。


「そ、その顔……。見覚えがあるぞ、おまえは騎士であろう？　私に忠誠を誓った騎士なのだろう？　ならば命ずる、わ、私を助けよ！　今すぐにこの縄なわを解き、白しろ魔ま術じゆつ師しを呼ぶのだ……！」


「いかにも、俺は一応はおまえの家臣だった。だが、忠誠というものには様々な形がある。俺は俺なりの忠節を果たそう。これ以上、おまえが見苦しい醜しゆう態たいをさらす必要がないようにな」


「な、なにっ……!?」


　テオドリッジは、斧を構えた。大木を一刀両断にできる巨大な戦斧である。


　途端に周囲から大だい歓かん声せいが上がる。


　彼ら観衆が何を期待しているのか、そしてテオドリッジが何をしようとしているのかを悟ったのか、ボルネリア侯の顔は再び絶望で染まった。


「い、いやだあああああ！　死にたくない……！　やめてくれ、死ぬのは嫌いやだ、死にたく──」


「安心しろ。少なくともこれ以上苦しむ必要はなくなる」


　テオドリッジに躊ちゆう躇ちよはなかった。


　斧は振ふり下ろされ、それに一瞬遅れてころころと丸い何かが転がる。


　それが、農民によって構成された反乱勢力に、侯爵という大貴族が討ち取られた歴史的瞬しゆん間かんであった。
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　ボルネリア侯の首が落とされた後のことである。


　まずジェレイドが行ったことは、ボルネリア侯の居城にある四つの門のうち、西側の城門周辺から兵や見学人を立ち退のかせることだった。


　逃にげ道を作ったのだ。ボルネリア侯の私兵を反乱軍に吸収することは重要だったが、そのすべてを配下にすることはできないだろう。特に騎士たちがそうだ。彼らの主を死に追いやった反乱軍に力を貸すことに抵てい抗こうのある者は多いだろうし、反乱軍に加わり王国に弓引くことがどれだけ危険かを知っている者もまた多いだろう。もっとも、逆に職を失ったことで食い扶ぶ持ちを失い、反乱軍に流れ着く者もいるだろうが。


　いずれにせよ、反乱軍に敵意を持っている者たちにはさっさとご退場頂くのがもっとも都合がいい。そのためにも、逃げ道は用意すべきだった。


　逃げ道さえあればあとは勝手に逃げて行くに違いない──ジェレイドの狙ねらいは的中し、その道から残っていた者の多くは逃げていった。


　その後、ジェレイドは一人城内に足を踏ふみ入れた。


　まだ城内に敵は残っているかもしれない、彼らが主の敵を討つため襲おそってきたらどうするのか、せめて少数でも護衛を連れて行くべきではないか──ベルハルトなどはそう主張したが、ジェレイドは聞き入れなかった。


　あのような出来事の後で、まだ主の仇あだを討とうとする者がいるとも思えない。それに、何しろこの城における最大の権力者とは密約が出来上がっている。そして恐らくはその人物も、半年ぶりに一対一で話し合う機会を待ち望んでいるはずなのだ。危険は彼が排はい除じよしてくれているに違いない。


　それゆえに、ジェレイドはただ一人で城を奥おくへ奥へと進んだ。初めて足を踏み入れる城であったが、目的地の場所と行き方は大体分かる。城の中央だ。この城の真の主が待ち構えているとすれば、それ以外に考えられない。


「……奇き妙みようですね」


　その道すがら、ジェレイドは嫌な予感に駆かられていた。


　ボルネリア侯は領民からかき集めた財貨によって、高価な品を買い集めることが趣しゆ味みだったという。にもかかわらず、城内にはそれらしき品がまったくなかったのだ。


　ジェレイドがこの城を制圧するにあたって一つだけ懸け念ねんしていたのは、兵士や騎士による略りやく奪だつだ。ボルネリア侯の持つ多大な財産を吸収しなければ、今後反乱軍は維い持じできなくなってしまう。


　しかし、略奪があったにしては、まったく城内に荒あれている様子がない。大体、反乱軍がわざと用意した逃げ道から逃げていった騎士や兵士たちには、略奪品を持っていた様子はなかった。


　そうこうしているうちに、目的地に辿たどり着く。


「ようやく来たな」


　モンフォード執しつ政せい官は、玉座の傍そばに立っていた。


　別に見ている者などいないのだ、いっそ玉座に座っていればいいものを──とも思うが、彼には彼なりの信念があるのだろう。


「まず礼を述べるとしよう。よくぞ約束を果たしたな、ジェレイド。ボルネリア侯のあの無様な姿、今思い出しても笑いたくなるわ」


「……僕は僕のなすべきことをしただけです。そのために、利用できるものを最大限利用した。それだけのことですよ」


「ふ、変わらぬな、その物言いも。まあよい、そんなことより見事約束を果たしたおまえに、一つ褒ほう美びをやろう」


　モンフォードは、小さな何かをジェレイドに向かって放り投げた。


　咄とつ嗟さに摑つかもうと手を伸のばすものの、生来の運動不足がたたってか、無様に失敗する。


「おっと……」


　金属音を立てて地面に転がったそれを拾い上げる。鍵かぎだった。


「これは？」


「二階にある宝物庫の鍵だ。この城に多くの兵士が詰つめることになったときから、略奪を防ぐために城内の金目の物をすべて封ふう印いんするようボルネリア侯に進言しておいたのだ。おまえたち反乱軍からすれば喉のどから手が出るほど欲しいはずだ、持って行くがいい」


　城内に金目の物や略奪された痕こん跡せきがなかった理由を悟さとる。この腹黒い執政官は、未来を完全に見通していたというわけだ。


「……頂ちよう戴だいしておきましょう」


　ボルネリア侯こうにとっては皮肉な話だ。ボルネリア侯は自分の財産を守ろうとした結果、反乱軍を利することになったのだから。


「ところで、これからあなたはどうなさるおつもりですか？」


「知れたこと。もはや未練はない。自分にけじめをつけるまで」


　予想通りの言葉だった。そしてジェレイドとしても、その決心を変えさせようという気はまったくなかった。


　モンフォードの執政官としての手しゆ腕わんは喉から手が出るほど欲しい。しかし、モンフォードが自らの願いを実現するために多くの人々を巻き込んだことは、決して許されるものではないのだ。


「では、その前に一つあなたの義務を果たしてもらいたいのですが」


「私の義務だと？　相変わらず妙みような言い回しをする。なんだ、それは。自決する以外に、私に何の義務がある？」


「間もなく、メリステルがこの場に来ることになっています」


「……ほう」


　モンフォードは少し語気を落とした。


「彼女の力は、あなた亡き後このボルネリア領を治めるために必ひつ須すのものとなるでしょう。しかし元々彼女はあなたが間者として僕の元へ放った身。ボルネリア侯が死に、あなたまで死んだとあっては、とても協力は仰あおげないでしょう。そこで、あなたの力を借りたいのです。あなたはあくまで私し怨えんではなく、人々のためにボルネリア侯を見切ったのだと、そうあなたの口から告げて頂きたい。そしてメリステルに後事を託たくしていただきたいのです」


「ふふふ、死ぬ寸前まで私に三文芝しば居いを強要しようというのだな。よかろう、確かにそれは私の義務だろうからな」


「……ありがとうございます、礼は言っておきましょう」


　間もなく、語る言葉を無くした二人の間に沈ちん黙もくが訪れると、まるで計ったようにコツコツと甲かん高だかい足音が近づいてきた。


　メリステルである。


　ボルネリア侯の終しゆう焉えんをまざまざと見せられたせいだろう、その足取りはどこか定まらず、その表情もまたどこか虚うつろだった。


「……モンフォードさま。モンフォードさまは、わたしが間者として反乱軍に入り込むことをご許可くださいました。お教えください、それは何のためだったのですか？　本当にわたしを間者として利用するつもりはあったのでしょうか？」


　メリステルがその疑問を抱いだくのは当然だった。メリステルが反乱軍に加わってから半年、モンフォードは反乱軍に対して何一つ有効な手を打たなかったのだ。メリステルの知らぬ密約が出来上がっていたがゆえに。


「答えは……否だ」


　モンフォードははっきりと答えた。


「……やはり、そうでしたか。なぜですか、モンフォードさま。なぜわたしを反乱軍に……？　モンフォードさまはボルネリア侯に忠誠を誓ちかっていたのではなかったのですか？」


「いいか、メリステル。よく聞け。私はボルネリア侯に忠誠を誓っていたがゆえに、その我がままに振りまわされ、挙げ句領民を苦しめることとなってしまった」


　ボルネリア侯に処女権の行使を志操させようとしていたあなたがよく言えますね──とジェレイドは苦笑しかけたが、モンフォードに芝居を頼たのんだのはジェレイドである。もちろん口に出しては何も言わなかった。


「貴族制度とは人の心を腐ふ敗はいさせるものだ。ボルネリア侯こう爵しやく家が多大な権力を持っている限り、領民は必ず害をこうむる。それゆえ、私は決意したのだ。こんな貴族の世など滅ほろぼしてしまうべきではないのかとな。そんな折、そこのジェレイドが反乱を起こした。これを鎮ちん圧あつすべく、何度も軍を派は遣けんしたにもかかわらず、そのすべてが撥はね除のけられた。そのとき私は確信したのだ。これからの世は、彼らに任すべきではないかとな」


　よくもまあこれだけ噓うそをぺらぺら口にできるものだと、思わず感心したくなる。反乱を起こさせたのも、その反乱を長引かせたのもすべてモンフォードの策ではないか。


「メリステル。おまえは優ゆう秀しゆうだった。女の身でありながら騎き士しとなり、無能な父に代わって一郡を過不足なく治めていたのだからな。それゆえ、私は考えたのだ。私はボルネリア侯の悪政の一いち翼よくを担った人間として、己にけじめをつけねばならぬ身。だがおまえは違ちがう。おまえはその能力のすべてをかけて、今度こそ領民のために尽つくすべきなのだ」


「だから……わたしを反乱軍に潜せん入にゆうさせたというのですか」


「そうだ。おまえにはボルネリア侯の悪政の責を負わせたくなかったのだ。悪いことをしたとは思っている。いわば、私の尻しり拭ぬぐいをさせようというのだからな」


「……いえ……。そ、そんなことは……」


　メリステルの言葉が震ふるえていた。恐おそらく、その双そう眸ぼうには涙なみだがたまっているに違いない。


　ここでモンフォードは、背を向けた。


「私はおまえのような娘むすめがいればと何度思ったか分からぬ。それゆえ……後を頼んだぞ、メリステル」


　そのまま、場を後にしようとする。


　ひどい話だ、とジェレイドは思った。メリステルがモンフォードに強い敬愛の念を抱いだいていることは知っている。モンフォードは最後までそれを利用したのだ。もっとも、そのことを知っているにもかかわらず一言も口を挟はさもうともしない自分も間違いなく同罪だろうが。


「モンフォードさま！」


　メリステルは思わず手を伸ばした。その後を追おうとするが、しかしすぐに動きを止める。


　そして、決意を込めた目をモンフォードの背に投げかけた。


「……承知しました。モンフォードさまの志、確かに受け取りました。後はどうかお任せください」


　モンフォードは一度だけ足を止めた。だが、すぐにまた歩みを再開し──そして、ジェレイドたちの視界から消え去った。


　それから、モンフォードが人々の前に姿を現すことは二度となかったのである。





　残されたジェレイドとメリステルの間に沈黙が訪れた。


　だが、やがてメリステルがある行動に出る。


　右手にナイフを持ち、左手でその綺き麗れいな長い髪かみを無造作に摑つかみ上げたのだ。


　何を──と口を挟む間もなかった。躊ちゆう躇ちよなく、メリステルは髪を切り落としたのである。


「ボルネリア侯の騎士であったメリステルは今、死んだ。これよりは一人の人間として、おまえに従おう。それでいいな」


　大した覚かく悟ごだ、と思った。


　ふと思う。メリステルも、かなり頭は回る方なのだ。モンフォードと通じて彼女を翻ほん意いさせるため、三文芝居を打ったが、実はメリステルにはすべてお見通しだったのではないか。


　だが、過程はどうでもいい。メリステルという貴重な部下が得られるなら、それでいいのだ。


「……いいでしょう。喜んで迎むかえますよ、メリステル」


　彼女の能力は、このボルネリア領を支配するに当たって遺い憾かんなく発揮されるだろう。それは恐らくジェレイドにはできないことだった。
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「懐なつかしい話ですねえ……」


　ジェレイドは深く椅い子すに座り直すと、天てん井じようを見上げた。


　あの忌いま々いましい処しよ刑けい劇の後、大貴族を打ち倒たおすという大きな実績を作り上げた反乱軍には多くの志願兵が殺さつ到とうした。反乱軍は、ジェレイド一人では統率しきれないほどに膨ぼう張ちようしたのである。


　しかしメリステルの協力でボルネリア領を立て直し、反乱軍を支える地じ盤ばんを作り上げることができたし、オリビアの協力で様々な援えん助じよを獲かく得とくすることもできた。さらに言えば、テオドリッジがいてくれたおかげでボルネリア領の留守を預けて鉄てつ壁ぺきを謳うたわれるトゥールスレン城じよう砦さいを攻せめることに傾注することができたし、そのトゥールスレン城砦もミーアのおかげで陥かん落らくさせることができた。


　その陰かげで、犠ぎ牲せいになった部下もまた多くいる。ディオールがそうだ。ジェレイドは急激に膨張した反乱軍をどうにか統率したが、その際にいくつかのひずみが残り、反乱軍内部に弛ゆるみが生じてしまったことがあった。


　ジェレイドは軍を引き締しめるため、ある策を実行した。兵士の中から特に粗そ暴ぼうな者たちを集めて千人からなる部隊を作り、王国軍に無む謀ぼうな戦いを挑いどませたのである。その部隊の隊長は、本人の強い希望によって選ばれたディオールだった。


　そしてジェレイドの目もく論ろ見みどおり、ディオール率いる反乱軍は王国軍に──アレスに討たれた。これによりジェレイドは軍の引き締めにある程度成功し、以後、両軍による戦いはより過か酷こくさを増していくのである。クラウディア王女が自ら人質としてその身を差し出すまで。


　あらためて思う。多くの優秀な部下たちの存在があったがゆえに、自分と反乱軍は生き延びることができたのだと。


「……地じ獄ごくに落ちることなんて、考える必要はなかったんだ」


　部下たちの献けん身しんと犠牲に応えるためにも、自分は全身全ぜん霊れいを込めて策を弄ろうさねばならない。その過程で多くの人々が巻き込まれようと、結果的に部下たちの未来に光が灯ともるのならそれでいいではないか。


　人はそれを、偽ぎ善ぜんとか独善などと呼ぶのだろう。だが、そんな言葉に耳を傾かたむける必要などないのだ。この世は綺麗事だけでは片付かないことがあまりに多すぎる。そしてすべてを救うことなど不可能だということを、理ことわりと情じようの二点から自分は知っているではないか。


「ならばせめて、僕を信じて付いてきてくれる者だけでも救えれば充じゆう分ぶんじゃないですか」
















　第六章　フィリップの戦い
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　フィリップ将軍率いる五千の王国軍は、驚おどろくべき速さで北進を続けていた。その速さは一日七里（約二十八キロメートル）を上回るほどで、これはいくら地の利があるとはいえ、五千もの軍勢では異常ともいえる速度だった。


　彼らは、兵ひよう糧ろうや予備の武器をほとんど持たずに進軍したためだ。フィリップは、進軍にあたっては道中にある集落や領主の城に早馬を出し、五千人分の食事を供出するよう要よう請せいしてあったのだ。


　もっとも、五千の軍勢を率いた将軍の要請となれば、それは逆らうことのできない命令に等しい。五千人分もの食事を用意しなければならなかった領主たちは多大な負担を強いられることとなり、少なからぬ餓が死し者が出ることにもなるのだが、効果は充分だった。


　フィリップ軍はわずか数日でディレニア軍に占せん拠きよされたテーアブールの街の南五里（約二十キロメートル）ほどのところまで接近していたのである。


　そして、斥せつ候こうがある報告を持ってきたのは、このときのことだった。


「閣下！　この先一里半ほど先のところでディレニア軍の軍旗を掲かかげた一隊が野営を行っております！」


「ほう。詳くわしく申せ」


　状じよう況きようは次のようなものであった。一里半ほど前方に発見されたディレニア軍は、およそ三千。昼時ということもあってか、幾いく重えにも飯めし炊たきの煙けむりが上がっているのも確認されたという。


「しめた。どうやら油断し切っているようだな」


　フィリップがそう考えたのは無理からぬことだった。わずか五千の兵を率い、脇わき目めも振らず全力で北進した理由はそこにあるのだ。


　ディレニア軍からすれば、ミレスデン軍との決戦を終えたばかりのベールセール軍がこれほど早く進軍してくるとは思ってもいないだろう。ましてや、総勢二万を超こえるはずのベールセール軍がたった五千の兵で攻めてくることなど完全に想定外のはずだ。これほどまでに接近されているなどと露つゆにも思うまい。


「ギルマード、どう思う？」


　念のためというべきか、信しん頼らいを置く参さん謀ぼうにも問いかける。


「そうですな、無論罠わなという可能性は決して否定はできませぬ。しかし地の利も得ていないはずのディレニア軍に周しゆう到とうな備えが出来るとも思えませぬし、敵地でのうのうと食事の準備をしていることこそ油断している証。攻めぬ手は考えられませぬな」


「よし、攻こう撃げき準備だ。第だい一いち陣じんは私が率いる。二陣はディケント卿きよう、後ご詰づめはダドレス卿だ」


　布ふ陣じんを聞いたギルマードは、まじまじとフィリップの顔を見つめた。


「お待ちください。まさかフィリップさま自ら陣頭に立たれるおつもりですか？」


「それぐらいのことをせねば、あのアレスに対たい抗こうできまい。なに、案ずるにはおよばぬ。妖よう魔まどもと戦うことに比べれば大したことではあるまい」


　フィリップは決意の堅かたさを示すように、右手の拳こぶしを握にぎり締めた。人前では決して外さぬ漆しつ黒こくの籠こ手てに包まれた右手を。


「……確かに、それぐらいのことをせねば今以上の栄達は難しいのかもしれませぬな。分かりました、お気をつけて」


　かつて、フィリップは父の不興を買い、ベールセール王国南東の国境に送り込まれたことがあった。そこは、時折隣りん国ごくの大森林地帯から妖魔がなだれこんでくる国内有数の危険地帯であった。


　その地で、フィリップは生き延びたのである。人の何倍もの力や生命力を持つ妖魔と戦いながら。その実績が認められた結果、フィリップは父に許され再び野望の道を歩むことができたのだ。


　そして、ギルマードはそんなフィリップを、誰だれよりも間近で見ていた。今ベールセール王国においては、アレスの武勇ばかりが話の種となっているが、泥どろ沼ぬまのごとき戦いを生いき抜ぬいたフィリップの武勇もまた、決してそれに劣おとるものではない──ギルマードはそう信じていた。
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　こうして、第四次シエゴラス戦役におけるベールセール軍とディレニア軍との戦いは始まった。


　突とつ如じよとして現れたベールセール軍に、ディレニア軍は完全に不意を打たれていた。慌あわてて食事を中断し、迎げい撃げきの態勢を整えようとする。


　しかし、到とう底てい間に合うものではない。


「放てぇ！」


　馬上からフィリップは命令を下し、無数の矢が空を駆かけ、地に降り注ぐ。ディレニア軍は一いつ瞬しゆんにして混乱状態に陥おちいった。


「今だ！　我に続けぇ！」


　ベールセール軍五千は一いつ斉せいに攻撃を開始した。


　第一陣はフィリップ将軍が直々に率いる千五百の歩兵である。


　特にフィリップの戦いぶりは充分に勇戦と呼べるものだった。その両りよう翼よくは優ゆう秀しゆうな騎き士しに固められていたものの、漆黒の籠手に握られた長ちよう剣けんは右に左に振り下ろされ、その度に血の華はなが咲さき、ディレニア軍を恐おそれおののかせた。


　将たる者が最前線に立つというのは本来忌き避ひすべき戦い方であるが、少なくとも兵は勇ゆう猛もうな将を好むものである。そのせいか、将軍に続けとばかりベールセール軍は勢いづき、果か敢かんに戦った。


　こうなるといよいよディレニア軍に戦線を維い持じする術すべはない。たちまち総そう崩くずれとなり、間もなく退たい却きやくを始める。


「追撃せよ！　一人残らず討ち取れ！」


　フィリップの新たな命が下され、一方的な虐ぎやく殺さつに酔よいしれていたベールセール軍は、そのまま勢いを殺すことなく追撃を続けた。


　容よう赦しやのないその追撃は苛か烈れつなフィリップの性格を表しているかのようで、ディレニア軍に出来ることはもはや仲間を犠牲にし、彼らが虐殺されている間に逃にげることだけだった。


　異変が生じたのは、虐殺に等しい追撃行がなおもしばらく続いた後のことである。


　逃げるディレニア軍と追うベールセール軍はなおも北上し、やがて広い平原地帯に進出した。


「ちっ、新手か……！」


　フィリップは臍ほぞをかんだ。


　逃げていくディレニア軍部隊のさらに前方に、別のディレニア軍が現れたのだ。


「フィリップさま」


　と、ギルマードが馬を寄せてくる。


「そろそろ潮時でございましょう。彼のアレスめも、追撃戦の最さ中なかにあったミレスデン軍の脇わき腹ばらを突き、大きな戦果をあげたと言います。我らがミレスデン軍の失敗を踏とう襲しゆうする必要はありますまい」


「確かに、これまでだな」


　やはりこの辺りはディレニア軍の勢力下にあるせいだろう、こんな近くに他の敵部隊がいたということは、周辺にはまだ他の敵軍が潜ひそんでいる可能性もある。今、フィリップ率いるベールセール軍は追撃の最中であり、隊列は細長く乱れており、兵士たちもかなり疲ひ労ろうしている。敵の新手と戦えば、不利になるのは間ま違ちがいなくこちら側だろう。


　フィリップは剣を振り上げて全軍に停止の合図を送った。


「これだけやれば充分だ！　全軍停止、隊列を整えろ、一時後退するぞ！」


　相当数の首を討ち取ったのだ、戦果としては充分誇ほこれるものである。今は一いつ旦たん後退して態勢を整え兵に休息を与あたえ、しかる後に策を携たずさえ再び戦いを挑むのだ。そしてハインツ王太子率いる本隊が到とう着ちやくするよりも先にディレニア軍を撃退することができれば、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉以上に自分の名を知らしめることもできるだろう──。


　だが、そのフィリップの夢想が実現することは、ついになかったのである。


「将軍閣下！　東にも敵の新手が！」


「東だけではありません、西からも！」


「くっ、やはりまだ新手がいたか」


　報告の声が相次いで上がる。


　北だけではなかったのだ。東、西の森からも、ディレニアの国旗を掲げた軍勢が湧わき出てきていた。森の中から蟻ありのように湧き続けてくるその軍勢は、千や二千どころではない。


　もっとも、このときはまだフィリップに焦あせりはなかった。三方を囲まれただけなら、戦うには不利だが退却には問題ないためである。


　だが、さらに止まらぬ報告に、フィリップの顔はついに青ざめることとなる。


「閣下、大変です！　み、南にも敵が……！」


「な、なんだと!?」


　この平原の南にあるベールセール軍唯ゆい一いつの脱だつ出しゆつ路ろ。


　森に挟はさまれたその道を塞ふさぐような形で、新手のディレニア軍が出現していた。五千のフィリップ軍は、完全に四方を囲まれた形になっていた。


「まさか……謀はかられたというのか!?」
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　先ほどまでの余よ裕ゆうは簡単に消し飛び、フィリップは気が動転しそうになるのを必死に抑おさえなければならなかった。


　敵の狙ねらいは分かる。恐らくは偽ぎ退たいの計をもって自分たちを釣つり出し、四方に伏ふせた兵によって包囲・殲せん滅めつしようとしているのだ。それは、うまくいけばもっとも壮そう麗れいな戦術の一つである。


　だが、成功させるためには周到な準備がいる。敵がいつ、どの程度の規模で、どの地点にやってくるかを正確に知っていなければならないためだ。


　──まさか、内通者がいたというのか!?


　ディレニア軍がこれほど周到な準備を整えるには、ベールセール軍の状況を事細かに知っていなければならない。しかし、ベールセール軍の戦略の詳しよう細さいを知る者はそう多くない。それに、末まつ端たんの兵士ならばともかく、幹部級の者に内通者がいるとは信じ難い。


「フィリップさま！　今は動どう揺ようしている場合ではありませぬ、ご指示を！」


「そ、そうであったな」


　ギルマードの声に、ようやく意識を切り替かえる。


「全軍、聞け！　敵は四方に現れただけで未いまだ包ほう囲い網もうを完成させてはおらぬ！　むしろ敵は兵力を分散させており、我が軍は各個撃破の好機にあるとも言える！　隊列を整えよ、これより全力をもって南の新手を攻撃するぞ！」


　フィリップの充じゆう分ぶんな理を伴ともなった命令は、五千の兵の動揺を抑えるのにそれなりの効果があった。


「先陣は私が率いる！　ダドレス卿、殿しんがりを務めよ！」


　しかし──結果論ではあるが、それは失策であった。


　兵法通りの合理的な戦術。だがそれゆえに、ディレニア軍には簡単にその裏を読むことができたのである。
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　ディレニア軍を率いるゼーバルト将軍は、平原の北側からその戦せん況きようを見み渡わたしていた。


「はっはっは！　ベールセール軍め、まんまと罠に嵌はまりおったわ！」


　包囲網の南を突とつ破ぱし、街道を南へ退却しようとするベールセール軍。当然の選せん択たくだ。まさかディレニア軍の勢力下にある北へ逃げようなどとは思うまい。


　その動きを読んでいたディレニア軍は、平原の南の出入り口に主力を伏せていたのだ。さらに、このような戦況になることを前提とした作戦は何日も前から立案され、何度も訓練を行っている。


　やがて攻撃が始まった。必死で南へ逃げ延びようとするベールセール軍。


　しかし整然と隊列を整えて待ち構えていた南のディレニア軍は、容赦なく矢を浴びせてその勢いを削そぐと、長大な槍やり衾ぶすまで迎むかえ撃うった。


　たちまち何百という串くし刺ざしの死体が生まれる。だが、死体が突き刺さることによって槍衾の威い力りよくは鈍にぶくなる。そこへベールセール軍は、仲間の死体を乗り越こえるようにして殺さつ到とうした。


　四方を囲まれて追い詰つめられたベールセール軍の兵士たちは今や死兵同然で、その勢いは強い。その圧力に抗こうしきれず、包囲の壁かべに穴が生じていく。


　すかさずその穴から、ベールセール軍は脱出していった。だがその過程で自然とベールセール軍は分散し、隊列は乱れていく。


　そんな彼らの前に、再び壁が立ちふさがった。ディレニア軍が用意した包囲の壁は一つではなかった。


　最初の槍衾を突破した兵士たちの前に、さらに第二、第三の槍衾が現れ、矢が射い掛かけられる。


　完全に勢いを弱められたベールセール軍に、もはや南からの脱出は不可能だった。
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「な……なんということだ……！」


　フィリップは、焦しよう燥そう感かんに身を焼き尽つくされる思いだった。


　南への脱出路は完全に封ふう鎖さされ、退却し損なった結果、今や自軍は完全に包囲される形となり、四方から矢を射込まればたばたと部下は倒たおれていった。


　全ぜん滅めつという言葉が脳裏をよぎる。これ以上この場に留まれば、包囲網はさらに狭せばまり、誰だれ一人として生き残ることはできなくなるだろう。


　残された手段は一つだけだった。


「……残念ながらこれ以上の戦せん闘とうの続行は無意味でありましょう」


　ギルマードが重々しく、それでいて冷れい徹てつに告げる。


　その言葉の意味は、フィリップにも明らかだった。


　もはや勝利の可能性はない。降こう伏ふくなどという道は有り得ないとして、まだできることがあるとすれば、全滅という最悪な事態を回かい避ひすべく最後の命令を下すことだけである。


　南への街道は完全に塞がれているが、まだかろうじて逃げ道はある。南東および南西だ。そこだけはまだ敵がいない。ただその代わり、鬱うつ蒼そうとした森が行く手を遮さえぎっているだけである。


「全軍に命ずる！　各おの々おのの判断で南東、および南西から森へ退け！　然しかる後、ギムナムルの街へ集結せよ！」


　それは自ら全軍総そう崩くずれへの道を選ぶということであった。


　深い森へ飛び込めば、もはや軍勢は軍としての機能を失う。命令を届ける術すべはなくなり、連れん携けいも取れなくなる。軍勢はただの人の集まりに過ぎなくなるのだ。


　だが、全滅だけは免まぬかれることができる。全軍の何割かは分からないが、確実に逃げ延びることのできる兵はいるだろう。その兵を再編制することができれば、また戦いを挑いどむこともできる。


　しかし、この戦に敗北したことは間違いない。フィリップの受けた衝しよう撃げきは大きかった。


「まさか、この私が……この私が、敗れるというのか！　この私が！」


「フィリップさま！　今は後こう悔かいしている場合ではありませぬ、我らも急ぎ退たい却きやくせねば」


「……うむ、そうだな」


　とにかく、生きてさえいれば再起の道は必ずあるはずなのだ。


　こうしてフィリップはわずかな手勢を連れ、森の中へと落ち延びていった。それが可能だったのは、数千の徒歩の兵を身代わり同然に置いていったためである。


　彼らに課された運命は、なおも過か酷こくなものだった。一部の兵士たちはフィリップに続いて森へ逃げ込むことができたが、戦闘で負傷した兵士、接敵された兵士たちは逃げることもできず、降伏すらも許されず、次々と討ち取られていったのである。
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「敵は総崩れです、閣下！」


「やりましたぞ、我が軍の完全な勝利です！」


「さすがはダルム城じよう砦さいをも陥かん落らくさせた将軍閣下、見事な采さい配はいにございます！」


　完かん璧ぺきな包囲殲せん滅めつ戦をやってのけることに成功したディレニア軍の幹部たちは、口々に美び丈じよう夫ふと称しようされる自分たちの将を褒ほめ称たたえた。


「はっはっは！　我が采配をもってすれば、ベールセール軍など恐おそれるに足らぬわ！」


　相手が誰であろうと、称しよう賛さんの言葉を浴びるのは悪い気分ではない。ゼーバルトは自信に満ちた表情で部下の賛辞を受け止めた。


　もっとも、その功績はすべてゼーバルトの手によるものではない。敵の動きを完全に読んだ作戦指揮が可能だったのは、すべてある一通の密書のおかげだった。


　その密書は、かつて国境の要害ダルム城砦の弱点を伝えてきた密書と、まったく同じ経路を辿たどって届けられたものだった。


　内容は次のようなものである。


『ベールセール王国軍を率いるフィリップ将軍は、自ら兵五千を率いて迅じん速そくに北進しようとしている。これは表向きディレニア軍の牽けん制せいを狙っての行動であるが、その実功を焦あせったフィリップ将軍の独断行に等しい。


　フィリップ将軍は自らの名を上げるため、わずか五千の兵の軍であっても果か敢かんにディレニア軍に戦いを挑もうとするだろう。


　これに対たい抗こうするもっとも有効な手段は一つである。利に釣られて百里を進む軍は兵の半ばを失うという。ディレニア軍は一隊をもってフィリップ軍に戦いを挑み、しかる後敗北を装って退却する。功に焦っているフィリップ将軍は、必ずやこれを追つい撃げきするだろう。その進路に無数の兵を伏せ、包囲することができれば、殲滅するはたやすい──』


　果たして、結果はその通りとなったのである。ゼーバルトはディレニア軍の支配するところとなった後方のダルム城砦からも多くの兵を出撃させ、圧あつ倒とう的てき多数の兵力と完全な策とをもってベールセール軍を包囲し、散々に打ち破ったのだ。


　恐らくこの戦いで得られる首の数は、数千にも達するだろう。文句のない大勝利である。


　だが、欲を言えばもう一つ欲しいものがある。ベールセール軍に三人しかいないという将の首だ。


「敵将フィリップとやらの若造の戦死は確認されたか？」


　ゼーバルトの問いかけに、部下の一人が答える。


「いえ、確認されておりませぬ。戦いの最中ゆえ正確なところはわかりませぬが、恐らくは森の中へ逃げ込んだのではないかと」


「であろうな」


　ベールセール軍は、森に逃げ込む直前まで、統率の取れた軍隊としての動きを見せていた。


　だが、森へ撤てつ退たいを開始すると同時に、ベールセール軍は一気に乱れた。意味するところは一つ、敵将が森へ逃げ出したがゆえに統率を失ったということだ。


「傭よう兵へいどもに再度伝令を出しておけ。恩賞は望みのままだ、敵将フィリップを必ず捕とらえよとな。この際だ、生死は問わぬ」


「はっ」


　ディレニア軍には、まだ備えがあった。


　森の中には、ベールセール軍が逃げ込むことを想定して、あらかじめ無数の傭兵たちを潜ひそませてあるのだ。バラバラに森の中へと逃げ込んできたベールセール兵は、個々の戦いに秀ひいでた傭兵たちの格好の餌え食じきとなるだろう。敵将フィリップもまた、間ま違ちがいなくその網あみにかかるに違いない。


　総勢二万に過ぎないディレニア軍には、ベールセール王国全土を支配するだけの力は残念ながらない。しかし憎にくきベールセール軍は、先に行われた反乱軍やミレスデン軍との戦いによる傷も癒いえぬうちに、国境の守りの要かなめたるダルム城砦を奪うばわれ、今また数千の味方を失い、さらに偉い大だいな将の一人をも失うこととなるのだ。その士気は大きく失しつ墜ついするに違いない。


　この戦果を盾たてに交こう渉しようのテーブルにつけば、少なくともベールセール王国北部の領土を一部割かつ譲じようさせることぐらいはたやすいだろう。


　かつてミレスデン軍は──いや、レアニール連合王国に属する武人や支配者たちは、何度となくベールセールの肥ひ沃よくな大地を我が物にしようと軍を動かした。しかしその試みは、一度たりとも成功することはなかった。


　その偉業を、自分が成し遂とげるのだ。さすればゼーバルトの名はグリア大陸全土に響ひびき渡わたるに違いない。


　年とし甲が斐いもなく、胸が躍おどるのをゼーバルトは実感していた。
















　第七章　孤こ影えい落日
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　その日、アレスの身に起こったその出来事は、まさに青せい天てんの霹へき靂れきというべきだった。


　もしアレスがこれまでのパンドラの言動をすべて覚えていたとしても、恐らく予測は不可能だっただろう。ましてや多くの判断をクラウディアやパンドラといった他者に依い存ぞんしていたアレスには。もっとも、その事自体もまた後にアレスの歩む道に大きな影えい響きようを及およぼすことになるのだが。


　始まりは、質素な朝あさ餉げを終え、今日の行動を始めようとしていたときだった。


　アレスたちはミレスデン軍の動向を探るべく、分散している。今日は夕刻には再び集合し、今後の自分たちの行動を決めることになっていた。


《我が契けい約やく者よ、汝なんじに助言を授けよう》


　いつものように、何の前まえ触ぶれもなくアレスの前に少女の形をした精せい霊れいは現れた。


　無視はできないが、すぐ傍そばにミーアの目がある以上、この場で助言を聞くわけにはいかない。


「……すまない、水を汲くみ忘れた。少し待っていてくれ」


　とりあえず適当な言い訳を口にする。


「そう？　分かった、じゃあ待ってるから」


　疑問を抱いだく理由もなかったのだろう、ミーアはすぐに言葉を信じてくれたようだった。


　彼女を騙だましているようで少しばかり申し訳ない気持ちにもなるが、すぐに戻もどってくれば問題はないだろう。


　こうしてアレスは小川の方へと一人足を向けた。





　　　　　◆





　森の奥深くに入ったところで、アレスは足を止めた。


　眼前に突とつ如じよとしてパンドラが舞まい降り、いきなり驚きよう愕がくすべきことを口にしたためである。


《ふむ、どうやら問題ないようだ。やはりミーアも盗ぬすみ聞きはやめたようだな》


「なんだって……!?　盗み聞き？」


《そうだ。汝は知る由もなかろうが、ジェレイドが我が存在を感知しつつあったのだ。それゆえ、ジェレイドはミーアに命じて我らの会話を盗み聞きしようとしていたのだぞ。風の精霊を操れば、その程度たやすいことだからな》


　にわかには信じ難い話だった。


　ジェレイドがパンドラのことに気付いたのもそうだが、ミーアが盗み聞きのようなマネをしていたことも驚おどろきだった。


《もっとも、さすがのジェレイドも我という存在が実在することへの確信は持てなかったようだ。もう盗み聞きをしろという命令は解除され、ミーアにそのような様子はない》


「そ、そうか」


　確かに、ついこの間までミーアとは敵同士であり、さらにミーアの上官はジェレイドなのだ。その程度のことはされていても仕方がない。互たがいの立場が違う以上、ミーアの行動を非難できる権利などないのだ。


　しかし、なんともいえない不快感がアレスに残ったのもまた事実だった。


「そうか。最近おまえが姿を見せる回数が減っていたのは、そのせいだったのか」


　パンドラの返答は、意外なものだった。


《それもある》


「なに？　それも、だと？」


《我が契約者よ、覚えているか？　汝の故郷、レストニア領が復興の最中に反乱軍に襲おそわれそうになった折、汝と交わした約束のことを》


「ああ。忘れるわけがない」


　パンドラの助言に対し、もう少し従順となる。その代わり、自分だけではなく、エレナやクラウディア、レストニア領の領民たち──アレスにとって大切な人々に危機が迫せまった際には、その旨むね助言を受ける。それが新たな契約だった。


　はっとなる。なぜ今パンドラがその話を持ち出したのかということについて、一つ思い至ったためである。


「まさか、クラウディアさまに危機が迫っているとでもいうのか!?」


《いや。少なくとも現時点でその心配はない。精霊が交わす契約に偽いつわりはない。その点は保証しよう》


「そうか、それは何よりだが。となると……そうか、契約を交わしたにもかかわらず私が従順になっていないとでも言いたいのか？」


　意外だったのか、パンドラは一呼吸置いてから苦笑した。


《なるほど、確かにそれはある。が、些さ事じに過ぎぬ。汝には決して受け入れられぬ助言があることは我も承知しているからな》


「……分からぬな。さっぱり分からぬ。結局おまえは何が言いたいのだ？」


《こういうことだ、我が契約者よ。精霊が交わす契約に偽りはない。ただし──》


　ここでパンドラは、静かに目を閉じ、しばし黙だまりこんだ。


　やがて決心したように目を見開き、そして告げた。





《やむを得ず契約を破は棄きすることはあるということだ》





「…………!?」


　アレスはパンドラの言葉の意味を測りかねた。


　十二歳のときに契約を結んで以来、その助言に困こん惑わくさせられたことは無数にある。今回も同じように自分をまた困惑させようとしているのではないか。アレスとしてはそう考えるしかなかった。


　だが、どうも違う。パンドラの雰ふん囲い気きがいつもと違うのだ。


　パンドラが自分を困惑させるときは、いつも小こ悪あく魔まのごとき笑みを浮うかべていた。にもかかわらず、今のパンドラの顔にはまったく表情が──いや、感情そのものがなかった。まるで罪人に淡たん々たんと判決をくだす裁判官のようだ。


《我が主も人の心までは読めぬ。ゆえに、まさかこの一月二月の間にこのような状じよう況きようの変化があるとは思わなかった》


「待て、パンドラ！　おまえ一体……さっきから何を言っているのだ!?」


《ふむ、分からぬのか？　それとも分かろうとしていないだけなのか？　まあよい、では分かりやすく言ってやろう》


　聞きたくはなかった。パンドラが何を言っているのか、アレスには理解できない。いや、確かにパンドラの言う通り理解したくないだけなのかもしれなかった。


　だが、耳を塞ふさごうにも手は自分の意思とは無関係に震ふるえ、まったく動かない。何より、パンドラの言葉はアレスの意思とは関係なしに直接頭に響いてくるのだ。


　そしてついに、パンドラは告げた。





《我と汝との付き合いは、これまでということだ》





　アレスは、まだその言葉の意味を理解できないでいた。


　しかし、頭では理解できずとも体では理解しているのか、先ほどから体調が明らかにおかしかった。心臓は早はや鐘がねのように打ち、寒くもないのに手足が震える。何よりも、この胸中を満たしていく不安な感情は一体なんなのか。


《状況が変わったのだ、アレス。できることならば汝の行く道を見届けてみたかったものだが、それもここまでだ。我が主が望みは人の世の乱れ。今こそが我らが新たな行動を起こす好機なのだ》


「お、おい……どういうことだ。なぜ、突とつ然ぜん……！」


《汝との契約は終わったのだ。これ以上助言を与あたえることはできぬ》


　パンドラの体が、ゆっくりと天に昇のぼり始めた。


　思わず引き留めようとアレスは手を伸のばしたが、もちろん触ふれることなどできない。


《そうだ、言い忘れるところであった》


　一度だけ、パンドラの上じよう昇しようが止まる。


《我と汝の契約は、ここに終結する。だが、これだけは覚えておけ。もし汝が我が名を──我が存在を他者に知らせるようなことがあれば、我らは必要な報復をせねばならぬ。少なくとも汝が大切に思う者たちの命が失われることは間ま違ちがいないと、胸に刻んでおけ。よく考えるがいい。長い人の世において、なぜ我が名が決して表に出ることがなかったかをな》


「待て！　待て、パンドラ！　一体どういうことだ、説明しろ！　なぜ突然このような仕打ちをする!?」


　アレスはなおも声を荒あらげたが、もはやパンドラはアレスを一いつ顧こだにすることなく天へ昇っていった。


「どういうことだ!?　なぜだ、なぜなんだパンドラ！　パンドラァアアアア！」


　アレスの声は虚むなしく響ひびきわたり、そして──パンドラの小さな体は、天に消えた。


「なんだ……。何なのだ、これは……」


　体を支えていた大切な何かが失われたように感じられた。


　たまらず、アレスはがっくりと膝ひざを突ついた。


「冗じよう談だんなのだろう？　パンドラ。またいつものように、私が混乱するところを見て楽しんでいるのだろう……？」


　どれだけ語りかけても、返事はなかった。


　ようやく悟さとる。いや、悟らざるを得なかった。


　パンドラは、自分を見限ったのだということを。


　そして、そのことを理解すると同時に。


　アレスは、とてつもない恐きよう怖ふに駆かられていた。


　体が、ひどく重い感じがしたのだ。


　重さの原因はすぐに分かった。腰こしに下げた二振りの剣けんだ。


「ひぃ……っ！」


　アレスはまるで体に燃え移った火を払はらうかのように、乱暴に鞘さやを外して大切なはずの剣を無造作に落とした。


　剣を持つことが怖こわかったのだ。


　二振りの剣を同時に操るという人並み外れたことができたのは、パンドラの加護があってこそである。


　その加護を失った今、自分は二度と剣を振るえなくなるのではないか。その真否を知ることが怖かったのだ。


　そもそも、これまであらゆる危地を脱だつ出しゆつできたのは、パンドラの助言があったがゆえだ。


　いつどこから槍やりや矢が飛び出してくるか分からない戦場はもちろん、これまでに何度となく命を狙ねらわれたこともあった。あれだけ多くの人を斬きったのだ、星の数ほどの恨うらみも買ってきた。街の中で突然刺さされそうになったこともあれば、弓矢で後ろから狙そ撃げきされたこともあった。


　それが回かい避ひできたのは、すべてパンドラの助言があったからだ。


　しかし、そのパンドラはもういないのだ。


「う……」


　アレスはまるで迷子になった子供のように、今にも泣き出しそうな表情で何度も何度も辺りを見回した。


　もちろん周囲には木々と茂しげみしかない。人の気配も何もない。


　にもかかわらず、アレスは猛もう烈れつな不安に駆られていた。


　茂みの中に自分の命を狙う何者かが潜ひそんでいるのではないか。今こうしている間にも、誰だれかに矢で狙われているのではないか。ありもしない可能性が恐怖となってアレスを苛さいなんだ。それは過去まったく経験したことのない圧あつ倒とう的てきな恐怖だった。


　と、そのときのことである。


　がさがさと茂みの中から音がした。


「…………!?」


　アレスはほとんど蒼そう白はくになりながらそちらに顔を向ける。


「……何してんの？　そんなところで」


　ミーアだった。いつまでも自分が戻もどらないことを不ふ審しんに思って迎むかえにきたのだろう。


「ひっ……」


　アレスは、無様に尻しり餅もちをついて後ずさった。その目尻には涙なみださえ浮かんでいた。


　純じゆん粋すいに、ミーアが怖かったのである。


　ミーアとはついこの間まで、敵と味方だったのだ。確かにここ数日は共に戦い、共に語り、親しん睦ぼくを深め合った身でもある。しかしアレスは、ミーアの大事な仲間──ディオールを斬ったのだ。ミーア自身、言っていたではないか。そのことは、簡単には忘れられないと。


　それに過去には、ミーアの強力な黒くろ魔ま術じゆつと正面から渡わたり合ったこともある。そのときはどうにか引き分けに終わったが、それもパンドラの加護があってのことだ。今の自分がミーアと戦えば、確実に殺されるだろう。


　パンドラのいなくなった今、アレスにとってはすべてが恐怖の対象だった。


「ちょっと、どうしたのよ、アレス？　なんでそんな泣きそうな顔してるの？」


　いぶかしんだミーアが近づいてくる。


　しかしアレスには、それが舌なめずりをした肉にく食しよく獣じゆうが迫ってきているかのようにさえ感じられた。


「う、うわああああああああああ！」


　アレスは駆けだしていた。


　このときばかりは、騎き士しの義務も、クラウディアとの誓ちかいも、何もかもが脳裏からすっぽりと抜ぬけ落ちていた。


　ただ純粋に、逃にげたかったのである。
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　一人の若き騎士が、その歩みから逃げ出そうしていたこのころ。


　一人の若き将軍が、その歩みを止めようとしていた。


　フィリップである。


　ディレニア軍の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱし、森へ逃げ込んだまではよかったが、そこで待ち受けていたのは狡こう猾かつな無数の傭よう兵へいだった。


　完全に軍としての統率を失っていたベールセール軍は、待ち受けていた彼らの攻こう撃げきを受け、各個撃破されていった。


　特に、将として目立っていたためだろう、フィリップの元には一際多くの傭兵が殺さつ到とうした。


「欲に駆られた傭兵どもが！　その程度で私に敵かなうなどと思うなよ！」


　その攻勢を二日に亘わたってしのぎ、未いまだ生き残っていたことは、フィリップの強さを証明するものだっただろう。しかしその過程で馬を失い、付き従う近きん侍じも今や腹心の参さん謀ぼうギルマード一人となっていた。


「くそっ、こいつ強え！」


「一いつ旦たん退ひくぞ！　もっと数を集めろ！」


　もう何度目になるかも分からない傭兵たちの攻勢を、再びしのぎきる。


「ふう……。何度来ても同じことだ、この程度でやられはせぬぞ」


　フィリップは口では強がってみせたが、一いつ睡すいもしてないせいだろう、全身に溜たまっている疲ひ労ろうは相当なものだった。甲かつ冑ちゆうが重い。長ちよう剣けんを振るう腕うでがだるくて仕方ない。


「ギルマード、少し休むとしよう。あれだけ返り討ちにしてやったのだ、傭兵どももすぐには襲おそって来ないだろう」


「は……」


　答えるギルマードもまた満まん身しん創そう痍いである。しかも年ねん齢れいがフィリップよりずっと上ということもあってか、その疲労はフィリップ以上のようだった。ほとんど倒たおれ込むように木の根に腰を下ろす。


「私は北を見張っています。フィリップさまは南を」


「分かった」


　二人、背を向け合って腰を下ろす。もっとも、深い森の中ではどちらが北でどちらが南かは分からなかったが。


「もう少しだギルマード。もう少しで森を抜け、ギムナムルの街へ着く。そうすれば飯とベッドにはありつけるだろうし、逃げ戻った兵士たちもいるはずだ。もう一度部隊を再編し、ディレニア軍を打ち破れば、まだ我らに再起の目はある」


「……は。そうですな」


　それはほとんど現実を無視した楽観論だった。将軍であるフィリップでさえ、半死半生で森をさまよっているのだ。兵卒風情が生き残ってギムナムルまでたどり着けるとも思えない。しかし、そうとでも考えなければ気力がもちそうになかった。そもそも、もう二日も森を彷徨さまよっている。認めたくはないが、完全に迷ってしまったらしい。


　つくづくツキがないというべきか、雨が降り出した。それだけではない、遠くから雷かみなりの音さえ響いてきている。


「くそ、天までもこの仕打ちか……！」


　わずかでも水分が摂せつ取しゆできる機会が生じたのはありがたい。しかし体を冷やせばさらに体力は失われるだろう。一方で、雨を避さける準備をするだけの余力もなかった。


　雨足は段々と強まっていった。雷らい鳴めいもまた、段々と近づいてくる気がする。


　だがそんな中でも、その音だけは聞き逃のがせなかった。


　すぐ後ろから聞こえたのは、シャランという金属と金属がこすれる音である。剣を抜くときに生じる音だ。


　咄とつ嗟さにフィリップはギルマードを振り返った。


「どうした、敵か!?」


　奇き妙みようなことに気付く。


　剣を抜いたのは、確かにギルマードだった。


　しかしその切っ先は、真っ直ぐフィリップに向けられていたのだ。


「……ど、どうした？　なぜ私に剣を向ける？」


「もはや我らはこれまでにございます」


「なに？」


　言葉の意味をはかりかね、問い返す。


「どういうことだ？　一体なにを言い出す？」


「我らの置かれた状じよう況きようを、何度も見直してみました。ギムナムルでの再起など不可能です。陛下より預かりし軍勢を失った我らに、もはや栄えい華がは望めますまい。それどころかこの国に居場所さえなくなるでしょう」


「…………」


　反論はできなかった。独断で軍を率いて北に戦いを挑いどんだ挙げ句、返り討ちにあったのだ。もはや国王も、父でさえも、自分を助けてくれることはあるまい。


　ただ、その未来を直視するのはあまりにも辛つらい。ゆえにフィリップは、あえてそのことを考えないようにしていたのである。


「フィリップさま。こうなった以上、もはや私ヽにヽ歩むことのできる道はたった一つ、ディレニア軍に寝ね返がえることだけです」


　ギルマードが何を言ったかを理解するのに、わずかながら時間が必要なほどだった。


「な、何を馬ば鹿かげたことを言い出すのだ、ギルマード！　ディレニア軍が敵である我らを受け入れるわけがなかろう！」


「誤解なさらぬよう。私はフィリップさまと共に寝返るなどと言った覚えはありません、私一人で寝返るのです。確かに私はディレニア軍にとっては敵ですが……ベールセール軍が誇ほこる将軍の首を手て土みや産げとすれば、必ずや受け入れてくれるでしょう」


　フィリップはようやく悟さとった。


　ギルマードが自分に剣を向けている意味を。


「ギ、ギルマード……！　貴様ぁ……！」


　到とう底てい許せるものではない。フィリップはぎしりと音がするほどに強く歯を嚙かんだ。


　元よりギルマードは、将来の栄達を条件に自分に仕えていたのだ。その約束を果たすことが困難になった今、ギルマードの心が自分から離はなれていくことは仕方ないことかもしれない。


　だが、よりにもよって自分の首を望むとは！


「フィリップさま。剣をお抜きください。フィリップさまより頂いたご恩も多少はございますれば、不意を突くことできませぬ。せめて正々堂々その御首を頂きたいと存じます」


「……よくぞ言った。見損なうなよ。おまえの知略には何度も助けられたが、貴様程度に討ち取られるほど落ちぶれた覚えもない！　返り討ちにしてくれるわ！」


　フィリップは怒いかりに駆かられて素早く立ち上がると、傭兵たちの血で柄つかまで赤黒くなった長剣を右の漆しつ黒こくの籠こ手てで抜き放ち、左手を添そえた。


「お覚かく悟ごはよろしいですな、フィリップさま」


「それはこちらの台せり詞ふだ！　もはや戯ざれ言ごとではすまぬぞ！」


　両者剣を構えてにらみ合う。


　先に動いたのはギルマードだった。地を蹴けると、フィリップ目め掛がけて袈け裟さ懸がけに剣を振ふり下ろそうとする。


　だが──フィリップの動きは、ギルマードをはるかに上回っていた。


　ギルマードの剣が届くよりも先に、フィリップはギルマードの脇わきを駆かけ抜けていた。すり抜けざま、その脇わき腹ばらを深く斬きり裂さきながら。


　フィリップの背後で、どさりとギルマードの体がくずおれる。今の一撃が致ち命めい傷しようであることを、手応えからフィリップは知っていた。


　そのまま、フィリップは背後を振り返ろうともしなかった。





「なぜだ……!?」





　フィリップが口にしたのは、問いかけの言葉だった。


「ギルマード、なぜだ!?　なぜ私に剣を向けながら、その剣を振るおうとしなかった!?」


　ギルマードは、剣を構え、振ろうとはした。


　だが、実際に振り下ろされることはなかったのだ。その剣にはまったく殺気がこもっていなかったのだ。


　まるで──最初から、戦う気などなかったかのように。


「申し訳ありませぬ、フィリップさま」


　倒れたまま、ギルマードは力なく口を開いた。


「どれだけ頭を絞しぼろうと、もはやフィリップさまに栄華の道を示す方法が思いつかなかったのです。どうやらこの辺りが私の限界だったということなのでしょう。となれば、これ以上フィリップさまにお仕えしても仕方ありません。なにより……鼠ねずみのように逃げ惑まどい、血と泥どろと汗あせにまみれたフィリップさまを──今後、敗軍の将として責を問われるであろうフィリップさまを、これ以上見たく……なかったの、です……」


「……そんな。ギルマード、貴様……！」


　ギルマードが剣を向けた真意を、そしてその剣が振り下ろされることのなかった理由を悟る。


　フィリップはギルマードに駆け寄ると、その血まみれの体を助け起こした。


「なんと馬ば鹿かなことをしたのだ、ギルマード！　なぜ私の才を信じなかった!?　生きていさえすれば、まだ挽ばん回かいの機会はいくらでもあろうに！」


「私も……そう、考えたくありました……。しかし非才なこの身には、そのための道を見いだすことは、もはや……」


　ギルマードの目から、段々と光が消えていくのが分かった。


「一足お先に……逝いっております。どうか、お元気で」


「馬鹿者！　この大馬鹿者が……！」


　雨足が一層激しくなった。だがこのとき、フィリップの頰ほおを濡ぬらしているのは、雨だけではなかった。


　そして、フィリップの腕の中で──唯ゆい一いつの味方であるはずの参謀は、永遠に目を閉じたのである。


「…………」


　フィリップは無言のまま、ゆっくりとその亡なき骸がらを地面に横たえた。


「くっ……！」


　とうとう自分はすべてを失い、独りぼっちになったのだ。


「なぜだ……。なぜ私ばかりがこのような目に遭あわねばならぬのだ……！」


　その答えは、考えるまでもなく簡単に出た。


「アレス……！　貴様だ……貴様さえいなければ……！」


　アレスがいたせいで、フィリップはクラウディア王女に近づくことに失敗し、挙げ句南東の危険な国境地帯に飛ばされた。


　トゥールスレン城じよう砦さいに立て籠こもった反乱軍を攻こう撃げきしたときには、アレスがクラウディア王女を連れ出したせいで功を得る機会を奪うばわれた。


　ミレスデン軍との決戦もそうだ。アレスがいたがゆえに、自分が得るはずだった名声はすべて奪われたのだ。


「神よ！」


　フィリップは天に向かって叫さけんだ。


「五ご彩さい神よ！　なぜだ!?　なぜ私が生きるこの時代に、あのアレスを遣つかわしたのだ!?」


　もちろん返事はない。


　辺りに轟とどろくのは、身もすくむような雷鳴だけだった。


　その周囲に、人ひと影かげが現れていた。


「いたぞ、奴やつだ！」


「しめた、仲間を失ったらしいぞ、一人だけだ！」


　傭よう兵へいどもだ。何度も退けたはずの傭兵どもが、新たな仲間を連れ、再びフィリップの前に現れたのだった。


　しかし、そんなことはどうでもよかった。


「答えよ神よ！　なぜアレスに人知を超こえる力を与あたえながら、私に機を与えなかった!?　なぜ私にかくも過か酷こくな運命を課したのだ!?」


　なおも天に問いかけ続ける。


「こいつ、気でも狂ったのか？」


「大方そんなところだろうよ。構わん、とっとと首を取っちまえ」


「待て、油断はするな。そいつの剣の腕うでは並じゃないぞ」


　傭兵たちは警けい戒かいしながらフィリップの周囲を取り囲んだ。そして、包囲の網あみをゆっくりと狭せばめていく。


「ふっ……。くっくっく……」


　フィリップは笑った。周囲の傭兵たちが思わず立ち止まるほどの凄せい惨さんな笑みを浮うかべて。


　笑うしかなかった。一軍の将にまで上り詰つめたにもかかわらず、今は敗軍の将として血と汗と泥の中を逃にげ惑い、もっとも信しん頼らいしていた参さん謀ぼうを自らの手で斬り捨て、挙げ句名もない傭兵どもに討ち取られようとしているのだ。笑わずにはいられなかった。


　周囲の傭兵たちが、いよいよ攻撃に移ろうとしていた。四方八方から、フィリップに血ち塗まみれた武器を突つき立てようとする。


　しかしフィリップは構うことなく再び天に向かって叫び続けた。


「いずれの神でもよい、一度だけ機会を与えよう！　我に力を……いかなる敵をも退けうる力を授けよ！　さすれば我は御おん身みの従じゆう僕ぼくとなり、その威いをあまねく世に示し現そうぞ！」


　果たして。


　フィリップはその声を聞くことになる。脳裏に直接響ひびく、その声を。


























《力が望みか。資格を持つ者よ》



















つづく







あとがき







　二ヵ月ぶりでございます。この短期間で再び皆様とお会いできたことを幸福に思います。ええもう本当に。次もこんな感じで出せればいいんですけどね！　幸いなことにＦＦの発売日はまだ先ですし。


　……さて、火の国、風の国物語第八巻、いかがだったでしょうか。


　まず見てお気付きと思いますが、久しぶりに火風シリーズの最厚記録が塗り替えられました。これでも結構抑えようと努力はしたような覚えはあるんですが……！


　ただ、今後はもうこれ以上厚くなることはないと思いますのでご安心ください。でも、ちょっとぐらい、ほんのちょっとぐらい厚くなってもコストパフォーマンスは逆によくなるわけですからきっと大丈夫ですよね？　ですよね？　ですよ……ね？


　ところで、今回のように前巻発売から二ヵ月というわりと短期間で本を出すと、何が困るってあとがきで書くネタがなくて困ります。


　もちろん執筆を始めとした作業も時間がなくて大変なのですが、その分引き籠こもっての作業が増えて自然出で不ぶ精しようとなり、あとがきで書くようなネタがなくなってしまうわけです。ここ二ヵ月のことをあれやこれやと思い返してはみたものの、作業の合間に信長の野望の新作をやってたことしか思い浮かびません。それにしても全国統一しても相変わらず蠣かき崎ざき家は最後まで生き残りますね。どうでもいいですが。


　ただ、今回はあとがきページ数が結構厳しいので、これ幸いとばかりこのまま次巻のお話に入ってしまおうと思います。


　もっとも、今回はあまり予告することもなかったりします。本書八巻をご一読頂いた皆様には、サブタイトルを見て頂ければもうどんな内容になるかは想像がつくと思います。


　というわけで、火の国、風の国物語第九巻『黒王降臨』は二〇一〇年春発売予定です。


　本当は来年の三月ごろには出るんじゃないかな……って書きたいんですけど、数字出しちゃうとまた大変なことになりそうですからね！


　それでは、慌ただしいあとがきで恐縮ですが、また春ごろにお会いできることを心の底から祈りつつ。







師し走わすトオル


http://december.sblo.jp/













　追伸：


　現在、本書とほぼ同時に発売されたドラゴンマガジン一月号にて、火風短編シリーズ第四部が掲載されております。


　アレスやジェレイドの過去話は結構やったものですから、今回から始まるのは色々なキャラの過去にスポットを当てたお話、通称『キャラ短編』編という構成になっております。


　ちなみに、今回掲載されているのはアレスの父親が若かったときのお話なのですが、実は次号は誰の話を載せるかということはまだ決まってなかったります。


　ただし、候補は挙がってます。エレナ、クラウディア、ミーアの三人です。


　ここまで書けばお察しの方もおられると思います。そうです、次にドラゴンマガジンに掲載されるお話は、読者の皆様に投票してもらうという形式になっております。おかげで締め切りがものっそい早くなっちゃうんですけどね！


　というわけで、もしご興味を持って頂けましたら、よろしければドラゴンマガジン一月号を手にとって頂ければ幸いです。











初　出





　ドラゴンマガジン


　　２００９年１月号～２００９年11月号





※本書は連載原稿を大幅に加筆、修正したものです。











著者


師走トオル


●しわすとおる





今まで手を出さないでいたＰＳ３をとうとう買ってしまいました。


いえ、仕方なかったんです。どうせいつかは買う運命だったんです。それが小型化して値下げもしたとなったらもうちょうどいい機会じゃないですか、買うしかないじゃないですか。おまけにネット対戦可能なガンダムも一緒に出るなんて！　というわけで最近はＭＧＳ４に手を出しています。あとはデモンズソウルとロナロナはやっておかないと。って、ＦＦもいよいよ出るんだよなあ、と迷う日々を送っております。

















……いえ、あの、ゲームと仕事の時間はきっちり分けてますので念のため。





火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり８


孤影落日





師し走わすトとオおルる
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